
[image: ]


[image: ]






[image: ]





[image: ]




スクラップド・プリンセス９


獣姫の狂詩曲





榊　一郎


















[image: ]





富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　安曇雪伸
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　序章







　生まれた時から足が悪かった。


　右足の神しん経けいの一部が働いていないらしいと医者には言われた。左足首辺あたりの神経も正常とは言い難がたいとも。ただ立つ事ならば何とかできるのだが、歩こうとすると途と端たんに転ころんでしまう。体重を移い動どうする際の微び妙みような感かん覚かくが、どうしてもつかめないのだ。


　五歳さいになってもなお、獣けもののように四つん這ばいでしか進む事のできない娘むすめを悲ひ観かんして、両りよう親しんは何度か彼女の首を絞しめようとした事もあるという。なまじ娘の聡そう明めいさには気付いていただけに、余よ計けいに不ふ憫びんで仕し方かたなかったのだそうだ。


　だが……両親は彼女を何とか歩かせる事に腐ふ心しんした。


　首を絞めてしまうのはいつでもできる。それはとてもとても簡かん単たんな事だ。ならば諦あきらめるのは本当に最後の最後になった瞬しゆん間かんでも良いではないか──そう思ったのだと両親は後のちに語ってくれた。


　そうして彼女の特とつ訓くんの日々が始まった。


　這うことしかできなかった──逆に言えばそれが当然だった彼女は、立って生活する事を強しいられた。どれだけ疲つかれたと訴うつたえても、どれほど辛つらいと訴えても、両親は彼女に這い蹲つくばって生きる生活に戻もどる事を許ゆるさなかった。


　それはある意味でとても過か酷こくな日々だったと彼女は思う。


　全まつたく違ちがう視し点てん、違う姿し勢せいで生きる事は、つまり別の生き物になるという事に等ひとしい。小は筋きん肉にくの使い方から、大は物事の捉とらえ方まで、変わるという事だ。常じよう人じんの感覚で言えば『今日きようから逆さか立だちで生きろ』と言われるようなものだ。


　だがそれでも彼女は両親の言いつけに従したがい、必ひつ死しに『生き方を変える』事に努つとめた。


　そうして訓くん練れんの日々は続き──彼女は十歳になる頃ころには杖つえさえ与あたえられれば歩けるようになっていた。


　無論、それは常人と同じ運動能力を持つに至いたったという事ではない。相あい変かわらず走る事はできなかったし、杖を取られてしまえばやはり彼女は這いずるか、あるいは壁かべにでもすがらぬ限かぎり移動する事はできなかった。


　よく虐いじめられた。


　自分はなんて不幸なのかと独ひとりベッドの中で泣き濡ぬれていた事もある。家から出ずに一ヶ月を過ごした事もある。歩けるようになって世界は広がった。その事は単純に嬉うれしかった。だがその世界は必かならずしも平びよう等どうな訳わけではなく公平でもなく──ましてや善ぜん意いで満ちあふれている訳でもなかった。


　どうしても外に出る時は人ひと気けのない場所を選んでしまう。


　友達と言える相手と出会うこともなく、彼女は孤こ独どくを埋うめるかのように本に没ぼつ頭とうした。


　読み書きは覚おぼえていたので、宮きゆう廷てい勤づとめの父に頼たのみ込こんで、帝てい立りつ図と書しよ館かんに出入りする許きよ可かを取ってもらい、早そう朝ちようと夕ゆう暮ぐれに家と図書館を往おう復ふくする日々が続いた。


　そして。


　彼女がその少女に出会ったのは、そんな生活を続けていたある日の事であった。








　帝立図書館は皇おう城じようの敷しき地ち内の一いつ郭かくに建たてられている。


　無論、如い何かに比ひ類るい無なき巨きよ大だいな建けん築ちく物ぶつとはいえ、城しろの建っている面めん積せきそのものは敷地そのものの十分の一……いや事によると百分の一程度しかないだろう。正確な比ひ率りつは彼女も知らない。城やその敷地に関する図面は防ぼう衛えい上の機き密みつに属するため、一部の人間しか知らない機密事じ項こうなのである。


「……どうも」


　既すでに顔かお馴な染じみになっている門もん衛えいに通つう行こう証しようを見せて許可を貰もらい、彼女は皇城の中に足を踏ふみ入れた。


　広い。


　森がある。泉いずみがある。その向こうには親しん衛えい隊たいの演えん習しゆう場じようが在あるのも知っている。そして更さらにその向こうには帝立図書館に代表されるような幾いくつかの施し設せつが建てられ……そしてその極きわめつけとして桁けた違ちがいに巨大な建けん造ぞう物ぶつがそびえ、周しゆう囲いの全すべてを睥へい睨げいしている。それは既に建物というよりも山のような風景そのものであり、空や地をも圧して傲ごう然ぜんとそこに存そん在ざいしていた。


　既に慣なれたとはいえ、やはりこの場所が皇城の敷地の一部であり──そしてあの城が人じん工こう物ぶつなのだと認にん識しきする度たびに、彼女はある種の感かん慨がいを抱いだかずにはいられない。


　人間はここまでの事ができるのだ。


　一人ずつの力はたかが知れている。本当に人間はちっぽけな生き物でしかない。だがその力は知ち恵えと協きよう調ちようによって束たばねる事ができる。


　ならば人はいつかその手を伸のばし、足あし元もとに無数の石を積つみ上げて、あの空をもつかみ取ることが出来るのではないか。


　彼女はそんな事を夢む想そうしたりもする。


　だが──それが夢ゆめでしかない事も彼女は知っている。


　人は知恵や協調と同時に、獣けものにも劣おとる本能的な憎ぞう悪おや闘とう争そうへの嗜し好こうを持っている。弱い者が居いれば庇かばおうとする人間が居る一方で、踏みにじらずにはおれない人間が必ず居る。そして彼女の経けい験けん上、圧あつ倒とう的てきに後者の方が数が多いのだ。


　だから──


「……？」


　ふと彼女は何かの気け配はいを感じて傍かたわらを振ふり返った。


　気配──というよりは息いき遣づかいといった方が正しいかもしれない。傷きずついた獣がたてるような、浅く、低く、しかし素す早ばやい呼こ吸きゆう音おん。他ほかに少しでも雑ざつ音おんがあればそのまま紛まぎれ込んでしまって聞き取れない様な、そんな音である。


　聞こえてくるのは……道の側そばに植えられた灌かん木ぼくの茂しげみからだ。


　何か獣でもいるのだろうか。


　それとも──


「誰だれか、居るの？」


　彼女はそう声をかけてみる。


　息遣いが──止まる。発見される事を恐おそれるかのように、息を潜ひそめているのだ。


　そして──


「…………？」


　蹄ひづめの音の乱らん入にゆうに彼女は振り返った。


　見れば……一頭の馬に乗った、年とし頃ごろ十八、九の少年がこちらに向かってくるところであった。華か美びな衣い装しように身を包つつみ、その手には馬ば上じよう戦せん闘とう訓くん練れんで使用する棒ぼうを──先端に布を被かぶせたもので、槍やりに見立てて使う──携たずさえている。


「あ──」


　その格かつ好こうや馬の鞍くらの造つくりから、すぐに彼女はそれが帝てい族ぞくの一人であるという事に気付いた。皇こう帝ていの血族でなければ身に帯おびる事を許ゆるされない紫むらさきの飾かざり線が少年の衣装には幾いくつも施ほどこされていたからだ。


　普ふ段だんは家の中に引きこもっていてあまり表おもてに出ない為ため、世せ間けん知らずな彼女ではあるが、それでも皇おう城じよう勤づとめの父から帝族が如い何かなる存在なのか、もし出会えば如何なる礼らい賛さんの型をとらねばならないのか、といった事は教えられていた。


　咄とつ嗟さに本を抱かかえたまま、杖つえを放ほうり出し、地面に膝ひざをついて、頭こうべを垂たれる。


「──ふむ」


　少年は彼女の側で馬を止めると、その棒の先端を彼女へ伸のばした。


「──あ」


　思わず声を漏もらす。


　棒の先を額ひたいに押し当てられ、押し込まれた。無む理り矢や理りに顔が上げさせられ、姿し勢せいも若じやつ干かん反そり返り気ぎ味みになる。


「……何者か？」


　そう詰きつ問もんされる。


　実のところ、そう意味があった問いではなかったろう。皇城にはそれこそ文ぶん官かん、武ぶ官かん、そして出入り業者など、毎日数百人の──多ければ数千人の人間が出入りする。元々人の出入りはそう多くない帝立図書館に向かうこの道で、この時間、歩いている人間は珍めずらしいかもしれないが、不ふ審しんに思われる程ほどのものでもない。


　恐おそらくはその問いも単なる気き紛まぐれであった筈はずだ。


　だが質問に答え損そんじれば、此こ処こでいきなり斬きり殺されてしまうのではないか──彼女にはそんな風にも思えた。


　彼女の顔をあげさせたその棒。


　その先端、布の部分に──明らかに血と分わかる赤い染しみが付いていたからである。それもまだ乾かわききっていない。さっきまで誰かをそれで血が出るまで殴なぐっていたか、あるいは突ついていたか……何にせよそこには容よう赦しやない暴ぼう力りよくの匂においがあった。


「お……皇城詰づめ司し書しよ官かんパリス・ボーチャードの娘むすめ、エイローテ・ボーチャードにご、ございます……帝立図書館にて、書しよ籍せき閲えつ覧らん及および帯たい出しゆつの許きよ可かをいただいており──」


「セーネ……いや、娘を見なかったか？」


　彼女──エイローテの答えを最後まで聞かず、馬ば上じようの少年は尊そん大だいな口く調ちようで言ってきた。


「──は？」


「貴き様さまと同じ年頃の娘だ。この辺あたりに隠かくれている筈はずなのだがな」


　その言葉から思い出されるのは──無む論ろん、灌かん木ぼくの茂しげみから聞こえてきた息いき遣づかいの音だ。


　無論その息の主ぬしの姿すがたを見たわけではない。だがこの少年が馬で追い回し、棒で突き回しているのが、あの息の主であろうという事はすぐに分かった。


　だが……


「見たか、見なかったか？」


　エイローテの沈ちん黙もくに苛いら立だつかの様に、少年が尋たずねてくる。


「いえ……」


　咄嗟にどうしてそう答えてしまったのか、エイローテには分からない。


　無論──『見たか？』と問われれば『見ていない』と答えても噓うそではない。彼女が知っているのは微かすかな息遣いの音だけなのだから。


「門をくぐってからは、貴方あなた様を除のぞけば、どなたともお会いしておりません」


「ふん──」


　少年は小さく鼻はなを鳴ならすと、そのまま馬を進めてエイローテの前を通り過ぎた。


　杖つえを引き寄せ、それにすがって何とか立ち上がると、エイローテは去ってゆく騎き影えいを眼めで追う。少年と馬の姿が完全に見えなくなると、彼女はようやく歩き出した。


　灌木の方へ。


　茂みの中からこちらを見ていたのであろう。小さな驚おどろきに息を呑のむ音がする。


「あの……」


　声をかけてみるが、返事がない。


　警けい戒かいしているのだ──と分かったエイローテは、自分から更に近付く事にした。


　灌木の茂みに触れる様にして、立つ。きちんと見れば自分が棒や剣けんの類たぐいを携たずさえているのではなく、杖にすがって歩いているのだという事が分かる筈だ。


　そうして。


　じっとする事、数分──エイローテが諦あきらめてこのまま通り過ぎる事を考え始めた時、灌木の茂みが揺ゆれて、小こ柄がらな少女が顔を出した。


「…………!?」


　その姿には想像通りの部分と想像を超こえる部分があった。


　少女が怪け我がをしていたのは確たしかに想像通りだった。頰ほおの辺あたりが大きく腫はれ上がっており、額ひたいにも幾いくつかの擦すり傷きずがある。そこから滲にじみ出た血が、乾かわいてその浅黒い肌はだに貼はり付いていた。


　亜あ麻ま色いろの、やや癖くせの強い髪かみを少年の様にざっくりと切った髪型。まさしく手て負おいの獣けものの様に相手を油ゆ断だん無なく見つめる鋭するどい翡ひ翠すい色の眼。子供らしい愛らしさは殆ほとんど感じられないが、同時に子供の持つひ弱さも窺うかがえない。それはある意味で、子供らしい庇ひ護ごを十じゆう分ぶんに受けて来れなかった事の証明でもあるのだが──さすがにエイローテにもそこまで分からなかった。


　そして予想外だった事。


　それはその少女の着きる衣い装しように──ぼろぼろになっていたとはいえ──はっきりと紫むらさきの飾かざり線が施ほどこされていた事だ。


　帝族の衣装を盗ぬすんで着ているのでもなければ、この少女は皇こう帝ていの血けつ縁えんという事になる。


　だが──姫ひめと呼よばれるような立場の少女が、どうして同じ帝族の少年に馬で追い回されているのか。それとも先さき程ほどの少年が追っていた相手と、この少女は無関係なのか？


「あの……」


　エイローテが声をかけると、その少女は無む言ごんで歩き出す。


　まるでエイローテの存そん在ざいなど見えていないかのようである。


　無む視しされた事に別段腹は立たなかった。それだけこの少女が必ひつ死しで、礼れい儀ぎや気き遣づかいを思い出す余よ裕ゆうがないのだという事は、幼おさないエイローテにも分かったからだ。


　ただ──ふと思い付いた言葉を彼女は口に出していた。


「帝族の方──なんですよね？」


「……だったらどうなんだよ」


　意外な事に、返事はあった。


　少女は肩かた越ごしに振ふり返ってエイローテを睨にらみ据すえる。


　女の子とは思えない、ぞんざいでぶっきらぼうな言こと葉ば遣づかいである。そして──それにも増ましてその眼がん光こうは子供とは思えないほど、殺さつ気きめいたものを漂ただよわせていた。


「怪我を──」


　そう言ってエイローテは懐ふところから取り出したハンカチを示しめす。


　だがその少女は憎ぞう悪おすら含ふくんだ眼でエイローテを睨み据えて言った。


「罠わなか？　そこまで手の込こんだ事をするほどの頭はあいつらにはないよな。じゃあ、取り入るつもりか。けど取り入るなら他の帝族にしな。私に取り入るとかえって損そんをする」


「──え？」


「城しろに出入りしてるならガキでも聞いた事があるだろ。皇帝の末すえ娘むすめ──皇帝が戯たわむれに後こう宮きゆうへと召めし上げた蛮ばん族ぞくの娘が生んだ汚けがらわしい混こん血けつの姫。それが私だよ。下へ手たに私の近くに居いると、兄あに貴きや姉あね貴きや第一王おう妃ひ様に何されるか分からないぜ。多た分ぶん、あんたが美う味まい汁しるが吸すえるようになる前に私は殺されるしな」


　到とう底ていエイローテと同じ年とし頃ごろ──十歳さい前後とは思えない言葉をすらすらと言って、その少女は唾つばを吐はく。綺き麗れいに敷しかれた石いし畳だたみの上に弾はじけたそれは、血で朱あかく濁にごっていた。


「わ──私は別に」


　これが普ふ通つうの少女であったなら、その姫の言葉の半分も理り解かいできなかったろう。


　だがエイローテは聡そう明めいさにおいても知ち識しき量りようにおいても普通の娘ではない。父が皇おう城じよう勤づとめであった事からも、貴き族ぞくや帝族の社会について、多少なりとも心こころ得えがあった。だからこの薄うす汚よごれ、怪我を負おった姫ひめ君ぎみの言う意味がよく分かったのだ。


「そんな意味で言ったんじゃ」


「じゃあどんな意味なんだよ」


　叩たたき付けるように少女が言ってくる。


　エイローテは思わずたじろぎながらも、言葉を続けた。


「だって──血が出てるし。痛いたいでしょう？　そのままだと……ばい菌きんが入ったら、大変だし……その……」


「あんたの知った事じゃないだろ」


　そう言って──もう話は終わった、と言わんばかりに少女は再ふたたび歩き始める。


　しかし。


「あの」


「……なんだよ。うるさいな」


　そう言いながらも立ち止まって振り返ったところを見ると、案外義ぎ理り堅がたい性格なのかもしれない──そんな事を思いながらエイローテは更さらに尋たずねた。


「殺されるって──それは……あの、どうして？」


「どうでもいいだろ」


「だって……だって殺されるなんて聞いたら……それにあなたが言ったんでしょ。気になるんですよ」


「……変な奴やつだな」


　少女は顔をしかめてそう言ってから──短い沈ちん黙もくを挟はさんで再び口を開いた。


「殺すなら今の内がいいんだよ。子供の事じ故こなら大たい概がいの連中が納なつ得とくする。大人おとなになってそれなりの権けん力りよくを持ってしまうと、色々暗あん殺さつも面めん倒どうだからな」


　少女はそう言って──少年の去っていった方向を睨にらみ据すえた。


「特に『お兄にいちゃんと遊んでいた妹いもうとが、ふとした弾はずみで頭を打って死んでしまいました。邪じや気きのない子供同士のやる事だから誰だれに罪つみがある訳わけでもありません。不幸な事故だったのです』ってのは理想的な筋すじ書がきだな。馬ば鹿か共どもなら特に疑問も抱いだかずに納得するだろうさ。はっきりと分かるような刃は物もの傷きずでも残っていれば別だが。そうでもないなら、いくらでもごまかしが利きく。棒ぼうで叩き殺された痕あとと、間ま違ちがって高いところから落ちたり、花か壇だんの煉れん瓦がで頭を打った傷と──検けん屍し医いさえ抱だき込んでしまえば、素人しろうとなんぞに区別はつかない」


「…………」


　エイローテは言葉も出ない。


「信じられないって顔してるな。まあ普ふ通つうの人間には縁えんのない話だろうからな。だけど『仲直りの印しるしに』って姉あねにもらった毒どく入いり菓が子し喰くって死にかけた経けい験けんが一度でもあったら、笑えなくなるぜ」


「…………ひどい」


　エイローテにはそうしか言えなかった。


「本当にな。ま──子供の立場で身を守りきる事なんざできやしない。その内、事故死か病死するんだろうさ、私は。それも子供の内にね。母かあ様さまも死んじゃったし、別にいつ死んでもいいんだけどな」


　そう言って──子供とは思えないほど悟さとりきった、暗い笑顔を浮うかべる少女。


「……ああ。忘れてた」


　ふと──思い出したように少女は笑顔を消して、言った。


「ありがと。誰かに庇かばってもらうのって久ひさし振ぶりだったから。ちょっと嬉うれしかったぞ」


　そう言って、少女は今度こそエイローテから離はなれて歩き始める。


　その後うしろ姿すがたを呆ぼう然ぜんと眺ながめていて、エイローテは気付いた。少女は足を引きずっている。エイローテの場合とは違ちがい、恐おそらく足首の捻ねん挫ざか何かで、足に力が入らないのだろう。


「…………」


　──ふと。


　足を引きずりながら独ひとり去ってゆく幼おさない姫ひめ君ぎみを見ていると、エイローテはどうしてか、たまらない気分になった。


　駄だ目めだ。


　ここで今放ほうっておいたら駄目なのだ。


　この少女は助けを求めている。そんな事は決して口には出さないけれど──きっと誰かに助けてもらいたがっている。当たり前だ。誰だってそうだ。自分だって両親に助けてもらったからこそ、こうして生きている。生きて、本と出会い、読どく書しよの楽しみを知り、生まれてきた事を恨うらまずに生きている。


　だが……この少女には何もない。


　彼女を庇うべき人が居ない。誰よりも先にまず彼女を護まもるべき家族が先頭を切って彼女を苛さいなんでいる。誰にも助けを求める事が出で来きない。だからこの少女は悟さとっている。自分が永ながく生きられないという事を。自分が──生まれてきた事そのものが、不幸であったのだと決めてかかっている。


　駄目だ。どうしても駄目だ。それは──駄目な事なのだ。


「──あの！」


　去ってゆく姫君の背中にエイローテは声をかける。


　今度は返事はない。振り返る事もなければ、立ち止まる事もない。


　だが──


「隠かくれるなら……帝てい立りつ図と書しよ館かんの中なんか、いいと思います。ちょっと暗いし。本ほん棚だながいっぱいあるから見通しも悪いし。元々人はそんなに多くないし、小こ部べ屋やもたくさん──」


　少女は止まらない。


　エイローテは畳たたみかけるように言った。


「私、今からそこに行くんです。私、毎日そこに通かよってるから──きっと案内できると、思います」


　少女が──立ち止まった。


　眉み間けんに皺しわを寄せて彼女は振り返ってくる。


「──馬ば鹿かか、あんたは？」


「はい。馬鹿です」


　馬鹿な事をしている──そういう実感はあったので、エイローテは素す直なおに頷うなずいた。


　だがその事について決して後こう悔かいなどしないだろうという予感めいたものもあった。


　だから──


「そうか。馬鹿か──私も馬鹿だからな。いいかもしれない」


　少女が呟つぶやく。


「馬鹿は予想もつかない事をするからな。だから──思わない結果を出したりするものな。それが二人寄よったら、案外、誰も想像しなかった様ような、面おも白しろい事になるかもしれないな」


「はあ」


「分かった。案内して」


　そう言って少女は戻もどってくると、エイローテの前に立った。


「私はセーネス。セーネス・ルル・ギアット」


「エイローテ・ボーチャードです──姫ひめ」


「私を姫と呼ぶな。あの陰いん険けん女共どもと同じ称しよう号ごうなど反へ吐どが出る。少なくとも──私と共に来るなら、それだけは覚おぼえておけ」


「…………」


　エイローテは一いつ瞬しゆん、脳のう裏りで適当な言葉を探さがし──そして言った。


「──御ぎよ意い、セーネス様」


　セーネス・ルル・ギアット。


　エイローテ・ボーチャード。


　後のちにギアット帝国を──いや、このダストヴィン大たい陸りくそのものを揺ゆり動かす、巨きよ大だいな運うん命めいの歯は車ぐるまとして二人の女性が出会ったのは、こんな経けい緯いからであった。




　第一章　海うな原ばらにて







　空はどこまでも蒼あおかった。


　見渡す限りに蒼そう茫ぼうとした虚こ空くうが広がっている。雲の断だん片ぺんさえも見えず、その広大さを比ひ較かくする対たい象しようもない。遮さえぎるものもなく真まっ直すぐに降ふり注そそぐ秋の日差しも、空の色にどこまでも抜ぬけるような透とう明めい感かんを与あたえている。


　頭ず上じようを覆おおう蒼い虚きよ無む。


　地を這はう者の距きよ離り感かん覚かくや方向感覚、そして色しき彩さい感覚さえも嘲あざ笑わらうかのように──比較する対象も評ひよう価かする基き準じゆんも超ちよう越えつし、遥はるかな隔へだたりの向こうで、空はただひたすらに空としてそこに在ある。


　見上げ続けていれば自分自身が地の束そく縛ばくから解とき放はなたれ、ゆっくりと虚無へと拡かく散さんしてゆく様ような印いん象しようさえ覚おぼえる。あまりに広い虚うつろというものは、個の殻からを侵おかす。それを解放感と捉とらえるか孤こ独どく感と捉えるかはその虚ろに晒さらされる者の心次し第だいであろうが。


「う……」


　世界がゆっくりと左右に揺ゆれている。


　仰あお向むけに倒たおれたまま、少女はぼんやりとその碧へき眼がんで秋の空を眺ながめていた。


　年とし頃ごろは十代半なかば。典てん雅がな顔立ちではあるが、弱々しい雰ふん囲い気きはない。月げつ光こうの下の夜や会かいで静かに踊おどっているよりは、陽よう光こうを浴あびながら草原を走り回っている方が似に合あう……そんな少女である。やや癖くせのある、しかし鮮あざやかな黄おう金ごん色いろをした髪かみを、きちっと結ゆい上げている様さまが、彼女の活動的な印象を強めていた。


　着きているものは朱しゆ色いろと麻あさ色を基調にした、鮮あざやかな色合いの衣い装しようであるが──その装よそおいには、まるで火か事じ場ばを駆かけ抜けてきたかの様に何ど処こか煤すすけた様よう子すが見受けられる。


「……うう……」


　少女の名はパシフィカ・カスールという。


　多くの人に好かれるように……そんな願いを込こめて付けられた自分の名前に、彼女はある種の誇ほこりを持っていた。その名前の向こうに見える両りよう親しんを──本当の子供でもない自分を我わが子として引き取り、本物の愛情と信しん念ねんを以もつて接してくれた、今は亡なき父親と母親を誇っていた。


　だが。


　この少女を指さし示しめす場合──ある種の者達に対しては〈廃はい棄き王女〉という呼こ称しようを用もちいる方が通りがいい。あるいは彼女の事を〈律りつ法ぽうを破やぶる者〉と呼よぶ存そん在ざいもいる。『世界を滅ほろぼす猛もう毒どく』などと表現された事さえある。世界全体として見るのであれば彼女をパシフィカという名で呼び示す者達の方が少数派と言えるかもしれない。


　望まずして冠かんされた幾いくつもの呼び名。


　それが、彼女にのしかかる過か酷こくな運うん命めいを静かに物語っていた。


　しかし──


「……シャノン兄にいぃ──……ラクウェル姉ねえぇ──……」


　今……彼女を呼ぶ者はいない。


　彼女が手足を広げ、仰向けに横たわっているのは、地面ではない。


　それは大きな木の板の上だった。


　正確に言えば二時間ほど前まではある船せん舶ぱくの甲かん板ぱんの一部を成なしていた木もく製せいの板である。そう大きな残ざん骸がいではない。パシフィカが寝ねころんでいるからこそ、筏いかだのように波なみ間まを悠ゆう然ぜんと漂ただよってはいるが、迂う闊かつにその上に立とうものなら、即そく座ざに平へい衡こうを失うしなってひっくり返ってしまうだろう。


　板は海面の緩ゆるやかな動きに合わせてゆっくりと左右に揺ゆれている。


　彼女の側そばには他に誰だれの姿すがたもない。甲板の残骸の上に居いるのは彼女ただ一人のみ。そして周しゆう囲いにはただ緩やかにうねる海面が広がっているだけであった。


　他には何もない。何も。


　大きな碧あおい布地にぽつんとつけられた染しみの様に──絶望的に広い大おお海うな原ばらの上で、パシフィカは独ひとり漂ひよう流りゆうしていた。


「……シャノン兄ぃ──……ラクウェル姉ぇ──……」


　パシフィカは虚うつろな口く調ちようで繰くり返す。


　何度目になるのかもう彼女自身も覚おぼえていない。


　兄を呼んでも応こたえる声はない。姉を呼んでも返る声はない。耳に入ってくるのは自分の声と息遣いの音──それに波が板の縁へりに触ふれては弾はじけるささやかな水音だけだ。


「……どこ……？　……どこよぉ……？」


　声が無意味に空くう虚きよへと拡かく散さんしてゆく。


　のしかかってくる残ざん酷こくな現実。


　空は青く。


　海も碧く。


　共ともにどこまでも広く。


　──そして彼女はどこまでも独ひとりだった。








　孤こ独どくな漂流からおよそ半日前。


　パシフィカと彼女の兄や姉の姿は、とある船の上にあった。


「にょおおー……」


　舳へ先さきから艫ともへ。船ふな縁べりに沿そって十数度目の往おう復ふくをしながらパシフィカは飽あきずに、海を眺ながめ続けていた。


　何が面おも白しろいのか、遥はるかな水平線に視し線せんを飛ばしてはため息をつき、船体と海面が擦こすれ合って生み出す細こまかな波は濤とうを眺ながめては、感かん心しんしたように頷うなずく。放ほうっておけば、船が港みなとに着つくまで、ずっとその繰り返しを続けていそうにも見えた。


「おおー……」


　彼女達が乗っているのは、双胴船カタマランと呼ばれる大型の貨か物もつ帆はん船せんである。通常の船を二つ並ならべて、その上に甲板を渡す構こう造ぞうになっており、比ひ較かく的安定性の高い船としてラインヴァンでは海かい運うん業などにしばしば使用される船せん種しゆだ。


　形状としては文も字じ通り水面から持ち上げられた筏カタマランのようにも見える。もっとも、その大きさは端はしから端まで、パシフィカの歩ほ幅はばなら二百歩以上ある。筏と言うよりも木製の小さな浮うき島しまと表現した方が、現げん物ぶつの印いん象しようをより正確に伝つたえるだろう。


　交こう易えき船せん〈ビンガム号〉。


　海かい路ろを通ってラインヴァン王国とギアット帝国を行き来する交易船の一つである。運ぶのは主おもに貨物だが、荷に主ぬしが同乗する場合もあるし、希望すれば客も乗のせる。


　その代かわりに客室はあくまで間まに合わせ、快かい適てきな船ふな旅たびを約やく束そくするような乗客本位の設せつ備びは、全まつたくない構造になっている。もっともその分、船員達もおおらかで細こまかい事にはこだわらないから、少々の勝かつ手ても許ゆるされる。船旅を快適にするか否いなかは、乗る客自身の工く夫ふう次し第だいだ。


「……檻おりの中の獣けものか、おまえは」


　甲板の上に並ならべられた貨物用木箱コンテナ──その上に適当な布を広げて寝ね転ころがり、日光を浴あびながら、一人の青年が言った。


　長ちよう身しん瘦そう軀く。長く伸のばした黒くろ髪かみをうなじの辺あたりで適当にくくった髪型。きりっと整ととのった顔立ちをしてはいるのだが、どことなく面めん倒どうくさそうに緩ゆるんだ表情のせいか、その落おち着ついた物もの腰ごし故ゆえか……二は十た歳ち過ぎの癖くせに、中ちゆう途と半はん端ぱに老ろう成せいしたような雰ふん囲い気きがある。


　苦労人なのだろう。


　彼の名はシャノン・カスール。


　血は繫つながっていないが、パシフィカの兄である。


「あ。なんか干ひ物ものがしゃべってる」


「うるせー……」


　振ふり返って言ってくる妹いもうとに、シャノンは眠ねむたげな声で応じた。


　季節は秋。かなり肌はだ寒ざむい日が続いているが……空の彼方かなたから真まっ直すぐに降ふり注そそいで来る日光を浴あびていると、それなりに暖あたたかい。シャノンの様に、熱ねつをよく吸きゆう収しゆうする黒い外がい套とうを毛もう布ふ代がわりに羽は織おっていれば、適度な温ぬくもりが、微睡まどろみをも誘さそう。


　現に、彼の隣となりには──どこから調ちよう達たつしてきたのか、ゆったりとした肘ひじ掛かけ椅い子すに座すわってのんびりと惰だ眠みんを貪むさぼっている娘むすめが一人居いる。


　ラクウェル・カスール。


　シャノンの双ふた子ごの姉である娘である。


　双子の弟おとうとと同じ年ねん齢れい、よく似にた顔立ちでありながら、その容よう貌ぼうにはむしろ子供のような愛あい嬌きようがある。目め鼻はな立だちの整ととのったかなり美しい娘である事は間ま違ちがいないのだが、美人にありがちな、観みる者を遠ざける様な冷たさがない。成せい熟じゆくした女性の優ゆう美びさと同時に童どう女じよの様な可か憐れんさがその姿すがたには漂ただよっているのだ。


「だってさ。なんかこう不ふ思し議ぎじゃない。どこまでいっても海なんだもん」


「海ってのはそういうもんだろが……」


　シャノン達の他ほかにもちらほらと、甲かん板ぱん上には日につ光こう浴よくをしている者の姿も見られる。いずれも休きゆう憩けい中の水すい夫ふ達だ。今回の航こう行こうでは荷に物もつの搬はん送そうがほとんどで、出しゆつ航こう間ま際ぎわに強ごう引いんに頼たのみ込んで馬ば車しやごと乗り込んだシャノン達の他に、乗客の姿はない。


「自分だって初めて見た癖くせに、澄すました顔して。素す直なおに感動しなさいよね。これだから感かん性せいの干ひ上あがった脳のう年どし寄よりは、駄だ目めなのよね」


「おまえがいつまでたっても……んあ……子供なだけだ」


　あくびをしながら応じるシャノン。


　眠かろうが面めん倒どうくさかろうが、あるいはその両方だろうが、それでも妹の会話に応じているところが、律りち儀ぎと言えば律儀ではある。


「大体、でかいって言えば……前に渡ったモスバーグ河がわも十じゆう分ぶんでかかったろうが」


「あそこは霧きりが出てたし。こんなに、すこーんと何もない感じじゃなかったでしょ」


　そう言いつつ、なおも落ち着かない足取りで船の上を行ったり来たりするパシフィカ。


　そんな彼女を眺ながめ、そしてシャノンも身を起こし……彼は水平線ではなく、遠くに霞かすむ陸地の方を振り返った。


「そろそろギアット領りよう海かい域いきに入る頃ころか……」


　呟つぶやいてシャノンは遠くにかすむ海岸線を眺める。


　無む論ろん、海面や地面に領りよう土ど区く分ぶんを示しめす線が引かれている訳わけではないが──彼が記き憶おくしている地図と、遠くに見える山さん脈みやくの姿を照てらし合わせれば、そろそろ船がギアット帝国領海内に入る頃だと分わかる。


　──国こつ境きようを越こえる。


　それは王おう都とと反対方角である西へ西へと逃とう避ひ行こうを始めた時から、シャノン達の頭の中には存在していた案だ。


　隣りん国ごくギアット帝国への入にゆう国こくそのものはさして困こん難なんな事ではない。


　二十数年前の戦せん乱らん期きであればともかく、現在のラインヴァン王国と、その西に位置する隣国ギアット帝国は、形式的な手続きさえ踏ふめば、双そう方ほう共ともに行き来できるようになっている。実際、巡じゆん回かい商人やマウゼル教の巡じゆん礼れい者しやなど、国境を越える者達の数は、決して少なくない。そこに紛まぎれるのは比ひ較かく的、簡かん単たんだ。


　無論、ギアットに入国したところでパシフィカ達を取り巻く状じよう況きようが改かい善ぜんされるという事はないだろう。絶対とも言うべき聖グレンデルの託たく宣せんに『世界を滅ほろぼす猛もう毒どく』と断じられた彼女にとって、この世界のどこに行こうが安全な場所などある筈はずもない。


　それでもわざわざ国境を越える事を選んだのは、彼女に対する追おっ手ての内、ラインヴァン王国軍や王国騎き士し団だんなど、公的な立場を持つ連中は、多少なりとも動きにくくなるのではないか──と期き待たいしたからだ。


　では……国境を越えるにあたってとるべきは陸りく路ろか、それとも海かい路ろか。


　過か去この経けい験けんから、船での移動には一いち抹まつの不安がつきまとったが……海路を使えば自分達の行動の足そく跡せきを消しやすい。また一度出しゆつ航こうしてしまえば、遮しや蔽へい物ぶつもない広い海の上……暗あん殺さつ者しや達の接近を受ける心配もほとんどない。


　反対に陸路はと言うと、ギアットに通じる経けい路ろのうち、最もつとも近い街かい道どうが土ど砂しや崩くずれで塞ふさがれていて、復ふつ旧きゆうには十日あまりの日数を要するという。かといって回り道をすればそれと同じ程度かそれ以上の日数がかかる上に、人通りの少ない──つまりは襲しゆう撃げきし易やすい場所が幾いくつもある。


　海路の危き険けん性と、陸路の危険性と──秤はかりに掛かけた結果、シャノン達は海路を選んだ。


　特に不ふ審しんな人物が乗員にいないのは、確かく認にん済ずみだ。護ご身しん用らしい武器を持っている船員もいるが、基本的に専門の戦せん闘とう訓練を積つんだと思われる身のこなしの人間は見あたらない。


　さすがに魔ま導どう士しばかりは魔法を使うまで探たん知ちできないが……客はシャノン達だけだ。職業的殺人者エリミネーターが混まじっている可能性は極きわめて低かった。


「あ、シャノン兄！　なんかいるよ、ほら」


　不ふ意いにパシフィカが立ち止まって驚おどろきの声を上げる。


「……あ？」


「ほらほら！　なんか不ふ思し議ぎなのが！」


「……不思議なの？」


　やけにパシフィカが興こう奮ふんしているので、立ち上がってシャノンも船ふな縁べりから海うな原ばらを見ると……何やら灰はい色いろのものが波なみ間まに見え隠かくれしていた。


　一つではない。周しゆう囲いを動き回ったり、浮うき沈しずみしたりしているので、正確な数は数えられないが……船に寄り添そうようにして泳ぐそれらの数は、おそらく十を下くだるまい。その動きから生き物である事は分わかるが……魚の類たぐいとは微び妙みように異ことなる様な気がした。


「あれは……」


「イルカでしょうね」


　掛けられた声に振り返れば……椅い子すで寝ていたラクウェルが片かた目めをあけていた。


　念のためにと彼女は船に乗ってからも、断だん続ぞく的に警けい戒かい用の結けつ界かい魔法〈楽園アスガルド〉を起き動どうして周囲の状じよう態たいを探さぐっている。


　通常〈楽園アスガルド〉は人間以外の生物には反はん応のうしないように設定されているのだが……それで一度失敗してから、彼女は〈楽園アスガルド〉の探たん査さ精せい度どを下げる代かわりに、警戒目もく標ひようや範はん囲いの設せつ定ていを少し広げていた。イルカの存在も、それで捕ほ捉そくしていたのだろう。


「あれが、そうか……」


　シャノンの口く調ちようにも感かん心しんした響きがある。魚類や両りよう生せい類るいは河や湖みずうみでも見る事ができるが、さすがに海かい棲せい哺ほ乳にゆう類るいたるイルカともなると、シャノンも実際に観みるのは初めてだ。


　無論、ラクウェルとて観るのは初めての筈はずだが、彼女の場合は本か何かで知ち識しきを得えていたのであろう。


「姿すがたは魚に似にているけれど……人間のように賢かしこい生き物だって聞いているわ」


　立ち上がってシャノンの隣となりに並ならびながら、ラクウェルが言う。


「あれがねえ。しかし……でかいな」


　実際には淡たん水すい魚ぎよにもシャノンの倍近い巨体に育つ種類が居いるのだが──小魚や小型の両生類しか観た事のないシャノンにとって、初めて観るイルカの姿は、やけに巨大に見えた。


「クジラはあの十倍くらい大きいらしいけど」


「……想像もつかん」


　シャノンは肩かたを竦すくめて言う。


　そのとき……


「──ん？」


　船員の一人が近づいてくる気け配はいを感じて、彼は振ふり返った。








　蜃しん気き楼ろうのように虚こ空くうへと描えがき出されたシャノンが……水平線の彼方かなたの船せん上じようにある標ひよう的てきが、訝いぶかしげに振り返る映像を見ながら、男は唇くちびるを舐なめた。


「さあて……」


　軍ぐん用よう魔法〈智女神スノトラ〉。


　光を増ぞう幅ふく、あるいは屈くつ曲きよくさせて遠えん距きよ離りの対たい象しよう物ぶつを拡かく大だい表ひよう示じする魔法である。


　無論、遠えん視し距離や拡大範囲にはある程度の限げん界かいがあるが、肉にく眼がんの視線が全まつたく届とどかない場所の光景を子し細さいに観かん察さつする事ができ、主おもに斥せつ候こうや監かん視しなどの目的で使われる。


　焦しよう点てん目標さえ定めておけば、〈智女神スノトラ〉の最大遠視距離は、〈楽園アスガルド〉の警けい戒かい探査範囲よりもほんの少しだが、大きい。このため獲え物ものに気け取どられずに後をつける事が出来るのだ。


　もっともこの距離であれば、ほとんどの攻こう性せい魔法は届かない。


　シャノン達を攻こう撃げきしようと思うのなら、察さつ知ちされるのを覚かく悟ごでもっと距離を詰つめるか、あるいは攻性魔法以外の方法を採とるしかない。


　だが──


「そろそろ、ここらで逝いってもらおうか」


　言って男達は陰いん湿しつな笑えみを交かわし合う。


　男達は職業的殺人者エリミネーターだった。


　危険は少なく。効こう果かは大きく。自分達は戦たたかわず。自みずからは標的に近づく事もなく。しかし……確実に相手を殺す。


　それが彼等らのやり方だった。








　船員の一人が近づいてくる。シャノンはその様よう子すを見て……眉まゆをひそめた。


　武器はなし。動きも素人しろうとだ。外がい見けん的にはごくごく普ふ通つうの船員に見える。


　だが……その表情がおかしい。


　まるで顔がん面めん神しん経けい痛つうでも起こしたかのように、表情を歪ゆがめ、頰ほおを痙けい攣れんさせながらその船員は近づいてくる。ある種の発ほつ作さを起こして苦く悶もんしているかのようにも見えるが──


「……待て」


　はっきりとした理由はない。だが男の様子から何か危き険けんなものを本能的に感じ取って、シャノンはその船員に声をかける。


「こっちへ来るな。止まれ」


　相手に見えるように、刀かたなに手をかけて命じるが、その船員は止まらない。


　シャノンの声が聞こえているのかいないのか──夢む遊ゆう病びよう患かん者じやの様な足取りで、シャノンに向かって歩いてくる。尋じん常じような状態でないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。


　だが殺さつ気きは感じない。武器を持っている様子もない。


　という事は単なる病気持ちか？


　しかし──


「──シャノン？」


　シャノンの緊きん張ちようを察してか、ラクウェルも怪け訝げんそうにこちらを振り返る。


「止まれ！」


　シャノンは叫さけんで刀を抜ぬき放はなった。


　発したのは殺気をも載のせた一いつ喝かつである。たとえ武ぶ術じゆつの心こころ得えが無なかろうと、間ま近ぢかでこんな声を叩たたき付けられたら、大たい抵ていの人間は生命の危険を感じて身を竦すくませるだろう。これ以上近寄れば斬きるという意い思し表ひよう示じに等ひとしい。


　だが。


　それでも船員は止まらない。


　シャノンの叫び声と、抜ばつ刀とうに驚おどろいて、他の船員達やパシフィカが一いつ瞬しゆん立ちすくむ。彼等はすぐに気を取り直し、こちらに駆かけ寄ろうとするが……


「来るな！」


　叫ぶシャノン。それは根こん拠きよも何もない、ただの勘かんであったが……その判断が正しかったのは、次の瞬間に証明された。


　──だんっ！


　跳はねる。


　船員がいきなり甲かん板ぱんを蹴けり、弾はじかれたような動きでシャノンと──そしてその隣となりに立っていたラクウェルに向かって跳ちよう躍やくしたのだ。やはり尋常な動きではない。それは襲おそいかかるというよりも、単にシャノン達の方向に向かって自分自身の身体からだを投げつけるかのような、奇き妙みような動きであった。


　同時に──


「……………………………………！」


　意味不明の叫び声が船員の口から迸ほとばしる。


　それがある種の連動式起動呪文バツチスペルであったと気づいたのは、それこそ魔ま導どう士しであるラクウェルだけだったろう。


　そして。


　船員は空中で大だい爆ばく発はつを起こした。








「──この馬ば鹿かがッ！」


〈智女神スノトラ〉を担たん当とうしていた魔導士は、相あい棒ぼうの魔導士を怒ど鳴なりつけた。


「威い力りよくがでかすぎなんだよ！〈守護者ガーデイアン〉を殺すか戦せん闘とう不能にするだけでよかったんだ！」


　彼は相棒の襟えり首くびをつかんで引き寄せ、更さらに唾つばを飛ばしながら怒鳴る。


「俺おれは、何度も説明したよなあ？〈廃はい棄き王女〉まで爆発に巻まき込こまないように注意しろって！〈廃棄王女〉の首や手首まで吹ふっ飛ばしちまったら、何を金と替かえるってんだ、ええ？　肉にく片へんなんぞで、どうやって本人と確かく認にんするんだよ!?」


　爆ばく殺さつ。それが彼等の基本的なやり方だった。


　予あらかじめ自じ己こ解かい凍とう条件を設せつ定ていした圧あつ縮しゆく型の魔導式を、標ひよう的てきの側そばに接近できる人間に埋うめ込んでおく。一定時間の経けい過かや、特とく定てい状じよう況きように対する遭そう遇ぐうなど──条件を満たした瞬間に魔導式は高速に自己解凍、その人間の意い識しき容量を使って、魔法を起動。予め照しよう準じゆんを自己とその周しゆう囲いに設定された軍用攻性魔法〈炎杖レーヴアテイン〉が、炸さく裂れつする。要するに自爆だ。


　魔法による人間爆弾。


　それがこの魔導士二人組の得とく意い技わざなのだ。元々は戦争中にラインヴァン王国軍の諜ちよう報ほう部ぶが独自に開発した戦術の一つで、敵てき国こくの捕ほ虜りよの中にこの方法で『爆弾』を潜ひそませ、送り返して適当な時期に爆発させるというものだ。


　当初、この戦術は〈肉地雷フレツシユ・マイン〉などと呼ばれ、かなりの戦せん果かを挙あげたとされているが、ギアットその他の国々がこの戦術に気付いて対たい抗こう策さくを採とり始めると、それに呼こ応おうする様により過か激げきな方法が採られるようになり──しかし〈ウベルト孤こ児じ院いん事件〉を機に、ラインヴァン王国内部でも非ひ人じん道どう的てきに過ぎると批ひ判はんが高まって、現在では廃された筈はずの戦術であった。


　もっとも今なお、これが暗あん殺さつ戦せんなどに有ゆう用ようである事は言うまでもない。


　この職業的殺人者エリミネーター達の計画では、とりあえず邪じや魔まなシャノンとラクウェルを爆殺し、その後、混こん乱らんしているであろう〈ビンガム号〉に乗り込んで〈廃棄王女〉を押さえる──という手筈になっていた。


「あー悪かったよ！　俺の失敗だよ！　だが、元はといえば、貴き様さまが急がせるから……」


「うるせえ、言い訳わけすんな！」


　だがシャノン達の乗る船を特定するのに手て間ま取どり、肝かん心じんの自爆用の魔ま導どう式しきを船員の一人に埋うめ込む際、時間的余よ裕ゆうがなかったのである。彼等は大おお慌あわてでその船員に式を焼き込んだものの、魔法起動に関する条件の詳しよう細さい設定を誤あやまったのだ。特に爆発力に関しては強力に過ぎたらしい。


「とにかく、急げ！　死体でも部分でもいいから、あの〈廃棄王女〉の身体からだを回かい収しゆうしないと、ただ働きだぞ！」


「分わかってる！」


〈智女神スノトラ〉が描えがき出す映像の中の〈ビンガム号〉の船体は、予想以上の爆発によって大きく抉えぐられていた。最も早はや、航こう行こうできるような状態ではなかろう。右半分は既すでに水すい没ぼつしつつあるし、木もく製せいの甲かん板ぱんに燃もえ移うつった炎ほのおが、さらに傷きず口ぐちを広げつつあった。


　炎と煙けむりで、シャノン達はおろか、パシフィカや他の船員もどうなったのか判然としない。


「畜ちく生しよう、せめて手首だけでも回収しねえと」


　そう言って小型艇ていの帆ほを操そう作さする魔導士達。


　だが元々が、肉にく眼がんで視し認にんできないような遠えん距きよ離りである。そうすぐに〈ビンガム号〉にたどり着つけるはずもない。推すい進しん力の補ほ助じよに使って速度を上げようと、一人が風を起こす魔法の呪じゆ文もんを唱となえ始め──


「……お？」


　ふと──魔導士達は眉まゆをひそめた。


　目の前の海面に……幾いくつもの楕だ円えん形けいが浮うかび上がってきたからである。


　柔やわらかい灰はい色いろをしたそれらには、帆のような三角形と、小さな呼こ吸きゆう用の穴あながぽつんと備そなわっている。形や色としては鮫さめの背にも似にているが……何ど処こか丸く間ま延のびしたその輪りん郭かくには奇き妙みような愛あい嬌きようがあった。


　イルカだ。


　十数頭のイルカが、まるで小型艇の行く手を遮さえぎろうとするかのように一列に並ならんでいる。


「な……なんだ？」


「ええい……邪じや魔まだ、どきやがれ！」


　魔導士の片かた方ほうが片手を挙あげて叫さけぶ。


　無む論ろん、人の言葉が海かい棲せい哺ほ乳にゆう類るいに通じる筈はずもないのだが──イルカ達が怒ど声せいを無む視しするかのようにのんびりと波なみ間まに漂ただよっているのを見て、魔導士の表情に凶きよう暴ぼうなものが混まじった。


「踊おどれ・踊れ・炎ほのおの民たみよ！　炎の舞まいにて・壁かべを成なせ！　我われに・触ふれんとする者を・火か炎えんの陣じんにて退しりぞけよ！」


〈炎陣ムスペル〉起き動どう。


　能のう動どう防ぼう御ぎよに使われる爆ばく炎えんの魔法が海面に弾はじける。放ほう射しや状に広がる爆発が海面を抉えぐり、跳はね上げられた海水が局きよく所しよ的な霧きり雨さめとなって周辺に降ふり注そそいだ。


　だが──


「……なに!?」


　魔導士達の口から驚おどろきの声が漏もれた。


　炎はすぐに消しよう滅めつした。無論、それは海の上なのだから当然の事である。〈炎陣ムスペル〉を仕し掛かけたのは防御目もく的てきではなく、広こう範はん囲いに発生する爆発力でイルカを痛いためつけ、あるいは脅おどして、進路を開けさせるのが目的だった。


　だが……まさかイルカ達がそれを綺き麗れいに避よけてしまうとは。


　イルカ達はまるで機を図はかったように一いつ致ち団だん結けつした動きで素す早ばやく水中に潜もぐると、〈炎陣ムスペル〉の炎と衝しよう撃げきを海水の層そうによってやり過ごしてしまったのである。


「まさかそんな……馬ば鹿かな!?」


　再ふたたび浮うかんでくるイルカ達。


　だが今度は小型艇を囲かこむような態たい勢せいになっている。前に四頭。後うしろに一頭。左右に二頭ずつ。その様さまは……まるで敵てきを殲せん滅めつするために陣をしく軍隊を思わせた。


　少なくともイルカ達はこの小型艇が──いや、船というものが、回かい頭とうはできても、『後こう退たい』できないという事実を知っているのだ。包ほう囲いの中で後ろが一番手て薄うすなのは、その証しよう拠こである。


　その事実に気付いて、魔導士の一いつ方ぽうは顔色を変えた。


「何なんだ、こいつら!?」


　イルカの一頭が水から顔を出す。


　──きゅけ。きゅけけ。


　全体的に柔やわらかな丸みを帯おびた顔は、愛らしいとさえ言えるだろう。丸くつぶらな瞳ひとみも何ど処こか人ひと懐なつっこそうな印いん象しようがある。遊ゆう覧らん航こう行こう中に目もく撃げきしたのであれば、魔導士達も微び笑しようの一つ位くらいは浮かべたかもしれない。


　──きゅけ。きゅけけ。


　笑うようにイルカはその丸っこいくちばしを開いて声を出す。


　──きゅけけ。きゅけけ。きゅーっ。


　歌うように。誘さそうように。


　海に棲すむ哺ほ乳にゆう類るいの歌は魔導士達の船を囲んで海上に響ひびき渡った。


「何をきゅけきゅけ言ってやがる──」


　苛いら立だたしげに魔導士の片方が言った瞬しゆん間かん。


　異い音おん。


　唐とう突とつに──小型艇に備そなわる帆ほ柱ばしらの上半分が消しよう滅めつした。


「──え!?」


　振り返って硬こう直ちよくする魔導士達。


　帆柱はへし折おれたのではない。半なかばから上がまるで見えない刃は物ものか何かで切り取られたかのように、綺き麗れいに消しよう失しつしているのだ。慌あわてて周しゆう囲いを見回す魔導士達は、無数の砕さい片へんとなってぶちまけられた帆柱と、ずたずたに引き裂さかれた帆ほ布ぬのを、やや離はなれた海面に見つけた。


　吹ふき飛ばされた。引き裂かれた。


　だが──何に？


「何だ!?　一体何が……」


　他のイルカ達も次々と顔を上げる。


　一いつ見けんすれば無む邪じや気きとも無む垢くとも思えるようなその黒い瞳が魔導士達を見み据すえる。


　まるで──狙ねらいを定さだめるかの様に。


「ま──まさか！　まさかそんな馬ば鹿かな……！」


　イルカ達が声を上げる。


　揃そろって何かを歌うかのように──唱となえるかのように声を上げる。


　きゅけけ・きゅ・きゅけ・きゅけけ……


「そ……其そは魔を阻はばみ・邪じやを拒こばむもの！」


　戦せん慄りつに表情を引きつらせながらも、魔導士の一方は咄とつ嗟さに呪じゆ文もんを唱える。


　彼はイルカ達の鳴なき声の意味するところを、半ば悟さとっていた。


「外なる害意より我等を護まもる壁かべよ・諸しよ王おうの要よう請せいに従い・今ここにそびえ建て！」


〈塞壁ミズガルズ〉起動。


　輝かがやく多角形の集合体が増ぞう殖しよくして球状の防ぼう御ぎよ圏けんを構こう成せいし、片方の魔導士を包つつみ込こむ。


　だが、それと同時に二人の魔導士は海に放ほうり出されていた。彼等の乗っていた小型艇ていが、帆柱同様、ばらばらに弾はじけ飛んだのである。


「こいつら……やはり……！」


　高こう遮しや蔽へい密みつ度どで〈塞壁ミズガルズ〉を張はっている限かぎり、中に取り込んだ空気の浮ふ力りよくで沈しずむ事はない。大たい抵ていの攻こう撃げきもこの防御力りき場ばは防ふせいでくれる。


　だが──


「どうしてこんな──」


　薄はく情じようにも、目の前で海面を叩たたきながらもがき苦しむ相あい棒ぼうには目もくれず──〈塞壁ミズガルズ〉を張った方の魔導士は恐きよう怖ふの眼めで自分達を囲かこむイルカ達を見つめていた。


「こんな動物風ふ情ぜいが……!?」


　だが……真の恐怖はその後に来た。


　不ふ意いにイルカ達が左右に移い動どうする。その動きには几き帳ちよう面めんとも言うべき正確さが見て取れた。野や生せい動物の動きではない。明確な意い志しの元に統とう制せいされた軍隊の動きを連想させた。


　嫌いやな予感を覚えて魔導士は防御力場の中で身を屈かがめ、水面下に視し線せんを向ける。


　王者の訪ほう問もんを迎むかえる騎き士し達のように──そのイルカ達が左右に並ならんで創つくり上げた『道』の向こうから巨きよ大だいな影かげがゆっくりと進んでくる。


　その影の正しよう体たいを知って魔導士は驚きよう愕がくと恐怖の声を発した。


「ウソだ、そんな……！」


　碧あおく濃のう密みつな水の中で、鮮あざやかな白と黒の模も様ようがうねる。


　イルカの倍以上……魔導士達の乗っていた小型艇をも大きく上うわ回まわる巨体が、溺おぼれている方の魔導士に泳ぎ寄った。警けい戒かいする程ほどの事もないと判じたのか、その海かい棲せい大型肉にく食しよく獣じゆうは無む造ぞう作さに口を開いてばたつく魔導士の脚あしをくわえ込む。巨大な顎あごの中で異い様ように生なま々なましい肉色の舌したが蠢うごめくのが垣かい間ま見えた。


　シャチ。


　最大のイルカ類にして海の虎とらとも言われる獰どう猛もうな捕ほ食しよく型肉食哺ほ乳にゆう類るい。イルカは無論の事、自分の数倍ある巨体のクジラでさえ狩かるという海洋最強の生物である。


「ひ、ひいいいいいっ！」


　捕とらえられた魔導士が悲ひ鳴めいを放はなった。


　だが水の中では人間の動きなど小こ魚ざかなにも劣おとる。あらん限りの力で魔導士は泣き叫さけび、身をよじり、必ひつ死しに両手が海面を叩たたいてはいるが──それは虚むなしく水みず飛沫しぶきを跳はね飛ばすだけで、シャチの顎を振ふり解ほどく程の力に繫つながる筈はずもなかった。


「イヤだ、イヤだ！　た、助け……るぼおおおおおっ！」


　捕らえられた魔導士は、水中に引きずり込まれて──消えた。


　断だん末まつ魔まを示しめすかのように、がぼがぼと大きな泡あわが水面を沸わき立たせていたが……それもすぐに小さな気き泡ほうとなって消しよう滅めつする。喰くわれたか、あるいは溺でき死しか。何にしても助かる見込みは万に一つもない。


　生き残った方の魔導士はただ呆ぼう然ぜんとその様よう子すを見つめるだけだった。


「シャチとイルカが……なんで……！」


　あり得えない。あり得ない話だ。


　シャチはイルカの天てん敵てきだ。それらが仲良く揃そろって、しかも人間の船を襲おそうなど……そんな馬ば鹿かげた話など、聞いた事がない。


「く……来るなっ……来るな！」


　イルカ達に向かって魔導士は恐きよう怖ふの叫びを叩き付けるが、無論、包ほう囲いに変化はない。それどころか──


　きゅけ・きゅけけ……


　きゅけ・きゅけけ……


　きゅけ・きゅけけ……


　イルカ達が口々に声を上げる。少しずつずらして、まるで輪りん唱しようをするかのように、声がゆっくりと魔導士の周しゆう囲いを巡めぐって行く。


　そして。


　強きよう烈れつな轟ごう音おんが〈塞壁ミズガルズ〉に叩き付けられた。


〈塞壁ミズガルズ〉の気泡は激はげしく揺ゆれ……そしてそれが収おさまらない内に再ふたたび、轟音。


　さらに轟音。轟音。轟音。轟音。轟音──


　その正しよう体たいに魔導士は既すでに気付いていた。


　衝しよう撃げき波はだ。それは水の壁かべをもものともせずに──いやむしろ大気中よりも容易たやすく伝でん播ぱして対たい象しよう物ぶつに叩き付けられる。そして、一定以上の強さが在あれば、それは必ひつ殺さつの武器とも成なり得うるのだ。一説には鯨くじらの一種はこれを用もちいて、餌えさとなるイカを狩るのだとも言われている。


　だが──


　魔導士を護まもる〈塞壁ミズガルズ〉の力りき場ばに衝撃波が次々と叩き付けられる。たった一撃で帆ほ柱ばしらをへし折おって粉ふん砕さいし、小型艇ていをばらばらにする程ほどに強力な衝撃波が。


「う……ぐ……ぐえ……」


　続けざまの轟音に鼓こ膜まくを乱らん打だされながら、魔導士は血が出るほどに唇くちびるを嚙かんだ。


〈塞壁ミズガルズ〉にはある程度の衝撃吸きゆう収しゆう能力もあるが、それとて限界はある。致ち死し的ではないにしろ、全身を殴なぐられるような痛いたみが休みなく彼を襲おそっている。


　ましてこのように次から次へと衝撃を叩き付けられていては、〈塞壁ミズガルズ〉そのものが維い持じできなくなるのも時間の問題だ。


〈塞壁ミズガルズ〉を解とけば即そく座ざに海の藻も屑くず。かといって、このまま維持できる時間もたかが知れている。もし維持できたとしても、イルカやシャチを蹴け散ちらして陸に帰る手しゆ段だんはもうない。結局はなぶり殺しだ。


「う……ぐ……ぐうおお……」


　──絶ぜつ望ぼう。


　血と共ともに、舌したの上に広がるその味を覚おぼえながら、魔導士は己おのれの意い識しきが壊こわれていくのを自じ覚かくしていた。








　……時間は漂ひよう流りゆう中のパシフィカに戻もどる。


「どーすりゃいいのよ……」


　ぼんやりと青空を眺ながめながらパシフィカはつぶやいた。


　覚おぼえているのは、シャノンに飛びかかった船員が閃せん光こうを発した事だけだ。その直後に彼女は気を失うしなっていた。


　あれは……やはり爆発だったのだろうか。


　彼女が爆発で怪け我がを負おわず、しかも溺おぼれ死ななかったのは、奇き跡せきに近い幸こう運うんとも言えるだろう。だがそれを喜よろこぶ元気は、今の彼女には当然ながらない。


　どれくらい気き絶ぜつしていたのか。どれくらい、どちらの方角へ流されたのか。


　分わからない。


　船の姿すがたが見えないのは、完全に沈しずんでしまったせいか、それとも肉にく眼がんでは見えないほどの距きよ離りにまで離はなれてしまったせいか。


　全まつたく分からない。


　自分の無力さはよく自覚しているつもりだったが……それが際きわだって浮うかび上がってきているような感かん覚かくがあった。


「何か、何か出で来きる事──」


　そう想おもって考えを巡めぐらせても何も思いつかない。


　このまま漂流状じよう態たいが続くとすれば……一日と経たたない内にまず食料と水の問題に突つき当たるだろう。


　喉のどが渇かわいたら周まわりの水を飲めば良い──とも想ったが、いざ飲んでみてパシフィカはすぐにそれを吐はき出した。塩しお辛からすぎる。こんなものを飲んだら、ほんの一いつ瞬しゆん渇きは収おさまるだろうが──その後の渇きが一層ひどくなるだけの事だ。


　魚を釣つって食べるものを、とも考えたがこれも無む理りだ。竿さおは無論の事、釣り糸や釣り針ばりもない。餌えさもない。ましてつり上げた魚が食べられるのかどうか、食べられるとしてもどう捌さばけばいいのかさえパシフィカには分からない。


　水なし、食料なしで自分がどれだけ保もつのか、パシフィカには想像もつかない。


　一日か。二日か。三日か。


　脱だつ水すい症しよう状じようを起こして動けなくなるまで、後どれだけの時間が残されているのか。


「なんか……」


　ぼんやりと空を眺ながめながらパシフィカは呟つぶやく。


「このまま死んだらかなり間ま抜ぬけよね……」


　船の残ざん骸がいの上で餓が死しし、干ひ涸からびて行く自分の姿すがた。


　妙みように現実味のあるその光景を想像して……パシフィカの胸むねに、唐とう突とつな笑いの衝しよう動どうが込こみあがってきた。


「あは……はは……ははは……」


　仰あお向むけに寝ころんだまま発ほつ作さ的にパシフィカは笑う。


　何度となく命を狙ねらわれながら、兄と姉に護まもられて生き伸のびてきた自分。王国最大の禁きん忌きと言われ、世界を滅ほろぼすとまで言われた自分。人間どころか神の御使いを名な乗のる者達にさえ命を狙われる自分。


　そんな自分が、こんなところで誰だれに看み取とられる事もなく死ぬ。


　他者の喜よろこびからも悲しみからも遠く離れたこの蒼あおい虚きよ無むの下で──ただそれだけの事実として死ぬ。たった独ひとりで誰に知られる事もなく死ぬ。


　無意味だ。


　虚むなしさを通り越こして、それはもう喜き劇げき的であった。


「あははははは……はははは……ははははは……はは……は……は……は……」


　笑って、笑って、しばらく笑い続けて、笑い疲つかれて。


　不ふ意いに……パシフィカは表情を恐きよう怖ふに歪ゆがめた。


　嫌いやだ。


　こんなところで誰にも知られずに死んで行くのは、耐たえられない。そう思うと居いてもたってもいられなくなる。一いつ瞬しゆん毎ごとに自分の命が削けずられていくのが実感できる。自分が今この瞬間も死という終わりに向かって進んでいるのだという事が痛いたい程ほどに感じられる。貴き重ちような命の時間を、こんな処ところで仰向けに寝ね転ころがって無意味に浪ろう費ひしているのかと想うと、焦しよう燥そう感かんで気が狂いそうになる。


　駄だ目めだ。嫌だ。我が慢まんできない。


　独りがこれほど恐おそろしいものだと……孤こ独どくがこれほどに自分の心を蝕むしばむものなのだと、パシフィカは初めて知った。


　寂さびしい。辛つらい。哀かなしい。たまらない。


「シャノン兄にい……ラクウェル姉ねえ……」


　彼等らが側そばに居てくれたなら……それがいかなる絶ぜつ望ぼう的な状じよう況きようであろうと、パシフィカにとって希望は、遥はるか彼方かなたの幻まぼろしではない。


　だが。


　シャノンはいない。ラクウェルもいない。


　生きているのか死んでいるのかさえも分からない。何度となく死し線せんをくぐり抜ぬけてきたあの二人が、そうあっさり死ぬとは思えないし、ラクウェルなら咄とつ嗟さに魔法防ぼう御ぎよくらいはするだろう。


　けれど……


「どこよ……どこに居るのよ……！」


　現に二人が側にいないという事実は、そんなパシフィカの想おもいを嘲あざ笑わらうかのように、彼女の頭ず上じようにのしかかってくる。


　返事は来ない。


「どこよ……」


　抜けるように蒼あおい空と、広大な海うな原ばらの中で、兄を、姉を呼よぶ声は空むなしく散さん逸いつして行く。どこまでも開かい放ほう的な世界で……四し方ほう八はつ方ぽうからのしかかる孤独が、途と方ほうもない圧あつ力りよくで、彼女をどこまでも押し潰つぶして行く。


　もう会えないのだろうか。


　言っていない事がたくさんある。言えなかった事がたくさんある。言いたかった事がいっぱいある。悔くいが残る。たくさんたくさん残る。


　イヤだ。そんなのはイヤだ。


　絶対に、絶対に、絶対にイヤだった。


「シャノン兄……ラクウェル姉ッ！」


　発ほつ作さ的にパシフィカは喚わめく。


「どこよ、どこにいるのよッ！　来てよ、いつもみたいに！　側に居てよ！　ここよ！　私はここにいるんだから！　シャノン兄！　ラクウェル姉……！」


　喚いて叫さけんで……そうやってもがく自分を冷れい静せいに見み据すえている自分がどこかにいる。


　取り乱みだす自分の滑こつ稽けいな様さまを見ているもう一人のパシフィカが。己おのれが孤独と恐きよう怖ふに壊こわれて行く様を、まるで他ひ人と事ごとのように静かに見ている自分が。


　それがまた腹立たしい。


「ここよ！　ここにいるの！　私は！」


　駄だ々だっ子のように手足を振ふり回し、声を限りに叫ぶ。それをもって残ざん酷こくな仕し打うちを強しいる天と海に抗こうしようとするかのように。


　だが海はあまりに広く、空はあまりに大きい。


　人間個人──しかも十代の少女の身一つでこの絶対的な虚きよ無むに抗するなど、所しよ詮せん、無む駄だな事だった。


「シャノン兄！　ラクウェル姉！　どこよ!?　どこなの？　私は、ここよ、ここなのお！　ここ……きゃあっ！」


　癇かん癪しやくを起こしたように、ばんばんと板を叩たたいていたパシフィカは、思わず板の上に立ち上がり……平へい衡こうを崩くずして海に転てん落らくしてしまった。


　一転して水が彼女を押し包つつみ、呼こ吸きゆうを阻そ害がいされた実際的な閉へい塞そく感かんが彼女を襲おそう。


「……！　……！」


　彼女は泳げる。浮うき方を知っているし、泳ぎ方も知っている。


　だが、反射的に息を吸すおうと開いた口からは、空気の代かわりに大量の海水が流れ込んできた。喉のどの奥にまで染しみ込む塩しお辛からさがパシフィカの意い識しきを混こん乱らんさせる。無む闇やみに力りきまず、身体からだの緊きん張ちようをほぐして浮かぶ──そんな基き礎そ中の基礎さえ、恐きよう慌こう状態に陥おちいった彼女の頭の中からは吹ふき飛んでいた。


　同時に濡ぬれた衣い装しようは予想以上の抵てい抗こうとなって彼女の四し肢しにまとわり付き、彼女の動きを封ふうじ込めようとする。まるで重おもりを付けられたかのように身体の自由がきかない。じたばたともがけばもがくほど更さらに服は水を吸って身体に張り付き、自由を奪うばっていった。


（……こんな……こんなところで……）


　もがいてもがいて──ようやく頭を海面に突つき出すが、満まん足ぞくに空気も吸えず、すぐに身体はずぶずぶと水面下に沈しずむ。


（こんな……）


　ああ。やはり。


　こんな場所で誰だれにも知られずに死ぬ。


　たった独ひとりで死ぬ。誰にも看み取とられずに死ぬ。悲しむ者は無論、喜よろこぶ者すらもいない場所で、孤こ独どくに……死ぬ。居いなくなる。滅ほろびる。存在しなくなる。


　死ぬ……死ヌ……


　悲ひ鳴めいが気き泡ほうとなって逃にげて行く。


　水面が次し第だいに遠ざかり……


（いや……助けて、誰か！）


　そんな悲ひ痛つうな叫さけびさえもが、泡あわとなって弾はじけ、消える。


　だが──


（……？）


　次の瞬しゆん間かん。


　いきなり何かの力に強く押し上げられ、彼女は勢いきおい余あまって水上に放ほうり出されていた。


「──え？　痛いたっ」


　まるで何者かが狙ねらい澄すましたかの様に、板の上に落ちた彼女は、一瞬、息を詰つまらせてから……飲み込んだ大量の海水を吐はき出し始めた。


　むせては吐き、むせては吐き──何度かそれを繰くり返すと、ようやくパシフィカにも自分の溺でき死しを防ふせいだ何かの正しよう体たいを探さぐろうという気になった。


　涙なみだと塩水に濡ぬれた顔を上げ、彼女が見たものは……水面に浮うかぶ奇き妙みような二つの『顔』であった。


　左右にぽつんと備そなわった小さな双そう眸ぼう。にゅっと延のびたくちばし。灰はい色いろの皮ひ膚ふ。


　つるりとしたその奇妙な形状の『顔』が数時間前に船の上から眺ながめていたイルカのそれと繫つながるまで、パシフィカはしばらく呆ぼう然ぜんとその二頭の海かい棲せい哺ほ乳にゆう類るいを眺めていた。船の上から見み下おろすのと、手を伸ばせば触ふれられるような間ま近ぢかな距きよ離りで相あい対たいするのとでは、印いん象しようが随ずい分ぶん違ちがったのだ。


「……これが？」


　黒くつぶらな眼めでじっとこちらを見つめてくる二頭のイルカを眺めながら、パシフィカはぼんやりと呟つぶやいた。


　状じよう況きようからすれば、恐おそらくこの二頭が頭か尻尾しつぽで、パシフィカを跳はね上げてくれたのだろう。他に溺死寸すん前ぜんの彼女を板の上に押し上げられるような力の持ち主も見あたらない。


　しかし……


「……あんた達が……助けてくれたの？」


　無論、問うても人間ならぬ身のイルカが答える筈はずもない。


　二頭のイルカはじっとパシフィカを見ているだけである。
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「助けてくれたんだよ……ね……？」


　船の上で見ていた時は、その跳ねるような泳ぎ方が可愛かわいらしくも思えたが……さすがに手を触れられるような距離で相対すると、ちょっとおっかない。


　いくら相手の姿すがた形かたちが可愛らしくても、やはり自分よりも大きい異い種しゆの生物と間近に相対すると、本能的な恐きよう怖ふというものが湧わき上がってくるものだ。


「えと……あの……」


　……きゅけ。


　イルカが鳴なく。


　──きゅけけ。きゅ。きゅけけけ。きゅけ。


「ひょっとして……何か言ってるのかしら」


　首を傾かしげてみるが、パシフィカはパシフィカでイルカの言葉など分わかるはずもない。


　だが、くちばしを開いて声を上げるイルカの、のぺっとした顔を正しよう面めんから見ていると、妙に……何というか、間まが抜ぬけて見えた。


「あ……あは……」


　やや引きつり気ぎ味みの、けれども笑顔を浮うかべて……何となく、あいさつするように掌てのひらをにぎにぎと開いたり結むすんだりする。まるでそれに応じるかのように、イルカも何やら声を上げる。


　──きゅけけ。きゅーっ。きゅきゅ。


　敵てき意いは感じられない。むしろその仕し草ぐさや声の調ちよう子しは、何ど処こかパシフィカに甘あまえようとしているようにも見えた。


「これはまーこれで、可愛いわよね。うん」


　少しは心に余よ裕ゆうが出てきた。パシフィカは甲かん板ぱんのすぐ側そばに顔を出しているイルカ達に触れてみようと、板の上に座すわったまま手を伸のばす。


　だが──


「あ……!?」


　その瞬しゆん間かん、イルカ達は彼女の手から逃のがれるように、水面下に沈しずんで姿を消してしまった。


「待って……！」


　声を上げるがもう遅おそい。


　イルカ達の消えた水面を見つめるパシフィカの表情にははっきりと落らく胆たんの色が滲にじみ出ていた。


　これでまた独ひとりだ。


　話し相手にもならないイルカ達だが、それでも居いなくなってしまうと寂さびしさがまた思い出されてしまう。


「やっぱり、触さわろうとしたのがまずかったのかなあ……」


　野や生せい動物はとにかく未み知ちの相手に触れられる事を嫌きらう──その程度はパシフィカも知っていた。


　そこらの野の良ら猫ねこでも、餌え付づけするのは比ひ較かく的簡かん単たんだが、触らせてくれるまで仲良くなろうと思えば、相手の警けい戒かい心しんが氷ひよう解かいするまでの長い時間を待ち続ける忍にん耐たい力と寛かん容ようさが必要とされるものだ。


　イルカ達の場合、自分から寄ってきてくれた訳わけだし、少しは触らせてくれるのではないか、と甘い期き待たいなど抱いだいていたのだが──


「──にょ？」


　不ふ意いに、がくん……と甲板の残ざん骸がいが揺ゆれる。


　怪け訝げんそうに眉まゆをひそめるパシフィカ。この海の真ん中、しかも甲板の残骸一枚で、座ざ礁しようなどという事もないだろう。


　次の瞬間──


「──え？」


　パシフィカの乗る甲板は、ゆっくりと加か速そくしながらある方向へと進み出した。


「え？　え？」


　流されているのではない。明らかに何らかの推すい力りよくが、板を一定方向に移動させているのである。その証しよう拠こに、板の縁へりで水みず飛沫しぶきが弾はじける様さまが次し第だいに激はげしくなってゆく。


「何？　何なの？」


　何かが板を押しているのは間ま違ちがいない。


　慌あわてて進行方向と反対側の水面を振ふり返ったパシフィカは、そこに──正確にはその水面直ちよつ下かに、二つの大きな影かげを見つけた。


　輪りん郭かくに見み覚おぼえがある。先さき程ほどのイルカだ。


　あの二頭のイルカが、甲板の残骸を押しているのである。


「ちょ……ちょっと!?」


　思わず声をかけるが、当然、イルカ達は全まつたく取り合わない。それどころか益ます々ます速度は上がって行く。今やパシフィカの乗る板は、かなりの速度を出しており、水の抵てい抗こうとイルカ達の押す力の間で、斜ななめに傾かたむいていった。


　イルカに押され、軽けい快かいに水を蹴け立たてて、甲板の残骸が水上を走る。


「わわっ！　わあっ!?」


　声を上げながらも、滑すべり落ちてしまわぬよう、四し肢しを伸のばして板に張り付くパシフィカ。


　頭から大量の水飛沫を浴あびながらも──彼女はすぐに気付いた。


　二頭だけではないのだ。


　周しゆう囲いには更さらに数頭のイルカの姿が見える。頭だけを動かして背はい後ごを見ると、押しているイルカの数も、既に四頭になっている。これらのイルカ達が一団となって、パシフィカの乗る板を何ど処こかに運ぼうとしているのだ。


「ちょっと、何よ、何なの!?　何をして……一体どこへ……ちょっとおおっ！」


　イルカ達はやはり取り合わない。


　不安と驚きよう愕がくに染そまるパシフィカの声を長々と引きずりながら……イルカの一団は〈廃はい棄き王女〉を黙もく々もくといずこかへと運んでいった。








「第一目もく標ひよう確かく保ほ」


　その声に彼女は眼めを開いた。


　無む造ぞう作さに頭に左手をやって、搔かく。


　ざっくりとうなじの辺あたりで切った……決して鋏はさみでもって切り揃そろえてあるわけではなく、その場にある刃は物もので適当に切ったような……そんな亜あ麻ま色いろの髪かみを乱らん雑ざつにかき回しながら、彼女は独特のしゃがれ声ハスキー・ヴオイスで言った。


「やれやれ、やっとかい。チンケな殺し屋なんぞが余よ計けいなチャチャを入れたせいで、計画がメチャ狂くるいだ、まったく」


　年とし頃ごろの娘むすめにあるまじき伝でん法ぽうな口く調ちようで、ぶつぶつと愚ぐ痴ちをたれながら、彼女はやたらと鋭するどい翡ひ翠すい色いろの眼で、作戦司し令れい室しつを見回した。


　窓まどもない、暗い色しき彩さいで統一された室内だが、相そう応おうの広さと天てん井じようの高さのせいで、圧あつ迫ぱく感かんは感じない。またこの部へ屋やが闇やみに閉とざされぬようにとその天井はぼんやりと発はつ光こうしており、光こう量りよう不ぶ足そくを補おぎなうために、数基きの照しよう明めいランプもこの部屋の要所要所に配はい置ちされている。


「他ほかに周辺で目め立だった動きはなし──か」


　呟つぶやいて彼女は視し線せんを部屋の中央に据すえる。


　そこには、巨きよ大だいな台があった。


　細こまかく格こう子し模も様ようが敷しかれている事といい、その上に幾いくつもの駒こまらしき品が並ならべられている事といい、ある種の戦戯盤チエスボードを想おもわせるが……大きさが全まつたく違ちがう。ベッドを数基並べたような大きさだ。


　その周しゆう囲いには数人の部下が、棒ぼうを使って──手では真ん中まで届とどかないのだ──慌あわただしく駒をあちらへ、こちらへと動かしている。


　さらにその周囲には一段高くなった席が幾つか置かれており、そこにはそれぞれの役目を負おった魔ま導どう士し達が、通つう信しん系けい魔法や探たん査さ系魔法を駆く使ししながら、中央の台に示しめすべき情じよう報ほうを提供していた。


　ほぼ完全に外界から隔かく離りされているこの作戦司令室であるが、部下の魔導士達や辛かろうじて生き残っている各種通信関係の設せつ備びを利用すれば、問題のない程度には状じよう況きようを把は握あくできるようになっている。


「で──こっちにはいつ着つく？　それから他の奴やつ等らはどーしてる？」


　妙みようにぞんざいな彼女の口く調ちようだが、部下達は丁てい寧ねいに回かい答とうを返してきた。


「メリニ小しよう隊たいがこちらに護ご送そう中。到とう着ちやくは一時間二十分後を予定しています。ジュリド、アンジェ小隊は引き続き付近海かい域いきを捜そう索さく中。パレア小隊は、モーリイ小隊に牽けん引いん護送を引ひき継つぎの後のち、捜索再さい開かい」


　魔導士の一人が即そく座ざに答える。


「セーネス様、指し示じ変へん更こうはございますか？」


「なし。引き続き奮ふん闘とう努力するように伝つたえといて」


「了りよう解かい」


　彼女は……セーネスと呼よばれた娘むすめは、少し不ふ機き嫌げんそうに鼻はなを鳴ならして、言った。


「第二、第三目もく標ひようは発見できず、か。噂うわさを聞いていた限かぎりじゃ殺しても死なないような印いん象しようがあったけどね。意外とあっさり死んじまったかな？」


「決めつけるのは早そう計けいでは？」


　そう応じたのは、彼女のすぐ傍かたわらにいる娘だった。


　枯かれ葉色の長い髪かみを肩かたから胸むな元もとへと流し、蒼あおい眼めを、やや大きい眼鏡めがねで覆おおっている。どうやら脚あしが悪いのか、その娘は右手の杖つえに寄りかかるような姿し勢せいで立っていた。


　線の細い、いかにも繊せん細さいな風ふ情ぜいを帯おびた姿は、セーネスとは対たい照しよう的てきである。


　セーネスはセーネスでそれなりに美しい娘だが、それは手た折おられれば散ってしまう花の美しさではなく、邪じや魔ま者ものを蹴け散ちらして駆かける獣けものの、強きよう靭じんかつしなやかな美しさであった。


「はいはい。分わかってるよ」


　セーネスは肩かたを竦すくめて言った。


「正しよう直じき、私としてはシャノン・カスールの方を第一目標にしたかったぐらいです。問題の『力』が本物かどうか……是ぜ非ひともこの眼で確たしかめたいので」


「ま、あんたの立場じゃそうだろうさ、エイローテ。だが、とりあえずは〈廃はい棄き王女〉の方が優ゆう先せん」


　そう言ってから──セーネスは自分の腰こしを叩たたいて見せた。


「それに……私もシャノン・カスールって野や郎ろうには興きよう味みがある」


　彼女の腰には、緩ゆるやかな曲線によって構こう成せいされた異い国こく風の長ちよう剣けん……即すなわち『刀かたな』が吊つられていた。ダストヴィン大たい陸りくの東方地ち域いきではあまり見られない武器だ。ごく希まれに漂泊民ワイルデイの傭よう兵へいなどが使っているのを見み掛かける事もあるが、それだけに『蛮ばん族ぞくの凶きよう器き』として正せい規き軍などでは蔑さげすまれる傾けい向こうもある。


「師し匠しよう以外の太た刀ち使いと一度、やり合ってみたかったのさ。生きているなら、是非手合わせ願いたいもんだね」


　そう言ってセーネスは唇くちびるを舐なめる。


　それは……まさしく獲え物ものを前にして舌したなめずりする獣の表情であった。








　パシフィカは目の前にそびえる巨きよ大だいな島を見上げた。


「……うーん」


　島──というより、海の真ん中に在ある山と言い表あらわした方が的てき確かくにその印いん象しようを伝つたえるだろう。中央に向かって隆りゆう起きしてゆく地面。その巨大さ故ゆえに、海かい岸がん線せん付近の傾けい斜しやは比ひ較かく的緩ゆるやかであるが、島の中央部ともなるとかなりの急斜しや面めんで構こう成せいされているようだ。


　島としてはかなり大きい部類に入るだろう。町や村の一つや二つ、内ない包ほうできそうにも見える。もっともここまで規き模ぼが大きいと、パシフィカの感かん覚かくでは正確には把は握あくしきれないのだが。


　この島が、イルカ達にとってどういう場所なのか、あるいはここにパシフィカを連つれてくる事が、イルカ達にとってどういう意味を持つのかは全まつたく分からない。


　だがイルカ達はこれで用は済すんだとばかりに、浜はま辺べ近くまで甲かん板ぱんを押し上げ、再ふたたび海に帰っていった。仕し方かたなくパシフィカはゆっくりと脚あしをおろして水深を確たしかめると、この島に上じよう陸りくすべく歩き出したのだが──


「どーしろっちゅーのよ」


　ぶつぶつとつぶやきながら、パシフィカは膝ひざあたりまである水を蹴けりのけつつ、歩く。


　浜は、奇き妙みような感かん触しよくを靴くつの裏うらに伝えてきた。


　硬かたい。砂の感触ではない。まるで石いし畳だたみのようである。


　だが──明らかに石畳とも違ちがう。その表面はひたすら滑なめらかで、継つぎ目がないのだ。


　この浜そのものが巨大な一いち枚まい岩いわなのかもしれないが……このようになだらかな岩で出で来きた浜などが、自然に存そん在ざいしうるのかどうか、パシフィカには疑問だった。


　人じん工こう物ぶつなのだろうか。


　魔法を使えばこうした不自然な地形も造つくり上げる事は可か能のうだろう。だがそうなるとまた別の疑問が出てくる。


　誰だれが、何のために、そんな真ま似ねをしたのか。


「……変な島ね」


　何はともあれ……とりあえず溺でき死しの心配はなくなったようだ。色々と不安は残るが、まずは自分の脚で立てる場所があるというだけでもかなり心しん情じよう的に楽になった。


「無人島……なのかな。でも──」


　完全に水が来ていない場所にまでたどり着つくと、彼女は周しゆう囲いを見回す。


　鬱うつ蒼そうとした森が浜辺のすぐ近くまで迫せまっていた。森があるなら真ま水みずもあるだろう。果くだ物ものや芋いもなどの食べられる植物なども確かく保ほできるかもしれない。動物を狩かるというのも手だが、鈍どんくさい自分には無む理りかもしれない、などとパシフィカは思う。


　だが──


「んー……」


　その森を眺ながめながらパシフィカは首をひねった。


　どことなくその森の光景はパシフィカの眼には不自然に映うつったのだ。具体的にどこが、と言われれば困こまるのだが……どこか箱はこ庭にわのような、作り物の印いん象しようがある。迂う闊かつに脚を踏ふみ入れるのは何となく躊躇ためらわれた。


　その時。


「……あ!?」


　パシフィカは思わず声を上げる。


　樹じゆ木もくの連つらなりの奥で何かが揺ゆれたかと思うと……それは幾いくつかの人ひと影かげとなって浜辺の方へと出てきたからだ。


　揃そろいの衣い装しようを着きた男達が数名。どうも軍ぐん服ぷく──しかもラインヴァン以外の国のものらしい、という事はその手の知ち識しきに乏とぼしいパシフィカにも分かる。


　その先頭に立つのは、気の強そうな顔立ちの娘である。歳としは二は十た歳ちほどであろうか。その堂々たる物もの腰ごしや、一人だけやや仕立ての違う軍服を着ているところから察するに、彼女が指し揮き官かんなのだろう。


　その娘の腰に揺れている武器がシャノンの太た刀ちとそっくりの形をしているのに、パシフィカは気づいた。
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「ようこそ〈廃はい棄き王女〉」


　にやりと笑いながら、その娘ははっきりとそう言った。


　嘲あざけるような雰ふん囲い気きはない。獰どう猛もうな獣けものじみた笑えみではあるが……どこか、面おも白しろい玩おも具ちやを前にした子供のような表情でもある。


「……!?」


　まずい。


　反射的にパシフィカはそう感じた。


〈廃棄王女〉の名で彼女を呼よぶ人間が、好こう意い的であった試ためしはない。まして相手が軍人となれば──それがラインヴァン王国の人間でなくても、警けい戒かいしてしかるべきだろう。


　だが背はい後ごは海だ。自分の脚で──しかもこの遮しや蔽へい物ぶつもない浜で、訓くん練れんを受けた複数の軍人から走って逃にげられるとも思えない。


「お初にお目にかかる。我わが名はセーネス・ルル・ギアット」


　パシフィカの困こん惑わくと焦しよう燥そうを知ってか知らずにか──やや皮ひ肉にくな色をその表情に混まぜて、その娘は言った。


「ギアット帝国第三皇おう女じよってのと、後は危き機き管かん理り組そ織しき〈紅スカーレツト〉局長って肩かた書がきもあるけどな……ま、名前や肩書きより〈獣けもの姫ひめ〉ってあだ名の方が通りがいいが」


　目を丸くするパシフィカに、セーネスは肩を竦すくめて見せた。


「あんたと同じ、はみだし者の『王女』さ」




　第二章〈廃はい棄き王女〉と〈獣けもの姫ひめ〉







　意外な事に──あてがわれた部へ屋やはそこそこに快かい適てきだった。


　簡かん素そな造つくりのベッドと文ふ机づくえが一つずつ。白い壁かべには衣い装しよう掛かけまである。決して広くはないのだが、機き能のう的な造りになっているせいか、圧あつ迫ぱく感かんは感じない。何よりも綺き麗れいに掃そう除じされた室内には清せい潔けつ感があった。


　便べん所じよや簡かん易い式の風ふ呂ろは別室。きちんとそこには鏡かがみ付きの洗せん面めん台だいも置いてある。


　強しいて不満を挙あげるならば窓まどがない事であろうか。だが淡あわく発はつ光こうする天てん井じよう、それに白い壁かべと床ゆかが、室内に満ちようとする暗くら闇やみの色を防ふせいでいる。


　正しよう直じきに言えば──部屋の造りや用もちいられている壁紙、細こまかな調ちよう度ど品ひんに関しては、いつぞやに泊とまった〈大おお熊くま亭てい〉よりも上じよう等とうに見える。


　とはいえ、いくら上等だろうが清潔だろうが、牢ろう獄ごくは牢獄である。囚とらわれの身で感かん謝しやすべきいわれはない。扉とびらにかかった鍵かぎと、その向こうに立つ見張り役らしき二人の存そん在ざいが、捕ほ虜りよというパシフィカの立場を何よりも雄ゆう弁べんに物語っている。


　それ故ゆえに──


「むー……」


　パシフィカは部屋の中をうろうろと歩き回り、そこにある品々を物ぶつ色しよくする。


　さすがに捕虜を閉じこめる場所だけあって、鈍どん器きになりそうなものや、先端の尖とがったものなどは見あたらない。強いて武器として使えそうなものといえば、文机と組になっている椅い子すくらいのものだ。


「うーん。しょうがないかな、この際」


　パシフィカは椅子に手を掛かけて呟く。


　──そう。


　パシフィカはここを脱だつ走そうするつもりでいたのである。


「……大人おとなしく捕つかまってるなんて、性しように合わないしね」


　軽く持ち上げてみてその重量を確たしかめる。この程度ならパシフィカでも気き張ばれば振ふり回せるだろう。かといって軽過ぎる訳わけでもない。思いっきり振り下おろせば、十じゆう分ぶんな打だ撃げき力りよくが期き待たいできそうだ。


「よいしょ……と」


　パシフィカは扉のすぐ脇わきに置かれたベッドの上に立って、椅子を振り上げた。


　準じゆん備び良し。


　計画は単たん純じゆんである。


　まず思いっきり悲ひ鳴めいを上げる。


　そうすると、きっと何事が起こったのかと、慌あわてて見張りが部屋の中に入ってくるだろう。入り口はそんなに広くないから、二人並ならんで入ってくる事はない。どんなに急いでも一人ずつの筈はずだ。


　そこで入ってきた一人目の見張りを椅子で殴なぐり倒たおし、更さらに倒れた仲間に驚おどろいて入ってくるであろう見張り役も殴り倒す。


　彼等らを気き絶ぜつさせた後は、息を吹ふき返してくる前に素す早ばやくこの部屋から逃げ出せば良い。


「うん。完かん璧ぺき」


　そう呟いてほくそ笑えむパシフィカ。


　──言うまでもない事ではあるが。


　他の人間が彼女のこの計画を知れば、すぐさま指し摘てきしてくるだろう。これは単純なのではなく、単に杜ず撰さんで無む謀ぼうなだけだ、と。


　そう迂う闊かつに見張りが中に入ってくるかどうかも分からないし、二人目が倒せるとも限らない。そもそも彼女は部屋を出ても右へ行けば良いのか左へ行けば良いのかも分かっていないのである。


　だが彼女はやる気満々だ。


　気が動どう転てんしていて考えがまとまらないのか、それとも──


「……シャノン兄にい……」


　ふと思い出したかの様ように呟く声。


　そこには隠かくし様のない不安が揺ゆれていた。


「……ラクウェル姉ねえ……」


　──それとも、実際には、性に合う合わないといった理由ではなく、単に、行動する事で兄や姉の消しよう息そくと安あん否ぴが分からない心細さを、紛まぎらわせたいだけなのか。彼女自身、区別はついていないのかもしれないが。


「そいじゃ……」


　大きく息を吸すい込んで深しん呼こ吸きゆう。


　力一いつ杯ぱい悲鳴をあげるための空気を肺はいの中に溜ため込こんで──


「──!?」


　彼女の悲鳴を待たずして扉とびらが開いた。


　いきなりの事に驚おどろいて思わず硬こう直ちよくしてしまうパシフィカ。


　そんな彼女の様よう子すを知ってか知らずにか──さして警けい戒かいする様子もなく室内に入ってくる人ひと影かげが一つ。


「お姫ひめ様、ご機き嫌げんいかが──」


　何ど処こか官かん能のう的てきですらある掠れ声ハスキー・ヴオイスが尋たずねる。


「…………」


　椅子を振り上げ、悲鳴を上げる直前の状じよう態たいで凍こおり付いているパシフィカを、セーネス・ルル・ギアットは面おも白しろそうな表情で眺ながめた。


「……おや」


　ギアット帝国の姫ひめ君ぎみなのだそうだが──亜あ麻ま色いろの、いかにも適当に切ったような髪かみや、向けただけで幼よう児じが泣き出しそうな鋭するどい翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみは、あまり王女らしくない。ただし、らしくないという意味では、パシフィカもいい勝しよう負ぶではあるが。


「体たい操そうか？」


　何となく気まずいような、間まが抜ぬけたような……そんな空気の中、彫ちよう像ぞうのように固まったままのパシフィカに、セーネスが尋ねる。


「……そう、そうそう。新しい健けん康こう法ほうなのよ。最近、ラインヴァンで大だい流りゆう行こうで──」


　冷ひや汗あせが額ひたいを滑すべり落ちてくるのを感じながら、パシフィカは引きつった笑顔を浮うかべた。


「そうか。だがまあ、後にしろ」


「いや、あのね──」


　半なかば混こん乱らんして言い訳わけを続けようとするパシフィカ。


　セーネスは、むしろ朗ほがらかとも言うべき笑えみを浮かべている。その笑顔は微み塵じんも動かず──彼女の右手だけがまるで別の生物であるかの様に動いた。


　銀ぎん光こうの一いつ閃せん。


　驚きに眼めを瞬まばたかせるパシフィカ。同時に、ちん──と涼すずやかな鍔つば鳴なりの音が響ひびいた。


　次の瞬しゆん間かん、パシフィカの頭ず上じようで椅子に斜ななめの一線が走り、更さらに次の瞬間には真まっ二ぷたつに切せつ断だんされた椅子の上半分が、ぼすんと音をたててベッドに落ちた。


「…………」


　呆ぼう然ぜんとその椅子の残ざん骸がいに視し線せんを注そそぐパシフィカ。


　銀光は確かに見えた。だが──真ま正しよう面めんで見ていた筈はずなのに、パシフィカには抜ばつ刀とうから斬ざん撃げき、そして納刀に至いたる一連の動きが見えなかった。いや、見えてはいたのだろう。光より速はやく人間が動ける筈がないのだ。だが──それを剣けん閃せんだと彼女の脳のうが認にん識しきする前に、セーネスの抜刀術は事を終えていた、という事だ。


「あ・と・に・し・ろ」


　セーネスは歯を剝むいて威い嚇かく的に笑った。








　数分後──


「なかなかにお転てん婆ばだな」


　腕うでを組んで壁かべにもたれかかりながら、セーネスが言った。


「ほ……捕ほ虜りよの身で、贅ぜい沢たく言う積つもりはないけど」


　壁かべ際ぎわに置かれたベッドに座すわりつつ、パシフィカはぶすっとした表情で言う。


　椅子の残骸は見張り二人が片かたづけてしまい、新しい椅子がもう運び込まれている。だがまだパシフィカの表情には緊きん張ちようの色があった。


　セーネスの技わざを目まの当たりにしたのだから無理もない。この隣りん国ごくの姫君は、太た刀ち筋すじの極度に限られる室内において、文も字じ通り眼めにも留とまらぬ一撃を放はなって見せたのだ。どう考えても尋じん常じような使い手ではない。


　無論シャノンも相当な使い手ではある。だが、その太刀がパシフィカに向けて振られた事は、当然の事ながら一度もない。


　本物の使い手が放つ斬撃というものを──逃にげる暇ひまどころか、斬きられた者が自分の死さえ認識する暇をも許ゆるさぬ必ひつ殺さつの剣閃が、自分に向かってくる状じよう況きようというものを、パシフィカは初めて体験したのである。腰こしを抜ぬかさなかっただけでも彼女の胆たん力りよくは賞しよう賛さんに値あたいするだろう。


「……大人おとなしくしてて欲ほしかったら、状況説明くらいは、あってもいいと思うんだけど」


「すまんね」


　そうは言うものの、セーネスの口く調ちように詫わびの響ひびきなど微み塵じんもない。


「こちらとしても救きゆう出しゆつ作業にかかりきりで、話を進める余よ裕ゆうが無なかったんだよ」


「救出作業？」


　意外な言葉ではあった。


　初対面の他人をいきなり監かん禁きんするような連中が、人助けなどという慈じ善ぜん行こう為いをするとは思えなかったのである。


「〈ビンガム号〉を沈しずめたのは、私らじゃない。あんたらの捕ほ縛ばくを計画してたのは事実だけどな。とはいえ、ああいう現場で見て見ぬふりしても後あと味あじ悪いってんで、〈深淵の杖デイープワンズ〉……うちの特とく殊しゆ部隊を出して救出作業させてたんだよ。その甲か斐いあってほとんどの人間は救出できた。もっとも彼等らには用はないんで、すぐさま陸に送りつけてるけどな。さすがに積み荷は駄だ目めだったが……馬ば車しや馬うままで引ひっ張ぱり上げられたのは、身内ながら大したもんだと思うよ」


　旅を共ともにしてきた馬達も、一応は無ぶ事じらしい。パシフィカは驚おどろきと喜よろこびに表情を輝かがやかせて尋たずねる。


　馬達が無事であるならば──


「じゃあ──じゃあ、シャノン兄とラクウェル姉も!?」


「ああ……〈守護者ガーデイアン〉二人も引き上げたよ」


　そう言ってセーネスは唇くちびるを歪ゆがめる。


「残ざん念ねんながら二人とも、息を引き取った後だったがね」


　──一いつ瞬しゆん。


　パシフィカはその言葉の意味が分からなかった。


　セーネスの言葉を頭の中で反はん芻すうする。単語の一つ一つを嚙かみしめるように頭の中で繰くり返し、その意味を組み立て直し……


「……え？」


　それでも彼女はもう一度尋ねた。


　聞き間ま違ちがえたのかもしれない。もう一度尋ねれば、違う回かい答とうが返ってくるのではないか……そんな風に思った。馬ば鹿かな事をしているという自じ覚かくは、頭の片かた隅すみにあったが、それでも再さい度ど尋ねずには居いられなかった。


「今、なんて言ったの？」


「あんたの義ぎ理りの兄と姉は、死んだ……って言ったんだよ。爆発の直ちよく撃げきを受けたからな。親でも眼めを背そむけるような有あり様さまになってたとさ」


　他た愛あいない噂うわさ話ばなしでも告つげるような口く調ちようでセーネスが言う。


「何を……何を言ってるのよ!?」


　思わずパシフィカはベッドから跳はねるように立ち上がって、セーネスに詰つめ寄る。


　彼女への恐きよう怖ふなど瞬間的に脳のう裏りから吹ふっ飛んでいた。


「シャノン兄とラクウェル姉が……死ぬはずないじゃない！　死んだなんて、死んだなんて、そんな──そんな──噓うそ、絶対に……噓よ！」


「あんたの兄と姉も人間だろう。別に死んだっておかしかないさ」


　自分の襟えり首くびをつかんでくる少女の手を軽く払はらいのけ、セーネスは言った。


「首の骨が折おれたら人間は死ぬ。心しん臓ぞうが止まっても死ぬ。脳が破は壊かいされても死ぬ。呼こ吸きゆうが出で来きなくても死ぬ。全身の皮ひ膚ふを半分以上焼かれたら死ぬし、血を三分の一流しただけでも死ぬ。知ってるか？　毒どくでも何でもない、単なる真ま水みずを大量に飲むだけでも人間は脳のう水すい腫しゆ起こして死ぬんだよ」


　シャノン達の死を認みとめようとしないパシフィカに、まるでなじるかの様な口調で言葉を叩たたき付けるセーネス。蒼そう白はくになって黙だまり込むパシフィカを眺ながめ──彼女は付け加えるように言った。


「ま……信じる信じないはあんたの勝かつ手てだけどな」


「……噓よ……！」


　それでも呻うめくように言うパシフィカ。


「あんたを護まもってきた〈守護者ガーデイアン〉達はもう居ない……これからどうするか、ゆっくりと考えるこったね」


　セーネスは何ど処こか忌いま々いましそうな表情でそんな〈廃はい棄き王女〉を見み据すえ──それから不ふ意いに不ふ愉ゆ快かいそうに鼻はなを鳴ならすと、壁かべから背中を離はなして部へ屋やを出ていった。


　理由は不明だが……どうやらパシフィカはあのギアット帝国の姫ひめ君ぎみに嫌きらわれているらしい。もっとも当のパシフィカはそんな事を気にするような状況ではなかったが。


　その場に立ちつくしたまま、呆ぼう然ぜんと目の前の壁を眺めるパシフィカ。
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「噓よ……そんな……」


　そう呟つぶやいてみても安心できない。


　噓だとは思う。だが噓でない証しよう拠こもない。


　常じよう識しきはずれに強い兄と姉。いかなる苦く境きようをも乗り越こえて自分を護ってくれた二人。だがセーネスの言う通り、彼等らとて決して不ふ死じ身みなどではないのだ。


　そして──


「──うっ」


　不意に──突とつ然ぜんの吐はき気けを覚おぼえてパシフィカは口元を押さえる。


　脳のう裏りによみがえる光景。


「──ううっ……ぐ……」


　喉のど元もとにこみ上げる嘔おう吐と感を必ひつ死しにパシフィカは堪こらえた。


　何かの見み間ま違ちがいだと思っていた。


　混こん乱らんした記き憶おくの生み出す夢ゆめと現実が、ごっちゃになっただけだと。そう思いこもうとしていた。いや、絶ぜつ望ぼうを恐おそれる彼女の心は、無む意い識しきの内にそれを見なかった事にしていたのかもしれない。


　あの爆発の瞬間──


　時間が止まったかのような一瞬の光景。


　その中で全身を炎ほのおに包つつまれて倒たおれていたのは──あれはラクウェルではなかったか。


　激はげしく吹ふき上がる爆ばく炎えんと共ともに、高々と空中に投げ出されたのは──あれは根ね本もとから千ち切ぎられたシャノンの右みぎ腕うでではなかったか。


　無論それらは一瞬の情じよう景けいだ。


　パシフィカもはっきりと確かく認にんした訳わけではない。次の瞬間、パシフィカは自分の立っていた甲かん板ぱんの一部ごと、海の上に放ほうり出されて気を失うしなったのだ。


　しかし──


　思い返せば返す程ほど、むしろ記憶は生なま々なましく繰くり返される。


　パシフィカは悪お寒かんを堪こらえきれずにベッドに倒れ伏ふした。


「噓よね……噓に決まってるわよ……」


　何度も何度もパシフィカは自分に言い聞かせるようにつぶやく。


　しかしその声は……ひどく弱々しかった。








「──どうしてあの様な事を？」


〈廃はい棄き王女〉監かん禁きん用の部屋を出て──司し令れい室しつに戻もどろうとしたセーネスに声がかかった。


　顔をしかめて振ふり返るセーネス。


　窓まど一つない地下道のような廊ろう下かに、見張り役の兵士二人と──杖つえをついた娘むすめが一人、立っている。声をかけてきたのは彼女だった。


　眼鏡めがねをかけた線の細い印いん象しようの娘である。容よう姿しは美しいが……杖のせいか、何ど処こか病的なものを引きずっているかのような印象がある。長い髪かみを肩かた越ごしに胸むな元もとへと垂たらす髪型も、どこかベッドで療りよう養よう中の病人を思わせる。


　色々な意味でセーネスとは対たい照しよう的てきな雰ふん囲い気きを持った娘であった。


「多少はへこませておいた方がいいんだよ」


　何処か苛いら立だつような口く調ちようでセーネスが言った。


「特にああいう生なま意い気きそうなガキはね。その方が後々扱あつかいやすい」


「それはそうかもしれませんが……あまりに追いつめるのも考え物かと」


　その娘は溜ため息混まじりにそう言った。


　娘の名はエイローテ・ボーチャード。年ねん齢れい二十一。ギアット帝国の危き機き管かん理り組そ織しき〈紅スカーレツト〉において、セーネスの側そつ近きんを務つとめる才さい媛えんである。


　他にもセーネスには数名の側近が居いるが、歳としが近い同性の幼おさな馴な染じみである故ゆえに……そしてそれ以上に、エイローテの並なみ外はずれた知ち識しきと聡そう明めいさを知るが故に、セーネスは彼女を最もつとも信しん頼らいしていた。そして軍人でもない彼女がセーネスの側近を務めている事について、他の側近達や〈紅〉の兵士達も何ら異論を挟はさまない。それだけの実力がエイローテにはあり、また彼女とセーネスの由ゆ縁えんが浅からぬものである事を、誰だれもが知っているからだ。


　見張りの兵士達をその場に残し、セーネスとエイローテは連つれだって廊下を歩き始めた。


「何より、セーネス様らしくありません」


　その一言に、セーネスは顔をしかめた。


　近しいという事は、それだけ見み透すかされる場合も多いという事ではある。


「……私はああいう、甘あまえきったガキが嫌きらいなんだよ。知ってるだろ」


　一瞬ぶすっとした表情で黙だまり込み……しかしセーネスは渋しぶ々しぶといった口調で言った。


「資料だけでは分からない事もありますよ。決め付けは危き険けんです」


　エイローテは苦笑しながら言う。


　統とう率そつ力や行動力はあるが、やや独どく断だんと偏へん見けんの強いセーネスに対して、エイローテは常つねに冷れい静せいな意見を提供する。それが彼女の役目であり同時にセーネスが彼女を親しん友ゆうとして頼たよりにしている最大の理由でもあった。


「資料だけで十じゆう分ぶんさ。護まもられてばっかりで自分では何もしない。できない。できるようになろうともしない。他人が身体からだを張って自分に尽つくすのを、当然と思ってるんだよ。ああいうガキは」


「脱だつ走そうしようとしていたと聞きましたが」


「あんなもん、何か『した』内には入んないよ。未み遂すいだし」


「ですが、セーネス様」


　エイローテは幼い少女をなだめるような口調で言う。


「セーネス様は、何度も私を護って下さいました。子供の頃ころの、何もできなかった私を」


「あんたは、いいの」


　ふて腐くされた様ような声でセーネスが答える。


「どうしてですか？　私が杖つえなしには満まん足ぞくに歩けないような『弱じやく者しや』だからですか？」


「……いや、それは」


『弱者』……そういう決め付けが、エイローテのような人間にとって、ある種の侮ぶ辱じよくである事は、セーネスもよく分かっている。


「人にはそれぞれ、その者なりの努力や戦たたかい方というものがあります。私にとっては、それが研究でしたし。彼女には別の何かかもしれません。それは他の者から見れば理り解かいしがたいものかもしれないですけれど……」


「あー、はいはい。分かった、分かりました」


　セーネスはため息をついて言った。


「屁へ理り屈くつじゃあんたには勝てねーよ。ところで救きゆう助じよ作さ業ぎようはどうなった？」


　強ごう引いんに話わ題だいを変えてくるセーネスに、やはり苦笑しながら、エイローテは言った。


「死者二名。行ゆく方え不明者三名。救助者三十五名……積つみ荷にに関してはほぼ全ぜん滅めつですが、こちらは救助優ゆう先せん、余よ裕ゆうがあれば回かい収しゆうするように、という命めい令れいでしたから。先ほどの情じよう報ほうなので、現在はそれぞれの人数に変動がある可能性もあります。船員達は〈深淵の杖デイープワンズ〉アルタム小隊、及および四番と六番の輸ゆ送そう艇ていが手近な海岸に向けて護ご送そう中です」


「……〈スキッド〉の警けい備びに当たっている〈深淵の杖デイープワンズ〉は？」


　セーネスは眉み間けんにしわを寄せて腕うでを組む。


「アフィオ小隊です。他ほかにメリニ、モーリイ小隊が待たい機き中」


「バークに警備の一部を緩ゆるめとくよーに伝つたえといて」


「……やはり生きていると思われますか」


　エイローテの言葉に、セーネスはにやりと笑って見せた。


「爆発したあの船員のは出てこなくて当然としても……あんだけあの海かい域いきをさらって死体が出てこないんだ。生きてると考えるのが当然だろ」


「〈守護者ガーデイアン〉シャノンのものらしき、切せつ断だんされた右腕も発見されてはおりますが？」


〈紅スカーレツト〉は以前より〈廃はい棄き王女〉とその〈守護者ガーデイアン〉に興きよう味みを持っていた。このため、彼等らの格かつ好こうや身しん体たい的特とく徴ちようはかなり詳しよう細さいに把は握あくしている。行方不明者三名の内うち訳わけは、シャノン・カスールとラクウェル・カスール、それに船員が一名だが──その腕は男のものであり、引っかかっていた衣服の残ざん骸がいから判断しても、まずシャノン・カスールの腕である事は間ま違ちがいないとされていた。


　だが──


「切断された頭が見つかった訳じゃないだろ」


「確たしかに」


「ま……しかし利きき腕がなくなっちゃ、刀かたな使いとしてはもう死んだも同然だな」


　残ざん念ねんそうに言ってセーネスは肩かたを竦すくめた。








　そこは奇き妙みような場所であった。


「──世せ話わを焼かせる」


　ほとんど感情的な色も揺ゆらぎもないその口く調ちように……シャノンは物もの憂うげな表情で応じた。


「どうせ出てくるのなら、もうちょっと早めに出てきて欲ほしいんだがな」


　言いながら──彼は居い心ごこ地ち悪そうに周しゆう囲いを見回す。


　彼等が居るのは〈ビンガム号〉に備そなえ付けられていた救きゆう命めい艇ていの上である。だがシャノンがどうにも落おち着つかないのは、小こ舟ぶねの上に居るからではない。


　彼の周まわりを黒い球面が囲かこんでいる。


　救命艇の全長のおよそ五倍ほどの──巨きよ大だいな黒い球体らしきものの中に、周囲の海水ごと彼等は取り込まれ、閉とじ込められているらしいのだ。


　断言を憚はばかるのは──その球体自体がある種の幻まぼろしのように安定しないからである。


　その闇やみ色いろの濃のう淡たんは刻こく々こくと変化し、表面には大小無数の、波は紋もんのようなものが途と切ぎれる事なく生じている。球体の大きさそのものも、ある種の臓ぞう物もつのように収しゆう縮しゆくしているらしく──内側から眺ながめていると、まるで巨大な生物に丸飲みされたかのようで、気き味みが悪い。


「何ど処こだ？　ここは」


「異い相そう空くう間かんの一種だ」


　シャノンの問いに答えたのは蒼あおい髪かみに紫むらさきのリボンを結むすびつけた少女である。


　相あい変かわらずの無表情で、何を考えているかよく分からないが……最近は、どことなくその言動に人間臭くささが漂ただようようになったと感じるのは、シャノンだけであろうか。


　外がい見けんは十歳さいほどの少女に見えるが、人間ではない。


　創そう世せい戦争において神と闘たたかったとされる魔ま獣じゆうの生き残り。物質を自由自在に制せい御ぎよし、神の遣つかいさえをも滅ほろぼす力を備そなえた最強の怪かい物ぶつ。


〈最後の魔獣〉……個体名ゼフィリスである。


　もっとも普ふ段だんはシャノンも今まで通りの名前で『アーフィ』と呼よんでいるが。


「私の本体が閉じこめられているものよりは、相が汝なんじ等らの基本相に近いために、存在係けい数すうの相そう互ご干かん渉しようを起こして安定もしにくいが……」


　淀よどみない口調でそこまで説明してから……そこで初めてシャノンのしかめ面つらに気付いたかのように、声の調子を落としてアーフィは言った。


「……といっても理り解かいできんか」


「できん」


　あっさりシャノンは認みとめた。


「まあ、それはともかく──何度も言ったが、我わが主あるじよ」


　アーフィはシャノンを真ま正しよう面めんから見み据すえながら言う。


「これだけは理解しておいてくれ。私はまだ全力で長時間稼か働どうする事が出で来きない。補ほ助じよ動力で動いている為ため、満足に動けるだけの力を蓄ちく積せきするのに時間がかかるのだ。実際、こちら側に出てくるだけでもある程度の力を消しよう費ひするのだが──私としては、来きたるべき〈秩序守護者ピースメイカー〉との戦せん闘とうに備そなえ、主動力を起き動どうさせるための力は可か能のうな限り温おん存ぞんしておきたい。


　また、機能拡かく張ちように際して幾いくつかシステムに不安要素が生じてしまっている。現在も完全を目め指ざして調整中だが、不安要素の洗い出しと、試し行こう錯さく誤ごによる検けん証しようにはどうしても時間的余よ裕ゆうが──」


「いや。だからわからんって」


「……要するに、私はすぐに『疲つかれて』しまうのだ。体力を戦闘する際に温存しておきたいので、出で来きるだけこちら側に出てきて余よ計けいな作さ業ぎようはしたくない、という意味に解してもらえば良い」


「分かった、分かった。すいません、贅ぜい沢たくはいいません、以後気を付けますです」


　ため息混まじりにシャノンは言った。シャノンは形の上ではアーフィの主人である〈竜騎士Ｄナイト〉となっているが──これではどちらが主人か分かったものではない。もっともシャノンはあくまでも『仮かり初そめ』の主なのだそうだが。


「それより……パシフィカも、生きているんだな？」


　隣となりのラクウェルが順調な寝ね息いきをたてているのを確かく認にんしながら、シャノンは言った。


　先ほどまでの状じよう態たいが噓うそのようだ。


　あの爆発に際し……ラクウェルは半身を焼き焦こがす程ほどの火傷やけどを負おっていた。


　咄とつ嗟さに〈塞壁ミズガルズ〉を起動はしたものの、防ぼう御ぎよ力りき場ばの展てん開かいが間まに合わず、噴ふき付けてきた爆ばく炎えんと高温の空気をもろに浴あびてしまったのである。もっとも〈塞壁ミズガルズ〉を起動していたからこそ即そく死しを免まぬがれたのだ。そのまま爆発の直ちよく撃げきを受けていれば、即死していたに違いない。


　実際──咄嗟に身を引いたシャノンでさえ、右腕うでを肩かた口ぐちから吹き飛ばされ、半はん死し半はん生しようの状態で海に落らつ下かしたのだ。


〈ビンガム号〉の船体の破は損そんで固こ定てい架かが外はずれ、同じように落下してきた救きゆう命めい艇ていにしがみつき、口と片腕を使って側そばに漂ただよっていたラクウェルを引き揚あげた所までは良かったが──その時点で彼は力尽つきて気き絶ぜつした。


　実のところ、シャノンは出しゆつ血けつ多た量りよう、ラクウェルは火傷とそれに伴ともなう皮ひ膚ふ呼こ吸きゆうの不ふ全ぜんで、死し亡ぼう寸すん前ぜんだった。アーフィ・ゼフィリスが現あらわれて二人の『修しゆう復ふく』を行おこなわなければ、二人はそのまま海の藻も屑くずの運うん命めいを辿たどっていたはずだ。


　即そく座ざにアーフィは、邪じや魔まが入らぬようにとこの奇き妙みような球体でシャノン達の乗る救命艇を包つつみ込み──驚おどろいた事に、二人の傷きずを跡あと形かたもなく治ち療りようしてしまった。


　もっともすぐに治療の終しゆう了りようしたシャノンに比くらべ、ラクウェルの治療には少々時間がかかっているらしい。シャノンの眼めから見ればもう彼女もほぼ治ち癒ゆしている様に見える──焼けこげていた衣い装しようさえ元通りになっているのにはシャノンも驚きよう愕がくを禁じ得えなかった──のだが、アーフィによるとまだ覚かく醒せいさせたり動かしたりできる状態ではないらしい。


『同調した際の形けい相そう情じよう報ほうのある貴方あなたはともかく、騎き士し以外の人間の肉体修復は、意外に手間がかかる』とはアーフィの弁だ。


　だが……それにしても、一生消えない程ほどの火傷の傷を、半日とかからずに消してしまったアーフィの能力は、最も早はや、奇き跡せきと呼よんでも良かろう。


　シャノンの右腕にしても一度切断されたとは到とう底てい思えない。


　切断された腕を繫つなぎ直したのではなく、アーフィによると『記録されていた形相情報を基もとに』新たに『造つくった』腕らしいのだが──無論義ぎ手しゆなどというものではなく、感かん覚かくもあるし、見た目にもシャノンが二十数年間見てきた自分の手そのものだ。実際、爪つめの伸のび方や、小さな傷まで、切断される前と同じである。


　ラクウェルに関しても同じだろう。ただし『形相が安定するまで下へ手たに動かさない方がいい』との事だが。


「パシフィカ・カスールは捕ほ縛ばくされた。現在の健けん康こう状態は私にも分からないが、捕縛の時点では良りよう好こうだった筈はずだ」


「──おい」


　シャノンが眉み間けんに皺しわを寄せてアーフィを睨にらむ。


「あいつが連つれて行かれるのを、黙だまってみていたのか？」


「殺さつ害がい目もく的てきならわざわざ船員も含ふくめて救きゆう出しゆつなどすまい」


　アーフィは無表情に応じる。


「私としても、我わが主あるじよ、貴方とラクウェル・カスールの修復に専せん念ねんせねばならなかったのでな」


「う……」


　そう言われてはシャノンに返す言葉はない。


「──それと一つ気になる点があった」


「気になる？」


「彼女が連れ込まれた場所だが──妙みような反はん応のうが、幾いくつかある。迂う闊かつに手出ししていいものかどうか、私も判断が付かない」


　この言葉はかなり意外だった。


「おまえがか？」


　創そう世せい戦争当時から蓄ちく積せきされてきたと思われる莫ばく大だいな知ち識しきを有し、一撃で山を削けずり海を割わる力を持った〈終わりの魔ま獣じゆう〉──そんなアーフィが迂闊に手を出せないなどという状況がどういうものか。彼女と同等か、あるいはそれ以上の力を持つ〈秩序守護者ピースメイカー〉が絡からんでいれば話は別かも知れないが、それならそれでアーフィが気付かない筈はずもない。


「しかし……だからって放ほうっておくわけにもいかんぞ」


「分かっている」


　アーフィは頷うなずいた。


「彼女が捕ほ縛ばく監かん禁きんされている場所はおおまかにだが現在も捕ほ捉そくしている。その場所の近くまでは相手に気付かれない様、貴方達を送る事も出で来きるだろう。だが──」


「『人間同士の争あらそいには手が出せない』」


　シャノンが苦笑めいた表情で言う。


「その通りだ」


　特に悪びれた様よう子すもなく、アーフィは頷いた。








　特とく殊しゆ海かい戦せん隊たい〈深淵の杖デイープワンズ〉。


　その八番目の小しよう隊たいの隊長であるアフィオは、〈スキッド〉に接近する不ふ審しんな小こ舟ぶねを発見した。折おりしも巡じゆん回かい警けい備び任にん務むを終しゆう了りようし、同じ〈深淵の杖デイープワンズ〉のメリニ小隊に交こう替たいしようと、部下を引き連つれ〈スキッド〉へと戻もどる途と中ちゆうの出来事であった。


　アフィオ達は困こん惑わくした。


　水面下からじっと見上げるアフィオ達に気付く様子もなく、真まっ直すぐに小舟は〈スキッド〉に向かってゆく。


　その事自体は別に不ふ思し議ぎではない。


　だが──その船はするすると、櫂かいや櫓ろで海面を泡あわ立だてるでもなく静かに進んでゆく。小型の帆はん船せんなのかもしれないが──それにしても異い様ような速さだし、この時間であれば風の吹ふく方向はむしろ逆だ。海流に乗っているのでもない。


　どうやってその小舟が前に進んでいるのか分からないのだ。


　即そく座ざにアフィオは通つう信しん系けいの魔法を起き動どう。


〈スキッド〉に報ほう告こくすると共ともに、警備主しゆ任にんであるバーク・ビットナンに指し示じを仰あおいだ。








　問題の島は目もく前ぜんに迫せまっていた。


　時じ刻こくは既すでに深しん夜やにさしかかりつつある。今夜は月がなく、星ほし明かりのみを頼たよりに動かなければならないが──それはむしろ潜せん入にゆうする側に有利な条件でもあった。


「ラクウェルを頼む」


　一人救きゆう命めい艇ていに乗り込んだシャノンが言った。


　アーフィとラクウェルは、何やら透とう明めいの多面体のようなものに包つつまれて、海の上に浮ういている。アーフィの防ぼう御ぎよ力りき場ばなのであろうが、〈塞壁ミズガルズ〉のような魔法とは根こん本ぽん的に違う力のようだ。


　一体どういうものなのか気にはなったが──その原理を聞いてもどうせ「理り解かいできんだろう」とか言われるのがちょっとシャクなので、聞いていない。


　ラクウェルは……まだ死んだように眠ねむったままだった。


　まだ『形けい相そうが安定しきっていない』らしい。下へ手たに動かすと形相が崩ほう壊かいし、治ち癒ゆ以前よりも酷ひどい状態になる可能性もあるという。理り屈くつはやはり分からないのだが──やはり神ならぬ身、アーフィの奇き跡せきのような力も、万ばん能のうという訳わけではないのだろう。


「一人では無む理りがあるのではないか？　私はラクウェル・カスールの回復を待ってから一いつ緒しよに潜入する事を提案するが」


　アーフィは至し極ごく冷れい静せいな口く調ちようで言った。


　確たしかに彼女の言う事には一理ある。ラクウェルが回復すれば戦力として彼女の魔法が加わるだけでなく、仮エ想ミ意ユ識レ制ー御タ構こう築ちくの魔法によってシャノンも魔法を使う事が可能となる。戦力としては二倍どころか三倍、四倍になるだろう。


　しかし──


「『殺す気はない』という事と『五ご体たい満まん足ぞくにしておく』事が同どう義ぎなら、俺も待つがね」


　シャノンはため息混まじりに応じる。


「島の内部がどうなっているのかも分からないぞ。そもそも相手が何者で、何な故ぜパシフィカ・カスールを捕ほ縛ばくしているのかも分からない。行動に出るにはあまりに情じよう報ほうが少ないと思うが」


「誰だれかとっつかまえて聞くよ」


　シャノンは面めん倒どうくさそうに応じた。


「いい加か減げんな話だな」


　いつもと変わらぬ冷れい徹てつな口調だが……案外、呆あきれているのかもしれない。


「やはり妹いもうとの身が心配で、居いても立ってもいられないか」


　からかうような口調はなく、むしろ、この少女には珍めずらしく、しみじみとしたような声で言われ──シャノンは顔をしかめた。


「おまえが五千歳さい以上の年寄りだってのは、知ち識しきとしては分かってる積つもりだけどな。その子供みたいな顔で、そういう見み透すかしたよーな事を言うのはやめろ、頼たのむから」


「見かけによらず、繊せん細さいだな」


「ほっとけ」


「別に恥はずかしがる事ではないと思うが」


「だからそういう物言いをやめてろっての」


　すぐそこまで岸が近づいてきたのを見つつ、シャノンは点てん検けんを行おこなう。


　刀かたなよし。零ぜろ式しき硬こう革かく鎧よろい〈ブリガルド〉よし。内ない蔵ぞう暗あん器きよし。体調万ばん全ぜん。


　再構築されたはずの右みぎ腕うでにも、怖こわいほどに違い和わ感かんがない。


「じゃ、まあ──行ってくる」


「武ぶ運うんを祈いのる」


　そう告つげるとアーフィとラクウェルを包つつんだ多面体は、水中に沈しずんでいった。








「哨しよう戒かい中のアフィオ小隊から連れん絡らく。接近中の小型船せん舶ぱくを確かく認にん」


「来たか。そうこなくっちゃな」


「いかがいたします？」


「かるーく、歓かん迎げいしてやれ。一応、殺さないように注意すること」


「了りよう解かい」








　櫓ろをこぎながら島に接近する。


　ある程てい度どまではアーフィに『押して』もらった勢いきおいで救きゆう命めい艇ていはその島に近付く事が出で来きたが──さすがに微び妙みような方向制せい御ぎよを繰くり返していると勢いも減へってくる。出来るだけ音をたてないよう、ゆっくりと水を搔かき回しながら、シャノンは救命艇を島の海かい岸がん線せんに近付けていった。


　特に何も起こらない。


　救命艇は音もなく夜の海を滑すべり、海岸線に近付いてゆく。そろそろ脚あしが底に着つくのではないか──そんな風にシャノンが思い始めた時。


「──？」


　シャノンは眉まゆをひそめた。


　突とつ然ぜん、周しゆう囲いに気け配はいがわいて出たのである。


　続いて──小こ舟ぶねを取り囲かこむように水中から浮うかび上がってきた灰はい色いろの塊かたまりが五つ。前に二つ。左右の横に一つずつ。後うしろに一つ。偶ぐう然ぜんにしては綺き麗れいすぎる配はい置ちである。


　それが〈ビンガム号〉の船せん上じようから見た海かい棲せい哺ほ乳にゆう類るいと同じと知って──シャノンは思わず声を上げた。


「イルカ!?」


　イルカ達は恐おそれる様よう子すもなくシャノンの乗る小舟に接近すると、頭やくちばしでその横腹をつつき始めた。


「おい!?　ちょっと待て！　こら！」


　慌あわててシャノンは声を上げるが、イルカ達は構かまわず小舟をつつく。揺ゆれは少しずつ大きくなり、シャノンは小舟から転ころげ落ちないようにと身を屈かがめざるを得えなかった。


　あと少しで岸に着く。子供でも泳いでいける距きよ離りだろう。しかし、鎧よろいを着きて完全装そう備びの身では、ただ脚がつかない深さでも致ち命めい的てきになり得うる。


　しかも……


　きゅけ。きゅけけ。きゅけ。


　イルカが啼ないている。ただそれだけの事。


　だが──


「……!?」


　不完全ながらも備そなわる魔ま導どう士しとしての感かん覚かくと──そして生せい存ぞん本能。それらがシャノンの警けい戒かい心しんを刺し激げきする。


　きゅけけ。きゅきゅーっ。


　更さらに声を上げるイルカ達。そこにある種の作さく為いを──韻いん律りつともいうべきものを感じ取ってシャノンは表情が強こわ張ばった。


　一いつ瞬しゆんにも満たない逡しゆん巡じゆんの後、海水の中に身を投げるシャノン。


　同時に……


（……!!）


　水中に沈み込む寸すん前ぜんのシャノンの背中を──水音とは異ことなる激はげしい破は砕さい音おんが叩たたいた。


　全身に泡あわをまとわりつかせながら水中で身をひねり、振ふり返るシャノン。水面下からとはいえ何が起こったかはシャノンにもはっきりと見て取れた。


　小舟の後ろ半分が砕くだけ散っていたのである。


　破砕音はその際のものだ。何かの力……恐おそらくはある種の衝しよう撃げき波はがたたきつけられたのだ。そしてその唐とう突とつな破は壊かい力りよくが、どこから生み出されたものか……シャノンは瞬時に理り解かいしていた。


「魔法……だと!?」


　水上に首を出して呟つぶやくシャノン。


　幸さいわいにして既すでに水すい深しんは彼の首の辺あたりまでしかなかった。少なくとも溺でき死しの心配はなさそうだが……


　きゅけ。きゅけけ。きゅけ。


　きゅけ。きゅけけ。きゅけ。


　きゅけ。きゅけけ。きゅけ。


　イルカ達の声。そして……その彼のすぐ横の海面が続けざまに弾はじけ跳とぶ。


（魔法を使うイルカ？　冗じよう談だんじゃねえぞ！）


　どことなく間まが抜ぬけて愛あい嬌きようのあるイルカ達の声が、呪じゆ文もん詠えい唱しようなのだという事にもシャノンは気づいていた。


「ちっ……」


　振り向きながら彼は鎧よろいの下から抜いた投擲用短剣スローイングダガーを投げた。


　夜や気きを裂さいて飛ぶ一撃。だが、イルカ達は呪文詠唱を中断、即そく座ざに散って水中に潜もぐり込み、その一撃を避よけてしまった。短剣は空むなしく水面を叩たたいて、水切りの石の様ように跳ね──そして沈んでいった。


「くそっ──」


　いくらシャノンといえど、水中の目もく標ひよう相手では分ぶが悪い。水の抵てい抗こうや光の屈くつ折せつが、攻こう撃げきの威い力りよくを下げ、精せい度どを下げるのだ。


　見ればイルカ達はシャノンの周まわりを囲かこみつつ、円を描えがいてゆっくりと泳いでいた。ただでさえ狙ねらいにくい上に、たとえゆっくりとでも動かれていては攻撃精度は益ます々ます下がる。


　シャノンは呻うめくように声を漏もらした。


「こいつら……！」


　戦せん闘とうというものを知っている。


　集団で単たん一いつ目標を囲い込み攻撃。反撃を受けた場合は散さん開かいして回かい避ひ、しかる後に微び妙みように位置をずらして再さい布ふ陣じん、攻撃再開……


　イルカは人間並なみに頭のいい動物であるとは聞いていたが……魔法といい、攻撃に対する対たい処しよといい、野や生せいの動物にはあり得えない行動である。


　──きゅけ。きゅけけ。きゅけ。


　再ふたたび衝しよう撃げき波は攻撃。


　彼の周しゆう囲いで、海面が次々に弾ける。


　今のシャノンは魔法を使えない。ラクウェルが気き絶ぜつしたままだったので、彼は仮エ想ミ意ユ識レ制ー御タの魔法をかけられていない。


　足運びもままならず、遠えん隔かく攻撃の手しゆ段だんも、防ぼう御ぎよ手段もない。


　シャノンには、絶ぜつ望ぼう的な状じよう況きようと言えた。


「くそ！」


　こうなれば逃にげるしかなかろう。


　シャノンは必ひつ死しに陸を目め指ざして身体からだを動かす。走りたいところだが、焦あせれば焦るだけ水は粘ねばっこく身体にまとわりついて、彼の動きを妨さまたげる。


　泳いだ方が速いだろうが、完全装そう備びの鎧を付けた状態では、さすがのシャノンもまともに泳ぐ自信はない。まして下へ手たに沈しずんだ上から、イルカにのしかかられでもしたら目も当てられない。


　しかも──


　ごぼりと音をたてて正しよう面めんの海面が泡あわ立だつ。


　その下から出しゆつ現げんした白黒二色の巨体を見て、シャノンは硬こう直ちよくした。


　シャチ。


　イルカよりも更さらに大きく、事実上の最強を誇ほこる海洋生物だ。無論シャノンはシャチに関する細こまかな知ち識しきなど持ち合わせていないが、それが水中においては自分よりも遥はるかに強力な生物である事位くらいは、見た瞬しゆん間かんに分かる。


「ちょっと待て──そんなのありかッ!?」


　正面から見ると案外間ま抜ぬけな顔をしている──一瞬そんな考えがシャノンの脳のう裏りを掠かすめるが、笑うように僅わずかに開かれた口には、ぞっとする程ほどの整せい然ぜんさで小さな牙きばが生はえ並ならんでいる。あんなものに嚙かまれたら体中穴あなだらけになってしまうだろう。


「まさかこいつもか──」


　偶ぐう然ぜんに居い合あわせたにしては出で来き過すぎだ。


　恐おそらくイルカ達の仲間だろう。だとすればこの巨大な海かい棲せい哺ほ乳にゆう類るいも魔法を使う可能性がある。どれだけ高度なものを使えるのかは疑問ではあるが──


　にっ──とシャチが笑ったようにシャノンは思った。


　万ばん事じ休きゆうす。彼に逃げる手段はない。魔法で引き裂さかれるか、牙に引き裂かれるか。普ふ通つうの人間ならここで生きる努力を放ほう棄きしてしまうだろう。


　だがシャノンは諦あきらめが悪い。


　彼はシャチを正面に見み据すえたまま、刀かたなに手を掛かけた。


　その時──


「──そこまで」


　声が響ひびく。


　反射的にシャノンはその声の主ぬしの居場所を探さぐるが……気け配はいはない。聞こえてくる方向も曖あい昧まいだ。魔法か何らかの仕し掛かけで、元の声を反はん響きよう、増ぞう幅ふくさせて彼の所にまで届とどけているのだろう。


「〈廃はい棄き王女〉の〈守護者ガーデイアン〉……シャノン・カスールだな？」


「……だったら？」


　刀に手を添そえたままシャノンは声を抑おさえ目に応じる。


「こっちの指し示じ通りに移い動どうしてもらう。話がある」


　しゃがれ声ハスキー・ヴオイス。だが拡かく大だいされた中にもどこか艶つやがある。女だ。


　どうやらシャノンの声が聞き取れる距きよ離りにいるか、あるいはやはり魔法か何かの手段で彼の声を中ちゆう継けいしているらしい。


「人ひと質じちとって話し合いもないもんだが」


　そう言って相手の反はん応のうを窺うかがう。だが相手は特に気分を害した様よう子すもなく言ってきた。


「交こう渉しようは有利な札ふだを持って確実に薦すすめる主義でな」


「武ぶ装そうはそのままでいいぞ。〈竜騎士Ｄナイト〉に武装解かい除じよなんぞさせても、意味がないからな」


「……!!」


　シャノンは喉のどの奥で呻うめいた。


　この相手は……アーフィの事を知っている。


「──何者だ？」


「さてね」


　ここは明らかにシャノンに不利だ。


　だがシャチやイルカを操あやつっているのがこの声の主であるならば、今すぐシャノンを殺そうという意い図とはないらしい。ここは素す直なおに応じる他ほかはないだろう。


　わざわざ交渉という言葉を使うからには、パシフィカもそれほどひどい扱あつかいは受けていないだろう。相手は〈竜騎士〉の事まで知っている。ならば下へ手たにパシフィカを傷きずつければシャノンがどう反応するか程度は予よ測そくしている筈はずだ。


　シャノンは顔に出さないようにして、安あん堵どのため息をついた。


「ところでラクウェル・カスールはどこだ？」


「俺もしらん」


「へえ？　ま、いい。ただの魔ま導どう士しなんぞ、我われ々われも用はないしな」


　余よ裕ゆうのつもりか、それともとことん大おお雑ざつ把ぱなのか……あっさりそう言うと、声はシャノンに促うながした。


「さて。上陸してもらおうか。海岸からは真まっ直すぐ島の中央に向けて歩くといい」


「選せん択たくの余よ地ちは、ないか」


　ほとんど手を伸のばせば触ふれられそうな位置に、でんと鎮ちん座ざ──いや、浮うかんでいるのだが──しているシャチを眺ながめつつ、シャノンは物もの憂うげにつぶやいた。








　星の光は無論の事、陽ひの光さえもが届とどかぬはるかな深しん淵えん──海底。


　そこにアーフィの姿すがたはあった。


　無論、彼女を包つつむ多面体の中にはラクウェルの姿もある。アーフィ自身は空気に乏とぼしい高空だろうが、鋼こう鉄てつもひしゃげる深しん海かいであろうが、そのまま平気で動き回れるが、ラクウェルを抱かかえていてはそうもいかない。


「ふむ──」


　シャノンを送り出してから、アーフィは対探たん知ち処しよ置ちをして海底に移動、その後反対方向から島に近づき、ラクウェルの回復を待っていた。


　もし自分が失敗しても、それを陽よう動どうとして利用してラクウェルを潜せん入にゆうさせる……それがシャノンの案であった。パシフィカの身を案じるあまりに、ラクウェルの回復を待ちきれずに出ていったシャノンであるが、その程度の事は考えていたようだ。


「やはりこれは──」


　その蒼あおい眼めを細めてアーフィが呟つぶやく。


　彼女の前には今、セーネス達が〈スキッド〉と呼よんでいる要よう塞さい島とうの下部……水面下部分が広がっている。


　だが、それを見て島と思う者はいまい。その巨きよ大だいさは確かに島そのものではある。だが〈スキッド〉の下部は海底に着ちやく床しようしていないのだ。〈スキッド〉は海面に浮かんでいるのである。


　つまりそれは──〈スキッド〉の比ひ重じゆうが水よりも軽いという事を示しめしている。少なくとも〈スキッド〉が単なる岩の塊かたまりであるならば、それは絶対にあり得えない状態である。


「んんっ……」


　ため息のような呼こ気きの音に、アーフィは振ふり返った。


「気がついたか、ラクウェル・カスール」


「あ──」


　右向いて。左向いて。上を見て。下を見て。


　ぼんやりとした表情で身を起こしたラクウェルは、瞬まばたきしながらあちこちに視し線せんを彷徨さまよわせた挙あげ句に──ようやくアーフィに気付いたかのように、視線を正しよう面めんに戻もどした。


「……えーと。あの──」


　ぼんやりとした表情のまま、アーフィを指さして言葉に詰つまるラクウェル。


　そういえばこの〈守護者ガーデイアン〉の一いつ方ぽうと間ま近ぢかに向かい合うのも、二人だけで言葉を交かわすのも初めてであるという事をアーフィは思い出した。


「──アーフィだ。アーフィ・ゼフィリス」


　今いま更さらのような気がしたが、そう言ってやる。


　すると、ラクウェルは嬉うれしそうに表情を輝かがやかせ、何か素す敵てきな事でも唐とう突とつに思い付いたかの様な仕し草ぐさで両手をぽん──と打ち合わせて言った。


「そうそう。そうでした。アーフィちゃん、でしたね」


「『ちゃん』はいらん」


　無表情に言うアーフィ。


「では──アーフィたん」


「『たん』もいらん」


「じゃあ──ええと。でも『さん』はあんまり可愛かわいくないし──どうせならスーピイくんと合わせて」


「余よ計けいな付ふ属ぞく語は要いらない。呼び捨すてにすれば良い」


「はあ……」


　未まだ寝ぼけているかのような口く調ちようではあるが、どこか残ざん念ねんそうにラクウェルは言った。


　呆あきれたのかそれとも興きよう味みがないのか──アーフィはそれで呼こ称しよう問題は終わったとでも言う様にラクウェルに背を向け、目の前に広がる光景へと向き直った。


　彼女の動きにつられて、ラクウェルも改あらためて目の前の〈スキッド〉下部を眺ながめる。


「……これは──」


　ラクウェルが珍めずらしく本気で感かん嘆たんしたような声を漏もらす。


　それは──異い様ような光景だった。


　城しろが丸ごと内ない包ほうできるほどの巨大な半球状の構こう造ぞう体たいと、それを取り囲かこむように配はい置ちされ、放ほう射しや状じように伸のびている大小十本の円えん柱ちゆう状突とつ起き。円柱状突起は小さなものでもどこぞの城の物もの見みの塔とう程ほどの太さと高さ──というか長さ──がある。


　巨大すぎてラクウェルやアーフィの位置からはその全体像を見ることはできないが……恐おそらくこの島はイカやタコ、あるいはクラゲのような形けい態たいをしているのだろう。


　明らかに自然や偶ぐう然ぜんが形成できるものではない。だが城じよう塞さいをも遥はるかに上うわ回まわるその規き模ぼは、ラクウェルの知る限り、人間に構こう築ちく可能な限界を超こえていた。目の前にあるというのに、何ど処こか現実感に乏とぼしいのも、観みる者の距きよ離り感を狂くるわせる巨大さ故ゆえの事であろう。空の雲を眺める感かん覚かくに似にている。


　今の人間の技術では、そもそも地上にこれほどの巨大な物体を建けん造ぞうする事自体がまず不可能だ。それに加えてここは海の中である。資材を運ぶにも組み立てるにも、地上の数倍──いや、数百倍、数千倍の困こん難なんさが待ち受けている。


　だが──


「まだ残っていたか。しかもこれほど完全な形で」


　アーフィが呟つぶやく。


　いつもの如ごとく感情の感じられない平へい坦たんな声の中に、ある種の感かん慨がいが潜ひそんでいた事にラクウェルが気付いたかどうかは分わからない。ただ、彼女は不ふ思し議ぎなものを観るような眼めで眼がん前ぜんの巨大建造物とアーフィを見み比くらべ──そして尋たずねてきた。


「──何なんですか？　これは」


「自由軌き道どう要よう塞さいＭＦＴ０２Ｖ──〈ヴァンガード〉シリーズ。汝なんじ等が〈砦とりで〉と呼んでいるものの一種だ」


　そう語るアーフィの声は──やはり微かすかに懐なつかしげだった。








「──そこで止まれ」


　初めて耳にする肉にく声せいがそう命じた。


　気け配はいは無論感じ取っていたが──改あらためて確たしかめるように、シャノンは声のした方向へと顔を向ける。


　声が導みちびくままに海岸近くの森を抜ぬけ、ゆっくりと傾けい斜しやのきつくなってゆく道を通り、彼が辿たどり着ついたのは円形の広場だった。何かの使用目もく的てきがあって整せい備びされているのか、ここだけは樹じゆ木もくは無論の事、雑草さえもが一本も生はえていない。


「……ふむ」


　呟いて周しゆう囲いを見回す。


　その瞬しゆん間かん──シャノンの視し界かいは白く染そまった。


　いきなり光が広場に溢あふれたのだと気付くのにはしばしの時間が必要だった。昼の明るさには遠く及およばないが、それでも強く白い光が広場の周まわり、樹木の間から投げかけられ、夜の闇やみを押しのけている。


「──なんだ？」


　ランプの光ではない。もっと強く白い光だ。


　眼に突つき刺ささる光の白さを防ふせごうとするかの様に、片手を目め元もとにかざし、眼を細めてシャノンは呟いた。


「魔法──とも違ちがうか」


　その時、シャノンの横手──やや離はなれた場所から三つの人ひと影かげが広場に歩あゆみ出た。


　黙だまって見守るシャノン。彼等らは堂々とした歩調で広場の真ん中まで歩くと、シャノンの方へと向き直った。


「間ま近ぢかで見ると結けつ構こういい男じゃねーか」


　それが顔を合わせてから初めての台詞せりふだった。


「そりゃどーも」


　憮ぶ然ぜんとした表情でシャノンは応じた。


「で──あんたは？」


「セーネス」


　そう言ったのは三人の真ん中に立つ娘むすめだった。


　年とし頃ごろはシャノンと変わらないだろう。亜あ麻ま色いろの髪かみと緑みどりの眼をした気の強そうな娘だ。


　彼女の両脇わきには、硬こう革かく鎧よろいに長ちよう剣けんで武ぶ装そうした男が二人、付き従したがっている。立ち方や武器の提さげ方からして、軍人だ。それも恐おそらくは精せい鋭えい部隊だろう。


「セーネス？　まさか……」


　シャノンは記き憶おくの中の引っかかりに眉まゆをひそめる。セーネス・ルル・ギアットの名前は、彼も聞いた事があった。


「ギアットの──？」


「そうさ。あんまり良い噂うわさは聞かないだろうけどな」


　男勝まさりな口く調ちようでそう言うセーネスを眺ながめ──シャノンは憂ゆう鬱うつそうな表情で呟いた。


「この世にまともな姫ひめ君ぎみはおらんのか……」


　そんな彼の呟きが聞こえているのかいないのか──セーネスは感かん嘆たんした様よう子すでシャノンの右みぎ腕うでを眺ながめていた。


「右腕も復ふく元げんしたか。やっぱり完全稼か働どうの〈ドラグーン〉は大したもんだ」


　やはり間ま違ちがいない。


　このセーネスという姫君はアーフィ達の事も、そしてその能力についてもある程度の知ち識しきを持っている。実のところ、右腕を丸ごと復元する能力をアーフィが持っているなどという事は、シャノンも昨日きのうまでは知らなかった事だ。


　セーネスが既すでにそれを知っているという事は──


「……何が狙ねらいだ？」


　相手の表情や口調によく注意を払はらいながらシャノンは尋たずねる。


　アーフィの事を知っているという事は〈秩序守護者ピースメイカー〉の仲間である可能性があった。他に〈廃はい棄き王女〉や〈終わりの魔ま獣じゆう〉の事情に通じた勢せい力りよくをシャノンは知らない。


　しかし──


「あんたが欲ほしい。私のモンにしたいんだよ」


　セーネスは言った。


　その舌したなめずりせんばかりの挑ちよう発はつ的な表情に──シャノンは一瞬、背せ筋すじをムズがゆいものが走るのを感じた。どういう格かつ好こうをしていようが、本当にいい女というものは内面から色いろ艶つやが滲にじみ出るものだろう。


「……女が男に言う台詞せりふじゃないな」


　眉まゆをひそめるシャノンにセーネスはにやりと笑って見せた。


「何勘かん違ちがいしてるんだよ、このムッツリ助すけ平べえ」


「誰だれがムッツリ助平だ」


「ま──興きよう味みがないわけじゃねーけど、男と女の話はまた今度だ。今のところ、あんたに許ゆるされた選せん択たく肢しは三つある」


　指を三本立てて、セーネスは言った。


「私に忠ちゆう誠せいを誓ちかうか、それとも〈竜騎士Ｄナイト〉としての資格を私に譲ゆずり渡すか……それとも妹を見み捨すてるか」


「……なんだって？」


「要するにさ」


　セーネスは〈獣けもの姫ひめ〉のあだ名通り、獰どう猛もうな笑顔をシャノンに向けながら、言った。


「私は完全稼か働どう状態にある〈竜機神ドラグーン〉の力が欲しいのさ」


「…………なるほど」


　一瞬、どう対応すべきか悩なやみ……そしてシャノンは言った。


「妙みような知ち識しきをため込んでるみたいだな」


「まあね」


　セーネスは肩かたを竦すくめて見せる。


「何が目もく的てきだ？」


「世界征せい服ふく」


　あっさり言う〈獣姫〉にシャノンはうんざりしたような口調で言った。


「……さすが、お姫様は考えることが壮そう大だいだ」


「戯たわ言ごとを戯言で終わらせない──それだけの力を手にしてるって事が分かってないね、あんたらは」


　セーネスは部下をその場に残し、ゆっくりとシャノンに向けて歩いてくる。


「〈廃棄王女〉そのものだって、大陸最強と名高いラインヴァン王国を揺ゆさぶれる。まして〈終わりの魔ま獣じゆう〉のご主人様まで一いつ緒しよとなると──ふらふらと泳がせておくのは惜おしいと考えるのが、当たり前だろう？　あんたらを押さえれば、文も字じ通り世界征服だって絵え空そら事ごとじゃなくなる。案外、あんたの妹が『世界を滅ほろぼす』ってのはそういう意味なのかもな」


「何だって？」


「新しい世界秩ちつ序じよの樹じゆ立りつ者しやは、旧きゆう来らいの世界の支配者にとって、『世界を滅ぼす邪じや悪あく』にならないか？」


「…………」


　実のところ……それをシャノン達も考えなかった訳わけではない。特に〈秩序守護者ピースメイカー〉達の攻こう撃げきを受けてからは、何度かラクウェルと共ともに検けん討とうした考えではある。


　だが……アーフィの力を得えたシャノンであればともかく、パシフィカに、『世界を変える』程ほどの具体的な力があるとは思えない。


〈秩序守護者〉の呪じゆ縛ばく……絶対の上位性を一時的に無む効こう化かできる、という彼女の特性は確たしかに異い常じようかもしれないが、人間にとってはただの無力な少女に過ぎない。


　だとしたら……


「まさか──あんたら……」


「後は私の下げ僕ぼくになったら教えてやるよ」


「──断ことわると言ったら？」


　シャノンの言葉にセーネスは苦笑を示しめした。


「断るもんか。断るぐらいなら最初に──妹が〈廃棄王女〉だと分かった時点で、見み捨すててるだろうが。あんたは断れない。そういう男だよ」


「…………」


　シャノンは眉まゆをひそめた。反論の言葉が思い付かない。


　そんな彼を見み据すえながらセーネスは更さらに言い足たした。


「そのくせ、実は結けつ構こう誇ほこり高い性格をしてるもんだから、苦労するんだよな」


「……まったく、どいつもこいつも見み透すかしたような事を──」


　シャノンのぼやきが聞こえていないのか、聞こえても興きよう味みがないのか……セーネスは挑ちよう発はつ的な口く調ちようで続ける。


「だからここは一つ、第一か第二の選せん択たくを選びやすいように協力してやろう」


　セーネスは腰こしに揺ゆれていた太た刀ちを右手で叩たたいて見せた。


　改あらためて観みると彼女の提さげていた武器は細部の拵こしらえこそ違うが、非常にシャノンの太刀に似にている。長さ太さはやや彼女の太刀の方が小さいようだが──同じ思し想そうの元に造つくられた武器である事は一いつ見けんして分かった。


「あんたの誇りプライドを徹てつ底てい的てきに叩きつぶしてやるよ。そしたら従じゆう順じゆんにもなりやすいってもんだろ？」


「──なるほど」


　シャノンはふと獰どう猛もうな──珍めずらしく獣けものじみた笑えみを浮うかべると、自分も刀に手を添える。


　このお姫様は彼に刀かたなで挑いどもうというのだ。どれほどの使い手なのか知らないが、相当な自信があるのだろう。だが、それはシャノンも同じだった。


「それはそうかもな」


　太刀の柄つかに手を添そえてシャノンはセーネスに向けて歩み出る。


　似たような刀。似たような構かまえ。


　そして似たような──笑み。


　円形広場の真ん中で、どこか似に通かよった一組の男女は、激はげしい闘とう争そうの気け配はいを迸ほとばしらせながら、対たい峙じした。




　第三章　魔ま族ぞくの遺い産さん







　迂う闊かつに動けない。


　鞘さやに入ったままの太た刀ちに手を添そえたまま、シャノンはじっと相手を睨にらみ据すえていた。


　セーネス・ルル・ギアット。


　彼女の事はシャノンも聞き及およんでいる。


　ギアット帝国の第三皇おう女じよであり、帝室においてただ一人マウゼル教の洗せん礼れいを拒こばんだという異い端たんの姫ひめ君ぎみ。気き紛まぐれで粗そ野や、帝室内では疎うとんじられているものの、帝国民の人にん気きはかなり高い。〈獣けもの姫ひめ〉というあだ名はその男顔負けの荒っぽい性格、そして剣けんの実力から来ているのだとか──


（正しよう直じき、話半分に聞いていたが）


　シャノンは内心で感かん嘆たんの声を上げていた。


（ここまでやる女がいるか。世の中広いな）


　構かまえを見れば分わかる。勝てないような相手とは思えないが……手て加か減げんして勝てるような相手でもないようだ。


　隙すきはある。見える。そういう意味では攻せめあぐねるような相手ではない。だがそんな事はセーネスも自じ覚かくしているだろう。問題は幾いくつか見えるその隙のどれが本物で、どれが相手を引っかけるための罠わなかという事だ。あるいは全部が罠か。何にせよ下へ手たに仕し掛かければそのまま相手の術じゆつ中ちゆうに塡はまり込こんでしまう可能性も高い。


　対するセーネスも同じ事を考えているのだろう。シャノンと同じような姿し勢せいで刀かたなに手を添えたまま、動かない。


　相手の戦たたかい方にもよるが、速はやさとその斬ざん撃げきの多た彩さいさで勝しよう負ぶする刀と刀の勝負となると、鞘さや走ばしる前にその戦いは始まっている──あるいは鞘から出た時点で終わっている──と言っても過か言ごんではない。


　戦チ戯エ盤スと同じだ。どうやって攻めてゆくか。それに相手がどう応こたえるか。更さらにそれをどうさばいて相手を詰つむか。同じ刀使いだけにこれは読みと読みの勝負になる。


　だが──


「──いくぞ」


　膠こう着ちやく状じよう態たいに飽あいたか……セーネスが仕掛ける。


　踏ふみ込みながらの抜ばつ刀とう。鞘走る勢いきおいそのままに、鞘から解放された刀が最さい短たん距きよ離りでシャノンの胸むな元もとを狙ねらって走る。


　──速い。


　それに比ひしてシャノンの抜刀は一いつ瞬しゆん遅おくれた。まだ切っ先が鞘から抜ぬけ出ていない。


　だが──


　シャノンはその一撃を見み極きわめて、受ける。


　遅らせたのはわざとだ。抜刀の軌き道どうを故こ意いにセーネスの一撃と交差させ、そのまま抜ききる。鞘走りに加か速そくされたシャノンの太た刀ちは、強ごう引いんにセーネスの斬撃を弾はじき返した。


　セーネスの姿勢が乱みだれる。


　──勝った。


　シャノンは確信した。この距離で一度相手の体たい勢せいを崩くずしてしまえば、もう彼の勝ちは揺ゆるがない。次の一手は防ふせがれても、たたみかけるように攻撃をつないでやればセーネスに体勢を戻もどす暇ひまはないだろう。体格差からして、セーネスがシャノンの間ま合あいの外へと退ひくだけの余よ裕ゆうを得えられる事もない。


　かかっても後あと三手。一瞬の内にシャノンはそう読んでいた。


　翻ひるがえした太刀をそのままセーネスの足元へと走らせる。鋭するどい鋼はがねの音が響ひびき渡り、そしてさらにセーネスは姿勢を崩した。


（やはりこの程度か）


　シャノンは思う。体勢が崩れかかっているところで、更に体格に勝まさる相手の一撃を受ければ、姿勢はもう挽ばん回かい不能にまで崩れる。ここは多少の傷きずを負おってでも体たいさばきでかわすべきだったのだ。


（相当な修しゆう練れんを積つんでいるらしいが、実戦不ぶ足そくだな）


　あるいは粗そ野やに見えてもやはり女──身体からだに残る傷が付く事を恐おそれたのか。


　なんにしてもこれで決まった。


　そう確信しての一撃を──


「……顕あらわれよ・盾たて！」


「──!?」


　──魔法。


　そう悟さとった瞬間にはもう遅おそかった。


　シャノンの刀はセーネスの前に突とつ然ぜん出しゆつ現げんした光の格こう子しに激げき突とつ、弾かれる。今度、姿勢を崩したのはシャノンの方であった。


「ちっ──！」


　その一瞬にセーネスは体勢を立て直し、攻せめに転じる。だがシャノンは大きく太刀を振ふるとそのまま後うしろに跳ちよう躍やくした。


　セーネスは追わない。彼女の方も体勢の立て直しが不完全だったのだろう。


「やってくれる……」


　シャノンは掛かけ値ねなしに感かん嘆たんの声で言った。


　彼が故こ意いに抜ばつ刀とうを一瞬遅らせてセーネスの一撃を受け、そこから彼女の体勢を崩したのと同様に──セーネスは故意にシャノンの一撃を受け、その剣けん戟げきの音に紛まぎれて連動式起動呪文バツチスペルの詠えい唱しようを開始していたのだ。


　実戦不足？


　とんでもない。シャノンと同様、あるいはそれ以上に実戦経けい験けんを積つんだ使い手だ。


　しかも──


「魔法まで使うか……」


「あんたと同じにね。もっとも私は仮か想そう制せい御ぎよ呪じゆ文もんは必要ないけど」


　セーネスが笑う。


「やりにくいな……」


　シャノンが苦笑しながら言った。


　彼とセーネスは戦たたかい方がよく似にている。


　武器が同じというだけではない。


　踏ふみ込みや呼こ吸きゆう、筋きん力りよくの束たばね方……そういった身しん体たい運うん用よう法ほうは無論、間ま合あいの取り方、攻こう撃げきの組み立て方といった戦術的要素まで──この二人は非常によく似ているのだ。


　無論……それでも男女の肉体的な違いや、そもそもの体格差など、細こまかな差さ違いは出る。


　単純な刀とう術じゆつそのものであればシャノンの方が若じやつ干かん上であろうが、魔法を含ふくめた総合的な戦い方であれば、セーネスはシャノンと同等といったところか。いや、仮想制御呪文を必要としない分、凌りよう駕がしているといえる。少なくとも今、魔法が使えないシャノンでは彼女に勝つ事は至し難なんの業わざだろう。


「さて。そろそろ跪ひざまずいて私の靴くつをなめたくなってきたんじゃない？」


　にやにやと笑いながらセーネスが言う。


　だが不ふ思し議ぎとその笑顔には相手を見み下くだすような陰いん湿しつさや高こう慢まんさは感じられない。むしろ全力で遊び回っている子供の表情に近い。


　本当に剣術が好きなのだろう。


　その気持ちはシャノンもよく分かる。恐ろしい使い手である事は間ま違ちがいないのだが──むしろシャノンはこの隣りん国ごくの姫ひめ君ぎみに好こう感かんさえ覚おぼえていた。


　誰だれかを傷きずつけるためではない。虐しいたげるためでもない。


　ただ純じゆん粋すいに自分の技わざを磨みがき、それを全力でぶつけ合える相手を得えては、それを素す直なおに喜よろこべるような……そんな清すが々すがしいほどの純じゆん粋すいさがこの娘の剣には見て取れる。


　とはいえ……


「悪いがまだその気にはならんな」


「そか。残ざん念ねんだね」


　本当に残念そうな口く調ちようでそう言うと、セーネスは再ふたたび踏ふみ込んでくる。


「まあ、その分楽しめるって事だけどな！」


　再び二ふた振ふりの太た刀ちが虚こ空くうに疾はしった。








　碧あおい闇やみの中で〈終わりの魔ま獣じゆう〉は語る。


「創そう世せい戦争当時──」


　防ぼう御ぎよ力りき場ばによって創つくり上げられた気き泡ほうがゆっくりと浮ふ上じようしてゆく。目の前を流れてゆく構こう造ぞう物ぶつを静かな瞳ひとみで眺ながめながらアーフィは言った。


「我われ々われの──現代においては俗ぞくに魔ま族ぞくと呼よばれる勢せい力りよくの、移動要よう塞さいとして建けん造ぞうされたのが〈ヴァンガード〉シリーズだ。その残ざん骸がいは〈砦とりで〉などと呼ばれて各地に残っているが、いずれも機能を停止している。人間が必要以上の力をつける事を嫌きらった〈秩序守護者ピースメイカー〉達が破は壊かいしたのだ」


　無論──人間は律りつ法ぽうによって『〈秩序守護者〉には刃は向むかえない』と規き定ていされている。


　これは唯ゆい一いつの例外である〈律法を破やぶる者〉パシフィカ・カスールを除のぞけば、ありとあらゆる人間に適用される絶ぜつ対たい則そくだ。故ゆえに〈秩序守護者〉は人間を恐おそれない。彼等らは人が必要以上の力をつける事を自分達への脅きよう威いとは考えていない。


　彼等が嫌うのはむしろその必要以上の『力』が同じ人間に対して向く場合だ。


　特とく出しゆつした力の存在は均きん衡こうを崩くずす。その力が暴ぼう走そうした場合に、止める事が出で来きないからだ。


　故に多少の差はあっても、同程度の脅威が並へい列れつしているからこそ、この封棄世界は安定し、大たい局きよく的に見れば決定的な破は滅めつを防ふせいでいる──少なくとも〈秩序守護者〉達はそう考えているらしい。


「でもこれは……」


　気泡の壁かべの向こう側……海中に在あるその巨大な構造物を見つめながらラクウェルは言う。


　こうして浮上しながら眺めてみるとその大きさがなおさら強調されて見える。行けども行けども頭ず上じようへと延のび、尽つきる事がないような塔とうの壁。これがその〈ヴァンガード〉とやらを構成する部品の一つなのだと言われれば、ただただラクウェル達の常じよう識しきからすれば啞あ然ぜんとするしかない。


　しかも──


「『生きている』ように見えますよ」


　自由軌き道どう要よう塞さい〈ヴァンガード〉シリーズ。


　滅ほろび、機能を停止している筈はずの魔族の『砦』。


　だがアーフィの言葉を信じるならばこれは移動能力を有する。あくまで『要塞』の一語を冠かんされてはいるが、これはむしろ『砦』というよりも『超ちよう巨大戦せん艦かん』とも呼ぶべき代しろ物ものであった。


「確たしかに、一部ではあるが稼か働どうしているな」


　遠えん雷らいのような──低くも力強い音が、厚あつい水の層の向こうから伝つたわってくる。


　何度も何度も断だん続ぞく的に響ひびくそれは鼓こ動どうの音にも似にていた。


「たとえ休眠サスペンドモードで機能を凍とう結けつし、〈秩序守護者〉達の追つい求きゆうを逃のがれていたのだとしても──逆にその機能凍結を解かい除じよする手順が必要となる。ごく一部の機能を回復させただけかも知れないが──それでもこの自由軌道要塞を操そう作さ出来る者が今の世に居いるとは驚おどろきだ」


「誰だれかが──仮か死し状態だった魔族の〈砦〉を蘇よみがえらせたという事ですか？」


「そういう事になる」


　気き泡ほうが海面に達した。


　景けい観かんが一いつ変ぺんする。周しゆう囲いを埋うめていた果はてしのない水が消しよう滅めつし──ラクウェルが小さく安あん堵どの息を吐はいた。


　さすがの彼女も、長い時間海中に居るのは圧あつ迫ぱく感を感じるのだろう。長時間の潜せん水すい手しゆ段だんを持っていないこの世界の人間にとって、海中は生存不能な死の領りよう域いきである。いくらアーフィに護まもられていても、落おち着つかないのだ。


「さて。私が手て伝つだえるのはここまでだ。人間同士の諍いさかいに私は関かん与よできない」


　力りき場ばの閉へい鎖さを解とき、外気を取り入れながらアーフィが言う。


「はい。シャノンから聞いています」


　頷うなずくとラクウェルは呪じゆ文もん詠えい唱しようを始めた。


　まるで歌うた姫ひめの如ごとく両手を広げながら朗ろう々ろうと声を上げるラクウェル。


　彼女の声に誘さそわれるかのように、海水が泡あわ立だち、無数の飛沫しぶきが空中に舞まった。


　重力という定さだめに逆さからい、上に向かって落ちてゆく水は、まるで見えない器うつわに溜たまってゆくかのように空中に静止し──瞬またたく間まに人間の数倍はあろうかという巨大な物体を形成した。


「──では」


　ひょいとその物体の差し出した手──というか何というか──に乗ると、ラクウェルが会え釈しやくする。


「………………うむ」


　相あい変かわらずの無表情ではあるのだが……応じるまで若じやつ干かんの不自然な間まがあったのは、やはりこの〈終わりの魔ま獣じゆう〉も呆あきれていたのかもしれない。


　肩かたにラクウェルを載のせたその半はん透とう明めいの物体は悠ゆう然ぜんと向きを変えると、アーフィに見送られながらその要よう塞さい島とうに上じよう陸りくすべく海うな原ばらを進んでいった。








　その少女を見た瞬しゆん間かん──エイローテは既き視し感かんを覚おぼえた。


〈廃はい棄き王女〉。あるいは──〈律りつ法ぽうを破やぶる者〉。


　そういった特とく殊しゆな二つ名で呼ばれるその少女パシフィカ・カスールは、エイローテが部へ屋やに入った時、両膝ひざを抱かかえて部屋の隅すみに座すわり込んでいた。こちらを見つめてくるその蒼あおい双そう眸ぼうは野の良ら猫ねこを連れん想そうさせる。警けい戒かい心しん満まん載さいの──ただそれだけに意い識しきを占せん拠きよされ、怯おびえきっている小動物の眼めだ。


　彼女は見張りの兵士達を部屋の外に下がらせて、後うしろ手に扉とびらを閉めた。


「あなたが、パシフィカ・カスールね」


「…………」


　少女は答えない。


　上うわ目め遣づかいにこちらを見てはいるのだが、表情がなく、何を考えているのかは分わからない。あるいは何も考えていないのかもしれないが──


「貴女あなたに協力して欲ほしいことがあるの」


　やはり答えはない。


　兄と姉の死を告つげられたのが余よ程ほど、衝しよう撃げき的てきであったらしい。絶ぜつ望ぼうと悲ひ嘆たんは人間を受じゆ動どう的てきにする。確たしかにセーネスの言葉通り、その方が扱あつかいやすい事も多い。


　だが……


「……そっか」


　エイローテは小さく口の中で呟つぶやいた。


　既視感の正しよう体たいが分かったような気がする。


　随ずい分ぶんと昔むかしにエイローテはこんな眼の少女に出会った事があるのを思い出した。


　当時はエイローテもその少女も、パシフィカ・カスールより更さらに幼おさなかった。確かエイローテの記き憶おくに間ま違ちがいが無なければ、共ともに十歳さいだった筈はずだ。


　母親の──肉にく親しんの死。周しゆう囲いからの孤こ立りつ。


　敵だらけの世界で、己の未来を見限ってしまっていた幼い少女。


　表面的な態度は違うが、その瞳の奥にあるものは、今眼前で膝ひざを抱える〈廃棄王女〉のそれと、とてもよく似ていた。


　絶望が極きわまると、人は皆このような眼をするのかもしれない。


　だが……その少女との出会いがエイローテの運うん命めいを変えたのだ。


　生せい来らい、脚あしが不自由であったため、エイローテはその事を理由によく虐いじめられてきた。


　生まれながらに杖つえなしでは歩く事さえ出で来きない自分の不ふ幸こうを、エイローテは嘆なげき続けてきた。だが健けん常じよう者しやでありながら自分よりも更さらに深い孤こ独どくに染そまった少女の眼を見て彼女はある種の安あん堵どを覚おぼえたのだ。


　自分はまだましだ。この子よりは。


　エイローテはそう思った。あるいはそれは──下げ賤せんな同情や優ゆう越えつ感かんであったかもしれない。自分よりも不幸な者の存在を確かく認にんして見み下くだす事によって、安心を得えようとしていただけなのかもしれない。今となってはエイローテ自身にも当時の自分が何を思ってその少女の側そばに寄り添そったのか、分からない。


　はっきりしているのはただ一つ。


　エイローテがどうしてもその少女を放ほう置ちしておけなかったという気持ちだけだ。


　彼女の側に居いる事は必かならずしもエイローテに良い事ばかりをもたらしはしなかった。むしろ少女と一いつ緒しよにエイローテも疎そ外がいや迫はく害がいを受けた事は何度もある。それでもどうして自分は彼女の側に居たのだろうか。やはりこれも今のエイローテには分からない。


　あるいは自分だけがこの少女の友達になれるのだと──孤独の暗くら闇やみから救い出せるのだと予感じみた使し命めい感かんがあったのかもしれない。


　だが。


　今にして思えば、果はたして救われたのはどちらであったか──エイローテは苦笑混まじりに考える事がある。


　エイローテはその少女を救う事で自分も救われたかったのかもしれない。


　不幸を不幸として放置しておく事が単に許ゆるせなかっただけかもしれない。そんな理り不ふ尽じんと闘たたかうための仲間が欲ほしかったのかもしれない。


　どちらかがどちらかを一いつ方ぽう的てきに救い上げるのではなく、互たがいに救い合う……そんな関係であったのだと彼女は思う。結果的に、少女とエイローテは互いに欠かくべからざる半はん身しんとして、十年余あまりの時間を過ごしてきた。


「……わせて」


　パシフィカの声に、エイローテは追つい憶おくを打ち切った。


〈廃はい棄き王女〉は膝ひざを抱かかえたまま──抑よく揚ようの欠けつ落らくした口く調ちようで言う。


「シャノン兄にいとラクウェル姉ねえに会わせて。引き上げたんでしょう……二人の……」


　そこで言葉に詰つまる。


　言葉は思し考こうを促うながす。考えまいとしていてもただの一語が最もつとも残ざん酷こくな想像を脳のう裏りにもたらす事がある。『死体』『遺い体たい』あるいは『亡なき骸がら』──そういった生なま々なましい言葉を口にする事で、思わず涙なみだが出そうになるのを堪こらえたのであろう。


「いえ、あれは──」


　──さてどうしたものか。


　エイローテは内心首をひねっていた。


　シャノン・カスールが生きていたという報ほう告こくは受けている。しかも五ご体たい満まん足ぞくで。どうやら〈竜機神ドラグーン〉の形けい相そう干かん渉しよう能力で切せつ断だんされた右みぎ腕うでを復ふく元げんしたらしい。今、捕ほ縛ばくにセーネス自みずからが向かっている筈はずだ。恐おそらくこの分ではラクウェル・カスールも存ぞん命めいしていると考えて良いだろう。


　だが、その事をパシフィカに教えてもいいものかどうか。エイローテは迷まよった。


　セーネスの言っていた、『パシフィカに心理的圧あつ迫ぱくをかけてこちらの思う通りに動かす』──というのは、多分、言い訳わけだ。


　セーネスはパシフィカを見ていると、幼おさない頃ころの自分を見せ付けられるようで、不ふ愉ゆ快かいに感じるのだろう。


　確たしかに立場としては似にているものがある。


　姫ひめとして生まれながら、周しゆう囲いから愛されず、敬うやまわれず、傅かしずかれず──疎うとまれ、嫌きらわれ、時に命さえ狙ねらわれながら、今まで生きてきた。その点に関しては二人は似ている。とてもよく似ている。


　そして同時に……似てはいるが決定的に違ちがう点がある。


　彼女の兄や姉は彼女を護まもってはくれなかった。むしろ先頭に立って彼女を苛さいなんでいたのは、半分血のつながった彼女の肉にく親しんだった事を、エイローテは知っている。


　セーネスの左肩かたには今も大きく裂れつ傷しようの痕あとが残っている。八歳さいの頃ころ、階段の上から姉に突つき飛ばされた時の傷だそうだ。十三歳の頃には長ちよう兄けいに性的な暴ぼう行こうを受けそうになっている所へ、たまたまエイローテが通りかかって逃のがれ得た事さえあった。


　こういった例は確かに極きよく端たんだが、有ゆう形けい無む形けいの暴ぼう力りよくが同じ血を分けた兄姉けいしからセーネスに加えられていたのは紛まぎれもない事実である。彼女が文ぶん武ぶ双そう方ほうに天てん与よの才を持っていると分かってからは、更さらにその暴力は陰いん湿しつに、そして激はげしくなった。無論、その背はい後ごには寵ちよう姫きたるサリス・エル・ギアットを──セーネスの母親を毒どく殺さつしたと言われる王おう妃ひの思おも惑わくがあったのは間違いなかろうが。


　セーネスにとって家族とは最もつとも危き険けんな敵てきの別名だった。


　だからこそ、セーネスからすればこの少女は苛いら立だたしい存在なのだろう。


　自分よりも恵めぐまれている──とセーネスは思っているのだ──その立場に、何の疑問も抱いだいていない様ようなパシフィカ・カスールの事が、たまらない位くらいに腹立たしいのだろう。


　恐おそらくただそれだけの事だ。


　とはいえ勝かつ手てにシャノン・カスールの生存をエイローテが告つげてしまっては、間違いなくセーネスは拗すねる──もとい、怒おこるだろう。


「……この世界には、我われ々われの上に君くん臨りんする存在がいるわ」


　しばし思い悩なやんだ末すえに──エイローテは言った。


　とりあえずシャノン達の事は保ほ留りゆうだ。


「マウゼル教教会が〈秩序守護者ピースメイカー〉と呼ぶ超ちよう越えつ存在。決して表おもてには出ず、しかしこの世界を支配している人間以外の何か。その存在は、貴女あなたも知っているでしょう？　……そうよ、貴女達を狙ねらっているあの『化ばけ物もの』よ」


　ふとパシフィカの表情に揺ゆらぎが生じる。


〈秩序守護者〉の実在を信じている人間は少ない。


　ましてそれを『化け物』などと表現する人間はまずいない。それは神の御み使つかいの代だい名めい詞しであり、崇あがめ奉たてまつりこそすれ、『化け物』と呼ぶべき存在ではない──それがこの世界を支配する常じよう識しきだった。


「あれは確かに超ちよう絶ぜつ的な力を持っているけれど。決して公こう明めい正せい大だいな、正せい義ぎの、神の使し者しやなどではない。それを私達は知っているわ」


「……どうして……」


　まるで今初めてエイローテの存在を認にん識しきしたかの様に──パシフィカの眼めに警けい戒かいと絶ぜつ望ぼう以外の色が滲にじんだ。


「元々、我々〈紅スカーレツト〉は、ギアット帝国の叛はん乱らんや大だい規き模ぼ犯はん罪ざい、政治結けつ社しやなどを取とり締しまる危き機き管かん理り組そ織しき。この島はね、元々ある犯罪結社が隠かくれ家がに使っていた場所なの。そこを我々が急きゆう襲しゆうして、制せい圧あつしたのよ」


　エイローテは言葉を切った。


　あの時。この〈スキッド〉を手に入れた時。


　当時の事を思い出すと、今でも彼女は感かん慨がいを禁じ得えない。


　あの時から──〈彼女〉に出会って、その語る物語を聞かされたときから、〈紅〉はその戦たたかいを大きく変える事になった。ギアット帝国の危機管理組織という書しよ類るい上の体てい裁さいは変わらず、しかしその中に掲かかげられた理念は全まつたく別のものへと変わっていった。


「私達は知ったのよ、今の世界がどれだけ『支配』されたものであるのかを……」


「ボーチャード様！」


　不ふ意いに──扉とびらを開いて見張り役の兵士が顔を出した。


「──何事ですか？　私が用を終えるまでこの部へ屋やには入らないようにと」


「申し訳わけありません！　ですが警戒水すい域いき内に侵しん入にゆう者しやです。セーネス様は今──」


「分わかりました」


　兵士の言葉に覆おおい被かぶせるようにエイローテは言った。


　兵士がうっかり口を滑すべらせてしまって、セーネスがシャノン・カスールの捕ほ縛ばくに向かっている事をパシフィカ・カスールの前で言ってしまっては、セーネスの思おも惑わくやエイローテの気き遣づかいそのものが無む駄だになる。


「ごめんなさいね」


　エイローテはパシフィカを振ふり返って言った。


「話の続きはまた後で──」


　パシフィカから返事はない。


　短く溜ため息をつくと、エイローテは杖つえにすがりながら立ち上がった。








　ジュリドは自分達の担たん当とう水域に接近する存在を感じ取っていた。


　即そく座ざに超音波探査ピンガー。返ってきた反はん応のうを、与あたえられた知ち識しきと照しよう合ごうし、判断。どうやら、ラインヴァン王国軍が正式採さい用ようしている海かい戦せん用半はん自じ律りつ攻こう性せい魔法〈海王神エーギル〉の調整アレンジ版ばんらしい。


　ぎゅう。ぎゅぎゅ。ぎゅうぎゅう。


　ジュリドは通信用魔法を起き動どう、司し令れい部ぶに連れん絡らく。その後、肉にく眼がんによる目もく標ひよう確かく認にんのために、部下を従したがえて泳ぎ出した。


　言うまでもないが、ジュリドは人間ではない。〈深淵の杖デイープワンズ〉第三小隊──通つう称しようジュリド隊の指し揮き官かんを任じられた雄おすのシャチである。


　彼等らは──彼と彼の部下であるイルカ十頭は──十じゆう分ぶんに訓くん練れんされた上で、慎しん重ちように魔ま導どう式しき用意識領域確保処理パーテイシヨンを施ほどこされ、そこに基き礎そ知識と総計三種の軍用魔法を焼き込まれた、いわば軍用生物である。


　意外に知られていないことであるが、イルカやシャチの脳のう容よう量りようは人間よりも大きい。


　それが即すなわち意い識しき容量の大きさに比ひ例れいするわけではないのだが、むしろ人間のように雑ざつ多たな知識の保ほ持じに、意識容量を費やしていない──平たく言えば雑ざつ念ねんが少ない、と〈深淵の杖デイープワンズ〉計画の発ほつ起き人にんであるエイローテは評しているが──ので、元々、利用可能な意識領りよう域いきが人間の平へい均きん値ちよりも広いのだ。


　これに着ちやく目もくして〈紅スカーレツト〉では、移動要よう塞さい島とう〈スキッド〉の護ご衛えい戦力、あるいは海戦用の機き動どう戦力として、上記のような『処しよ置ち』を施したシャチやイルカを使っているのだが……


　……ぎゅ？


　海上に顔を出し、目標を視認すると──ジュリドは躊ちゆう躇ちよを覚おぼえた。


　悠ゆう然ぜんと海を行く巨きよ大だいな物体。その寸すん詰づまりで丸っこい姿すがたから危き険けん性や攻こう撃げき性を感じる事はできない。大体の形は超音波探査ピンガーで把は握あくしていたが、改あらためて視認するとその姿形は不ふ思し議ぎな印いん象しようをジュリドや、部下のイルカ達に与あたえた。


　その物体は、ジュリド達に気付いたのか、のてのてとした動作で振ふり返った。


　んごっ？


　物体が短い首を傾かしげて何事かを言う。


　んご。んごっ。んーごっ？


　きゅけ。きゅけきゅけ。きゅきゅ。


　応じるようにイルカ達が声を上げる。


　更さらに応じるように、そして懸けん命めいに何かを主張するように、ばたばたとその短い両手を振るその半はん透とう明めいの物体。


　んごっ、んごっ、んーごっ……


　きゅ、きゅきゅ、きゅーっ……


　んごんご。んごおっ。んご……


　きゅけ。きゅっ。きゅけけ……


　通じているのやらいないのやら……傍はた目めからはさっぱり分わからないやり取りは、しばし続いた。


　そして──








　侵しん入にゆう者しや発見の報ほうを聞いて慌あわてて戻もどってきたエイローテは……その後の状じよう況きよう報告を受け、顔色を変えた。


　あろう事か──〈深淵の杖デイープワンズ〉のジュリド隊が侵入者を交こう戦せんする事なく通してしまったというのだ。


「ど──どういう事です？　通つう信しん記き録ろくを見せてください！」


　他の者達も困こん惑わくしているのか、お互たがい顔を見合わせてエイローテに紙し片へんを差し出す。通信役の魔ま導どう士しが自動筆ひつ記きによって書き記しるした通信記録だ。


『ぎゅう。ぎゅぎゅぎゅ。ぎゅうう。ぎゅ』


　エイローテは眉まゆをひそめて言った。


「いや、こっちじゃなくて、翻ほん訳やくした方」


「し……失しつ礼れい」


　改あらためて差し出された紙には、次のように記されていた。


『すーぴいくん、トモダチ』


「…………こ、これは」


　更に付け加えるようにして差し出されたのは、同じくジュリド達の視し覚かく情じよう報ほうを受け取った魔導士が描かいた『侵入者』の姿だった。


「……なんでしょう、これ？」


「……いや、私に尋たずねられても」


　眉をひそめて呻うめくエイローテ。


「なんというか──」


　見るからに怪あやしい通信記録と、どうにも間まの抜ぬけた侵入者の姿を、横から眺ながめながら、長身の中年男性が──警けい備び主しゆ任にんのバーク・ビットナン中ちゆう佐さがぽつりと言った。


「人間……敵てき同士でも友情が芽め生ばえる事もあるんですね……」


　いつも神しん経けい質しつそうにしかめられているその細ほそ面おもてが、脱だつ力りよくしたように緩ゆるんだ表情を浮うかべている。戦せん慄りつする気力も失うせた──そんな感じだ。


「あの。人じゃないんですけど」


「まあ、動物の考える事ですから──意外な弱点でしたな、ボーチャード殿どの」


「……頭が痛いたいです……」


　エイローテはかくん、と肩かたを落として、うめくように言った。


　通信魔法に割わり込みをかけたのか、それとも他の何か別の意い思し疎そ通つう法を使ったのか……それは分からないが、相手の魔導士はイルカ達を『説せつ得とく』したらしい。


　いくら知能が高く、訓くん練れんを受けた軍用生物でも、元は純じゆん朴ぼくで単純な野や生せい動物である。口くち車ぐるまで丸め込むのはそう難むずかしくないだろう。


　いや……むしろ下へ手たに人間の常じよう識しきやら論ろん理り構こう造ぞうやらを与あたえたために、『説得』を受け入れるだけの素そ地じまでも与えてしまったのだ。


　しかし……


　それだけの事を見み抜ぬいた上で、こういう方法をとってきたのだとしたら、やはりあのラクウェル・カスールという魔導士も尋じん常じようではない。一流どころか……その上に『超ちよう』がつくだろう。


「こちら側からも説得してください」


「は、はあ」


「それから、他の小しよう隊たいには相手の言うことに耳を貸かさないように通つう達たつ……もう間に合わないような気もしますが」


「分かりました」


　バークは表情を引ひき締しめて頷うなずいた。








　闘たたかいは膠こう着ちやく状じよう態たいに入っていた。


　セーネスの実力が分かったシャノンは迂う闊かつに踏ふみ込めない。また距きよ離りをとると魔法攻こう撃げきが来るので、離はなれる事もできない。


　セーネスはセーネスで刀とう術じゆつではシャノンに勝てない事を悟さとっている。僅きん差さではあるのだが、シャノン達のような使い手同士の戦たたかいでは、その僅差が勝しよう負ぶを分ける事の方が多い。故ゆえにセーネスもシャノンの刀かたなの間ま合あいへ迂闊に踏み込むような真ま似ねはしない。


「セーネス様──」


　とりあえずは傍ぼう観かん者しやに徹てつしている男達が不安げな声を上げる。


「手を出すなよ」


　セーネスが舌したなめずりをしながら言う。


「意い地じでもこいつを屈くつ服ぷくさせたくなった」


「迷めい惑わくな話だな」


　シャノンが面めん倒どうくさそうに言う。


　もっとも……口ではそう言いながらも、ある種の高こう揚よう感かんを覚おぼえているのも事実だ。そしてそれはセーネスとて同じ事だろう。


　同じ武器、同じ武ぶ術じゆつ、同じ戦術。似にているからこそ互たがいにその技ぎ量りようを最大限に引きだし合う事になる。派は手でな技わざの応おう酬しゆうは少ないが、むしろだからこそ互いに技を研とぎ澄すませて相手に対さなければすぐに隙すきを突つかれてしまう。


　一種の極きよく限げん状じよう況きようだ。


　だが武術を学まなんだ者であれば一度は望む状況でもある。


　自分は何ど処こまでやれるのか。自分の学んできた技はどれほど強いのか。争あらそいを忌き避ひするのとはまた別の領りよう域いきで、自分の技の限界を見み極きわめたくなる──これは武術を修おさめた者の性さがである。若ければ尚なお更さらだ。


　だが──


「──!?」


　どこか遠くで鈍にぶい音が響ひびいた。


「何だ、どうした？」


　男達が困こん惑わく顔で言う。


　シャノンとセーネスはにらみ合ったまま黙だまり込み──


　共ともに何か不ふ吉きつなものを感じたのだろう。


　どちらから休きゆう戦せんの申し出をするでもなく、シャノンとセーネスはまるで申し合わせたように、揃そろって音のする方向を振り返る。相手に攻撃するまたとない好こう機きなのだが、そんな事は二人とも考えすらしないらしい。


「──なんだ？」


　セーネスが呟つぶやく。


　木々の梢こずえの向こうに、何か巨きよ大だいなものが見え隠かくれしている。


　見つめていると、巨体は揺ゆれながらも少しずつ大きくなっているのが分かった。シャノン達の位置から見えているのはその頭とう頂ちよう部ぶ辺あたりだけであるが──それが歩いてこちらに近付いてきているのだという事は、その場に居いる誰だれもが理り解かいできた。


　めきめきと音を立てて樹じゆ木もくを無む理り矢や理り押しのけ、その巨大な物体が近付いてくる。


　どうやら半はん透とう明めいの物体らしい。まるで氷こおりか硝子ガラスで出で来きているかのように、その姿すがたは周しゆう囲いの夜や景けいを映うつし、あるいは光を弾はじいている。


　時とき折おり、その表面に波は紋もんが走り、あるいは炎ほのおの色が弾ける。これは攻こう性せい魔法か、あるいは火ひ矢やなどにより攻撃を受けている結果だろう。


　だがその半透明の巨体には全まつたく堪こたえた様よう子すがない。瞬しゆん間かん的にはその衝しよう撃げきで輪りん郭かくが揺らいだりするのだが、すぐに元に戻もどってしまう。


　そして……


　木々を押しのけながら星明かりを反はん射しやする何かが悠ゆう然ぜんと姿をあらわした。


「…………」


　その正しよう体たいを目まの当たりにして──シャノンは思わずその場で頭を抱かかえそうになった。


　どでんとそびえる巨大で半透明な物体。


　それはどう見ても──スーピイくんだった。


　遠くラインヴァン王国辺へん境きようはタウルスの街まちに店てん舗ぽを構かまえるパン屋クーナン商店の販売促進用架空生物キヤンペーン・キヤラクタにしてラクウェルのお気に入り。竜りゆうを模もしたと言われているものの、どう考えても直ちよく立りつ歩ほ行こうのワニとしか思えない短たん軀くを持った奇き妙みような物体。その眼めは相あい変かわらず線の様に細く、手足は歩行するよりも転ころがった方が速いのではないかと思えるほど短い。


　いや。それだけならまだいい。


　何よりも問題は──


「妹を返してもらいに来ました」


　まるで忘れ物を取りに来たかの様な口く調ちようでラクウェルがのんびりと言う。


　彼女はスーピイくんの胸むな元もとに生はえていた。


　比ひ喩ゆでも何でもない。ドラゴンの出で来き損そこないの胸むねに、まるで生なま首くびでも貼はり付けてあるかの様にちょこんと首だけを生やして、ラクウェルが微笑ほほえんでいる。どうやら首から下はその巨大スーピイくんの中に埋うまっているらしいのだが──


「少しは他人が見たらどう思うかとか、考えろよ……」


　シャノンは呻うめくように呟つぶやいた。


　よく見るとスーピイくんの足あし元もとには、数人の兵士達がぜいぜいと息を荒げながらしがみついている。どうしても止まらない侵しん入にゆう者しやを最後は肉にく弾だんで止めようとしたらしい。天晴あつぱれな根こん性じようと言えるだろうが──シャノンに言わせれば根性を使うべき場所を間ま違ちがっている。


「も、申し訳わけ有ありません……」


　そう言って兵士達は揃そろって気を失うしなった。


「セーネス様！」


　巨大で、しかし途と方ほうもなく間まが抜ぬけたその半はん透とう明めいの物体を見上げながら、二人の男がセーネスの傍かたわらに駆かけ寄る。それが何であれ、兵士達が数人がかりで攻撃して止められなかった代しろ物ものだ。その力は十じゆう分ぶんに脅きよう威いと言うべきだろう。


　だが、セーネスは駆け寄ってきた部下の一いつ方ぽうを片かた手てで制した。


「やめろ、無む駄だだ」


　部下の片方が魔法の詠えい唱しようを中断する。


「外がい見けんにだまされるな。あれはラインヴァンの第一戦術級攻こう性せい魔法〈海王神エーギル〉だ」


　セーネスの眼めはスーピイくんの尻尾しつぽに注そそがれていた。


　その──長々と不自然なほどに海岸に向かって伸びた尻尾を。


　そもそもこのスーピイくん──というか〈海王神〉は、力りき場ばで保ほ持じされる巨大な水の塊かたまりに過ぎない。だが、〈海王神〉はその力場の取り込んだ膨ぼう大だいな水の質量を、そのまま防ぼう御ぎよと攻撃に利用する。


　攻撃として受けた熱ねつや衝しよう撃げきを、その全身の水に拡かく散さんして吸きゆう収しゆうし、また一時的にではあるが、その莫ばく大だいな質量を一局集中して相手を叩たたき潰つぶす事ができるのだ。


　その防御力、攻撃力は、取り込んだ水の総量に比ひ例れいする。形は問題ではない。


　つまり──


「本体は海中だ。生なま半はん可かな攻性魔法じゃ、破は壊かいできない」


　恐おそらく、今見えている部分だけでなく……尻尾の先にそれを遥はるかに上うわ回まわる大量の海水を〈海王神〉は取り込んでいるのだろう。今目の前に在あるのは全体からすればごく一部でしかないのだ。


　これに攻撃を仕し掛かけるのは、広大な海に対して、拳こぶしを叩き付けているのと同じである。攻撃そのものは通用するものの、相手の総質量が巨大すぎて、意味がない。


　無論、取り込める最大質量は魔法を起き動どうする魔ま導どう士しの意い識しき容よう量りようにも依い存ぞんするが──魔導士としては超ちよう一級とも言うべきラクウェル・カスールの〈海王神〉である。どれだけの質量が取り込まれているのか、余よ人にんには想像もつかないだろう。


「ご明めい察さつです」


　のんびりとした口く調ちようで言いながら、ラクウェルはスーピイくんを更さらに前進させた。


　だが。


　セーネスはにやりと笑いながらラクウェルとシャノンを交こう互ごに見やる。


「面おも白しろい。面白いな、〈守護者ガーデイアン〉カスール姉きよう弟だい。あんたらほどの使い手はうちの国にも十人といないぜ、たぶん」


「お褒ほめにあずかり、光こう栄えいだがね」


　シャノンは、彼女からはやや距きよ離りをとって回り込こみ、スーピイくんの足元に立った。


「で、どうする？　俺おれの靴くつなめるか？」


「シャノン……あなた」


　驚きよう愕がくの表情でラクウェルが言う。


「いつのまに、あの人とそういう関係に……しかもそんな、特殊マニアツクな……」


　そう言って絶ぜつ句くしてから、ラクウェルはふとしみじみした口調で言った。


「血は争あらそえないものなのね……」


「どういう血だ」


　改あらためてうんざりした表情でシャノンはラクウェルの生なま首くびを見上げた。


「ううん。愛の形はそれぞれだから、私も反対はしないわ。でもね、シャノン。最初は普ふ通つうにした方がいいと思うの」


「……どういう関係を想像してるのかしらんが、ちょっと黙だまっててくれ、ラクウェル──っていうか、おまえもその格かつ好こう、何なんだよ！」


「途と中ちゆう、攻こう撃げきを受けたから、スーピイくんの中に入ったのよ」


　何がうれしいのか、スーピイくんの胸むねに首だけ残してめり込んだ体たい勢せいで、にこにことしながらラクウェルが言った。
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　確たしかに〈海王神〉の防ぼう御ぎよ力は、そこらの鎧よろいなどの比ではない。下へ手たに肩かたや頭に乗っかっているよりも、いっそ中に入っていた方が安全と言えば安全だろう。


　とはいえ──


「いや、だから……なんで頭だけ、さらし首みたいに生はえてるんだ？」


「全部スーピイくんの中にもぐっちゃったら、息できないじゃない」


「……なるほど」


　それはもうどうしようもなく間ま抜ぬけな光景だった。


　どこから見ても、理り屈くつとか必要性とか説せつ得とく力とか……そーゆーものをぶっちぎりで置き去りにする位くらいに間が抜けている。少なくともこれと闘たたかえと言われてもシャノンは気力が出ないだろう。


　そこまでラクウェルが心しん理り効こう果かを計算して式を組み上げたのだとしたら、ある意味で──いや、色々な意味で恐おそろしい攻こう性せい魔法ではあるが。


「…………………ええと」


　しばし沈ちん黙もくの後……シャノンはセーネスに向き直って言った。


「……セーネス皇おう女じよ、で良かったっけか？」


「なんだ？」


「争あらそいは虚むなしいと思わないか？　特に、こーゆーのと争うのは。少なくとも俺おれは思うぞ」


　シャノンは親指で自分の背はい後ごに立つスーピイくんと、その胸きよう部ぶに合がつ体たいしたラクウェルを指さす。ラクウェル本人は意味が分わかっているのかいないのか、相あい変かわらずにこにこしたまま壁かべに掛かけられた首級トロフイー状態でセーネス達を眺ながめている。


「気持ちは分かるけどな」


　苦笑して応じるセーネス。


「だが、ちょっと強そうな敵てきが出てきたからって、自分からふっかけた喧けん嘩かを止やめたら、格かつ好こう悪いじゃんか」


「いや、そういう問題ではないような気もするんだが」


　シャノンの言葉に苦笑で応じながら──セーネスは右手を掲かかげた。


「意い識しき容よう量りよう、借かりるぞ！」


「は……はは！」


　主あるじの言葉に部下の一いつ方ぽう──呪じゆ文もんを唱となえかけていた魔ま導どう士しは頷うなずくと、その場に膝ひざをつく。


「まずい──！」


　シャノンはつぶやいて走り出す。


　セーネスは部下の意識容量をも使って、何か複ふく雑ざつで特とく殊しゆな魔法を仕し掛かける積つもりだ。


　しかもセーネス達はギアット帝国に属する人間だ。その魔法体たい系けいは微び妙みようにラインヴァンのものと異ことなる。どういう魔法が出てくるかは、起き動どうしてみないと分からないが──起動してからでは防ふせげない可能性も高い。例たとえばいくら〈海王神〉の防ぼう御ぎよ力が優すぐれていても、〈魔天狼フエンリル〉のような殲せん滅めつ系の魔法をぶつけられては、とても防ふせげないだろう。


　叩たたくなら……魔法の起動前だ。


　だが、走り出した彼の目の前に、もう一人の部下が立ちふさがる。


「通さぬよ！」


　シャノンの一撃を、部下は身を引いてかわし、同時に剣けんを抜ぬく。セーネスほどではないにしても……この男も相当な使い手だ。簡かん単たんに叩きのめせる相手ではない。


　ラクウェルもセーネスの考えに気づいてスーピイくんを前進させる。


　事じ態たいは乱らん戦せんの様よう相そうを呈ていし始め──


　その時。


『セーネス様！』


　不ふ意いに──女の声が島中に響ひびき渡った。


「エイローテ？」


　呪文を中断し、セーネスが顔をしかめる。


　どうやら彼女にとってもこの一声は予想外だったらしい。


『今すぐお戻もどりを！〈彼女〉が眼めを覚さましました！』


「……こんな時にか……！」


　セーネスは舌した打うちして……シャノン達を振り返る。


　何が起こったのか把は握あくできずに怪け訝げんそうな表情をしているシャノン達に向けて、したり顔で大きく頷うなずきながら、セーネスは言った。


「やっぱり戦たたかいは虚むなしいな、うん」


「……随ずい分ぶんと勝かつ手てな話だな。おい」


　セーネスの部下と対たい峙じしたまま、視し界かいをすこしだけずらしてセーネスを視し野やに入れ、シャノンは応じる。


「事情が事情だ……この機を逃のがすと次はいつになるかわからん」


「何の事やらよくわからんが……妹いもうとを返してくれれば、俺は別にどーでもいい」


　……どうも妙みように場が白しらけてしまった。


　セーネスやその部下達からも殺さつ気き立だった様よう子すが消えている。どちらからともなくシャノン達は構かまえを解とくと、武器を鞘さやに収おさめた。


「いいだろう。だが、こちらの用件は終わっていない。まだこの島から出すわけにはいかねーぞ」


「…………」


　シャノンはラクウェルと顔を見合わせる。


　どうもセーネス達は単純にこちらと敵てき対たいを望んでいる訳わけでもなさそうだ。その上、シャノン達が知らない情じよう報ほうを何か持っているらしい。


　パシフィカの安あん否ぴさえ確かく認にんできれば、シャノン達としても特にセーネス達と事を構える必要はない。


　シャノンはセーネス達によく見えるよう、大きく肯うなずいた。


「とりあえず、了りよう解かいした」








　時を同じくして──アーフィの姿すがたは再ふたたび深しん海かいに在あった。


　今度は単身なので、力りき場ばを展てん開かいせずに直接潜もぐっている。そもそも実体と非実体の中間的な存在であるアーフィにとって、水中であろうが高空であろうが、大差はない。


　また此こ処こは光さえ最も早はや届とどかない水の底であるが、無む明みようの闇やみとて彼女にとってはさしたる障しよう害がいにはならない。


　蝙こう蝠もりは音おん波ぱによって測そく定ていした空間形状を脳のう内に一種の地図として記き憶おくし、それに従したがって闇の中を飛ぶ事が可能だといわれるが──総計十二種類の主しゆ感かん覚かく器きと七種の補ほ助じよ感覚器を持ち、断だん片ぺん的な情報群ぐんからでも『仮か想そう空間地図』を構こう築ちく可能な彼女にとって、どのような状じよう況きよう下かでも五ご里り霧む中ちゆうの状じよう態たいに陥おちいる事はない。


「……ふむ」


　アーフィ・ゼフィリスは〈スキッド〉の真ま下したに来ていた。


　要よう塞さい島とうの下部に存在する巨大な──ちょっとした城しろさえも丸ごと内ない包ほうできそうな半球体。恐おそらくは千年単位で海水に晒さらされていたであろうに、そこには汚よごれもフジツボの付ふ着ちやくもなく、ただ鏡かがみのように滑なめらかな球面が彼女の前に広がっていた。


「妙みようだな。これは──」


　彼女の見み据すえる滑らかな球面。


　そこに──突とつ如じよとして凹おう凸とつが生じた。


「……！」


　見るからに硬こう質しつである筈はずの球面が、突如としてその材質が変わったかのように、あっさりと歪ゆがむ。歪み、延のびて、塊かたまりが膨ふくれ上がる。


　それは最初、袋ふくろの中に詰つめられた小動物が暴あばれているかのように無む秩ちつ序じよに蠢しゆん動どうしていたが、やがてコツをつかんだのか、するすると一つの形を取り始めた。


　一人の娘むすめの姿すがたを。


　アーフィによく似にた──しかし幾いくつかの点で姿形の異ことなる女性。顔の造ぞう作さくは姉し妹まいの様にそっくりであるのだが、年ねん齢れいで言えばアーフィよりも七歳さいか八歳上に見える。彼女がそのまま単純に成長すればこうなるのではないか──そう想おもえる容よう姿しだ。


　もっとも彼女らに人間の年齢を当てはめるほど無意味な行こう為いもないだろうが。


「久ひさしぶり、ゼフィリス。私が、分かる？」


　ふと……顔を上げて娘が笑う。


　上じよう半はん身しんは確たしかにアーフィ・ゼフィリスに──人間そっくりの形であるのだが、下か半はん身しんはない。まるでそういう形の植物であるかのように、娘は〈スキッド〉下部の球面から直接生はえていた。


「何者だ──いや、待て」


　アーフィは一いつ瞬しゆん、何かに想いを馳はせているような表情で自分の成長形のような娘を眺ながめ、そして言った。


「シリアル１４……ナタリイか……」


「ええ。最も早はや……〈竜機神ドラグーン〉ではないけれどね」


　そう言って──その娘は弱々しく微笑ほほえんだ。








　ずっと──自分が無む残ざんな死体と対面する場面を想像していた。


　変わり果はてた兄と姉の姿を前にして、自分がどんな言げん動どうに出るのか……そんな事をまるで他ひ人と事ごとのように考えていた。そう考えざるを得えなかったのだ。まともに考えたらきっと、自分はおかしくなってしまうだろう。


　泣くのか。それとも怒おこるのか。あるいは笑い出すかもしれない。


　分かっていたのは、その瞬間に自分の心は消し飛ぶであろうという事だけだ。誰だれよりも自分の存在を願ってくれた兄と姉がいなくなる。それはパシフィカにとって死し刑けい宣せん告こくにも等ひとしい。


　それは決してシャノン達の望まぬ事だと分かっている。彼等ら以外にもパシフィカの生存を願ってくれる人はいるだろう。その事も分かっている。


　分かってはいるが、それでも……兄と姉の死を突つきつけられるその瞬間がきたら、自分の生きている意味を見み失うしなわないでいられるか……パシフィカには自信がなかった。


　ふとパシフィカは一人の娘の事を思い出す。


　アムネーゼ。恋こい人びとの死を拒きよ否ひしたがために自分の心まで壊こわしてしまった娘。


　一度は彼女に説せつ教きようめいた事までしたパシフィカだが──今にして思えばなんと傲ごう慢まんであった事か。パシフィカが彼女に言ったのは無む責せき任にんな傍ぼう観かん者しやの戯たわ言ごとではなかったか。自分は単に本物の孤こ独どくと恐きよう怖ふを知らなかっただけなのではないか。


　母の死も父の死も……兄と姉が側そばに居いてくれたから乗り越こえられた。


　だが、今、彼女は独ひとりだ。


　だから……


「無ぶ事じだったか？」


　エイローテと、そして見張り役だった兵士に連つれられ、歩いていた薄うす暗ぐらい廊ろう下かの先──そこに黒こく衣いの青年の姿を見て、パシフィカは一瞬、混こん乱らんした。会いたいと焦こがれるあまりに、自分が幻まぼろしでも見ているのかと想おもったのだ。


「シャノン兄……お兄ちゃん……」


　右手は──ある。焼しよう死し体たいでもない。


　いつもの面めん倒どうくさそうな表情のまま、兄はそこに立っていた。


　思わず駆かけ出すパシフィカ。咄とつ嗟さに兵士の一人が制止しようとするが、その兵士の肩かたをつかんで、エイローテが首を振ふった。


　手を伸のばせば触ふれられる距きよ離りにまで駆け寄ってから……そこでパシフィカは立ち止まった。恥はずかしさではなく……むしろ下へ手たに触れてそれが幻であると思い知らされるのが恐こわかったのである。


　だが──


「無事みたいだな」


　自分の頭をぽんと叩たたいてくるシャノンの右手。


　それには確かつ固こたる実感が在あった。断じて幻などではない。


　パシフィカは思わず眼めが潤うるむのを感じた。


「ラクウェルも大だい丈じよう夫ぶだ。外に残ってるけどな。心配かけたか？」


「お兄ちゃん……」


　感かん極きわまったように、あるいは眼の潤みを恥じるかのように、パシフィカはうつむき──


「なんだおまえ、泣いて──」


　ばし！


　と──次の瞬間、顔がん面めんに向けてすっ飛んできたパシフィカの拳こぶしを、シャノンは両手で挟はさみ込こんで、止めた。


「……何をするか」


「うるさい！」


　うつむいたまま、パシフィカは喚わめいた。


「しれっとした顔で──なにが『心配かけたか？』よ！　本当にもう、いい加か減げんなんだから！　何度も言ってるでしょ！　一度やりだしたら責せき任にん持って護まもりなさいよ！　いつもきちんと眼の届とどく場所で！」


　自分でも何を言っているのかよく分からないが、とりあえず喚く。ついでに左手で前まえ髪がみを乱らん暴ぼうに搔かきあげる振ふりをしながら……パシフィカは目元をぬぐった。


「おまえな」


　シャノンは拳を挟んだままの姿し勢せいで言った。


「もうちょっと再会の感かん激げきとか、そういうのが素す直なおに表現できないか？」


「やかましい──っ！」


　パシフィカは顔を真まっ赤かにして怒ど鳴なった。


　一瞬でも、思わず抱だき着つきそうになった自分が、妙みように悔くやしい。


「大体ねえ、シャノン兄は──」


「分かった、分かった」


　何もかも見み透すかしたような口く調ちようで、シャノンはパシフィカを引き寄せ……その頭を左腕うでで抱かかえ込んだ。


　潮しおの匂においの染しみ込んだ外がい套とうに顔を押し付けて、パシフィカはもう一度、目元をぬぐう。


　シャノンは呆あきれたような口調で言った。


「……鼻はなはかむなよ」


「……素直じゃないのはどっちよ、馬ば鹿か」


「さて──」


　ひどく白しらけた声が割わり込んでくる。


　一同が振り返ると、セーネスが鞘さやに入った刀かたなで自分の肩を叩たたきながら、言った。


「感激の再会はそこまでにして、我われ々われに同行してもらうぞ、カスール兄きよう妹だい。時間がない。〈彼女〉が起きている内に、貴き様さま達にも会わせておきたいんでね」


「……〈彼女〉？」


　シャノンの質問に答えたのは、セーネスではなかった。


「この島の中央にある遺い跡せき……そこに眠ねむっていた太たい古この魔ま族ぞく」


　杖つえをついて歩き出しながら言うエイローテ。


「今やその力の殆ほとんどを失うしなっていますが……我々が〈終わりの魔ま獣じゆう〉と呼ぶ存在ですよ」


　その言葉に……シャノン達は思わず顔を見合わせた。








　水平線に立ち並ならぶ青い帆ほの群むれが在あった。


　威い圧あつ的なその巨体で海面を悠ゆう然ぜんと行く巨きよ艦かんの群れ。まるでその帆を巨大な旗はたのように掲かかげながら、破は壊かいと殺さつ戮りくを撒まき散らす巨きよ鯨げい達は海水を蹴け立たて、目もく的てき地ちへと向かっていた。


　ギアット帝国海軍力の中ちゆう核かくを成なす七つの艦かん隊たいの内の一つ──ギアット帝国海軍第二艦隊である。


　乗組員四百四十名、大小百門以上の大たい砲ほうを備そなえた超ちよう大型装そう甲こう帆はん走そう艦〈ボストーク号〉を旗き艦かんとし、一級戦せん列れつ艦から三級戦列艦を含ふくむ大型装甲帆走戦艦十五隻せき、帆走式あるいは外がい輪りん駆く動どう式の高機動艦フリゲート十隻、更さらに小型の単帆式帆走艦スプール三隻、総乗組員数は八千名を越こえる大艦隊である。


　指し揮き官はクレイン・ルオ・ギアット特とく将しよう。


　大だい胆たんかつ奇き矯きような言動で国内外にも有名なセーネスや、第一皇おう子じユリウスに比くらべるとあまり目め立だたないが──ギアット帝国第三皇子である。


　彼の姿すがたは今──〈ボストーク号〉の甲かん板ぱん上に在った。


「殿でん下か──まもなく目もく標ひよう海かい域いきでございます」


　副ふく官かんが傍かたわらに膝ひざをつきながら報ほう告こくする。


　クレインは神しん経けい質しつそうな線の細い顔を副官に向けた。


　逞たくましさよりも繊せん細さいさが先に目立つような容よう姿しだが、美しいわけではない。どちらかというと、病的な性格がそのまま顔に出ているような雰ふん囲い気きがある。亜あ麻ま色いろの毛はセーネスと同様に父譲ゆずりだが、小こ柄がらで妙みように青白い肌はだの体たい軀くは、セーネスとは似にても似つかない。母が違ちがうのだから、当然といえば当然だが。


「〈スキッド〉とやらは？」


「現在探たん索さく方がたの魔ま導どう士しが探さぐっておりますが、特に動きはないとの事──そろそろこちらの存在も探たん知ちされる頃ころ合あいではございますが、いかがいたします？」


　副官の言葉は、質問でも提案でもない。懇こん願がんだった。


　正確な戦力の分からない相手に、正しよう面めんからぶつかる事の愚ぐは何度も諭さとしたが、受け入れてはもらえなかったのだ。


〈スキッド〉がただの島でない事は既すでに分かっている。


　恐おそろしく厳きびしい〈紅スカーレツト〉の情じよう報ほう管かん理りの隙すき間まをぬってギアット帝国軍諜ちよう報ほう部ぶが手に入れた情報からすると、それはまだ『生きている』魔ま族ぞくの〈砦とりで〉らしいのだ。それがどの程度の力を残しているのかは疑問だが、創そう世せいの時代、神とも闘たたかったとされる者達の要よう塞さいである。どれだけの戦せん闘とう力を持っているのかは、推おし量はかる事すら出で来きない。


　常識的に考えれば、もし〈スキッド〉が魔族の要塞であり、神々に抗こうし得うる程ほどの力を持っていたのが事実としても──五千年以上も昔むかしの兵器がまともに動くはずはない。


　だがもし〈スキッド〉がほんの僅わずかでも創世戦争当時の力を残していたら。


　恐らくこの大だい艦かん隊たいでも全まつたく歯が立つまい。


　彼等らはそれこそ戦艦に小こ舟ぶね一隻せきで立ち向かう愚を犯おかしているかもしれないのである。


　しかし──


「堂々と正面から行けば良い」


　クレインは素そっ気け無なく言った。


「小こ手て先さきの知ち恵えなぞ使わず、正せい々せい堂どう々どうと正面からぶつかって打ち破やぶるのが帝族の戦たたかいぞ」


「は、しかし──」


　戦場に『絶対』はない。


　皇こう帝ていであろうが英えい傑けつであろうが一いつ兵ぺい卒そつであろうが──敗やぶれる時は敗れる。身分の差など関係なく死ぬ時は呆あつ気けなく死ぬ。戦いにも貴き賤せんはあるというが、理論も経けい験けんもなく、美び意い識しきだけの戦法が勝利を摑つかむ事はまずあり得えない。


　だが誰だれもが知っている筈はずの、その単純な事実をどうやってこの皇おう子じに伝つたえたものか。諫かん言げんと讒ざん言げんの区別も付かないこの皇子にかかれば、たった一言の反論で不ふ敬けい罪ざいや反はん乱らん罪ざいを適用されかねない。


　副官は戦いが始まる前から既すでに絶ぜつ望ぼう的な気持ちになっていた。


「まして義はこちらにある。叛はん乱らん討とう伐ばつ軍ぐんなのだからな。天にして主しゆなるマウゼル神の御ご尊そん眼がんにもどちらに正せい義ぎがあるかは明めい白はくであろう。我われ等らの勝利は揺ゆるがぬ」


「それは──」


　副官は思わず口を開き──そして諦あきらめて口をつぐんだ。


　第二艦隊の任務はまだ叛乱討伐と決まった訳わけではないのだ。


　元々は、最近、王室への報ほう告こくも滞とどこおりがちで、不ふ可か解かいな言動の多い第三皇おう女じよセーネスの真しん意いを問いただすのが目もく的てきだ。


　無論、わざわざ艦隊などを用意しているのは、セーネスの叛はん意いが明確になった瞬しゆん間かんに、討伐戦力として動けるように、との意い図とがあるからではある。


　だが、最初から軍ぐん勢ぜいを背に問いただすのは、ある意味挑ちよう発はつ的てきに過ぎる。その点について反対した臣しん下かも多かったのだが、彼等の意見は却きやつ下かされ、数人は解かい任にんの憂うき目にあった。


　セーネスは王室の中で孤こ立りつしている。


　兄三人と姉二人は、いずれも腹はら違ちがいではあるのだが──彼等は特にセーネス皇女の事を煙けむたがっていた。いや、蔑さげすんでいたと言ってもいい。『蛮ばん族ぞくの血を引く卑いやしい女』──兄や姉は、ギアットの属ぞく国こくから輿こし入いれしてきた側そく室しつを母に持つセーネス皇女に平然とそう侮ぶ蔑べつの言葉を浴あびせていた。


　だが、成長するにつれ、彼等がいくら蔑もうと、文ぶん武ぶ両面にてセーネスが彼等を上うわ回まわる才さい覚かくを備そなえている事が明らかになり、蔑みは妬ねたみと憎にくしみに変わった。


　さらにセーネスは兄や姉と違い、その飾かざらない言動で、国民に──特に庶しよ民みんに人気が高い。下へ手たをすれば皇こう位い継けい承しよう権けん順位に反してでもギアット皇帝サースタン八世がセーネスに皇位を譲ゆずる可能性もあった。


　無論……それを黙だまって見ている兄や姉ではない。


　彼等はセーネスを堂々と抹まつ殺さつするための大たい義ぎ名めい分ぶんを虎こ視し眈たん々たんと捜さがしていたのだ。


　そこに発生したのが〈紅スカーレツト〉の秘ひ密みつ主義の問題である。


　危き機き管かん理り組そ織しき〈紅〉は諜ちよう報ほう部ぶ的な側面を持っている為ために、高い独立的権けん能のうを有し、そこから出される報ほう告こくは極きわめて限定されたものだ。有あり体ていに言えば『実際には何をしているのか外部からはわかりにくい』という事である。この点については前々から帝国議会でも問題にはなっていたのだが──皇おう子じ皇おう女じよ達は、強ごう引いんに理り屈くつをこね上げてセーネス皇女に叛乱の意図あり、と主張したのである。


　これを機に、セーネスを亡なきものにしよう──そう皇子皇女達が考えているのは、誰だれの眼めにも明らかだった。比ひ較かく的、皇子皇女を平びよう等どうに扱あつかうよう心がけていたサースタン八世も、病びよう身しんの床とこについて以い来らい、己おのれの子らの手た綱づなをとれなくなって久しい。


「よくぞ言われました、クレイン殿でん下か。それでこそ皇子──マウゼル神の祝しゆく福ふくはきっと貴方あなたに勝利をもたらすでしょう」


　そう声をかけたのは、一人の女だった。


　年ねん齢れいは──よく分からない。分かるのは、ただ異い様ようなほどのその妖よう艶えんさのみだ。熟じゆく女じよの妖あやしさを小こ娘むすめの容よう姿しに詰つめ込んだかのような。豊ほう満まんなその身体からだだけでも十じゆう分ぶんに扇せん情じよう的てきなのだが、異い常じような程ほどに薄うす着ぎで、その格かつ好こうは客引きをする娼しよう婦ふ同然であった。不ふ謹きん慎しんと罵ののしられても──あるいは気の荒い水兵に押し倒たおされても文もん句くの言えない服ふく装そうだ。


　だが、それを見て眉をひそめる者はいない。ただの一人もいない。


　まるで彼女がそこにそうして居いるのが当然であると思っているかのように、クレインも、副官も、水兵達も、何らその存在を特別視していないのだ。


　そして──


「おお、そなたは確たしか──」


　クレインは破は顔がんして言った。


　──確か、マウゼル教教会から今回の作戦の検けん分ぶん役として派は遣けんされてきた、高こう位い司し祭さいで、名を……


「ステアと申します」


　そう言って女は婉えん然ぜんと笑った。




　第四章　二体の魔ま獣じゆう







　厚あつい水の層そうの下。


　陸に生きる生物にとっては絶ぜつ対たい死しを意味する世界。陽ひの光さえ微かすかにしか届とどかない深しん淵えんにて向かい合う二つの人ひと影かげがあった。


　いや。


　それを人影と評するのは問題があろう。


　泡あわを吐はく事も苦く悶もんする事もなくその水中に浮うかぶ少女と──そして滑なめらかな球面から生はえた娘むすめの上じよう半はん身しん。いずれも人間ではない。便べん宜ぎ上じよう人の姿すがたを模もしてはいるものの──それらは人とは明らかに異い質しつな存そん在ざい達であった。


「あの後──」


　対話するナタリイとゼフィリス──二体のアーフィ・シリーズ。


　神しん話わの時代、神々とも対たい等とうに渡り合ったと言われる〈終わりの魔ま獣じゆう〉。


　実に……五千年ぶりの対面である。


「主あるじを失うしない、基き礎そ論ろん理りカーネルにまで損そん傷しようの及およんだ私は、一つの選せん択たくを迫せまられたわ」


　ナタリイは呟つぶやくように言った。


「そのまま消しよう滅めつするか、それともこの〈ヴァンガード〉のシステムに自じ己こを移い植しよくするか」


「無む茶ちやな話だ」


　ゼフィリスが無表情に口を挟はさむ。


「我われ々われと〈ヴァンガード〉の中ちゆう枢すう管かん理りシステムではその総容量もシステムの規き格かくも違ちがう」


「──そうね。当然無む理りは出る。それをごまかすために、何度も自己改かい造ぞうを行おこなったし、殆ほとんどの時間は機能の大半を遮しや断だんして『眠ねむって』いたけれどもね……でもそれはあなたも同じでしょう？


　──隠かくしても分わかるわよ。元は同じ〈竜機神ドラグーン〉だもの。私のように機能を削けずるのならともかく、機能拡かく張ちようや増ぞう設せつを続ければ、全体のバランスを失って自己崩ほう壊かいを起こすわよ」


「……分かっている」


　答えるゼフィリスの表情は、しかし揺ゆるがない。ひたすらに透とう明めいな無表情だけがその愛らしい顔に凍こおっている。


「だが我等らは兵器だ。目もく的てきのために存在する。たとえ壊こわれても我等は目的を果はたしさえすればいいのだ。何を躊躇ためらう事がある？」


「私は恐こわかったわ──自己の消滅が」


　ナタリイは姉し妹まい機きの瞳ひとみを覗のぞき込こむようにして言った。


　ゼフィリスに比くらべると、彼女の仕し種ぐさや口く調ちようは随ずい分ぶんと人間臭くさい。それが意い識しきしてのものかどうかは、分からないが──


「己おのれの主を守る事さえできなかったこの自分を、私は労いたわる積つもりも許ゆるす積もりもない」


「でもあなたは、新しい主を見つけたわ」


「あくまで代だい替たいだ。我等は何も望まない。兵器は望まない。ただ望まれて実行するだけだ。あの方に命じられたからこそ私は……」


「そうね。制限の多い中ちゆう途と半はん端ぱな自じ律りつ能力と、疑ぎ似じ人じん格かく。歯がゆいわ。いっそこの身が、自じ我がも思し考こう能力もない、完全な自動兵器であってほしかった……と思う事もあるわね」


　ナタリイは泣き笑いのような表情を作ってみせた。








「我々はとある武ぶ力りよく犯はん罪ざい組そ織しきを制圧した際に、偶ぐう然ぜんにもこの島の地下に眠ねむる存在を知ったのさ。いや──知らされたというべきか。接せつ触しよくしてきたのは向こうからだったから」


　シャノンとパシフィカを連つれて長い地下通路を歩きながら、セーネスが言った。


　彼女と二人の兵士が先頭、シャノンとパシフィカを挟はさむ形でエイローテと更さらに二名の兵士が随ずい行こうしている。


　長い通路は明らかに人じん工こう物ぶつとおぼしき滑なめらかな壁へき面めんや床ゆかを示しめしていたが……以前、ある島の地下で観みたそれとは明らかに異ことなる。


　あれは単に魔法の力で岩がん盤ばんを掘ほり進んだ結果とすぐに分かったが……この通路は、そもそも壁や床の構こう造ぞう材ざいの正しよう体たいが分からないのだ。石造づくりではないし無論、木もく製せいでもない。触さわってみれば微び妙みように軟やわらかい。軟樹脂ゴムのような感かん触しよくだが……微妙に違う。


　天てん井じように至ってはぼんやりと光を発して、闇やみに沈しずみがちな閉へい鎖さ空間を照てらし出しているのだが、一体それがどういう原理で発はつ光こうしているのか、シャノン達にはさっぱり分からない。


「彼女──ナタリイと名な乗のっていますが──彼女がこの島の操そう作さ法も〈竜機神ドラグーン〉の事も教えてくれたんです。驚おどろきの連続でした。たまにしか『起きて』こないので、大まかなところを理り解かいするにも時間がかかりましたが」


　エイローテが言う。


「ちょっと待て」


　シャノンは顔をしかめて口を挟んだ。


「既すでにそっちに〈竜機神〉がいるのなら、なんで俺おれ達を──」


「彼女はもう〈竜機神ドラグーン〉ではなく、この島に取り憑ついている幽ゆう霊れいみたいなもので」


「はあ？　幽霊も何も、あいつらは──」


　シャノンの印いん象しようだと元々がアーフィ達は幽霊のようなものだ。もっとも、その気になればある程度の実体化はおろか、想像を絶する力を発はつ揮きする存在ではあるが。


「彼女は本ほん来らいの身体からだ──〈竜機神〉の身体を失うしなっています。現在はこの〈スキッド〉に取り憑いているような状じよう態たいで……一部の機能は操あやつれるようですが、〈スキッド〉を総合的に管理する能力はありません。なので我々人間が、その操作法を彼女から教わって維い持じ管理している状態ですね」


「……まあ、それは何となく分かった。だが、そもそもあんたらは何をしたいんだ？　本当に世界征せい服ふくなんてものをする積つもりなのか？」


　確たしかに旧世界の魔ま族ぞく達の力は、今の人類を遥はるかに凌りよう駕がしている。神の遣つかいたる〈秩序守護者ピースメイカー〉さえ倒たおす〈竜機神〉だ。その力を使えばラインヴァンだろうがギアットだろうが、一日で滅ほろぼせるだろう。


「……そっちこそ、本当に自分の〈竜機神〉から、何も知らされていないのか？」


　呆あきれた様よう子すでセーネスが振り返る。


「あんたの妹いもうとは──」


「セーネス様、エイローテ殿どの！」


　セーネスの言葉は途と中ちゆうで遮さえぎられた。焦しよう燥そうの色を乗せた声が通路に響ひびき渡ったからである。


　セーネスは立ち止まって声を張り上げた。


「なんだ、いきなり？」


「第二艦かん隊たいが……」


「──ああ。クレインの阿あ呆ほがこっちに向かってるんだったな。どうした。まだ到とう着ちやくには二日ほどあるだろう？」


　どこかに声を伝つたえる仕組みがあるらしい。声の主ぬしはやはり見あたらないのだが、まるでセーネスは相手がその場にいるかのような口く調ちようで喋しやべっていた。


「それが……既すでにもう八十八戦術距離単位ヘツクスまで近づいております！」


「……確かか？　もう一度確かく認にんしろ」


「現在四度目の確認をしておりますが──」


「ふん。今日きようは何かと横よこ槍やりが入る日だな」


　セーネスは言いながらも顔をしかめた。ほんの数すう瞬しゆんの短い黙もつ考こうの後、彼女は背はい後ごを振り返って副ふく官かんを呼よんだ。


「エイローテ。この二人と彼女の事は任まかせる。どうも妙みような感じだ。あの阿呆がこんなに早く艦隊運用ができるとは思えねーし」


「……分かりました」


　エイローテが一いち礼れいすると、セーネスは元来た方向へと戻もどり始める。


「……なんか状じよう況きように取り残されてるよーな気がするんだけど。私とシャノン兄にい」


　すれ違いながら去って行くセーネスの後うしろ姿すがたを振り返りつつ、パシフィカが言う。


「下へ手たに巻き込まれるよりは取り残されたほうがいいと思うが」


　面めん倒どうくさそうに応こたえてから、シャノンはエイローテに視し線せんを移す。


「そうもいかねえんだろうけどな。で……俺達はどうするのかな？」


「最初の予定通りナタリイに会っていただくのが得とく策さくかと。貴方あなた達の確かく保ほの必要性を説といたのも元はといえば彼女ですし」


　どうもシャノン達が知らないだけで、向こうはこちらの事をよく知っているらしい。


　顔を見合わせる兄と妹にエイローテは微笑ほほえんで、歩き出した。


「こちらです」








　──おかしい。


　副官は気付いていた。いや、彼と同様に誰だれもが気付いていたのかもしれない。だが、それを明確な形にできない。疑問を疑問として認にん識しきできない。とてつもないもどかしさを感じながら、しかし副官は自みずからそれを解決すべく行動に出る事ができなかった。


「攻こう撃げき開始」


　甲かん板ぱん上に特別に設もうけられた司し令れい席せきからクレイン皇おう子じが命じる。交こう渉しようも警けい告こくもない。問もん答どう無む用ようの戦せん闘とう行こう為い。


「殿でん下か、それは──」


「殿下の命めい令れいよ。攻撃開始」


　まるで高級娼しよう婦ふのように、淫みだらな仕し種ぐさでクレイン皇子の側そばに侍はべっているその女──ステアと名な乗のった神しん官かんが言う。


「あれは魔の島。創そう世せい戦争時、滅ほろびを辛かろうじて免まぬがれ、虎こ視し眈たん々たんと現げん世せへの復ふく讐しゆうを企たくらんでいる魔の呪のろいがかかった島。そこに居いる者共どもは魔に魅み入いられ、堕だ落らくした者達。彼等らを救きゆう済さいするには、死し滅めつをもって存在を停止させ、無に返すより他ほかに術すべなし──」


「……了りよう解かいしました」


　副官は心のどこかで否ひ定ていの言葉を発していたが、それは圧あつ倒とう的な力を持つ女の言葉に押しつぶされた。


「各艦全砲ほう門もん開け。砲ほう撃げき戦せん用意──」


「砲撃戦用──意！」


　復ふく唱しようの声があちこちであがる。


「……もっとも」


　ステアがクレインの司令席にしなだれかかり、クレイン皇子の頰ほおを愛いとおしげに撫なでながら言う。その様さまはまるでお気に入りの人形を弄いらう少女のように無む垢くで──そしてどこまでも傲ごう慢まんだった。
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「こんな原げん始し的な兵器であれは壊こわせない。大戦を生き延のび、五千年の時を耐たえ抜ぬいたブラウニンの要よう塞さい。けれど……」


「そうか」


「今まで発見できなかった以上、アレがかつての機能をそのまま残しているとは思えないわ。単にその一部の機能を、偶ぐう発はつ的にその皇おう女じよ様の一いつ派ぱが使用しているのなら、それはそれで構かまわない。彼等を殺せば済すむだけの事ね。


　けれど、もしある程度の戦闘力を残していて、しかも〈律りつ法ぽうを破やぶる者〉やゼフィリスと一いつ緒しよになれば……少々面めん倒どうなことになる」


「そうか」


　クレインはぼんやりとした口く調ちようで言った。


　無論、ステアの語る内容を彼は理解していない。ただ適当な応おう答とうを自動的に行おこなうだけだ──まさしく人形の如ごとく。


「とりあえずは、捨すて駒ごまを使って小こ手て調べ……ってとこね」


「そうか」


　その捨て駒というのが自分達であるという事をクレインは理解できない。もしできたとしてもその扱あつかいに異いを唱となえられない。人間は己おのれよりも上位として〈律法〉に規き定ていされる存在に対し、逆さからう事も刃は向むかう事もできない。そう絶対法ほう則そくたる〈律法〉に定さだめてあるのだから。


「さ。始めて頂ちよう戴だいな、皇子様」


「そうか」


　クレインは頷うなずき──そして言った。


「撃うて」


　第二艦隊の艦かん艇ていに積つまれた大たい砲ほうは総計千五百余あまり。


　そのほぼ半数とも言うべき大小七百門の大砲が、一いつ斉せいに火を噴ふいた。








〈スキッド〉作戦司し令れい室しつ。


　要よう塞さい島とうの中心部近い場所の地下にそれはある。


　元々そこが何の役目に供きようされていた部へ屋やかセーネス達も知らない。島の中心部に位置し、ちょっとした舞ぶ踏とう会かいが開けるほどの広さを持ったその部屋は、今や戦せん術じゆつ盤ばんをはじめとした各種設せつ備びを持ち込まれ、〈スキッド〉本体だけでなく組そ織しきの要かなめとしても稼か働どうしていた。


　ここから〈紅スカーレツト〉は各地に展てん開かいしている構こう成せい員いんや、特とく殊しゆ海かい戦せん隊たい〈深淵の杖デイープワンズ〉などと連れん絡らくを取り、それらを眼めや耳のごとく、あるいは手足の如ごとく操あやつって、情じよう報ほうを収しゆう集しゆうし、必要であれば破は壊かい工作や情報操そう作さなどを行おこなう。


　その組織としての先進性は、他のギアット帝国の軍事組織とは一線を画かくすものだ。無論、これは創そう立りつ者しやたる先代局長の手しゆ腕わんもあるが……エイローテ達のような有能な人材の登とう用ようや、それまでに対してきた敵てき組織の構成や長所さえも研究し、それを貪どん欲よくに取り入れてきた故ゆえの事である。


　だが、その信しん義ぎよりも実じつ績せきと効こう果かを重んじる考え方は、旧きゆう来らいの伝でん統とうと格かく式しきを引きずるギアット帝国正せい規き軍との確かく執しつを生じさせ、〈紅〉の孤こ立りつを深める事となっていた。


　故に──


「艦艇数二十九。全隻せき武ぶ装そう艦艇です」


　そう告つげる魔ま導どう士しの声と共ともに、巨きよ大だいな作戦盤の上に二十九の蒼あおい駒こまが置かれる。


　それは現在、接近中のギアット帝国第二艦隊の現在位置を正確に示しめしていた。


「予想よりも随ずい分ぶんと早かったな……」


　セーネスが改あらためて呟つぶやいた。


　無論、実際にその位置を確かく認にんしたのは今だが──情報戦を得とく意いとする〈紅〉は、クレイン皇おう子じ率ひきいる艦隊の動きは察さつ知ちしていた。


　だが、兵の召しよう集しゆうや実際の運用に関してはもっと手て間ま取どると〈紅〉は踏ふんでいたのだ。


　元々尊そん大だい極きわまりなく、同時に短たん絡らく的な言動の目立つクレインは、軍内部でも──特に下か士し官かんや一いつ般ぱん兵へい卒そつといった層に人じん望ぼうが薄うすい。士し気きが下がればまず影えい響きようが出るのが、その艦隊運用の速度だ。


「戦せん闘とう展てん開かいです。査さ察さつなんかじゃない。やる気ですよ、皇子サマは」


　相当な皮ひ肉にくを込こめた口く調ちようだが、セーネスは無論、他の兵士達も気にした様よう子すはない。この〈紅〉という組織が、帝国の危き機き管かん理り組織という体てい裁さいながらも、いかにセーネスの私し兵へい的要素が強いかの証明とも言えた。


「元から被ひ害がい妄もう想そうの強い野や郎ろうだったからな」


　セーネスは薄笑いを浮うかべて言う。


「『殺やられる前に殺れ』とか思ったんだろ。こっちは連中なんざ、眼がん中ちゆうにないってのに」


　セーネスのぞんざいな物言いに応じて、低い笑い声が作戦司し令れい室しつのあちこちから漏もれる。


「とはいえ、一応、あんなのでも兄あに上うえだ。こっちまで大たい義ぎ名めい分ぶんを放ほう棄きして臣しん民みん人気を落とす必要はない。こちらからは手を出すな。高こう速そく帆はん艇てい部隊、機き動どう戦せん艇てい部隊は第二偽ぎ装そう港こう内にて待たい機き。〈深淵の杖デイープワンズ〉のみ、隠おん密みつ深しん度どにて第二級臨りん戦せん態たい勢せい。展パ開タ種ー別ン七」


「了りよう解かい」


「布ふ陣じん終しゆう了りよう後ご、〈魔星の炎雷フオマルハウト・フレア〉封ふう印いん解かい除じよ。速すみやかに威い力りよく三に設定後、待機」


　その一語が──司令室の温度を下げた。


「……使うんですか？」


「場合によってはな。威い嚇かくで済すめば、貴き重ちような帝国の財産も臣民も、無む駄だに傷きずつかずに済む」


「了解しました……！」


　司令室に漂ただよう空気が、にわかに騒そう然ぜんたる雰ふん囲い気きを帯おびた。


　そして──


「第二艦隊、発はつ砲ぽう！」


　その報に……むしろセーネスは獰どう猛もうな笑えみを浮かべた。永ながらく待ち続けていた獲え物ものを狩からんとする猛もう獣じゆうのように。


「やはりそーゆー積つもりだね、オニイサマ」








　ラクウェルは地上に残っていた。


　彼女がシャノンと一いつ緒しよにパシフィカの元へ行かなかったのは、用心の為ためである。もし何らかの計けい略りやくによりシャノンとパシフィカに危き害がいが加えられれば、即そく座ざに報ほう復ふくに出られるようにとの判断からだ。ある意味で他人には甘あまいシャノン達であるが、その程度の駆かけ引きは考えている。


　そういう訳わけで。


　ラクウェルの側そばには人ひと質じちとして〈紅スカーレツト〉の兵士達が十人程ほど、両手を針はり金がねで縛しばられて座すわっていた。ラクウェルと〈海王神・スーピイくん仕し様よう〉の突とつ入にゆう時に、肉にく弾だんで彼女らを止めようとした連中である。


　ちなみに──ラクウェルと彼女の操あやつる半自じ律りつ型攻こう性せい魔法は、まるで相そう似じ形けいのような格かつ好こうで彼等らと向かい合い、正せい座ざしている。ちなみに〈スーピイくん〉のその異い様ように短い足がどのように折おり畳たたまれているのかは、全まつたくの謎なぞであったが。


「まー。俺達も苦労するわけで」


「正せい規き軍の連中なんぞは、『女に飼かわれてる甲か斐い性しよう無なし』なんていいやがる」


「は、単調な訓くん練れんだけ繰くり返してる脳のう筋きん馬鹿にいわれたかねえよな」


「ろくに実戦経けい験けんもないくせにな」


「あらあらまあまあ」


　のほほんと微笑ほほえみながら頷うなずくラクウェル。


「まあ、セーネス様もボーチャード様もいい人だからね」


「実力もあるし。男か女かなんて問題は、小さい小さい」


「ってーか、お二人とも、いい女だよなあ」


「あらあらまあまあ」


　のほほんと微笑みながら頷くラクウェル。


「俺、元々〈紅スカーレツト〉に入ったの、セーネス様にあこがれてなんだよなあ」


「あ。おまえセーネス様派はだったのか。俺はボーチャード様派なんだが」


「ラクウェルつったっけ？　いい女っつーなら、あんたも、なかなかだぜー」


「あらあらまあまあ」


　のほほんと──以下略りやく。


　などと……


　兵士達はすっかり和なごんでいた。


　無論、手は縛られたままなので、それは傍はた目めから観みると少し異様な光景であったろう。


　半なかば、自や棄けになっていたのもあるだろうが……元々ラクウェルの無意味に撒まき散らされる伝でん染せん病びようのような幸こう福ふく感かんに、感かん染せんしたのかもしれない。あるいはラクウェルの呑のん気きさを間ま近ぢかで見ていて、自分達だけ緊きん張ちようしているのが馬鹿らしくなってきたのか。


　とにかく──ラクウェルの妙みようにのんびりした容よう姿しや言動には、どうも相手の警けい戒かい心しんや反感を麻ま痺ひさせるような効こう能のうがあるらしい。


　色々な意味で、得とくな人間である。


「あらあらまあ──」


　──ふと。


　ラクウェルが海かい岸がん線せんの方を振ふり返った。彼女の動きをなぞるように、〈スーピイくん水みず着ぎ仕様〉も、くい……と首を巡めぐらせる。


「あ？　どした？」


　兵士の一人が不ふ審しんげに尋たずねてくる。


「……大変」


　やはり呑気な口く調ちようで言うラクウェル。


　だが次の瞬しゆん間かん、彼女の台詞せりふの意味はその場に居いた全員が理り解かいしていた。


　──轟ごう音おん。


「……砲ほう撃げき!?」


　砲声と砲ほう弾だんの風切り音だけでそれを察さつ知ちした兵士達は大したものであったろう。だが、現実にそれに気付いたとしても、限かぎられた一瞬で彼等にできた対たい処しよ行動は、ただ地に伏ふせるだけだった。


　すぐ近くに着弾した砲弾が炸さく裂れつ。


　衝しよう撃げきは樹じゆ木もくの数本をなぎ倒たおし、その爆ばく炎えんは周しゆう囲いの地面を焼き焦こがした。


　大だい口こう径けいの大砲から放はなたれる砲撃は、小口径のそれと異ことなり当然ながら砲弾が大きく、内部に大量の炸さく薬やくを詰つめている事が多い。火薬の質や砲弾の工作精せい度ど、管かん理りなどの問題から必かならずしも発火・爆ばく裂れつするとは限らないのだが……いざ威い力りよくを発はつ揮きすれば、その破は壊かい力は強大で、しかも魔法などと異なり使う者の才能に依い存ぞんしない。たとえ爆裂しなくても、撃うち込こまれる砲弾そのものの射しや程てい距きよ離りと貫かん通つう力は、魔法では届とどきにくいような遥はるかな距離をいとも容易たやすく制せい覇はし、厚あつい城じよう壁へきをうち破やぶる。


　このため、高度な攻こう性せい魔法が開発された現在も、大砲を主力兵器として使用している軍は多い。むしろ魔法に対たい抗こうすべく改良に改良を重かさねている軍もある。


「ぐおっ──!!」


　叩たたき付けるようにして押し寄せてきた猛もう烈れつな熱風と砂さ塵じんに、兵士達は思わず両手で頭を覆おおう。直撃などしようものなら、文字通り粉こな微み塵じんに吹ふっ飛ばされて肉にく片へんさえも残らないだろう。


　しかし──


「……!?」


　兵士達はすぐに気付いた。


　砲弾の一撃が巻まき起こした火か炎えんと衝撃──その本ほん来らい発揮される筈はずの破壊力が、兵士達に届いていない。着弾の位置からすればもっと大量の──致ち命めい的な衝撃と火炎が彼等に襲おそいかかっていてもおかしくはない筈なのだ。


　兵士達は怪け訝げんそうに顔を上げる。


　そこに彼等が観みたものは……ラクウェルを含ふくめ、彼等に覆おおい被かぶさるようにその巨きよ体たいを踏ふん張ばっている〈スーピイくん〉であった。


「……大だい丈じよう夫ぶですか？」


　この期ごに及およんでもラクウェルの口く調ちようはのんびりしていた。


「た……助けてくれたのか？」


「大事な人ひと質じちですし」


　ラクウェルはのほほんとした声で言う。


「そうか──そうだよな」


　兵士達は苦笑して立ち上がる。


「ですが、何発も何発も砲弾の直ちよく撃げきを受けるとさすがに──辛つらいかも」


　再ふたたび──轟ごう音おん。


　んごお。


　再度、至し近きん距きよ離りでの爆発を身を盾たてにして防ふせぐ〈スーピイくん〉。


　そもそもこの半自じ律りつ型攻性魔法を長時間出しっぱなしにしているラクウェルの疲ひ労ろうは相当なものだろう。ここに何度も直撃を食らうと、衝撃の吸きゆう収しゆう、拡かく散さんを司つかさどる式の維い持じが追いつかなくなる可能性もあった。


　そして──


　──んごっ!?


　ずぼっ──そんな音をたてて、一ひと際きわ大きい砲弾の一発が〈スーピイくん〉の腹部に直撃し、めり込んだ。


　──んごおおおおおっ！


　それは……果はたして咆ほう吼こうだったのか。それとも爆音だったのか。


　腹の中で容よう赦しやなく爆ばく裂れつした砲弾の威い力りよくに〈スーピイくん〉は、一瞬、口から火か炎えんを噴ふき出しながら、倍近くに膨ふくれ上がり──さすがに衝撃を散らし切れずに爆ばく散さんした。


　大量の海水が水みず飛沫しぶきとなってラクウェルや兵士達の上に降ふり注そそぐ。


「──！」


　この期ごに及およんでも正せい座ざしたままのラクウェルがぐらりと上じよう半はん身しんをよろめかせた。


　いきなり〈スーピイくん〉が破は壊かいされた為ため、脳のう内の魔ま導どう式しきの接せつ続ぞくが強制的に切せつ断だんされたのだ。大たい抵ていの場合、こうした非常時に備そなえて魔導式の中には魔導士の脳を護まもるために安全用の『防ぼう壁へき』が設定されているが──それでも何かの偶ぐう然ぜんが作さ用ようして魔導士に対して影えい響きようが出てしまう場合もある。


　とはいえ──


「ああ、スーピイくん……」


　などと呟つぶやいたところを見ると、単にお気に入りの〈スーピイくん〉が吹ふっ飛ばされた事が哀かなしかっただけかもしれないが。


「…………」


　別に生き物ではないのだが……兵士達もどことなく悼いたむ様な表情で〈スーピイくん〉が爆裂した跡あとを見つめた。


　だが。


　次の瞬間、あちこちに飛び散った〈スーピイくん〉の残ざん骸がい──というかただの水たまりだが──からもこもこと小さな物体が起きあがると、短い手足をばたばたと動かしてラクウェルの側そばに集まってきた。


「…………」


　兵士達が顔を見合わせる。


　掌てのひらに乗る程ほどの大きさの〈スーピイくん〉の群むれである。


　その数──およそ十体。


「……あー。これってやっぱり、喜よろこぶべき場面なんだろな」


「なんか、馬ば鹿か馬ば鹿かしくなってきたな、俺」


　兵士達がそんな風に言っていると──


　再ふたたび轟ごう音おんが浜はま辺べに響ひびき渡り始めた。どうやら第二射しやの砲ほう弾だん群ぐんが到とう達たつし始めたらしい。


「くっ──」


　このままではいつか砲弾に吹き飛ばされる。


〈スキッド〉内部に避ひ難なんすれば恐おそらく安全であろうが──そもそも〈スキッド〉はギアット軍の機き密みつをも満まん載さいした施し設せつである。上じよう官かんの、特にセーネスやエイローテの許きよ可か無なくラクウェルを〈スキッド〉内部に入れて良いものかどうか。


　しかし──


　兵士達はラクウェルと──彼女の側に侍はべっている〈スーピイくん〉達を眺ながめて、表情を緩ゆるめた。


「……こっちだ！　早く！」


　立ち上がって駆かけ出す兵士達。


　だが──彼等らはラクウェルを振り返って思わずつんのめりそうになった。


　彼女は正せい座ざしたままだった。


　腰こしが抜ぬけたのか、あるいは先さき程ほどの強制切せつ断だんの影えい響きようがまだ残っていて立てないのか──と一瞬案じた兵士も居いたが……違ちがう。


　彼女はちゃんと移い動どうしていた。


　正座したまま──まるで滑すべるように彼等の後うしろについてきているのだ。


　一体、どういう仕組みで？　と視し線せんを降おろした彼等が見たものは、座すわったままのラクウェルをまるで御み輿こしの様ようによいしょと担かつぎ、ちょこちょこと短い足を動かして走る〈スーピイくん〉達であった。


　しかも……何な故ぜか妙みように速はやい。


　あっという間まに追い抜ぬかれた兵士達は、慌あわててラクウェルと〈スーピイくん〉達を追いかけ、再ふたたび追い抜いて前に立ちながら──溜ため息をついた。


「この状じよう況きようで言うのも何だが──なんか俺おれ、死ぬって気がしなくなってきた」


「……俺もだ」








「〈魔星の炎雷フオマルハウト・フレア〉発射用意。〈深淵の杖デイープワンズ〉各隊に連れん絡らく、斜しや線せん上より急きゆう速そく離り脱だつ命めい令れい」


　セーネスの言葉に作戦司し令れい室しつの兵士達は表情を引き締しめる。


「力の差を見せてやるだけでいい。旗き艦かんの側そばに──ちょいと側そく面めんを焦こがす程度に、出しゆつ力りよく一割で撃うち込め。それでも駄だ目めなら──〈深淵の杖デイープワンズ〉に命令して旗艦を攻こう撃げき」


「了りよう解かい！」








〈スキッド〉の下部。


　その巨きよ大だいな半球体部分の一部に亀き裂れつが走った。いや──それは亀裂ではなく、元々展てん開かいするべき部品がゆっくりと開いて行くだけの事なのだろう。複ふく雑ざつな組木細工パズルがゆっくりと解ほどけるように……その隙すき間まに溜たまっていた微び細さいな泡あわを解放しながら、〈スキッド〉の下部はその内に秘ひめていたものをさらけ出しつつあった。


　同時に──一本一本が塔とうほどの巨大さをもつ突とつ起きが、ゆっくりと動いて一方向に寄って行く。まるで、その開いた部分から出るであろう何かの進路を確かく保ほするかのように。


　そして──








　一いつ瞬しゆん──何が起こったのか誰だれにも理り解かいできなかったろう。


　夜明けの海に切れ目が生じた。


　バターの塊かたまりをスプーンか何かで一直線に抉えぐり取ったかのように……ごぼりと海の一部が大きく抉れて消えたのである。


　それは何かが走った跡あとだ。


　──何が？


　まともに視し認にんできたのは、最初からそうと知っていた〈紅スカーレツト〉側の人間だけだったろう。


　巨大な輪わ。


　戦せん艦かんを一隻せき丸ごと通せるほどの巨大な火か炎えんと電でん光こうの輪が海中から出しゆつ現げんし、進路上の海を抉り取りながら進んだのだ。


〈魔星の炎雷フオマルハウト・フレア〉──そう呼よばれる〈スキッド〉の最終兵器の一撃である。


　だが。


　実を言えば輪はその破は壊かい力の本体などではない。


〈魔星の炎雷フオマルハウト・フレア〉は、ありとあらゆる物質の形けい相そうを破壊して熱ねつ量りようと素そ粒りゆう子しに還かん元げんする兵器である。その正しよう体たいは不ふ可か視しの巨大な円えん盤ばん状力りき場ばであり、輪はその輪りん郭かくに過ぎない。


　通常、その円盤に触ふれて破壊された物質の放ほう出しゆつする熱量は、円盤状力場の維い持じに再利用される。だが、利用しきれずに余よ波は余よ熱ねつとして漏もれ出す火炎と稲妻が、円盤の周しゆう囲いで弾はじけているのである。


　しかし余よ剰じようの力とはいっても、それが生み出す炎ほのおと雷かみなりは、二に次じ破壊を引き起こすのに十じゆう分ぶん以上の威い力りよくが在あった。


　火炎と電光の輪が旗艦の左さ舷げんをかすめる。


　強大な力にさらされた艦体が音をたてて軋きしみ、左舷近くの可か燃ねん物ぶつが次々と炎上した。


　乗員達が悲ひ鳴めいを上げる。


　艦砲用の火か薬やく樽だるの一つに運悪く火の粉こが降ふり注そそいで爆発し、破は片へんが飛散した。小さな破片は高々と宙に舞まって、甲かん板ぱん中央に置かれた司し令れい官かん席せきの側そばにも飛び込んでくる──


「……ふふ」


　炎をまとった木片を──クレインに届とどく前に空中で白い手がつかむ。


「やっぱり攻こう撃げき機能は生きていたのね──」


　ステアは艶えん然ぜんたる笑えみを浮うかべながら、側に座すわっているクレイン皇おう子じの側に跪ひざまずき、その耳に囁ささやきかけた。


「殿でん下か。一つお願いしたいことが」


「何だ。何なりと申してみよ」


　クレインがいつもの尊そん大だいな口く調ちようで言う。


　だが、傍かたわらの女神しん官かん──そう名な乗のった女──が燃える木片を素す手ででつかんでいる事に関しては、何ら違い和わ感かんを覚おぼえている様よう子すはなかった。


「くちづけを」


　この状じよう況きよう下かでは異い常じよう極きわまりない申し出だ。


　だが、クレインはやはり不ふ審しんに思う様子も見せずに、自分の顔を向ける。


「許ゆるす」


「ふふ──ありがとうございます」


　一ひと際きわ妖よう艶えんに微笑ほほえみ──そしてステアはギアット帝国の皇おう子じの唇くちびるに、己おのれのそれを重かさねた。








「全艦、戦せん速そく緩ゆるめず。扇おおぎ隊形にて接近してきます！」


「あれを見ても、まだ向かってくるのか？」


　司し令れい室しつの兵士達……特に直接探たん査さ系けいの魔法で〈魔星の炎雷フオマルハウト・フレア〉の威い力りよくを認にん識しきしていた魔ま導どう士し達が驚きよう愕がくの表情を示しめす。


「正しよう気きの沙さ汰たじゃないぞ」


「まさか薬くすりか？」


　時に軍は疲ひ労ろうをごまかし、また戦せん闘とうに際しての恐きよう怖ふ心しんを和やわらげ、士し気きを高めるためにある種の覚かく醒せい剤ざいや高こう揚よう剤ざいを兵士達に与あたえる事がある。予定よりも早い艦隊運用といい、薬が第二艦隊の兵士達に与えられている可能性は、セーネス達も考こう慮りよしていた。


　だが──それはあくまで下か級きゆう士し官かんまでの話だ。冷れい静せいな判断力を求められる上級士官にそういった薬やく物ぶつ投とう与よが行おこなわれる事はまずない。指し令れいを下くだす立場の者まで薬で理性を蒸じよう発はつさせてしまっては、そもそも作戦行動がとれる筈はずもない。


　とはいえ──確たしかに今の艦隊の動きを見ていると、理性ある者の判断に拠よっているとは到とう底てい想えなかった。


〈魔星の炎雷フオマルハウト・フレア〉がどれほどの破は壊かい力を持っているのか、彼等らはそれを向けられてはっきりと知った筈だ。まして少し頭が回る者ならば、それがセーネス側の威い嚇かくであり、無む駄だな戦たたかいは避さけよとの勧かん告こくであるという事も理り解かいした筈だ。


　それでもなお退たい却きやくせず、戦闘行動を止めないと言う事は──


「クレイン皇おう子じか？　それとも──」


　何が艦隊を前進させているのか。


「仕し方かたない。〈深淵の杖デイープワンズ〉に攻撃命めい令れいを」


　セーネスは言った。


「旗き艦かんを集中して叩たたけ。他の艦は無む視ししていい。薬で高揚していても、命令系けい統とうが混こん乱らんすれば、それだけで足並なみは鈍にぶる。クレインが無む茶ちやをさせているなら、尚なお更さらだ。


　それから。揚よう陸りく艇ていに注意しろ。とにかく海かい兵へい隊たいを上じよう陸りくさせるな。白はく兵へい戦せんになったら、いくら向こうの質が低くても、数に押されるぞ」


「了りよう解かい……！」








　この要よう塞さい島とうに眠ねむっていた〈終わりの魔ま獣じゆう〉に会うための場所。


　そう聞かされて漠ばく然ぜんとシャノン達は『謁えつ見けんの間ま』の様ようなものを思い描えがいていた。幅はば広ひろく奥おく行ゆきもあり、何よりも天てん井じようの高い……膨ぼう大だいな空間を内ない包ほうした広ひろ間まのようなものを。


　だが実際に彼等らが連つれてこられた場所は、むしろ六人──シャノン、パシフィカ、エイローテ、そして護ご衛えい役などの兵士三人──が入ればもう息苦しさを覚おぼえてしまう様な場所だった。


　愛あい想そのない部へ屋やだ。


　壁かべといい天井といい床ゆかといい、まるで磨みがき上げられたかのように滑なめらかな平面を構こう成せいしている。しかもそこに継つぎ目が見あたらないのだ。まるで最初から一個の巨大な岩がん塊かいをくりぬいて創つくったかのような部屋である。


　窓まどはなく燭しよく台だいすらそこにはなかったが……それは必要がないからだろう。天井は無論、壁や床さえも──その部屋を構成する滑らかな平面の全すべてが自みずから淡あわく蒼あおい光を放はなっているのである。


　そして。


　その部屋の真ん中にはその冷たい光に照てらされて二つの人ひと影かげが待っていた。


「え……!?」


　予定外の事であったのか──エイローテが二つの人影を見て小さく驚おどろきの声を上げる。


　そんな彼女を守るように、素す早ばやく二人の兵士が剣けんに手をかけた。


「いや──待ってくれ」


　そう言ってシャノンが殺さつ気き立だつ兵士達を横へと押しのけ、前に出る。


　指し示じを伺うかがうように自分を振ふり返ってくる兵士達に対して、エイローテは黙だまって首を振った。その人影二つの相そう似じ性せいとシャノンの態たい度どから、彼女はすぐに見み慣なれぬ一いつ方ぽうの人影の正しよう体たいを察さつしていたのだろう。


「アーフィ……ゼフィリスだよな？」


　シャノンの声に、小さい方の人影は頷うなずいた。


　顔つきや衣い装しようはほぼ同じと言って良いだろう。髪かみ型がたやその色、衣装の細こまかな装そう飾しよくまで二つの人影は同じだ。シャノン達が見み慣なれているアーフィそのままである。


　それでも彼が自分達の知るアーフィを見分けられたのは、その背せ丈たけ──というか年ねん齢れいによる。一方は十歳さいほどの少女を思わせる容よう姿しだが──もう一方は十代後こう半はんから二十歳前後の、より大人おとなびた印いん象しようがあったのだ。


「つまりそっちが──問題の」


　シャノンはもう一方の『アーフィ』に視し線せんを向けた。


「個こ体たい識しき別べつ名めいはナタリイといいます」


　もう一方の人影は──年齢的な差は見えるものの、ゼフィリスと相似形のような姿すがたをした娘むすめは、悠ゆう然ぜんと一いち礼れいしてみせた。


「あなた達が〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉とその〈守護者ガーデイアン〉ですね」


「ゼフィリスと同じ〈竜機神ドラグーン〉なのか？　ゼフィリスはもうまともに稼か働どうしている〈竜機神〉は自分だけだと言っていたが」


　そう言いながらシャノンは、ある場所で出会ったもう一体の〈竜機神〉の少女の事を思い出していた。


「ええ。彼女とは違ちがって、創そう世せい戦争時に私は能力の殆ほとんどを失うしないました。今はこの島の中ちゆう枢すう制せい御ぎよシステムの中に構こう築ちくした仮か想そうシステム上で、エミュレートされている身です」


「自分の精せい神しんを維い持じするための器うつわ、肉体を失った彼女が、この要塞島そのものを器にした……という意味だと思ってもらえれば」


　不ふ可か解かいな単語の羅ら列れつに顔をしかめるシャノンに、エイローテが説明を加える。


「もっとも、そもそもの形が違う器だけに、彼女には相当な無む理りと大たい半はんの能力の喪そう失しつが生じてしまいましたが」


「……まあ、あんたらが何をしても、もう驚おどろかないがな」


　右の拳こぶしを握にぎったり開いたりして、シャノンは言った。


　アーフィ・ゼフィリスによって復ふく元げんされてから、まだ一日も経けい過かしていない筈はずなのだが──もう怖こわいほどに違い和わ感かんがない。もうシャノンは奇き跡せきの一つや二つでは驚かないようになっていた。


「俺おれ達に会いたがっていたと聞いたが」


「ええ。貴方あなた達は我われ等らの主あるじが遺のこした最後の希望。この封ふう棄き世界の殻からを破は壊かいするための、最後の仕し掛かけです、それ故ゆえ……」


「ナタリイ。まだ早いのではないか」


　ゼフィリスが口を挟はさむ。


「どうして？　彼女らは──」


　ナタリイはエイローテ達を見る。


「──理り解かいできたわ。相応に時間はかかったけれど。でも彼等は実際に〈秩序守護者ピースメイカー〉と闘たたかい、あなたとも何度も接せつ触しよくしているのでしょう？　十じゆう分ぶんに理解できると思うけれど。まして〈律法を破る者〉が本ほん来らいの特性を発はつ揮きする時までもうさして時間がないわ。今の内に彼等にも理解を求めて、万ばん全ぜんの態たい勢せいで……」


「本来の──特性？」


　シャノンが眉まゆをひそめて尋たずねる。


「『仕掛け』とも言ったな。やはり、おまえ達が仕組んだ事なのか……？　こいつが」


　そう言ってシャノンはパシフィカの頭に掌てのひらを置く。


「あちこちから狙ねらわれるのも……〈律法を破る者〉なんて妙みような名前で呼よばれるのも」


「それは──」


　この時──シャノンは初めて見た。


　うろたえた様に口くち籠ごもるゼフィリスを。


　だがそんなゼフィリスの様よう子すなどお構かまいなしにナタリイと呼ばれた存在は淡たん々たんと言葉を繫つないだ。


「そのとおりです。成功するかどうかはあくまで賭かけでしたが……〈律法を破る者〉とその〈守護者ガーデイアン〉に関する計画は我々と我々の主によって成なされたものです」


「……ちょっと待て」


　シャノンが顔をしかめて言った。


「〈守護者〉……俺やラクウェルの事か？」


　シャノン達に冠かんされたその呼こ称しようは……単に彼等らがパシフィカを守る上で、自然に発生していたものだった筈はずである。〈律法を破る者〉の誕たん生じようが計画された事だったのは薄うす々うすとシャノン達も気付いてはいたが──


「貴方達も〈守護者〉です」


「俺達まで──あんたら魔ま族ぞくの計画の一いつ環かんだったってのか？」


「貴方達だけではありません」


　不ふ意いに──部へ屋やの壁かべという壁に大小様さま々ざまな桝ます目めが引かれ、そこに無数の色が踊おどった。


　まるで実際の光景を一部切り取ってきたかの様な緻ち密みつな画像が描えがかれる。


　淡あわい光と共ともに、壁へと描き出されたそれらは──数え切れないほどの人間の顔だった。


　老ろう若にやく男なん女によ、そこには様々な人間の姿すがたが描かれている。二百人、いや三百人、あるいはもっとか。時間も場所もばらばら、描かれる角度も大きさもまちまちで統一感がない。ひたすら無む作さく為いに選ばれたかのような肖しよう像ぞうの数々。


　だが。


　パシフィカはふと──それらの中に見知った顔を見つけた。


「──レオ!?」


「彼らもまた因いん子しを持った者です」


　ナタリイがその繊せん手しゆを振ふると、無数の幻げん像ぞうの中から十数枚が選えり分わけられ、シャノン達の正しよう面めんに集まってきた。
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「これは……!?」


　シャノンは愕がく然ぜんとした表情でその幻像の群むれを見つめていた。


　見知った顔──どころの話ではない。


　父ユーマと母キャロルの顔がそこにはあった。


　それだけではない。


　ウイニアがいた。ベルケンスがいた。エルフィティーネがいた。リタ婆ばあさんがいた。ヴィルクとアルトがいた。キダーフさえもがいた。


「なんだ……これは？」


「彼等は因子を持ちながら貴方ほど強くはそれが発はつ現げんしなかった者です」


　やはり淡々とした口く調ちようのままナタリイが告つげる。


「けれど彼等もまた〈守護者ガーデイアン〉になる可能性のあった者達。〈律法を破る者〉を守るための──予定されていた計画の一環。来きたるべき未み来らいのために我等がこの世界にちりばめておいた因子の収しゆう束そく者しやにして具ぐ現げん者しや……それが〈律法を破る者〉であり、その〈守護者〉──」


「待て……！」


　シャノンが呻うめく様に言った。


「つまりこういう事か？　俺やラクウェルは最初から、パシフィカの護ご衛えい役になるようにと、計画されて生まれてきたという事か？」


　ゼフィリスが言葉を濁にごしてきた理由を、彼は今やおぼろげながら理り解かいしていた。


　理解できないから言わなかったのではない。


　むしろ理解してしまえば──


「貴方達を最初から計画して生み出したと言うよりも──ばらまかれた『因子』がたまたま貴方の中に色いろ濃こく収束して発現した、という事です」


　同じ事だ。


　細こまかな事情は違ちがっても──それは同じ事だ。つまりシャノン達の存そん在ざいそのものが最初から予定されていた事になる。彼等が自分で悩なやみ、選び、歯を食いしばって進んできた道そのものが、用意されていたものであったという事になる。


　遥はるかな──何千年も昔から。


「すると何か──俺達がしてきた事は……」


　全すべて予定の内か。


　何もかも予あらかじめ定さだめられていただけの行動なのか。


　運うん命めいという定められた未来に逆さからう積つもりで──ただ単にそれは別の運命に操あやつられていただけの事だったのか。


　だとしたらそれは……


「──ナタリイ」


　ふと──ゼフィリスが眉まゆをひそめて自分の相そう似じ形けいの様な娘むすめを呼よんだ。


「接近中の艦かん艇ていに秩序守護者ピースメイカーの反はん応のうがある」


　彼女は狭せまい部へ屋やの中で振り返り、分ぶ厚あつい〈スキッド〉の壁かべや内部構こう造ぞう全てを貫つらぬいて遥か彼方かなたの出で来き事ごとを直ちよく視しするかの様に──眼めを細めてある方向を眺ながめながら言った。


「シヴィリアン・タイプだが……〈中ちゆう継けい点てん〉を造つくってばらまいている様だな」


　その言葉に──むしろ絶ぜつ句くしたのはシャノン達であった。








〈深淵の杖デイープワンズ〉は大だい混こん乱らんに陥おちいっていた。


　攻こう撃げき対たい象しようとしていた敵てき勢せい力りよくの艦艇から、奇き妙みような物体が水中に投とう下かされたのだ。


　その数、五十あまり。


　即そく座ざにイルカやシャチ達は超音波探査ピンガーでその形状を探さぐったが──返ってくる反はん応のうはひたすら彼等を困こん惑わくさせるだけだった。


　対たい象しよう物ぶつは収しゆう縮しゆくと膨ぼう張ちようを繰くり返し、軟なん体たい動物よりも輪りん郭かくの定さだまらぬ姿で──しかしイルカよりも速はやく海中を進み出したのである。


　その物体に対する攻撃命めい令れいは出ていない。


　だが〈深淵の杖デイープワンズ〉の海かい棲せい哺ほ乳にゆう類るい達は、即座に意い識しき内に攻性魔法の式を呼び出していた。


　それは忌いまわしいものだった。


　それは存在するだけでありとあらるゆ生物の在あり方を冒ぼう瀆とくするものだ。それがあらゆる生命と相あい容いれぬ敵なのだと──彼等は本能的に察さつ知ちしていた。


　きゅ！　きゅけ！　ぎゅう！　ぎゅ！


　呪じゆ文もん詠えい唱しよう。


　焦しよう点てんを定めた衝しよう撃げき波はが、押し寄せてくるその物体へと叩たたき付けられる。


　殆ほとんど恐きよう怖ふに突つき動かされるようにして、〈深淵の杖デイープワンズ〉のイルカやシャチ達は攻こう性せい魔法を連れん射しやしていた。


　だが……


　装そう甲こう艦艇にさえ通用する筈はずの、その強力な衝撃波は、さしたる効こう果かを発はつ揮きしなかった。


　利きかなかった訳わけではない。彼等のほぼ唯ゆい一いつにして最強の魔法は、その迫せまり来る怪かい物ぶつ体たいの数体を引き裂さいた。波は状じよう攻撃がそれらを続けざまに破は壊かいし、幾いくつもの砕さい片へんが海中に舞まった。破壊力は余あますところ無なく発揮され、海はそれらの出す赤黒い体液に濁にごった。


　だが──それらは死し滅めつしなかったのだ。


　破壊しても破壊してもそれらはすぐに元どおりに復ふく元げんした。一番大きな残ざん骸がいが変形して触しよく手しゆを伸のばし、他の残骸を回かい収しゆうし、再ふたたび元の大きさを取り戻もどす。完全にばらばらにされた場合は、周しゆう囲いの別の個体がそれを回収して、その大きさを増ました。


　更さらに……


　ぎいいいいいいいっ!!


　ジュリド隊のイルカの一頭が、その物体から伸ばされた触手につかまる。


　可か聴ちよう領りよう域いきから超ちよう音おん波ぱ領域までの悲ひ鳴めいを高々と上げながら、そのイルカは触手から逃のがれようともがく。だが容よう赦しやなく新たな触手がその身体からだに巻き付き、接せつ触しよく面めんから溶とけ合うようにして融ゆう合ごう同どう化かしてゆく。


　見る間まにイルカの抵てい抗こうは弱まり、その動きは死を前にした痙けい攣れんの様ように意味のないものになった。


　物体は触手を縮ちぢめながらイルカを引き寄せ、そして──


　喰くった、と評するのが最もつとも適当だろう。


　それは……形けい態たいもさだかでないその肉の塊かたまりは、まるで貝が開くかのように左右に大きく割われると、捕ほ縛ばくしたイルカをその中央に引き寄せて……閉じた。


　物体は大きく脈みやく動どうする。


　まるで捕ほ食しよくの喜よろこびに震ふるえるかのように。


　そして、〈深淵の杖デイープワンズ〉は──大だい混こん乱らんの内に成なす術すべも無く次々と捕食されていった。








　通路を急ぐエイローテや兵士達に混まじって早足で歩きながら──パシフィカは何度も傍かたわらのシャノンに視し線せんを向けていた。


　シャノンは──彼女の〈守護者ガーデイアン〉たる兄は、眉み間けんに皺しわを刻きざんだまま黙だまり込んでいる。


　普ふ段だんの彼を知らない人間には──いや、知っていても付き合いの浅い人間には分わからないであろうが、パシフィカの眼めから見れば彼は……明らかに動どう揺ようしていた。


　その理由もパシフィカには分かった。痛いたいほどによく分かった。


　全すべては魔ま族ぞくの組み上げた計画。


　ナタリイはそう言った。


　レオポルドやウイニアといった者達が、パシフィカを〈廃はい棄き王女〉と知ってもなお、彼女に対する好こう意いと善ぜん意いを翻ひるがえさなかった事も。


　父や母が危き険けんを承しよう知ちでパシフィカを自分達の娘むすめとして引き取り育ててきた事も。


　そして──そして、シャノンやラクウェルが、自分達の全てを賭かけて、血の繫つながらない妹いもうとを守ろうと決意した事も。


　全ては自分達の意い志しではなく、そう彼等らを促うながすもの──ナタリイが因いん子しと呼よんでいた何か──を偶ぐう然ぜん、彼等が己おのれの中に持っていたからなのだと、ナタリイは言った。


　では……人間の意志というものは結局どこにも介かい在ざいしていなかったのか？


　駒こまとして操あやつられるだけの存在であるにも拘かかわらず、彼等〈守護者ガーデイアン〉はそれを自分の意志だと思い込んで生きてきただけなのか。


　だとしたら、それは──


「シャノン兄にい……あの──」


　声をかけてみたものの……パシフィカには続けてかけるべき言葉が無い。


　シャノンは運うん命めいという言葉を嫌きらう。


　その一語をもって人の意志や感情を無む視しするようなやり方を嫌う。理り不ふ尽じんな押し付けと容よう赦しやない決め付けを何よりも嫌う。


　自分で考え自分で決めて自分で責せき任にんを持つ……これが彼の基本的な姿し勢せいだ。


　だからこそ彼は〈グレンデルの託たく宣せん〉を盲もう信しんしなかった。だからこそ世界中を敵てきに回してでも妹を守る事を決めた。そしてだからこそ──どれだけの苦く境きように陥おちいろうと、自みずから課かしたその義ぎ務むを決して彼は厭いとわないのだ。


　だが。


　それさえもが、実は何者かの手で操そう作さされた結果だったのだとしたら。


　彼の足元を支ささえていたものには今、大きな亀き裂れつが入っている筈はずだ。それがパシフィカには分かる。それは彼女自身が一度経けい験けんしてきた事であるからだ。


　自分という存在が、自分の意志とは全まつたく別の場所で定てい義ぎされた存在であるという事実を知った時に。自分が〈廃はい棄き王女〉であると告つげられ、自分の立つべき位置を一度見み失うしなった時に。


「……ごめん」


　うなだれてそう呟つぶやくパシフィカ。


「お前が謝あやまってどうする」


　シャノンが薄うすく苦笑を浮うかべて言った。


「でも──でもさ」


　自分という存在を守るために彼やラクウェルは故こ郷きようを捨すててきたのだ。それが彼等の希望でもあると思えた内は良かった。嬉うれしかった。厚あつかましいとは思っても、浅あさましいとは思っても、本当にそれはパシフィカにとって嬉しい事だった。


　しかし──


「そうやって悩なやめるのは──」


　……不ふ意いに割わり込んできた声はエイローテのものだった。


「貴方あなたの意志がそこに在あるからでしょう？」


「……それは、そうかもな」


　シャノンは杖つえをつきながらも懸けん命めいに通路を急ぐその娘むすめの背中を見つめながら言った。


「私達は資料でしか貴方達の事を知りません。創そう世せい戦争時の事情に関しても、ナタリイから一いつ方ぽう的てきに聞かされただけです。だから何一つ断だん言げんはできないのですが──でも、本当に彼等が貴方達を単なる駒こまとして見ていたのなら、疑問など何一つ抱いだけないよう、あなたの存在は仕立てられていた筈ではないですか？」


「……だから？」


「だから──だから悩むなとは言いませんが、事じ態たいを否ひ定てい的に考えるのはやめませんか？」


「そう簡かん単たんに割り切れたらいいんだがね」


「ですね。私も時間はかかりました」


　そう言うエイローテの声には……ある種の経験者としての自信があった。それが障しよう害がいを持つ者としての経験なのか、それとも〈紅スカーレツト〉の士し官かんとしての経験なのかは、シャノン達には分からなかったが。


「……提案はありがたく受け取っておくよ」


　シャノンは肩かたを竦すくめて言う。


「あの──その。ありがとう」


　パシフィカの言葉に、エイローテは少しだけ振ふり返って微び笑しようした。


「どういたしまして」








「状じよう況きようは──!?」


　その声に──セーネスはぎょっとしたように顔を上げる。


　他の兵士達も同様であった。


　大声で尋たずねながら司し令れい室に入ってきたのは、シャノン・カスールだ。入り口近くに居た兵士達が思わず腰こしを浮うかして身み構がまえるが──彼のすぐ後に入ってきたエイローテや彼女の護ご衛えい役の兵士達、そしてパシフィカの姿すがたを見て、困こん惑わくの表情を浮かべる。


　セーネスはシャノンの肩かた越ごしにエイローテを睨にらんで叫さけんだ。


「エイローテ、あんた部外者を──！」


「彼等はあれとの戦せん闘とう経験者です！」


　セーネスの台詞せりふに覆おおい被かぶせるようにして、エイローテが声を張はり上げる。


「判断材料となるべき情じよう報ほうは多いほうがいいと考えます！　事じ態たいの緊きん急きゆう性せいに鑑かんがみ、機き密みつ保ほ持じよりも情報確かく保ほを優ゆう先せんしました！」


「だからって……！」


　更さらに怒ど鳴なりかけて──セーネスは口をつぐんだ。


　苛いら立だたしそうに表情は歪ゆがめたままであったが──彼女は視し線せんを司令室中央の戦せん術じゆつ盤ばんに戻もどす。確たしかに今は些さ細さいな事にこだわっている場合ではない。


　こういった場合、セーネスは割り切りが早い。いや──正確には感情と理性を切り離はなして行動できる。重要な局面で、感情は無論の事、体面や慣かん習しゆうに引きずられず、正確な決断ができるからこそ、二は十た歳ち過ぎの小娘でありながらセーネスは〈紅スカーレツト〉の兵士達を率ひきいる事ができる。王女としての権けん威いではなく実力と人間性で彼女は部下達の信しん頼らいを勝ち取っているのだ。


「で──状況は？」


　エイローテの言葉に、探たん索さく方がたの魔ま導どう士しの一人が応じる。


「敵てき特とく殊しゆ戦力、個対数四十七。対する〈深淵の杖デイープワンズ〉、損そん失しつ三割、なおも増ぞう加か中です。現在も交戦中ですが……」


「──やめさせて！」


　割り込んだのは──パシフィカの声だった。


　怪け訝げんそうに周しゆう囲いの視線が彼女に集中する。一いつ瞬しゆん、何十という視線を一いつ斉せいに浴あびて、気け圧おされたかのように身を竦すくめた彼女であったが──すぐに意を決して彼女は言葉を続けた。


「〈深淵の杖デイープワンズ〉って……あのイルカでしょ？　逃にげさせてあげて！」


「黙だまってろ！」


　セーネスが握にぎり拳こぶしで椅い子すの肘ひじ掛かけを叩たたいて叫さけぶ。


「部外者が口を出すな！　素人しろうともだ！　こいつは戦争だ！」


「だからなんだってのよ!?　戦争だからって見殺しにしてもいいっての？」


　パシフィカが怒鳴り返す。


　無論──パシフィカの主張は単なる感情論に過ぎない。戦争というものは兵士の死を前ぜん提ていとし、それを単なる数字上の損失として扱あつかうから成なり立つ行こう為いだ。人の死なない戦争はない。そこに感情論を持ち込むのは愚ぐの骨こつ頂ちようだ。血と鉄と炎ほのおの匂においが充じゆう満まんする戦場の真ん中に丸まる腰ごしで立って、理想論を説とくに等ひとしい行為でしかない。


　しかし──


「無む駄だだ。引かせた方がいい」


　そう言ったのはシャノンだった。


「あれの復ふく元げん力は生物のそれとは桁けたが違ちがう。少なくとも個人規き模ぼの攻こう性せい魔法じゃ、傷きずつける事はできても、殺せない。前に俺達が闘たたかった時は〈魔天狼フエンリル〉を使って中心部を完全破は壊かいする事で、ようやく仕し留とめることができた」


「…………資料は彼の言葉を裏うら付づけています」


　エイローテが言う。


「それに……背はい後ごには〈秩序守護者ピースメイカー〉本体もいると推すい測そくされます。通常戦力を投とう入にゆうしても、状じよう況きようを打だ開かいできる可能性は低いと思われます」


「──ならばどうする？」


　セーネスはシャノンに挑いどみかかるような声で尋たずねる。


「俺とゼフィリスが出る。〈秩序守護者〉はこちらで引き受けるから、そっちは動ける魔ま導どう士しを集めて、連中をまとめて葬ほうむり去れるだけの大だい規き模ぼ殲せん滅めつ系けいの魔法を準じゆん備びしてくれ」


「…………ふん」


　セーネスは黙もつ考こうする。


　元より──シャノンやパシフィカを確かく保ほしたかったのは対〈秩序守護者〉戦せん闘とうを考こう慮りよしての事だ。自みずから〈秩序守護者〉迎げい撃げきの役回りを買って出てくれるのなら、ここは任まかせてしまっても構かまわないだろう。


　また、通常の方法で殺せない程ほど、復元力に優すぐれた敵てきでも、生き物である以上は──物質である以上は、殲滅系の魔法で滅ほろぼせる筈だ。確たしかにシャノンの提案は適てき切せつに見える。というより──セーネス自身、考えていた次の一手とほぼ同じだ。


「……分わかった。頼たのむ」


　セーネスは頷うなずいた。




　第五章　異い形ぎよう戦線







　どこまでも広がる蒼あおい世界に……幾いく重えにも層そうを成なす光が射さし込んでいた。光は緩ゆるやかに揺ゆらぎ乱みだれながら薄うす闇やみを切り裂さいている。


　海面直ちよつ下か。


　空と海を隔へだてる境きよう界かいの僅わずかに下方……黄たそ昏がれのように明暗の曖あい昧まいな水の中を、群むれを成して進む存在の姿すがたがあった。


　異形──そうとしか表あらわし様ようのない何か。


　伸のばした触しよく手しゆで水を搔かき、同時にその柔じゆう軟なんな肉体で取り込んだ海水を、勢いきおい良く噴ふん出しゆつする事で推すい力りよくを得えながら、その怪かい物ぶつ達は移動していた。その速はやさは野を駆かける獣けもののそれにも等ひとしい。水中に在ありながら、怪物達はその抵てい抗こうを空気ほどにも感じてはいないらしかった。


　目め指ざすは──要よう塞さい島とう〈スキッド〉。


　ギアット帝国危き機き管かん理り組そ織しき〈紅スカーレツト〉が拠きよ点てんの一つとして使用する島である。


　目的は完全なる殲せん滅めつ。


　殺す。潰つぶす。滅ほろぼす。一人の例外もなく。


　その事だけを考えて怪物達は進む。押し寄せる。使し命めいを与あたえられ、ただそれを遂すい行こうする。困こん惑わくも躊ちゆう躇ちよもなく、ひたすら自動的に。それらは、ただそのためだけに生み出された肉にく塊かいであった。


　全すべては〈秩序守護者ピースメイカー〉の命じるままに。


　全てはこの世界を──永えい遠えんの楽らく園えんを守るために。


　そして──








〈スキッド〉の索さく敵てきは基本的に魔法に依い存ぞんしている。


　交こう代たい制で探たん索さく方がたと呼よばれる魔ま導どう士し達が広こう域いき探たん査さ系けいの魔法を常じよう時じ起き動どうしているのは無論の事、水面下で哨しよう戒かい任にん務むについている〈深淵の杖デイープワンズ〉からの報ほう告こくも、通つう信しん系けい魔法によってなされている。〈スキッド〉内部では通信施し設せつ──セーネス達には原理の一いつ端たんしか分わからないのだが──がかなりの部分で生きており、魔法に依存しなくても効こう率りつよく命めい令れい伝でん達たつや報告が可能だが、これはあくまで〈スキッド〉内部での事に過ぎない。


　また〈スキッド〉に本ほん来らい備そなわる探知能力を利用する方法も検けん討とうされているのだが、まだ操そう作さ法が完全に解かい析せきされていない上、その使い勝がつ手てにセーネス達が慣なれておらず、十じゆう分ぶん生かし切れる状じよう態たいにない。このため、〈紅スカーレツト〉では既すでに使い慣れ、実戦上の有ゆう効こう性も証明済ずみである魔法を基き礎そとして警けい戒かい態たい勢せいを敷しいているのだ。


　だが──これはつまり現時点で〈スキッド〉の奥おくに位置する司し令れい室しつは魔法の支し援えんなしでは満まん足ぞくに稼か働どうできないという事を意味する。


　故ゆえに〈紅〉は数多くの魔導士を〈スキッド〉の要員として確かく保ほしており、実際にはギアット帝国でも最新の魔法戦術を取り入れた魔法戦部隊としても機能している。


　だが──


（──これは？）


　探索方の魔導士の一人は、探査系魔法や〈深淵の杖デイープワンズ〉から送られてくる戦場の情じよう報ほうを処しよ理りしながら、ふと眉まゆをひそめた。


（なんだ、これは──）


　それは──女の顔であった。


　送られてくる情報の中に紛まぎれ込こんでいる断片的な肖像イメージ。それは最初、然さしたる意味を持ってはいなかった。魔導士自身は、己おのれの記き憶おく領りよう域いきから紛れ込んだ過か去この記憶──はっきり言ってしまえば、いつかどこかで見かけた女の顔が、偶ぐう然ぜん脳のう裏りにちらついた程度の事であると思っていた。当たり前だ。彼が見ていたのは〈深淵の杖デイープワンズ〉と怪かい物ぶつ達が闘たたかっている海面下の戦場であり、そこに人間の女の顔を見る事などあり得えない筈はずだった。


　しかし。


（ああ……）


　魔導士は声もなく呻うめいた。


　女の顔が増ふえる。まるで合わせ鏡かがみに映うつしたかの様に際さい限げんなく増えてゆく。女の顔が意い識しきの中を占しめる割合が恐おそろしいほどの速度で増えてゆく。水中で繰くり広げられる死し闘とうは既すでに意識の片かた隅すみに追いやられ、彼の頭の中は大小無数の女の顔が広がっていた。


　女の顔。美しく艶つやのある──淫いん靡びでさえある女の顔。


　その顔が途と方ほうもない圧あつ力りよくでもって魔導士の意識の中に浸しん透とうしてくる。魔法の処理領域と魔導士自身の記憶や人じん格かくを司つかさどる部分とを隔へだてる精神障壁パーテイシヨンをも易やす々やすと突とつ破ぱし、彼の精神の中にさえ直接染しみ込んでくる。


　何がどう違うのかは分からない。


　だが彼は悟さとった。理由はない。ただ無条件にそう知った。


　この女は特別だ。この女は絶対だ。この女は。この女は。この女は。この女は──


　畏い敬けいの念がとめどもなく溢あふれてくる。逆さからってはいけない。刃は向むかってはいけない。敵てき対たいしてはならない。従したがわなければならない。


　なぜなら彼女は絶対者だから。絶対的に自分よりも上位にあると決められている存在だから。そもそも逆らうという権利は〈律りつ法ぽう〉の何ど処こにも記しるされていないのだから……


（ああ……ああ……俺は──）


　魔導士は恐きよう怖ふと後こう悔かいに打ち震ふるえる。


（俺はなんという事を──俺は何と身の程ほど知らずな事を）


　そして──








　──不ふ意いに。


「ああ……あああああ……」


　魔導士の一人が声を上げる。


　何事かと周しゆう囲いの兵士達が振ふり返り、怪け訝げんそうな表情で見守る中──探たん索さく方がたの魔導士は思わず自分の席から立ち上がり、そして叫さけんだ。


「あああああああああああああああああああっ!!」


「──なんだ？　どうした！」


　側そばにいた兵士達が魔導士に駆かけ寄る。だが、魔導士は彼等らが手を差し伸のべる直前に床ゆかへと崩くずれ折おれ、更さらに大声で悲ひ鳴めいを上げた。


「ひ……いいいいいいいいいあああああああああああああああああっ!!」


　床の上で激はげしく痙けい攣れんする魔導士を見て、周囲の兵士達が思わず表情を引きつらせる。


　彼等が何を観みて──何を感じたのかは分からない。分からないが、その表情には、激しい恐怖と後悔の念が克こく明めいに焼き付いていた。


　まるで……償つぐないきれぬ大たい罪ざいを犯おかした己おのれに、恐おそれ慄おののく罪ざい人にんのように。


　しかも。


「いいいいあああああああああっ！」


　叫びが──増ぞう殖しよくする。


　まるでその恐怖は伝でん染せん性せいがあるとでも言うように、探索方を務つとめていた他の魔導士達もそれぞれの席から転ころげ落ち、涙なみださえ流しながら床の上でのたうち回り始める。


　さすがに他の兵士達は、顔を見合わせて立ち尽つくした。


　触ふれれば自分達さえ狂きよう気きと恐怖に汚お染せんされる──そんな風に思ったのかもしれない。


　だが。


「これが──」


　セーネスやエイローテは即そく座ざにその原因を悟さとっていたらしい。


「例の影えい響きよう力──〈律りつ法ぽう〉の力か」


　床の上で悶もだえる部下達を見み据すえながら、苦にが々にがしげにセーネスが呟つぶやく。


　誰だれかが呼よんだのであろう──衛えい生せい兵へいらしき兵士が五人ばかり、司し令れい室しつに駆け込んでくると、もがき回る魔導士達に鎮ちん静せい処しよ置ちを施ほどこし始めた。といっても押さえつけて鎮ちん静せい香こうを嗅かがせたり、薬くすりを飲ませる程てい度どの事しか出で来きないのだが。


「──まさか探索系の魔法を通じてまで、効こう力りよくがあるとはな」


「魔法はある意味で意い識しきに情じよう報ほうを直ちよつ結けつさせてますから、むしろ〈律法〉の影響力を受けやすい可能性もありますよ」


　エイローテが言う。


「なんにしても──これでは迂う闊かつに索敵もできないな」


　セーネスは苦く渋じゆうの表情で言った。


　幸さいわい──魔導士達の生命活動そのものには異い常じようがないと衛生兵達が告つげてくるが──それだけに彼等には手の施しようがない。事が精神の領りよう域いきだけに、普ふ通つうの薬やく剤ざいや応おう急きゆう処しよ置ちでは何の役にも立たない。彼等に出来るのは、痙けい攣れんする魔導士達を押さえつけ、鎮静香が効こう果かを示しめすまで舌したを嚙かんだりしないように猿さるぐつわを嚙ませる事だけであった。


「な……何よ。何なの!?」


　状じよう況きようが分からず、傍かたわらのエイローテに尋たずねるパシフィカ。


「いきなり──何が起こってるの？」


「〈律法〉よ」


〈紅スカーレツト〉の頭ず脳のうとも言われる才さい媛えんは沈ちん痛つうな表情を示して言った。


「──戦チ戯エ盤スってあるでしょう」


「……え？」


　言葉の脈みやく絡らくがつかめずにパシフィカは目を瞬まばたかせる。だが、エイローテは構かまわず言葉を続けた。


「何種類かの駒こまがあって。それぞれの駒は『こう動ける』『こうしたら負ける』って規則ルールが決められてるわよね。あれと同じなの」


「な……何を──」


「『人間』は『秩序守護者』には刃は向むかうことはできない、と定さだめてあるの──この世界の厳げん然ぜんたる法ほう則そくとして。逆さからえない絶対の支配者、絶対的上位存在。生せい殺さつ与よ奪だつの権けん利りを持つ人類の管かん理り者しや──それが〈秩序守護者〉。そう〈律法〉に定められているのよ」


「定めてある？」


「そう。そう決められているの。だから我われ々われはそれに逆らえない」


「逆らえない？　定めてあるって……？　そんなの──そんなの私は知らないわよ。そんな決まりがどこにあるのよ？　誰だれが決めたっての？　どこかに書いてあるっていうの？」


「我々の中に」


　答えは一番最後の疑問についてのみだった。


「我々人間の魂たましいというか、本能というか……そういう部分に生まれたときから書き込んであるの。『人間は〈秩序守護者ピースメイカー〉に盲もう従じゆうすべし』と。人種、年ねん齢れい、性別の区別なく、ありとあらゆる人間に。だから人間は〈秩序守護者〉の前では自由意い志しを持ち得えない。彼等はその気になれば、こうして敵てき対たい行動をとる者の意い識しきに干かん渉しようする事だってできる……」


　そう言ってエイローテは探たん索さく方がたの魔導士達を見る。鎮静香が効きいてきたのか、発ほつ作さじみた苦く悶もんはしなくなったが……それでも熱ねつ病びようにかかったかのように震ふるえが収おさまらない。しばらくは魔導士としても兵士としても、使い物にならないだろう。


「そんな……そんな馬ば鹿かな事が……世界中の、全員に？」


「これは、この世界においては物は上から下に落ちるとか、炎ほのおは熱あついとか、そういった現実や現げん象しようと同じものなの。普ふ段だんは私達が気付いていないだけでね」


　エイローテの口く調ちようには興こう奮ふんする様よう子すも殊こと更さらに恐きよう怖ふをあおり立てる様な抑よく揚ようもなく、ただひたすら淡たん々たんとしていたが──それだけに真実の重みがあった。


「例外はこの世界にただ一人」


　振り返ったエイローテは、痛いたましげな視し線せんをパシフィカに注そそぎながら言った。


「〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉……通称〈廃はい棄き王女〉。つまり貴女あなただけなの」


　世界でたった一人。


　唯ゆい一いつ──神の定めた摂せつ理りに刃向かえる者。


　無論そんな事を言われてもパシフィカには実感がない。自分自身に何か自じ覚かくが出来るような、能のう動どう的な特とく殊しゆ能力があるのであればともかく──彼女のそれは、〈秩序守護者〉に対するものだけであり、普段彼女を囲かこんでいる普ふ通つうの人間に対しては何ら意味を成なさない特性である。


　自分が王女であると告つげられた以上に現実感のない事実ではあった。


「でも……でも！　それが──私の狙ねらわれる理由だっての？　でもそんなの……私一人、〈秩序守護者〉に逆らえたって、できる事なんか、たかが……」


　たかが知れている。


　パシフィカは何度か〈秩序守護者〉の力を目まの当たりにしている。彼等の力は易やす々やすと空を裂さき地を割わる──文も字じ通り神の御み業わざだ。いくらパシフィカが〈律法〉の定めを拒きよ絶ぜつできる特とく異い存在であるとしても、パシフィカ自身には彼等を倒たおす力も無ければ、彼等の管かん理りする世界情じよう勢せいに介かい入にゆうするだけの力もない。殺し屋に追われて逃にげ回っている、ただの小こ娘むすめに過ぎないのだ。


　彼等〈秩序守護者〉が彼女一人にこだわる理由が分からない。


　放ほうっておけば彼女には何も出来ない。出来ないはずだったのだ。


「貴女は〈律法〉を無効化キヤンセルできる因いん子しを体内に持っているわ。いいえ、貴女だけに関して言えば、〈律法〉の影響力が逆転している部分さえあるのよ。『〈秩序守護者〉は直接的にパシフィカ・カスールを害する事ができない』……とね」


「……〈秩序守護者〉が、私を攻こう撃げきできないって事？」


　いわれてみれば思い当たる節はある。


　圧あつ倒とう的な戦せん闘とう力を持ち、何度も直接パシフィカを殺せる機会があったはずの〈秩序守護者〉が、彼女に手を出さなかったのは何な故ぜか。


　だが──


「そしてそれは時とき折おり……あくまで仮かり初そめのものであったけれど、貴女の内から溢あふれ出して周しゆう囲いに影響を及およぼす事さえあった……」


「──え？」


「貴女の特性は伝でん染せん性せいを持っているのよ。今は不完全で、特定条件下でしか発はつ動どうしないし、暫ざん定てい的てきなものでしかないけれど……貴女の特性は貴女の側そばに居いる人間の特性をも書き換かえる。最終的には貴女を中心に据すえる事で、人は神に反はん逆ぎやくする軍団を組そ織しきすることさえ可能になる……これは一種の革かく命めいなのよ」


「──実感が湧わかねーかもしれんが」


　セーネスが会話に割わり込んでくる。


「だがあんたが認みとめようと認めまいと、これは事実なんだよ。元々はナタリイから聞いた話だが、我われ々われ〈紅〉が独自に収しゆう集しゆうした情じよう報ほうもこれを裏うら付づけてる」


「事実って──」


「あんた一人は確たしかに無力だろう。だが、そもそもあんたが居いなければ人は奴やつ等らに逆らう事など出来はしない。逆らう事を考える事も出来ない。下へ手たに敵てき対たい行動をとれば──」


　セーネスは床ゆかに寝かされたままの魔ま導どう士し達を見据えて言った。


「あの通りだ」


「で……でも……」


　パシフィカはまだ混こん乱らんを禁じ得えない。


　無論、ある程度は彼女自身も自じ覚かくはしていたし、推すい測そくもしていた。だが、こうして面と向かって他人から言われると、やはりどうにも実感が湧わかない。


「今は一時的にせよ、貴女は我々の中に書き込まれた〈律法〉の制約を取り払はらう事ができる。今、我々があの化ばけ物ものと戦たたかうためには、貴女の協力が必要なの！　さもないと、我々は抵てい抗こうの意志さえ摘つみ取られて、一いつ方ぽう的てきに殺されるだけなのよ！」


　エイローテが力を込こめて言う。


　普ふ段だん物静かな風ふ情ぜいの娘むすめだけに、その気き迫はくには逆さからい難がたいものがあった。


　しかし……


「そんな事いったって……私だってどうしていいのか……」


「今までの例を見るに……あんたがその〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉の特性を発はつ揮きしたのは、生命の危き機きに瀕ひんした時や、感情が高ぶった時だ」


　セーネスが腰こしの刀かたなに手をかけてパシフィカに歩あゆみ寄りながら言った。


「どうも何度かその特性の影響を受けているせいか……あんたの兄と姉は、既すでに〈律法〉の影響力を受け難にくくなってきているらしいな。だが、この後〈秩序守護者〉と戦う積つもりなら、二人だけじゃ勝てない。たとえ〈終わりの魔ま獣じゆう〉の助じよ力りよくを得えていても、だ。奴等はこの世界の支配者だ。今は世界に与あたえる影響を考こう慮りよして、あまり表おもて立だった行動には出ていないようだがな……奴等がなりふりかまわなくなったら、絶対に勝てない」


「それは……」


「だから──あんたはあんたの意志でその特性を使いこなさないといけない。それを使って〈秩序守護者〉と戦える力を、他の人間にも与えて、協力者を増ふやしていかねばならない……」


「だから──」


　パシフィカは苛いら立だちに煮に詰つまった声で喚わめいた。


「それができるならとっくにしてるわよっ！　どうやればいいか分からないから、困こまってるんじゃないの！」


「何なら手て伝つだってやろうか？」


　薄うす笑わらいを浮うかべて言ったセーネスの右手が──消える。残ざん像ぞうさえ刻きざまずに動いた彼女の手は、次の瞬しゆん間かん、愛あい刀とうの先端をパシフィカの鼻はな先さきに突つき付けていた。


「あ……」


　硬こう直ちよくするパシフィカ。


「耳の片方でも削そぎ落としてやろうか？　それで駄だ目めなら眼めを抉えぐるか。こっちに必要なのはあんたの中の特性であって、五ご体たい満まん足ぞくなあんたじゃないんだよ」


「セーネス様……！」


　さすがにエイローテが非ひ難なんめいた声を上げる。だが、セーネスはパシフィカに突き付けた刀を微び動どうだにしない。


「時間がねえんだよ！　このままじゃなぶり殺しだぞ！〈魔星の炎雷フオマルハウト・フレア〉を撃うつにも、攻こう性せい魔法を使うにしても、照しよう準じゆんできなけりゃ意味がない。だが魔法だろうと肉にく眼がんだろうと、あいつらを『観み』たら〈律法〉の影響力を受けちまう！」


　セーネスは刀を降おろし──代かわりにパシフィカの襟えり首くびをつかんで引き寄せる。


「いつまでも兄あに貴きや姉あね貴きに守られてんじゃねえ！　お前にしかできない事なんだよ！　だったらせめて自分の力でどうにかできるようになれ！　なりふりなんぞ構かまってないで！」


　怒ど気きにあふれたセーネスの叫さけびが……パシフィカの顔を打った。








　海面はまるで沸ふつ騰とうしているかのように激はげしく泡あわ立だっていた。


　いかな剛ごうの者であろうとも、その正しよう体たいを知れば戦せん慄りつせざるを得えないだろう。女子供なら失しつ神しんしてもおかしくはない光景であった。


　それは……全すべておぞましい怪かい物ぶつ達のたてる水みず飛沫しぶきなのだ。


　人間の腕うでほどもある太さの触しよく手しゆを伸のばし、その異い様ような肉体を蠢しゆん動どうさせて、それらは迫せまってくる。その数──四十体余あまり。うねくる触手は二百本を越こえるだろう。文も字じ通り海面を埋うめ尽つくすほどの触手がぞわぞわと気き色しよくの悪い音をたてながら伸びている。


「ゼフィリス」


　だが──それらを眼がん前ぜんに見ながら、しかしシャノンの声はひどく静せい謐ひつだった。


　ゆらりと〈スキッド〉の海岸風景の一部が揺ゆれたかと思うと、それはすぐに凝ぎよう縮しゆくして一人の少女の形をとった。


「行くぞ」


　愛あい想そのない声でそう宣せん言げんするシャノン。


「……我わが主あるじよ。今、私と融ゆう合ごうして戦たたかうのは得とく策さくではないぞ」


　少女──ゼフィリスが言う。


　シャノンは前方に群むれる怪物達を見み据すえたまま、やや苛いら立だたしげな声を上げた。


「〈秩序守護者ピースメイカー〉が来ているんだろうが？　今お前の力を借かりないで、いつ借りるんだ」


「……汝なんじは私を疑うたがっている」


　怪け訝げんそうな表情で振ふり返って自分を見み詰つめてくるシャノンから、わずかに視し線せんを逸そらし──〈終わりの魔ま獣じゆう〉と呼よばれる少女は言った。冷れい徹てつをそのまま少女の形に固めたような彼女としては、非常に珍めずらしい事ではあった。


「私を御ぎよする事に迷まよいがある。私を信じる事に躊躇ためらいがある。いや……いっそ私を憎にくんでいると言ってもいい」


　視線をシャノンから逸らしたまま、ゼフィリスは呟つぶやくように言った。


　シャノンも初めて見る不安げなその姿すがたは、ひどく儚はかなげで弱々しく……まるで外見そのままの、幼おさない少女のようであった。


「この状じよう態たいでは、私も全力を出す事はできない。最悪、融合解かい除じよ後の汝の人じん格かくに、障しよう害がいが残る可能性も──」


「ふざけんな」


　シャノンは吐はき棄すてるように言った。


「全すべて仕組んできたのはお前達なんだろうが。今いま更さら、信じるだの何だの、奇き麗れい事ごとを持ち出してごまかすな」


「私は──」


　何かを言いかけて、しかしゼフィリスは口をつぐんだ。


　この状じよう況きよう下かで何を言ってもシャノンの不ふ信しん感かんを拭ぬぐう事は出で来きないと気付いたのであろう。ゼフィリスは眼めを伏ふせて呟くように言った。


「……すまん」


「お前との話はまた後だ。今は目の前の敵てきを倒たおさないとどうにもならん」


「……分わかった」


　確たしかに問もん答どうをしているような場合ではない。


　このままではシャノン達も〈紅スカーレツト〉も全ぜん滅めつさせられてしまう。今、〈竜機神ドラグーン〉の力を使わなければ、勝ち目どころか生き残る可能性もなくなってしまうだろう。それはシャノンにしてもゼフィリスにしても望むところではない。


「行くぞ」


　もう一度宣せん言げんし、シャノンは波なみ打うち際ぎわに向かって駆かけ出した。


　ゼフィリスはその姿を揺ゆらめかせ──そして幻まぼろしのように消しよう滅めつする。


　シャノンの周しゆう囲いの空気が大きく揺らめいた。


　陽炎かげろうのように微び妙みような歪ゆがみがシャノンの姿を包つつみ込む。透とう明めいで巨きよ大だいな何かが彼を擁よう護ごしているかのように。


　同時に、朝日を受けて長々と地に刻きざまれる影かげは、人間のそれから大きく歪み──巨大な異い形ぎようのものへと変形し始めた。頭部に生じる角つの。巨大で鋭えい角かく的な翼つばさ。ごつごつとした輪りん郭かくは鎧よろいを着きた戦士とも獣けものともつかぬ奇き妙みような線を成なし、人型に準じゆんじながらもその手足の均衡バランスは明らかに人のそれとは異ことなる何かに変わってゆく。


　シャノンの爪つま先さきが水みず際ぎわに踏ふみ込んだ。


　──見よ。


　まるで水がその身体からだに触ふれるのを恐おそれるかの如ごとく、退ひいてゆく。彼が進むに従したがい、彼を中心として放ほう射しや状じように海水が後退し……あるいは消滅して行くのだ。


　海面の泡あわ立だちが瞬しゆん間かん的に激はげしさを増ました。


　不ふ意いに、無数の触しよく手しゆが海水の飛沫しぶきを撒まき散らしながら迸はしる。目もく標ひよう地ち域いきにおける完全な殲せん滅めつ行動を命じられた〈中ちゆう継けい点てん〉達は、近づいてくるシャノンに対し、半なかば反射的な攻こう撃げき行動をとったのだ。


　触れれば、ありとあらゆる生物を──必要とあれば石や水ですら取り込んで己おのが肉体へと融ゆう合ごうしてしまう触手の群むれ。その恐きよう怖ふはシャノンとて以前体験済ずみであった。


　だが。


　シャノンはまるで避よけようとしなかった。刀かたなに手をかけようともしない。


　触手はシャノンを捕ほ食しよくせんと四し方ほう八はつ方ぽうから押し寄せ……


「──雑ぞう兵ひように用はない」


　しかし──その先端はシャノンに触れる事もできずに虚むなしく空くうを搔かいた。


　今の彼はその身に〈終わりの魔ま獣じゆう〉の加か護ごを受ける〈竜騎士Ｄナイト〉である。


　物質の在あり様よう──形けい相そうを自由自在に操あやつれる彼とアーフィ・ゼフィリスの力は、同じ力を持った存在にしか破やぶれない。いかに〈秩序守護者〉の力を借かりる〈中継点〉といえど、下げ僕ぼくごときが千の爪つめと万の牙きばをもってしても、触れる事さえもかなわぬ超ちよう存在であった。


「どけい！」


　なおも未み練れんげに彼の周囲を搔く触手の群れを一いつ喝かつすると、シャノンは刀を抜ぬき、高々と跳ちよう躍やくした。








　ギアット帝国海軍第二艦かん隊たい旗き艦かん〈ボストーク号〉。


　そこにはもう尋じん常じような人間の姿すがたは一人として無なかった。動くものといえば……まるで神しん経けい繊せん維いのようにその触手を艦内に張り巡めぐらせた〈中継点〉のみである。その触手は見るもおぞましい動きでぞわぞわと艦内を這はい回りながらも、居いなくなってしまった乗組員達に代かわって操そう艦かんを行おこなっている。


　もっとも──融ゆう合ごう吸きゆう収しゆうよりもそうした操艦作さ業ぎようを優ゆう先せんさせているせいか、その触手のあちこちにはまだ完全に吸収同化されずにもがいている人間達の姿が見受けられた。


「助け……助けテ……」


　甲かん板ぱん中央にしつらえられた艦隊司し令れい官かん席せき。


　その前にクレイン皇おう子じの副ふく官かんを務つとめていた将しよう校こうがいた。


　いや──それはもう『いた』というより『在あった』と言い表あらわすべきかもしれない。縦じゆう横おう無む尽じんに甲板上を這う触手にその身体からだの半なかば以上を吸収され、彼はもう肩かたから上しか残ってはいなかった。


　本ほん来らいならばもう生きていられるような状態ではない。恐おそらく触手から分ぶん離りできたとしても、脚あしはおろか独自の心しん臓ぞうさえ残っていない彼には即そく座ざに死が訪おとずれるだろう。だが将校はそんな自分の姿にも気付いていないのか、蜘く蛛もの巣すにかかった虫の様に触手から逃のがれようと弱々しい動きを繰くり返していた。


「助ケ……テ……」


　その手が必ひつ死しに救すくいを求める先には、艦隊司令席がある。


　今そこに腰こしを下おろしているのは一人の女であった。


　彼女は恐らくこの艦内では唯ゆい一いつ、人間としての形けい態たいを残した存在であろう。だが無論この女は人間ではない。仮かり初そめの形として人間の姿をとってはいるが──その内側は全まつたく異い質しつな何かであった。


「──あら」


　副官の嘆たん願がんなどまるで気づかない様よう子すで──いや、肉の紐ひもが網あみの様に張り巡めぐらされた異様な周しゆう囲いの状じよう況きようをもまるで気に掛かける様子もなく、女──第二の〈秩序守護者ピースメイカー〉ステア・シビリアンは眉まゆをひそめた。


　不ふ機き嫌げんそうな表情の筈はずなのだが、この女の場合はどうにも恍こう惚こつと喘あえいでいるような印いん象しようである。なにをしていてもとにかく扇せん情じよう的てきな女であった。


　彼女の眼めは遥はるか彼方かなたの〈スキッド〉を眺ながめている。


　ここからではその巨大な要よう塞さい島とうも、小指の先ほどの大きさにしか見えない。いくら眼を凝こらしても人間ではそこで起こっている出で来き事ごとなど、視し認にんする事は出来ない筈だが──


「これは──予想外。既すでに〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉の一いつ行こうが接せつ触しよくしていたのねえ。あらあら。真まっ直すぐ〈竜機神ドラグーン〉がこっちに来る」


　ステアは立ち上がり、首と肩の凝こりをほぐすように首を左右に動かすと……微び笑しようした。


「第二級神しん罰ばつ執しつ行こう形けい態たい──顕けん現げん」


　彼女の言葉が潮しお風かぜに散ると同時に──変化が始まった。


　紅あかい雪が降ふるかのように、ステアの周囲に虚きよ無むから滲にじみ出した光こう芒ぼうが降ふり注そそぎ、そして彼女の姿すがたを変えて行く。彼女の身体からだ自体も、まるで糸が解ほどけるかの様に末まつ端たん部分から細こまかくバラバラに分ぶん解かいされてゆくのだが、同時に分解されきった部分から再さい構こう成せいが始まる。


　形けい相そう変へん換かん。質量補ほ塡てん。


　異い相そう空間に保ほ持じされていた彼女の本体が、強制的に開かれた空間回路を伝つたって転送され、物質化しているのだ。


　顔さえもが無数の細片ピースに分解され、別のものへと組み替かえられてゆく過か程ていで、何な故ぜかその声だけは歌うように滑なめらかに、朗ろう々ろうと響ひびいた。


「人たる者よ我わが前に膝ひざまずけ。我われを恐おそれよ。我を崇あがめよ。我を称たたえよ。我は超ちよう越えつ者しや。定さだめとして汝なんじらを統すべる権けん勢せいを持つ存そん在ざい故ゆえに──」


　其そは虹にじをまといて現あらわれる使し者しや。


　翼つばさ持ちて人たるものの上に立つ存在。


　一人の女の姿を借かりてこの世界に存在していた超存在が、偽ぎ装そうを脱ぬぎ捨すて、本ほん来らいの形を成なして顕現する。人間に数倍する巨体──しかしなおも流りゆう麗れいでどこか女性の輪りん郭かくを残したその巨体が〈ボストーク号〉の甲かん板ぱん上に立ち上がった。




[image: ]


「我が名はステア・シビリアン。第二の秩序守護者ピースメイカー──」


　涼すずやかに──しかし轟ごう音おんにも等ひとしい声が夜明けの海に響ひびき渡る。


　今此こ処こに神の使いは降こう臨りんした。








　続々と異い形ぎようの群むれは上じよう陸りくを始めていた。


〈深淵の杖デイープワンズ〉は善ぜん戦せんしたが、元々彼等らの戦せん闘とう力でどうにかできる存在ではなかったのだ。


　二つに引き裂さいても平然と自みずからを再生して攻こう撃げきを仕し掛かけてくる敵てきを倒たおそうと思えば、『殺害』するのではなく完かん膚ぷ無なきまでに『滅めつ却きやく』するだけの破は壊かい力が必要だ。〈深淵の杖デイープワンズ〉のイルカやシャチ達にはそこまで徹てつ底ていして目もく標ひようを破壊するだけの手しゆ段だんが無かった。


　その結果──怪かい物ぶつ達は易やす々やすと〈深淵の杖デイープワンズ〉の防ぼう衛えい戦せんを突とつ破ぱし、〈深淵の杖デイープワンズ〉はその戦力の四割を失うしなった。


　そして、怪物達はその戦場を今や地上にまで広げようとしているのだ。


　怪物達の姿形を既き存ぞんの生物に喩たとえるのは無む理りがあろうが──それを覚かく悟ごで強しいて言うならば、触しよく手しゆを伸のばして蠢うごめくそれは、蛸たこに似にていた。


　もっとも、その本体は蛸よりも遥はるかに不定形で大きく、触手は長く、そして数多い。


　何よりも大きな違ちがいは……陸に打ち上げられれば、のろのろと這はいずるしか動く術すべを持たない蛸に対し、それらは触手をあちこちに巻き付け、あるいは本体の下部を蠕ぜん動どうさせて、陸上動物と同等の速はやさで動き回れるという事だ。


　大きさは様さま々ざまで、小は人間でも抱かかえられそうな大きさから、大は人間を易々と丸まる呑のみにできそうな巨大なものまで──一定していない。その姿形と同じく。


　如い何かなる状じよう況きようであろうと無限に形を変えながら与あたえられた目もく的てきを遂すい行こうする。その為ために怪物達には形が与えられていない。自じ存そんして蠢うごめく殺さつ戮りくの肉にく塊かい。彼等に与えられているのはただ一つ──この島に存在する全すべての生命体を抹まつ殺さつせよとの命令のみ。


　散さん発ぱつ的に撃うち込まれる火ひ矢やや攻こう性せい魔法を浴あび、体液と肉にく片へんを飛び散らせながらも、怪物達は怯ひるむ事無く……獲え物ものを求めて〈スキッド〉の上を徘はい徊かいし始めた。








「──全員、中央区く画かくに退たい避ひ！」


　通つう信しん設せつ備びを介かいしてセーネスの声が〈スキッド〉中に響き渡った。


　既すでに怪物の上陸が始まった時点で退避命めい令れいは出している。だが、予想以上に怪物の陸上での移動能力や索さく敵てき能力が高く、既に数人の犠ぎ牲せい者しやが出たという報ほう告こくが司し令れい室しつに届とどいていた。恐おそらくこれからも増ふえるだろう。


〈秩序守護者ピースメイカー〉の影えい響きよう力を仮か託たくされた〈中ちゆう継けい点てん〉相手では、直ちよく視ししてしまった時点で人間は敵てき対たい行動が取れなくなってしまう。ひたすら背を向けて施設内に逃にげ込んだ兵士達はともかく──逃げる時間を稼かせぐために攻こう撃げきを仕し掛かけた者達は、即そく座ざに自由意い志しを奪うばわれて立ち尽つくしたところを同どう化か吸きゆう収しゆうされてしまったらしい。


　今、〈紅スカーレツト〉の兵士達にできるのは、怪物達の影響力の範はん囲い圏けん外がいに逃げる事だけであった。


「通路の隔かく壁へきは順じゆん次じ閉へい鎖さ！　間まに合わなかった者を待つ必要はない！」


　そう命じ──唇くちびるを嚙かむセーネス。


「ちょっと……!?」


　パシフィカが悲ひ鳴めいじみた声で抗こう議ぎする。


　だが、他の司し令れい室しつに詰つめている兵士達は──エイローテでさえも──セーネスの非ひ情じような命令に異いを唱となえない。


　悲ひ壮そうで重い空気が横たわる。司令室の隅すみでなおも小さく痙けい攣れんを続ける魔ま導どう士し達や、彼等に何とか鎮ちん静せい処しよ置ちを施ほどこそうと動き回る衛えい生せい兵へい達の姿が、その重苦しさに拍はく車しやをかける。


「隔壁を閉じるのが遅おくれれば、退避の間に合った連中まで奴やつ等らに食われる。正しよう直じき、影響力とやらがここまでのものだとは思ってなかった。相手を見る事ができないって事は、まともに攻撃ができないって事だ。奴等の力を甘あまく見てたのは私の失敗だ。責せき任にんは私にある」


　そう言ってセーネスはパシフィカを睨にらみ据すえた。


「だがな。他に打つ手はないんだよ──我われ々われは、普ふ通つうの人間だ。貴き様さまと違ちがって〈律りつ法ぽう〉の影響力を行こう使ししている奴等の前に出ると、自由意い志しを奪うばわれてしまう！　我々にできるのは眼めをつぶり、耳を塞ふさいで奴等から逃げる事だけなんだよ！」


「そ……そんな事いったって！」


　負けずに──パシフィカは怒ど鳴なる。


「自分がどうすればいいのかも分からないのよ！　耳を切り落としたければ切り落とせばいいでしょう！　それでどうにかなるなら、腕うででも脚あしでも切り落とせばいいわよ、でも」


　パシフィカは真ま正しよう面めんから〈獣けもの姫ひめ〉と呼ばれた隣りん国ごくの皇おう女じよを睨み返した。


「絶対に救すくいなさいよ！　あんたの部下でしょ！　あんたの仲間でしょう！　一人でも多く、確実に！」


「貴様に言われるまでもない！」


　そう言ってセーネスは刀かたなに手をかける。


〈廃はい棄き王女〉と〈獣姫〉。


　二人の娘むすめがにらみ合う様さまを、周しゆう囲いの兵士達は固かた唾ずを呑のんで見守っていた。


　やると言えばセーネスは本当にやる。また彼女が粗そ野やな仮か面めんの下でどれだけ部下を大事に想おもっているかを彼等らは知っていた。部下を救うためなら彼女は本当にパシフィカの耳でも鼻はなでも指でも、躊躇ためらいなく切り落とすだろう。


　仲間に対しては情と義に厚あつく、反面、敵に対しては一いつ切さいの容よう赦しやを忘れる。それが敵だらけの中で育ってきた彼女の基ス本タ姿ン勢スであり、〈獣姫〉というあだ名を冠かんされる理由の一つでもあった。


　その時……


「セーネス様！」


　エイローテの声に、にらみ合っていたセーネスとパシフィカが振り返る。


　彼女が指さし示しめす先には──床ゆかに弛し緩かんして横たわる魔導士達の姿があった。


　苦く悶もんが収おさまっているのだ。


　衛生兵達が驚おどろきの様よう子すを隠かくす事もなく、早口で各魔導士の状じよう態たいを確かく認にんし合っている。どうやらどうしても収まらなかった魔導士達の痙けい攣れんが、急に収まったらしいのだ。脈みやく拍はくも既に正せい常じよう値ちに戻もどっているらしく、呼こ吸きゆうも安あん眠みんしているかのように浅く緩ゆるい。


　何が起こったのか──


「……なるほどな」


　セーネスは薄うすく苦笑を浮うかべた。


「『その特性は、暫ざん定てい的ながら現時点でも発はつ動どうする事が確認されており、生命の危き機きなどに際し、激はげしい感情変化を契けい機きとして、発動する可能性が高い』……全まつたくナタリイの予よ測そく通りかい」


「え？　あの……」


　パシフィカ本人は、今一つ状じよう況きようが理り解かいできずに戸と惑まどいの表情を浮うかべている。


「もっとこう、ぴかーっと光ったりするもんかと思ってたけど。ま、現実はこんなもんか」


　セーネスは刀かたなを鞘さやに戻すと、困こん惑わくするパシフィカに背を向け、エイローテの方を振り向いた。


「エイローテ、お前はここに残って総合的な指し揮きを。私は現場を回って直接指揮をとる」


「セーネス様──」


　エイローテは喉のどまででかかった否ひ定ていの言葉を……飲み込んだ。


　こういう局面で、セーネスの考えを変えさせる事が、どれだけ不可能に近いか、という事を彼女はよく知っている。


　セーネスはその外がい見けんや物もの腰ごしに反して優やさしい娘むすめだ。それは時に愚おろかなほどに。そしてそれ以上に彼女は──皇おう女じよとしての、〈紅スカーレツト〉局長としての責せき任にん感かんが強い。


　彼女は人の上に立つという事の重さを知っている。他人から無条件の信しん頼らいを寄せられるという事が……他人の生死さえ時に預あずからねばならない立場というものが、どれだけ重いかを知っている。


　だから彼女は可能な限り陣じん頭とう指揮をとる。


　部下だけを危き険けんな場所に放ほう置ちして、自分は安全な場所で指揮をとる事ができない。


　無論、そんな彼女を感かん傷しよう的に過ぎると評する軍人もいるだろう。本当に他人の運うん命めいを左右するべき立場の者であるならば、目先の感情に囚とらわれてはならない。時には冷れい酷こく非ひ情じような判断も平然と下くだせるだけの非人間性をも備そなえるべきなのだ。


　だが。そういう青あお臭くさい人間性を棄すてずにいるからこそ、〈紅〉の兵士達はセーネスを慕したっている。エイローテは自分の持てる力の全すべてを以もって、彼女を支ささえている。


　どちらをとるかと問われれば、彼等は国よりもセーネス個人を選んで恥はじない。省かえりみない。彼女のために戦たたかい、彼女のために裏うら切ぎり、彼女のために騙だまし、彼女のために殺す。


　殺さつ伐ばつとした世界で生き、苦しみ、悩なやみ、その度たびに躓つまずいて……しかしそれでも最後の一線では人間性を捨すて切っていない彼女だからこそ──


「わかりました。お気を付けて」


　エイローテは一いち礼れいした。


「どの程度、このお嬢じようちゃんの〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉の特性が私等に『感かん染せん』してるのか、どの程度の時間そいつが持じ続ぞくするのか……そいつがまだ分からねーのが不安だけどな」


　苦笑を浮うかべながらもそう言うと、セーネスは身を翻ひるがえして戦せん闘とう司し令れい室しつから出ていった。


　特に誰だれに命めい令れいした訳わけでもないのだが──二名の武ぶ装そうした兵士が、その後に従したがう。


「……ごめんなさいね」


　エイローテは苦笑混まじりの表情をパシフィカに向けて言った。


「ああいう──色々な意味で不ぶ器き用ような人なの」








　その姿すがたは──臣しん下かを従える女王の風ふう格かくを備そなえていた。


〈秩序守護者ピースメイカー〉ステア・シビリアン。


　その姿は、かつて観みたガリル・シビリアンのものと似にてはいるが、その色は無論、形も微び妙みように違う。異い形ぎようである事は間ま違ちがいないのだが、その姿はより巨きよ大だいで、しかも鎧よろいに覆おおわれている部分が多いせいか、より非生物的な印いん象しようがあった。


　紅あかい巨人は傲ごう然ぜんと空中に立っている。


　怪かい物ぶつ達は十と重え二は十た重えと、まるである種の結けつ界かいのように、その触しよく手しゆを伸のばし、あるいは掲かかげ、絡からませ、女主人の周しゆう囲いを固めていた。


「くそ……」


　そんな様よう子すを見ながらシャノンは唇くちびるを嚙かんだ。


　彼は──海の上に立っていた。


　まるでそこが固い陸地であるかの様に、彼は平然と水面に立っているのだ。まるで彼の触ふれた水は流体である事を忘れてしまうかの様であった。『水の上に立つ』──そんな常じよう識しきを真まっ向こうから否ひ定ていするような真ま似ねも、〈竜機神ドラグーン〉の形けい相そう干かん渉しよう能力の前では些さ末まつな芸げい当とうに過ぎない。


　だが──


「埒らちがあかない──」


　忌いま々いましげにシャノンは呟つぶやく。


　次々と休み無なく襲おそい来る無数の触手。だが怪物達の放はなつそれらはシャノンに触れる寸すん前ぜんで弾はじかれてしまう。強大な防ぼう御ぎよ力りき場ばが攻こう撃げきの侵しん入にゆうを阻はばむのだ。触れさえすればありとあらゆる生物の在あり方を瞬しゆん時じに侵おかし、自みずからの中に融ゆう合ごう同どう化かして取り込んでしまう触手も、触れる事が出で来きなければその能力を発はつ揮きする事は出来ない。


〈竜機神〉と同調したシャノンに対し、怪物達は何ら有ゆう効こうな攻撃力を持っていない。


　だが。


　反対にシャノンも本ほん来らいの目もく標ひようである敵てき──ステア・シビリアンに近付く事が出来ない。


　アーフィ・シリーズ──〈竜機神〉の力は人間に対しては使えないのだ。


　あくまでそれは『人間以外のもの』と戦たたかい、人間を守しゆ護ごするための力だからである。そのようにアーフィ達は厳げん重じゆうに『設せつ定てい』されている。〈竜機神ドラグーン〉の力は恐おそろしい程ほどに強大だ。その気になれば一瞬で何万、いや何億もの人間を消し飛ばす事さえ出来る。だからこそそれが暴ぼう走そうし、本来〈竜機神〉が護まもるべき人間達を傷きずつけてしまわないようにという意い図との元に設もうけられた、それは制約であり掟おきてであった。


　しかし──


　この制限のため、素そ体たいとして人間を使っている怪物達──〈中ちゆう継けい点てん〉に対して、シャノンは攻撃を仕し掛かける事ができない。仕掛けようとしても力が出ないのだ。


　それこそ網あみのように張り巡めぐらされた触手と、〈中継点〉の本体、そして第二艦かん隊たいの艦かん艇ていが、シャノン達の行く手を阻はばんでいる。これを一気に吹ふき飛ばせれば話は早いのだが、それが可能な破は壊かい力を持っていながら、〈竜機神〉は〈中継点〉を相手にその力を発揮できないのである。


　回り込み、あるいは跳ちよう躍やくして怪物達の防ぼう衛えい圏けんを突とつ破ぱしようと先さき程ほどからシャノン達は悪あく戦せん苦く闘とうしているのだが──怪物達はステアの意い志しの元に隙すきなく制せい御ぎよされ、流りゆう動どう的に動いてシャノンの前に立ち塞ふさがる。


　しかも……


「──くっ！」


　触手の結けつ界かいの向こうでステアの姿すがたが光る。


　次の瞬間、シャノンを包つつみ込む〈竜機神〉の防ぼう御ぎよ力りき場ばは、激しく震しん動どうした。


　強大な熱ねつ衝しよう撃げき波は。シャノンはこれを形けい相そう干かん渉しよう能力でやり過ごし、あるいは弾はじき飛ばすが、さばききれなかった部分が周囲の海面に炸さく裂れつし、無数の小さな衝撃波と爆ばく煙えんの様な水すい蒸じよう気きの山を発生させる。


　シャノンは水面を、そして更さらには虚こ空くうをも蹴けって二転三転し、場所を変える。


「ちくちくちくちくと、細こまかい攻撃を──」


　吐はき棄すてるようにシャノンは呟つぶやいた。


　ステアは己おのれの操あやつる中継点に守られながら……その防御の隙間から、シャノン達に攻撃を仕掛けているのだ。


（第二級神しん罰ばつ執しつ行こう形けい態たい──）


　シャノンの脳のう裏りでゼフィリスが囁ささやく。


　いや、実際には音や文も字じとしての言葉を交かわしているのではない。


　融ゆう合ごう状じよう態たいのシャノンとゼフィリスは、特とく殊しゆな関係にある。双そう方ほうの人じん格かくが交じり合った意い識しきが表ひよう層そうにあり、その裏側に、個々の人格的独立を保たもった二人の意識が、触ふれ合っている……そんな奇き妙みような状態だ。その中で交わされるのは、純じゆん粋すいな意味の交こう換かんであり、本ほん来らいであれば言葉という『枠わく』さえも必要ない。


　ただ……そういった意い思し疎そ通つうの概がい念ねんに慣なれていないシャノンに合わせてアーフィが言葉を使っているのである。


（前のガリルとは違う。我われがガリルを倒たおした事で、封ふう印いん解かい除じよの許きよ可かが出たのだろう……より形相干渉力の容量は増ふえているぞ）


　無論、それでも〈竜機神ドラグーン〉が本来の力を発はつ揮きすれば、シビリアン・タイプの秩序守護者ピースメイカーなど敵てきではない。


（だが──我はまだその能力を存ぞん分ぶんに発揮しきれず、また我が主あるじよ、汝なんじは我に対する不ふ信しんと拒きよ絶ぜつの感情を捨すて切れていない……）


　今の〈竜機神〉はシャノン・カスールという存在を窓まど口ぐちとして、この世界に力を流し込んでいるだけの状態だ。本体は異い相そう空間の中に在あり、完全にこちら側に出てきている訳わけではないのである。


　その力の最さい大だい値ちは窓口──つまりはシャノンに依い存ぞんする。そしてその窓口の大きさはシャノンと〈竜機神〉アーフィ・ゼフィリスの同調した割合によって大きく左右される。


（汝が我を疑うたがう限かぎり、我はその力を十じゆう分ぶんに──）


（うるせえな）


　シャノンが滑すべるように海面の上を移動。


　触しよく手しゆが彼を捉とらえようと追うのだが、しかし彼の影かげ──正確には光さえもを歪ゆがめ、影を刻きざんでいる強大な力の場に弾はじき飛ばされ、触れる事ができない。


　そこへ──ステアの攻こう撃げきが割わり込む。


　轟ごう音おんと閃せん光こうに弾き飛ばされて大きく後退し、そして辛からくも体勢を立て直すシャノン。そこに再ふたたび触手が襲おそい掛かかり、シャノンは前進を阻はばまれ、回り込み……


　このような状態が先さき程ほどから続いている。


　シャノンと、〈中継点〉及およびステアと──両勢の位置はめまぐるしく変わっているのだが、しかしシャノンは、格かく闘とう戦せんによる決定的な攻撃を仕掛けられる距きよ離りにまで接近できない。また、大おお掛がかりな攻撃は、周しゆう囲いにいる〈中継点〉を巻き込んでしまうので、自動的に制止がかかるのだ。


　一種の膠こう着ちやく状態である。


（私を信じてくれ──）


　そう伝つたえてくるゼフィリスの様よう子すはいつもの通りだ。


　だが自分自身の苛いら立だちがそこに映うつっているのか──シャノンには彼女の態たい度どに、若じやつ干かんの焦あせりが含ふくまれている様ように感じた。


（『やれ』といわれて『はいそーですか』とやれるようなもんじゃないだろうが。『信じる』ってのは──）


（……意外ねえ。内うち輪わもめ？）


　不ふ意いに割り込んでくる異質な思し考こう。


（同調がうまくいっていないのね。ほら、私でも割り込めるわよ？）


　草原のような触手群ぐんの彼方かなたに立つ紅あかい巨人を、シャノンは愕がく然ぜんと振り返った。


　声ではない。あくまで思考そのものだ。だがシャノンはそこにある種の癖くせを感じ取っていた。かつて──一度相あい対たいした事のある女。辺へん境きようのうち捨すてられた館やかたの側そばで出会った、第二の〈秩序守護者ピースメイカー〉。


　ステア・シビリアン……！


（ちょっと心配したけど。これなら私でも、倒たおせるかもしれないわね？）


（無む駄だだ）


　ちょっとした料理に挑いどむかのような、気軽な口く調ちようで言ってくるステアであったが──ゼフィリスは即そく座ざにその台詞せりふを否ひ定ていした。


（いくらこちらが全力を出しきれていなくとも……そもそもの形けい相そう干かん渉しよう能のう力りよくの処しよ理り容よう量りようが違う。確たしかに今の我われ等らでは、処理限界を上うわ回まわる圧あつ倒とう的な物ぶつ理り攻撃を仕掛けられれば、処理しきれずに損そん害がいを被こうむるだろう。


　だが、貴き様さまの持つ形相干渉能力を全力解放したところで、こちらの処理限界を凌りよう駕がするだけの攻撃を仕掛ける事はできまい。接近戦で直接に形相干渉力を流し込めば別だが）


　無論、接近戦に持ち込めれば、シャノン達にもステアを倒せる可能性が出てくる。


（そうねえ。そうかもしれないわねえ）


　余よ裕ゆうを見せながら、ステアは次々と熱ねつ線せんや衝しよう撃げき波はを撃うち込んでくる。


　海面が泡あわ立だち、空気が吠ほえる。余よ波はで中継点の数体がその身体からだを大きく抉えぐられたりもするが、ステアはお構かまいなしだ。臣しん下かどころか家か畜ちくに対するほどの気持ちさえ彼女は〈中継点〉には持っていないのだろう。


　それに中継点は多少その身体を抉り取られたところで、すぐ様さま回復し、再ふたたびシャノン達の前に立ち塞ふさがる。


　状じよう況きようは変わらない。しかし──


（私一人の攻撃力では、確かに無む理りね……）


　ステアの思し考こうは嘲ちよう笑しようを含ふくんでいた。








　作戦は比ひ較かく的順調に進んでいた。


　指し揮き官かんである〈秩序守護者〉をシャノン達が引きつけてくれている為ためか、怪物達に組そ織しきだった行動や、知性を感じさせるような行動は見受けられない。セーネスは魔ま法ほう戦せん技ぎ能のう者しや達──専門の魔ま導どう士し以外にもセーネスやシャノンの様に魔法を使える者達は居いる──を集めて通信系魔法で直接指揮を執とり、同時にパシフィカの特性に『感かん染せん』した自分や部下の二人が前線に出て彼等らの眼めとなる事で、影えい響きよう力を排はい除じよして攻撃を続けていた。


　無論──通常の火か炎えんや電でん撃げきによって怪物達を殺しきる事は出で来きない。


　あくまで今現在行おこなっている攻撃は怪物達をおびき寄せ、一つのところに集めるためのものだ。攻撃に対して半なかば自動的に──光に群むれる昆こん虫ちゆうの様に反はん応のうする怪物達を誘ゆう導どうするのは、そう難むずかしい事ではなかった。


〈スキッド〉東第七区画ブロツクにある対たい爆ばく訓くん練れん場じよう。


　比ひ較かく的大だい規き模ぼな攻こう性せい魔法の実じつ地ち訓練を行うために、新たに設もうけられた場所で、〈スキッド〉に本ほん来らい備そなわっていた施し設せつではない。逆に言えばそこを破は壊かいしても〈スキッド〉そのものの機能に影えい響きようが出る事はまずない。


　セーネスは怪物達をそこに誘さそい込み、一気に殲せん滅めつ級の魔法でそれらを塵ちりに返す積つもりであった。


「レイノフ、右側の攻撃が薄うすい！　ガンドル、引け、そこはもう維い持じする必要はないから第二区画ブロツクを迂う回かいしてバークスの援えん護ごに回れ！　エイローテ、七区画ブロツクの十五番から二十番の隔かく壁へきを開放、三分後に順じゆん次じ閉へい鎖さ！」


　対爆訓練場の近く──外部と〈スキッド〉内部を結むすぶ坑こう道どうを歩きながら、セーネスは部下達を指揮していた。


　部下達はよく動いている。直接視し認にんではなくセーネスや側近二人の眼や、彼等の起き動どうする探たん査さ系魔法から送られてくる情じよう報ほうを基もとに、部下達は直接視認せず遮しや蔽へい物ぶつなどを介かいして曲きよく折せつ攻撃を仕掛けている。この方法なら、精せい度どは落ちるものの、怪物達を誘導する程度の攻撃を仕掛ける事は出来る。


　だが──


「──貴き様さま、何をしている？」


　部下の一人が叫さけぶ。


　我われに返ったセーネスは、目の前で開いてゆく鋼こう鉄てつの隔かく壁へきを──エイローテに指し示じして、セーネス達の移動に合わせ順次開かい閉へいさせているのである──その向こうに立つ人ひと影かげを見た。


　薄うす暗ぐらい通路。


　遮断されていた狭きよう隘あいな空間から、淀よどんだ空気が流れ出てくる。


　何ど処こか潮しおの香かおりを含ふくんだその空気の匂においを嗅かぎながら、セーネスは眉まゆをひそめてその人影を眺ながめた。


　何をするでもなく、その人影はやや俯うつむき気ぎ味みの姿し勢せいで通路の真ん中に立っている。よく見ればその衣い装しようは濡ぬれており、髪かみの毛からも雫しずくが垂たれ続けていた。まるで今さっき海から上がってきたばかりだと言わんばかりに。


　人影はゆっくりと──殊こと更さらにのろのろとした鈍にぶい動きで振り返る。


　その瞬しゆん間かん、セーネスの表情が凍こおり付いた。


「き──」


　セーネスは喘あえぐように言う。


「貴様が何な故ぜこんなところに居いるっ!?」


　彼女の言葉でようやく部下達もその通路に立っているのが誰だれなのか理り解かいしたらしい。愕がく然ぜんとした表情で彼等はその人影の顔に視し線せんを注そそいでいた。


「言葉づかいに気を付けろ、セーネス」


　人影は閉しまりつつある隔壁に向かって悠ゆう然ぜんと歩いてくる。


「エイローテ様！」


　部下の一人が反射的に叫んだ。


「隔壁の閉へい鎖さを！　十五番です、早く！」


　まるで彼のその言葉が開閉の合あい図ずであったかの様に──即そく座ざに隔壁が閉じ始める。耳みみ障ざわりな警けい告こく音おんと共ともに隔壁の側そばの天てん井じようと壁かべが赤色に染そまる。一気に閉まって逃にげ遅おくれた者を挟はさみ潰つぶしてしまわぬ様にとの配はい慮りよであるが──今はその動きの緩ゆるやかさが恨うらめしい。部下達はセーネスを護まもるように一歩前に出て剣けんを抜ぬいた。


　だが、対する人影は特に身み構がまえる様よう子すもない。


「兄を貴様呼ばわりか？　やはり蛮ばん族ぞくの血は品ひん性せいに出るな」


　そう言いながら平然と近付いてくる。


「答えろ！　どうやって入ってきた!?」


　セーネスはその人影に向かって──ギアット帝国皇おう子じクレインに向かって、語ご気き荒く叫ぶ。だが──セーネスは半なかば本能的に確信していた。旗き艦かんの指し揮き官かん席せきでふんぞり返っている筈はずのクレインがここにいる事の理由を。ここまで来れた訳わけを。


「どうやって？」


　ゆっくりと降おりて行く隔壁の向こうでクレインが──隔壁に遮さえぎられ、見えているのは最も早はや、その口元だけであったが──笑った。唇くちびるの両端が、きゅっ、と音が聞こえてくるかのような生なま々なましい動きで吊つり上がる。


「無論──こうやってだとも」


　ぐにゃり──とクレインの姿すがたが崩くずれた。


　着きていた服は増ぞう殖しよくする肉に巻き込まれ、代かわりに膨ふくれ上がった表ひよう皮ひが、複ふく雑ざつに蠢うごめいてクレインの姿を別の生物に変化させていく。


　そう。表おもてで戦たたかっている〈中ちゆう継けい点てん〉のような。


「……してやられた……！」


　セーネスは部下に後退を指し示じしながら、うめくように言った。


　表の〈中継点〉の群むれは陽よう動どうだったのだ。異い形ぎようの軍団で派は手でにセーネス達の眼めを引いておいて、人型を残したままのクレインを、退たい避ひする〈紅スカーレツト〉の兵士に紛まぎれ込ませる──セーネス達が律りつ法ぽうの影えい響きよう力を恐おそれて魔法探たん査さを中断する事も予想した上での事だったのだ。


　まさかあれだけ圧あつ倒とう的な戦力を陽動に使ってくるとは思ってもみなかった。実際、このまま攻せめられれば、その陽動だけでも十じゆう分ぶんに〈紅〉を滅ほろぼせるだろう。陽動というよりは二段構がまえの作戦だったのかもしれないが──


「セーネス……」


　ぐにゃりと歪ゆがんだ唇が言葉を紡つむぐ。


「き──気安く呼よび捨すてにするな、化ばけ物ッ！」


　叫さけびながらセーネスは魔法を起き動どうさせる。


「顕あらわれよ・盾たて！」


　連動式起動呪文バツチスペル。


　その詠えい唱しようが終わると同時に十二本の輝かがやく線が発生して立りつ方ぽう体たいを形成する。更さらにその十二本の光線から枝えだのように伸のびた縦じゆう横おうの線が互たがいに結むすびつき、セーネス達を囲かこみ込こむ格こう子し模も様ようを形成した。


　防ぼう性せい魔法〈自在盾ヴオルヴアドス〉──ラクウェルなどが使うラインヴァン軍系の防性魔法〈塞壁ミズガルズ〉に比くらべると、微び妙みようにその現あらわれ方や形は違うが、基本的には同じものだ。この防ぼう壁へきも絶対ではないが、とりあえず〈中継点〉の融ゆう合ごう同どう化かを防ふせぐ盾となり得うる。


　戦せん慄りつの表情で見守るセーネスとその部下二人の目の前で、ギアット帝国第三皇子はその輪りん郭かくを溶よう解かいさせ、ぐにゃぐにゃと蠢うごめく軟なん体たい動物──いや、肉にく塊かいそのものへと変化していった。着ていた服はあちこちから裂さけてボロ布同然となり、それさえもが蠢しゆん動どうする肉と肉の間に巻き込まれて消える。


「クレイン……貴様、私の部下を──」


　セーネスは気付いていた。


　クレイン皇子が着ていたのは〈紅スカーレツト〉の〈スキッド〉駐ちゆう在ざい要よう員いんが着ている制服である事に。まさかわざわざ潜せん入にゆう用に同じものを仕し立たてさせたわけでもあるまい。


　クレインだった肉塊の表面に、つ──と裂け目が生じる。


　それは左右にきゅっとつり上がって笑えみの形を作った。


「……侵おかした」


　その『口』はそう言った。


　裂け目の周しゆう囲いに二つ、でたらめな位置に二つの小さな裂け目が生じる。その奥から眼がん球きゆうがせり上がってきた。他の部分では突とつ起きが生じて鼻はなや耳じ朶だとなってゆく。クレイン皇子の顔を一度部分毎ごとに分ぶん解かいし、無む作さく為いに肉塊へと貼はり付けたかの様な──それは滑こつ稽けいにして異い様ような『笑顔』であった。


「侵した──犯おかしたとも。おお。素す晴ばらしいぞ。これほどの満まん足ぞく感かんを私は感じた事がない……これに比べれば今までの行こう為いは快かい楽らくと呼ぶに値あたいしない……」


　クレイン皇子にはある種の加か虐ぎやく趣しゆ味みがあるのは公然の秘ひ密みつであった。


　城しろ勤づとめの女によ官かんで彼に暴ぼう行こうされた者は一人や二人ではない。泣き叫さけぶ女を無む理り矢や理り征せい服ふくする事にこの皇子は充じゆう実じつ感かんを感じるのだ。そうでなければ男として役に立たないとまで噂うわさされていた。


「全すべては我わが血ち肉にくとなった──偉い大だいなる帝てい族ぞくの一部となった者よ、その心と身体と人生を全て我われに捧ささげた者よ、歓かん喜きするが良い……おお。おおおお。我は高こう貴きにして強大な真の帝族として生まれ変わったのだ……」


　クレインの眼が、耳が、鼻が、そして口がぞわりと動く。それは笑みを深めたのかもしれないが──最も早はやセーネス達に判はん別べつの付くような状態ではなかった。


「き、さ、ま……」


　食いしばった歯の間から押し出すように、セーネスが言う。


　だが彼女の怒いかりなどまるで知らぬげに、伸のびた触しよく手しゆがセーネス達を囲かこむ光の格こう子しを撫なでる。その動きは愛いとおしげですらあった。


「……怒おこっているのか？　それは見けん当とう違ちがいも甚はなはだしいぞ。彼等は喜よろこんでいるのだ。我が血肉になれたことを神に感かん謝しやしているのだ……」


　そう言うクレインの口のすぐ横に──こちらはきちんと配はい置ちの整ととのった人の顔が浮うかび上がる。中年の男の顔だ。その顔は喘あえいでいるかの様に、口を大きく開かい閉へいさせているが、そこから出てくる声はない。既すでに喉のども肺はいも、そして舌したさえもがない状態では、声を出したくても出せないのだろう。


　だがもし声が出せるとしたらその者は何と言ったろうか。


『助けてくれ』か。それとも──『殺してくれ』か。少なくともセーネス達には到とう底てい、その顔が喜んでいる様には見えなかった。


「セーネス……下げ賤せんな妹いもうとよ。おまえはそこで自分の無力を嚙かみ締しめておれ……」


「……!?」


　セーネスが悲ひ鳴めいのような声を上げる。


　彼女はクレインの思おも惑わくを瞬しゆん時じに悟さとっていた。嫌けん悪お感を抱いだき合っていたとはいえ、半分は血のつながった兄と妹だ。単純なクレインの考えなどすぐに読める。


　しかし……


「まて、クレイン──」


「はははははははは！」


　裂さけ目の口で高らかに笑うと、クレインは不ふ意いに動き出した。


　その形の定さだまらぬ身体からだからは想像もつかない程ほどの素す早ばやさで、彼は──それは〈自在盾ヴオルヴアドス〉に護まもられたセーネスの側そばをすり抜け、通路の奥へと移動していった。


　しかも──


「お、おのれ！」


〈自在盾ヴオルヴアドス〉を解かい除じよ、即そく座ざに追おうとしたセーネス。


　だが──


「セーネス様！」


　部下の一人が叫んで閉じきった隔かく壁へきを指差す。


　分ぶ厚あつい鋼はがねの隔壁は最も早はや完全に閉まっている。ちょっとやそっとの力では開くことなど出で来きない。隔壁自体が異い常じように頑がん丈じようで重い上に、閉へい鎖さ時にはこじ開けられぬよう、圧あつ力りよくがかかるようになっているのだ。


　しかし。


「──!?」


　床ゆかと隔壁の境さかい目め。


　そこからじわじわと何かが漏もれ出している。


　紙も通らない程のわずかな隙すき間まから、水が染しみ出てくるように、広がって行く肉の色。


　陽よう動どう側の〈中ちゆう継けい点てん〉もすぐ側まで侵しん入にゆうしてきているのだ──隔壁さえも突とつ破ぱして。恐おそらく同じ事はクレインにも可能だろう。時間稼かせぎにはなるかもしれないが──この隔壁は〈中継点〉の侵入を阻はばみきる事は出来ないのだ。


「く……」


　即そく座ざに攻こう性せい魔法を唱となえようとしたセーネスだが──彼女を守るように、部下の兵士二人が進み出たのを観みて、呪じゆ文もん詠えい唱しようを中断する。


「セーネス様は、エイローテ様のところに向かって下さいませ」


「ここは、我等が」


　そう言って一人は剣けんを抜ぬき、もう一人は攻性魔法の呪文詠唱を開始する。


「ご心配なく──〈廃はい棄き王女〉の特性は我われ々われにも感かん染せんしている様ようです。戦やれます。この個体を含ふくめて殲せん滅めつ作戦の指し揮きも我々にお任まかせを」


「……すまん！」


　部下達にそう言い置き──セーネスはクレインの後を追って走り出した。








　異い音おんを発して扉とびらが歪ゆがんだ。


「……!?」


　慌あわててそちらを観みる戦せん闘とう司し令れい室しつの兵士達。彼等の視し線せんが集中する中、司令室の扉はまるで粘ねん土ど細ざい工くの様に大きく歪んでゆく。隔壁とは比くらべものにもならない程ほど薄うすい代しろ物ものではあるが、それでも扉は鋼はがねで造つくられている。人間の力では絶対に曲げられない代物であった。


　だが。


　扉は容よう赦しやなく歪められてゆく。二枚の扉は瞬またたく間まに歪みきって枠わくから外はずれ、重い音をたてて司令室に倒たおれ込んだ。


「──〈中継点〉っ!?」


　エイローテが驚きよう愕がくの声を上げ、数人の兵士達が武器を抜く。


　そこに居いたのは巨きよ大だいな肉にく塊かいであった。


　ぶるぶると肌はだ色いろの表面をいやらしく蠢しゆん動どうさせながら、その肉塊は開ききった戸口から司令室へと侵しん入にゆうしてくる。


　もし魔ま導どう士しが居たならば即座に魔法の呪文を唱えていたところであろう。だが運悪く司令室の魔導士達は〈律りつ法ぽう〉の影えい響きよう力を受けて卒そつ倒とうしてから、まだ意い識しきを回復していなかったのである。更さらに言えば他の魔法戦技ぎ能のう者しやは全すべて〈中継点〉殲滅作戦に出で払はらっていて、今この瞬しゆん間かんに司令室の中で魔法を使える者は皆かい無むだったのだ。


「おのれ、化ばけ物っ！」


　兵士の一人が護ご身しん用の小剣を抜いて斬きりかかる。


　だがそれはあまりにも無む謀ぼうな行こう為いと言えた。


　即座に肉塊が反はん応のうする。


　予想外の速はやさでその表面から伸のびた触しよく手しゆが兵士を襲おそう。彼は小剣で最初の触手を切り落としたが──次の瞬間、爆発的に発生した十数本の触手が、一いつ斉せいにその兵士を襲った。


「──!!」


　思わず後こう方ほうに跳とんで逃のがれようとする兵士。だが触手はそれを許ゆるさず、追いすがった数本は剣で叩たたき落とされ──捌さばききれなかった一本は、兵士の首に巻き付いた。


「ぐ……げへえっ!?」


　兵士が短い悲ひ鳴めいを上げる。


　融ゆう合ごう同どう化かなどというまどろっこしい事をせず、触手は一気にその輪わを縮ちぢめて男の首を締しめ上げた。


　骨の砕くだける嫌いやな音が響ひびく。


　次の瞬間、あり得えない角度にだらんと首を曲げて兵士は動かなくなった。恐おそるべき力である。勢いきおいをつけて殴おう打だし、へし折おるのならともかく──人の骨を絞しめ砕くとなると並なみ大たい抵ていの力で可能な作さ業ぎようではない。


　兵士の遺い体たいは即座に触手によって本体に引きずり込まれ、取り込まれてしまった。


「ひっ──」


　司令室の兵士達に恐きよう怖ふが広がる。


　次の瞬間──肉塊からは矢の様な速さで一本の触手が伸びた。


　誰も反応できない。速さ以前に、恐怖感が兵士達の動きを著いちじるしく制限していた。


　目もく標ひように巻き付いて即座に融合同化を始める触手。


　だが──


「……!!」


　愕がく然ぜんと──自分の脚あしを見み詰つめるエイローテ。


　彼女の足首に絡からみ付いた触手は、みちみちと音をたてながら皮ひ膚ふに食い込み、まるで布を染そめる染せん料りようのようにゆっくりと、しかし確実に彼女の肉体を侵しん食しよくしてゆく。


「エイローテさん!?」


「逃にげなさい！」


　エイローテに駆かけ寄ろうとしたパシフィカは、本人の鋭するどい言葉に思わず立ち止まった。


　その時──


「さて──」


　場ば違ちがいに妖よう艶えんで明るい声が司令室の空気を揺ゆらせた。


　今や完全に司令室の中へと入り込んだ巨大な肉塊の中央に、ゆくりと顔が浮うかび上がってくる。それは更さらに成長して豊ほう満まんな体つきをした女の上じよう半はん身しんとなった。


　仕上げ──とばかりに、ばさりと音をたてて獅し子しのたてがみを想おもわせる金きん髪ぱつが広がる。


　無論その姿すがたはクレインではない。〈紅スカーレツト〉の兵士でもない。


　その女の姿にパシフィカは見み覚おぼえがあった。


「あ──あんたはっ！」


「ギアット帝国危き機き管かん理り組そ織しき〈紅〉の皆みなさん。取とり引ひきをしましょうか？」


　怒いかりと恐おそれの入り交まじった表情で自分を見詰めてくるパシフィカの事などまるで眼がん中ちゆうにない様よう子すで無む視しし、肉塊から生はえた女は──〈秩序守護者ピースメイカー〉ステア・シビリアンは言った。


「この要よう塞さいの主しゆ砲ほうでシャノン・カスールを撃うつこと。それから、そこにいる〈廃はい棄き王女〉の殺害。この二点を実行すれば、『人ひと質じち』は返してあげるわよ？」


「……!!」


　兵士達は、そしてエイローテは状じよう況きようも忘れて愕然とステアの顔を──そしてそのステアの残ざん酷こくな要求に凍こおり付くパシフィカを観みた。


　婉えん然ぜんと笑いながらステアは言う。


「……考えるまでもないと思うけど？」


「駄だ目めよ、こんな一いつ方ぽう的てきなものは取引でも何でもな……あ──あああっ！」


　エイローテが恐きよう怖ふの叫さけびを上げる。


　一いつ旦たんはその動きを止めていた触しよく手しゆが、じわじわと彼女の脚あしを侵しん食しよくし始めた。侵食は足首から膝ひざ、膝から太ふと股ももへと進んでいく。




[image: ]


　まるで──皮ひ膚ふの下に潜もぐり込んだ寄き生せい虫ちゆうが、這はい登ってくるかのような悪お寒かん。


　細い脚がまるで腫はれ上がったかのように膨ふくれ上がり、次の瞬間には衣服ごと破は裂れつした。


「ああああああっ!!」


　痛いたみよりもそのおぞましさでエイローテは絶ぜつ叫きようする。


　引き裂さかれた彼女の脚の傷きず口ぐちからは、まさしく寄生虫のように触手の先端が顔を出し、うねくっていた。


　自分の身体からだが別の生き物に侵おかされる感かん覚かく。それは〈紅〉屈くつ指しの理論家であり、才さい媛えんと呼よばれたエイローテの理性をも瞬時に吹き飛ばす程ほどの不ふ快かい感かんであった。


「いや──ああっ……」


　エイローテは身をよじりながら泣き叫ぶ。


　たとえ見ず知らずの男に強ごう姦かんされてもこれほどの恐怖ではあるまい。文も字じ通り肉体そのものを異い質しつなもので汚けがされてゆく感覚は、最も早はや、狂きよう気きの領りよう域いきでしか受け止められない異い常じような体験であった。


「ひ……あ──ああっ──やめ……やめて……やめてえっ……！」


「素す敵てきな声。可愛かわいいわよ。次は下した腹ばらかしらね。ふふ、女にとっては、子供を産うむための大事な大事なところねえ。そこを引き裂かれたら、どんな声で──」


「──待て！」


　その声は──唐とう突とつにこの惨さん状じようの現場に割わり込んできた。


「言った事を実行すれば……実行すれば本当にエイローテを解放してくれるのか？」


「セーネス様……」


　エイローテ達が視し線せんを送った先には……眼めを血走らせた〈獣けもの姫ひめ〉の姿すがたがあった。








　戦たたかいはやはり膠こう着ちやく状態に陥おちいっていた。


　シャノンは〈中ちゆう継けい点てん〉の群むれを突とつ破ぱ出で来きず、またステアもシャノンを倒たおしきるだけの決けつ定てい打だを放はなてない。お互たがいに致ち命めい的てきな一撃を与あたえる事も与えられる事もなく、ただ無む駄だに力の削けずり合いをしているだけだった。


　だが──基本的に自分の能力を上うわ回まわる相手と戦っている事は分わかっている筈はずなのだが、ステアの態たい度どにはどこか余よ裕ゆうがある。


　不ふ意いに。


　悪お寒かんがシャノンの──〈竜機神ドラグーン〉の意い識しきをかすめた。


（おっしゃる通りねえ。確たしかに私だけの力じゃあなたの形けい相そう防ぼう御ぎよを突破はできないかもねえ──でも）


　ステアの嘲ちよう笑しようするような思し考こうが来る。


（──!!）


　本能的に危き険けんを感じて振ふり返るシャノン。


〈魔星の炎雷フオマルハウト・フレア〉──ありとあらゆる物質の在あり方を分ぶん解かいし破は砕さいする形相干かん渉しよう兵へい器き。


　その一撃たる巨きよ大だいな輪わが彼を襲おそったのは、次の瞬間であった。




　第六章　勝利の鐘かねは響ひびかず







　不ふ可か視しの円えん盤ばんが大たい気きを抉えぐる。


　いかなる物質で構こう成せいされていようと、触ふれるものの全すべてを破は壊かいせずにはおかない必ひつ滅めつの一撃。その外がい縁えんを彩いろどる膨ぼう大だいな量の火か炎えんと電でん光こうが、空間を鳴めい動どうさせ、必ひつ殺さつの輪リングを描えがき出す。


　その中心に捕ほ捉そくしているのはシャノン──正しくは彼を取り込み、戦せん闘とう状じよう態たいにある〈竜機神ドラグーン〉であった。


「──！」


　シャノンは表情を歪ゆがませながら横に跳とぶ。


　だが、彼に向かって突つき進む破壊の輪はあまりに大きく──そして〈中ちゆう継けい点てん〉の群むれは敏びん感かんに反はん応のうしてその行く手を塞ふさいだ。


　さらに。


（駄だ目め押おし）


　声無なき言葉と共ともに放はなたれた〈秩序守護者ピースメイカー〉ステアの一撃が、シャノンを襲う。咄とつ嗟さの防ぼう御ぎよは間まに合ったものの、彼の動きは致ち命めい的てきなまでに遅おくれた。


〈魔星の炎雷フオマルハウト・フレア〉がシャノンにのしかかる。


　次の瞬間──








〈スキッド〉の司し令れい室しつには──静せい寂じやくがたちこめていた。


　無人の部へ屋やに澱よどんでいるような冷たい沈ちん黙もくではない。緊きん張ちよう感かんが空気を固めてしまったかのような……張はり詰つめた空気が作り出す無音状態である。誰だれも動こうとしない。声を発しようともしない。


　中央にしつらえられた戦せん術じゆつ盤ばんの上に、一人の娘むすめがいる。


　エイローテ・ボーチャード。


　彼女はまるで蜘く蛛もの巣すに囚とらわれた虫のように、宙ちゆう吊づりにされていた。


　彼女を捕ほ縛ばくしているのは、網あみ目め状となって床ゆかと天てん井じようの間をつなぐ、触しよく手しゆだ。そして彼女の下に──戦術盤の上に鎮ちん座ざするその大おお元もとの醜しゆう悪あくな肉にく塊かい。その肌はだ色いろの表面には、肉にく仮か面めんの様ように、女の顔が張り付いている。異い様ような状態にも拘かかわらずその女の顔が本ほん来らい的に持つ艶なまめかしさは些いささかも損そこなわれておらず──それ故ゆえにこそその美び貌ぼうが人間のものでない事をはっきりと物語っていた。


　ステア・シビリアン──第三の〈秩序守護者〉。


　無論、彼女の本体はここにはない。


　肉の塊かたまりは彼女の意い志しによって操あやつられる傀かい儡らいに過ぎない。元々はギアット帝国第三皇おう子じの肉体や、取り込まれた〈紅スカーレツト〉の兵士達の肉体を材料にしてはいるが、その材料の人じん格かくを生かすも殺すも自由自在だ。普ふ段だんは兵器とも言うべき融ゆう合ごう同どう化か能力と、強きよう靭じんな復ふく元げん力、そして〈律りつ法ぽう〉端たん末まつとしての『権けん限げん』を与あたえて半なかば自じ律りつ制せい御ぎよしてあるが、その気になればいくらでも上位権限で介かい入にゆうして自みずからの手足のごとく扱あつかえる。


「も──」


　沈黙が壊こわれる。


　兵士の一人が呻うめく様な声を上げたからだ。探たん索さく方がたの魔ま導どう士しである。


　要よう塞さい島とう〈スキッド〉の備そなえる最強の兵器である〈魔星の炎雷フオマルハウト・フレア〉は照しよう準じゆんに探索方の魔導士が必要だ。その為ために急きゆう遽きよ、卒そつ倒とうして意い識しきを回復していない者達の代かわりに呼よばれた交こう替たい要員達である。


「目もく標ひよう……消しよう滅めつしました」


　憔しよう悴すいの表情も露あらわにその魔導士が言う。


「な……」


　絶ぜつ句くしたのは──パシフィカであった。


　彼女は今、両脇わきを兵士達に固められ、肩かたを押さえ込まれて司令室の隅すみに座すわらされている。


　そのすぐ側そばには、厳きびしい表情で黙だまり込んでいるセーネス皇おう女じよの姿すがたもあった。


「……噓うそ──」


　パシフィカは何とかそれだけを口にして、そして沈ちん黙もくする。


　目標。


　それは即すなわち──


「そうね。とりあえずこちらの探たん知ち系からも〈竜機神ドラグーン〉の反はん応のうは消えたわ」


　肉にく塊かいの表面でステアの顔がん面めんが言う。肉塊に捕ほ縛ばくされているエイローテ本人は、融合同化の際の苦く痛つうに耐たえきれなかったのか、失しつ神しんしてうなだれたままだ。


「まあ──異い相そう空間に逃にげたのかもしれないけれど。それはそれで結けつ構こう。時間的な余よ裕ゆうが出で来きたわ。じっくり確実に、もう一つの条件を満たしてもらうための時間がね？」


　ステアが婉えん然ぜんと笑う。


「…………」


　セーネスは、兵士達に押さえつけられたまま、まだ呆ぼう然ぜんとしているパシフィカに視し線せんを落とした。彼女とて『もう一つの条件』は知っている筈はずだが、〈竜機神〉の消滅が余よ程ほど彼女にとっては衝しよう撃げき的だったのか、怯おびえる様よう子すも暴あばれる様子もなく、ただぼんやりと視線を空中にさまよわせている。


〈竜機神〉への攻こう撃げきに比くらべれば、こちらはひどく簡かん単たんな作業だ。


　刀かたなを抜ぬいて、振ふり下おろす──ただそれだけで終わる。セーネスの腕うでならパシフィカが痛いたみを感じるよりも早く、その首を落とす事もできるだろう。


「シャノン兄にいが──そんな……」


　呟つぶやくパシフィカの首くび筋すじに視線を注そそぎながら──セーネスは右手を刀の柄つかにかける。


　その時。


　轟ごう音おんが戦せん闘とう司し令れい室しつの空気を揺ゆさぶった。


「──何っ!?」


　愕がく然ぜんと周しゆう囲いを見回すセーネスと兵士達。


〈中ちゆう継けい点てん〉によって扉とびらを破は壊かいされ、開かれたままになっていた入り口から、大量の白はく煙えんが吹ふき込んできたのは次の瞬しゆん間かんであった。煙けむりは室内の全すべてを染そめんとばかりに、猛もう烈れつな勢いきおいで広がり、瞬またたく間まに一同の視し界かいを塞ふさいだ。


　それと同時に──


「ぐおっ……!?」


　短い悲ひ鳴めいを残してパシフィカを押さえ込んでいた兵士達二人が、軽々と吹っ飛んだ。まるで巨きよ大だいな鉄てつ槌ついに叩たたかれたかの様であったが──煙の幕まくを破やぶって突つき出てきたのは、巨大で半はん透とう明めいの拳こぶしであった。


「──え？」


　突とつ然ぜんの事に眼めを瞬しばたたかせるパシフィカ。


　拳は指を開くと素す早ばやく彼女を引き寄せ、やはり人間離ばなれした巨大な腕うでで抱かかえ込む。


「あ？　え？　ちょっと──」


「……パシフィカ」


　名前を呼ばれてパシフィカが顔を上げると……そこにはやや大サきイさズを抑おさえめにして発はつ現げんさせられた半はん自じ律りつ型がた攻こう性せい魔法〈力マ天グ神ニ〉と、その側そばに立つラクウェルの姿すがたが在あった。


「ラクウェル姉ねえ……！」


「逃にげるわよ」


　そう告つげると──パシフィカを抱えた〈力マ天グ神ニ〉とラクウェルは、脱だつ兎との如ごとき速さで司令室から逃げ出した。








　海上は嵐あらしの様よう相そうを呈ていしていた。


　轟ごう然ぜんと逆さか巻まく波と、咆ほう吼こうする大たい気き。急きゆう激げきな物質と熱ねつ量りようの密みつ度ど変化は、局所的な竜たつ巻まきを幾いくつも生みだし、海面を沸ふつ騰とうさせている。


　自然環かん境きよう下かでは決して起こり得えない現げん象しようである。大型台たい風ふうをも上うわ回まわる力が瞬しゆん間かん的、局地的に炸さく裂れつしたのだ。天に挑いどまんばかりにそびえる波は山よりも高く、次の瞬間には烈れつ風ぷうに砕くだかれて四し方ほう八はつ方ぽうに降ふり注そそぐ。それはもう豪ごう雨うなどと言う言葉で示しめせる状態ではなく──圧あつ倒とう的な質量を持った水の塊かたまりが鉄てつ槌ついの様ような烈はげしさで海面を叩たたき、その狭はざ間まに在った異い物ぶつを押し潰つぶしていった。


　無論、このような状じよう況きよう下かでは、通常の艦かん艇ていなど一瞬たりとて無ぶ事じではいられない。大量の落らく水すいによる圧あつ壊かいを免まぬがれた艦艇も、帆ほ柱ばしらよりも高い波にのしかかられ、あるいは猛風に横腹を叩かれて転てん覆ぷく、沈ちん没ぼつし──ギアット帝国の誇ほこる第二艦隊はほぼ完全に壊かい滅めつしていた。


　無論──徹てつ底てい的な形けい相そう破壊は空気や水、そしてステアの僕しもべたる〈中ちゆう継けい点てん〉にまで及およんでいる。巻き込まれて〈魔星の炎雷フオマルハウト・フレア〉の直ちよく撃げきを受けた〈中継点〉は無論の事、それ以外の〈中継点〉も、突とつ発ぱつ的に生じた真しん空くう状態や高こう熱ねつ、あるいは高こう圧あつ力りよくに晒さらされて、復ふく元げんの間まも赦ゆるされずに死し滅めつした。


　膨ぼう大だいな破壊力の余よ波はに荒れ狂くるう海上においては、いかな生命とてその生存を許ゆるされはすまい。そしてその破壊的な熱量と大気の渦か動どうが拡かく散さんしきるには、まだしばしの時間を必要とする筈だった。


　だが。それは傲ごう然ぜんとそこに在った。


　六枚の輝かがやく翼つばさを持った深しん紅くの巨人。


　秩序守護者ピースメイカーステア・シビリアン──その本体である。


（ソコムかシーズがいなければ、太た刀ち打うちできないとも思ったけれど……でも）


〈竜機神ドラグーン〉の反はん応のうはなかった。


　無論、その一いち事じをもって敵てきを滅ほろぼしたと満まん足ぞくするほど、ステアも愚おろかではない。相手は〈竜機神〉だ。咄とつ嗟さに異い相そう空間へ逃にげた可か能のう性せいもある。


　が──逆に言えば、それは対たい処しよできずに逃げざるを得えなかった、という事である。


　ステアの力だけでは、〈竜機神〉を倒たおせないだろうが、〈魔星の炎雷フオマルハウト・フレア〉を彼女の方で押さえておけば──少なくとも現時点では──互ご角かく以上の戦たたかいができるという証しよう拠こだ。


　もし〈竜機神〉が再ふたたび現げん相そう空間に舞まい戻もどってくるとしても、その際には膨大な存在係けい数すうの変動と空間歪わい曲きよくが生じる。これは力の巨大な〈竜機神〉である以上、どうにもできない事だ。そしてその兆ちよう候こうを察さつ知ちする能力がステアにはあった。


　故ゆえに──もし〈竜機神ドラグーン〉が健けん在ざいでも、不ふ意い打うちはない。


　そう結論してステアは神しん罰ばつ執しつ行こう形けい態たいを解かい除じよした。


　巨大なその姿すがたが発はつ光こうする。物質変へん換かん処しよ理りしきれずに切り捨すてた些さ末まつな熱量を光の形で放ほう出しゆつしているのである。次の瞬しゆん間かん、ステアの紅あかい巨体は色を失うしなって透とう明めい化かし、更さらにはその輪りん郭かくを失った。


　大量の真ま水みずに変換処理された神罰執行形態の構こう成せい物質は、荒れ狂くるう海面に降ふり注そそいで跡あと形かたもなく混まじり込んでしまった。


（ふう……結けつ構こう、疲つかれるのよね、これも）


　元々、第二級以上の神罰執行形態は強力過ぎて、長時間の使用はあまり好このましくない。


　あまりに巨大な力はその方向性に拘かかわらずこの世界の均きん衡こうを崩くずす恐おそれがある。だからこそ〈秩序守護者ピースメイカー〉達は普ふ段だん、人の姿をとり、能力に制せい限げんを課かされているし、シビリアン・シリーズよりも更に強力なアーティラリイ・シリーズはその力が必要とされる時まで、存在係数を圧あつ縮しゆくされて凍とう結けつ保ほ存ぞんされているのだ。


　本ほん来らい、アーティラリイ・シリーズは大だい規き模ぼ天てん変ぺん地ち異いの演えん出しゆつをする為ための──あるいはこの〈封ふう棄き世界〉における人類文明が、通常の管かん理りではどうにもならない位くらいに均衡を崩してしまった場合、文明そのものを一いつ旦たん、白紙化リセツトする為の力である。


（何にしても──）


　ステアは〈スキッド〉内に送り込んだ〈中ちゆう継けい点てん〉に注意を移うつしながら考える。


（まだ〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉の特性は不完全……今の内に〈律法を破る者〉だけでも排はい除じよすれば、〈竜騎士Ｄナイト〉の方から〈竜機神ドラグーン〉を無力化できる）


　力りき場ばによって人間形けい態たいの自分を覆おおうと、ステアは〈スキッド〉に向けてゆっくりと海面を滑すべり始めた。








　長い長い通路が延えん々えんと続いている。


　その中を半自じ律りつ型がた攻こう性せい魔法〈力マ天グ神ニ〉が走っていた。人間の倍程度に大きさを調ちよう整せいされているものの──本来の大きさだと〈スキッド〉内部では動き回りにくいのだ──塹ざん壕ごう掘ほりから戦せん闘とうにまで使われるその力は変わらない。その腕うでは右手にパシフィカを抱かかえ、左肩かたにラクウェルを載せているが、その疾しつ走そう速度には些いささかの衰おとろえも見えない。まともに競きよう走そうすれば馬でも勝てるかどうか。


「ラクウェル姉──」


　分ぶん岐きし、曲きよく折せつし、いつ果はてるともしれない灰はい色いろの通路。


〈力マ天グ神ニ〉に抱えられたままパシフィカは周しゆう囲いを見回して言った。


「念のために聞くけど」


「なあに？」


　逃とう走そう中だというのに緊きん張ちよう感かんのない声が応じる。


「道──分わかってるのよね？」


「…………」


　ラクウェルは微笑ほほえんだまましばし沈ちん黙もくし──


「あ──分岐よ。パシフィカ、右と左、どっちがいい？」


「行き当たりばったりっ!?」


「専門用語ではね『高度な柔じゆう軟なん性せいを維い持じしつつ臨りん機き応おう変へんに行動する』って言うの」


「……欺ぎ瞞まんだってば」


　呻うめくように言うパシフィカ。


「冗じよう談だんよ。そもそもどうやって私があの司し令れい室しつに行けたと思う？」


　ラクウェルは微笑んで言った。


　もっとも彼女の場合、本気でも冗談でもあまり表情に差は無ないのだが。


「……そういえば」


　この複ふく雑ざつな〈スキッド〉の内部で、ラクウェルが迷まよわずパシフィカの居いる場所にたどり着つけたのは、まさか偶ぐう然ぜんではあるまい。つまりこの〈スキッド〉の内部構こう造ぞうに精せい通つうした協力者が居るという事だ。


「でも──誰だれが？」


「──私です」


　その声と同時に──分岐路の側そばの空間が歪ゆがむ。


　その歪みは瞬しゆん時じに形を成なして色を帯おび、一人の娘むすめの姿すがたとなった。


　アーフィ・ゼフィリスの成長形のような女性──元〈竜機神ドラグーン〉シリアル１４・アーフィ・ナタリイ。この〈スキッド〉に『取り憑ついて』いる〈最後の魔ま獣じゆう〉である。


「こちらへ」


　そう言ってナタリイは空中に浮うかんだまま二人を促うながした。








　元々〈スキッド〉は、この封ふう棄き世界において〈砦とりで〉と呼よび習ならわされている遺い跡せきの一種である。


　魔族が創そう世せい戦争の際に造つくり上げ、神々と戦たたかうために使ったとされるものだ。実のところこういった遺跡の類たぐいは大陸のあちこちで見つかっており、そう珍めずらしいものではない。


　ただ──この〈スキッド〉は他の〈砦〉と決定的に違ちがう点を持っていた。


　その施し設せつの大部分がまだ使用可能であったという事だ。


　かつて〈竜機神〉として創世戦争の戦列に参加していたシリアル１４・ナタリイは主あるじである〈竜騎士〉を失うしない、戦せん闘とうの際に機き能のう中ちゆう枢すうへと受けた損そん害がいが大きく、自みずからの機能を維い持じできなくなっていた。このため、彼女は自らの能力の半なかばを切り捨すて、他の部分も凍とう結けつ、圧あつ縮しゆくをかけた上で、側にあった自由軌き道どう要よう塞さいの残ざん骸がい──その実、制せい御ぎよ中枢の誤ご作さ動どうにより、機能を停止していただけのもの──に自らを移い植しよくし、機能のほとんどを凍結させた上で細ほそ細ぼそと維持と修しゆう復ふくに努つとめてきた。


　いつか現あらわれるであろう〈律法を破る者〉達を支し援えんする為ために。


　だが、元よりこの〈スキッド〉は──自由軌道要塞〈ヴァンガード〉シリーズは、完全自動兵器ではなく、その操そう作さにどうしても人間の手を必要としていた。また、一部機能回復が望めない部分に関しては、どうしても手しゆ動どうでの操作が必要となる。


　このため、ナタリイはセーネス達に自ら接せつ触しよくし、協力を要よう請せいしたのだ。


　しかし──


「……施せ錠じようしました」


　ナタリイが振ふり返って言う。


「貴女あなた達が入った時点で、パワーサプライ以外のラインを全すべて閉へい鎖さしてあります。またこの要塞内では、元からに外がい敵てきに侵しん入にゆうされた場合に備そなえ、レベルＢの各種対探たん知ちプロテクトが施ほどこされています。たとえ〈秩序守護者ピースメイカー〉といえど、この中の様よう子すは把は握あくできない筈はずです」


　そこは──彼女と初めて会った例の小こ部べ屋やに酷こく似じしていた。


　ナタリイによるとこうした部屋はこの要塞島内部で複数存在していて、此こ処こはその一つなのだという。彼女は完全にこの〈スキッド〉を掌しよう握あくしている訳わけではないが、こうした幾いくつかの小部屋に関しては、ほぼ完全に彼女の支配下にあるとの事だった。


「ただし『見えない』からこそ、ここに貴女達がいるという推すい測そくはすぐにつくでしょう。時間的余よ裕ゆうは少ないと考えてください」


「なるほど」


　にっこりと微笑ほほえんでラクウェルが頷うなずく。


　彼女の服の袖そでをちょいちょいと引ひっ張ぱってパシフィカが尋たずねた。


「……分かるの？　私には意味不明の単語が連れん発ぱつされてるけど」


「ううん、全然」


　全まつたく悪わるびれた様子もなく言うラクウェル。


「でも、せっかく説明してくれてるんだし、話の腰こしを折おっても悪いかなって。こういう気き配くばりが、円えん滑かつな人間関係の基き礎そを築きずくと思うのよ、私は」


「……なんか違うと思うけど」


　そう言ってから──不ふ意いに思い出したらしく、パシフィカは顔色を変えて叫さけんだ。


「そうだ──シャノン兄！　シャノン兄とアーフィ……じゃなくてこの場合はゼフィリスだっけ……ああ、もうややこしい。とにかく二人はどうしたの？　どうなったの？」


　確たしかに〈紅スカーレツト〉の兵士達は目もく標ひようが消しよう滅めつした、と言っていた。


　だが──実のところ、パシフィカは〈魔星の炎雷フオマルハウト・フレア〉の破は壊かい力を自分の眼めでは見ていないし、逆にアーフィの加か護ごを得えたシャノンの絶ぜつ大だいな力はよく知っている。


　シャノン達が消滅した──そう言われても、自分の眼で見てもいないその事実を、パシフィカには信じられない。今までだって、何度も何度もそういった絶ぜつ望ぼう的な状じよう況きようを越こえて、シャノンは帰ってきたのだから。


「分かりません。私の知ち覚かくが及およぶのはこの島の内部と、外部のごく限られた範はん囲いだけです。確かに〈守護者ガーデイアン〉シャノン・カスールとアーフィ・ゼフィリスの反はん応のうは出ていませんが、これが消滅を意味するのか、単に探知範囲外──『私に見える範囲の外側』に居いるだけなのかの判断は付きません」


「……うー……」


　苛いら立だたしそうに顔をしかめて唸うなるパシフィカ。


　いつ見つかるか分からない状況下──すぐにでも次の方ほう策さくを考えて行動に移さなければならないのだが、これではシャノンの安あん否ぴが気になって、考えがまとまらない。


「この際、シャノン達に関しては無ぶ事じを信じるしかないわね」


　対して、ラクウェルはむしろ……冷れい酷こくとさえ言えるような落おち着つきを見せている。


「シャノンが無事でも無事でなくても、今ここにいないのは事実だし、〈秩序守護者〉ステアの脅きよう威いも去っていないのよ。セーネスさん達が当てにできない今、私達はシャノンの心配をする前に、自分の心配をしないと」


「……それは、そうだけど」


「それにはまず状況分ぶん析せき」


　そう言ってラクウェルは人差し指を立てた。


「現状では、ここからどこに移い動どうしても逃にげ切れる可か能のう性せいは低いわね。隔かく壁へきが降おりてるし、外には〈中ちゆう継けい点てん〉の群むれ、しかもそれをやり過ごしても周しゆう囲いは海。どうにかして船を奪うばったとしても、素人しろうとの私達が操そう船せんして陸にたどり着ける可能性は皆かい無む」


「……うん」


　ラクウェルは二本目の指を立てる。


「戦たたかうにも〈紅スカーレツト〉は今や敵てき側がわだし、パシフィカやナタリイさんに実質的な戦せん闘とう力はなし。シャノンとゼフィリスは行ゆく方え知れず。私一人で〈紅〉と〈中継点〉の群れ、それに〈秩序守護者〉を倒たおすのも、無む理り」


「……うん」


「……………………」


　ラクウェルは沈ちん黙もくした。


　三本目の指は──立たない。代かわりにラクウェルは手を口元に当て、のんびりとした口く調ちようで言った。


「まあ。絶ぜつ望ぼう的」


「速そつ攻こうで諦あきらめてどうすんのよっ!!」


　パシフィカが喚わめく。だがラクウェルは苦笑して肩かたをすくめた。


「冗じよう談だんよ。ところで、あくまでセーネスさん達が〈秩序守護者ピースメイカー〉側についているのは、エイローテさんが人ひと質じちにとられてるからよね？」


「愚おろかな事を……」


　呟つぶやいたのはナタリイである。


「一度〈中継点〉に融ゆう合ごう同どう化かされた人間を分ぶん離り、修しゆう復ふくする方法はありません。物質的に再さい構こう成せいするだけなら〈竜機神ドラグーン〉の形けい相そう干かん渉しよう能のう力りよくでも可能ですが、その意い識しきを構成している情じよう報ほうまでは再現不可能です」


「──え？」


　パシフィカが思わず聞き返す。


　半分も意味が分からなかったが──それがとても残ざん酷こくな内容を含ふくんだ会話であるという事は直感的に悟さとっていた。


「人じん格かくはその個体の固こ有ゆう時じ間かん軸じくの上に形成される、動的なものなので、客きやつ観かん的てきな数すう値ち化ができません。少なくともその動的なパターンを含めた全人じん格かくの数値化をするだけの処しよ理り能力は我われ々われにも〈秩序守護者〉にもありません。無論、分ぶん析せきによって似にたような人格を形成する事は可能ですが……それはあくまで疑ぎ似じ人格であり、その個人との同一性は否ひ定ていされます」


「……お願いだから、私にも分かる言葉で喋しやべって……」


　頭を抱かかえながらパシフィカが言う。ナタリイは一いつ瞬しゆん、首を傾かしげて考えるような仕し草ぐさを示しめしたが──すぐにあっさりとした口調で要よう約やくした。


「身体からだはどうにかできても、精せい神しんまでは〈竜機神〉の能力でも複ふく製せいできないのですよ」


「最初からそう言ってよね」


　恨うらめしそうに言うパシフィカ。


「でもさ。じゃあ心が乗っ取られる前なら」


「乗っ取られているかいないかを、どうやって判断します？」


「え？　それってどういう──」


「シビリアン・タイプの秩序守護者はアーティラリイ・タイプに比くらべて単純な破は壊かい能力に関しては大きく劣おとりますが、その分、精せい密みつ作さ業ぎようや情報戦に長たけています。〈中ちゆう継けい点てん〉作成能力などはその最たるものです」


「精密作業？　情報戦？」


「別に〈中継点〉の能力は、敵てきを融ゆう合ごう同どう化かするだけではありません。本当に恐おそろしいのは、必要とあれば、そのまま人間として活動し、社会に潜せん伏ぷくする事もできる、という点です」


「……なるほど」


　頷うなずくラクウェル。


「無論、秩序守護者に対する絶対の忠ちゆう誠せいを意い識しきの中に焼き込まれ、そこに矛む盾じゆんする部分は変質、あるいは削さく除じよされます。これは人格的な意味で言えば──殺されたも同然でしょう」


「でも、エイローテさんは──」


　パシフィカの観みた限り、エイローテにはまだ自じ我がが残っているように思えた。だからこそセーネスもステアとの取とり引ひきに応じようとしたのだろう。


「恐らくはもう『死んで』います。少なくとも以前のエイローテではないでしょう。シビリアン・タイプの処理能力なら、末まつ端たん神しん経けいから遡さかのぼって大だい脳のう内の意識情報に手を加えるのに必要な時間は、せいぜい数分です。何らかの対洗せん脳のう処しよ置ちを施ほどこされていれば話は別でしょうが、そうでなければ、最も早はや『書き換かえ』は終わっていると見て良いでしょう」


　ナタリイの口調はひたすらに淡たん々たんとしていて、そこには怒いかりも悲しみもない。


「生きているように──本ほん来らいの自我が残っているように見えるのは、もう擬ぎ態たいに過ぎません。その方が人ひと質じちとしても使いやすいから、ステアが演じさせているのでしょう」


「……でも……そんな」


「と──いうことは」


　ラクウェルが首を傾かしげながら言葉を挟はさむ。


「もうエイローテさんを助ける方法がない？」


「ありません。死人をよみがえらせる事だけは、誰だれにもできません」


「…………」


　エイローテがもう死んでいる。


　その事実を語られてもパシフィカは今ひとつ釈しやく然ぜんとしなかった。首を切られたり、焼しよう死し体たいになったり──そういう事なら彼女もエイローテの死を納なつ得とくできるだろうが、少なくともあの戦せん闘とう司し令れい室しつを逃にげ出す時点では、エイローテは生きているように見えた。


　シャノンの事といい、エイローテの事といい……パシフィカの胸きよう中ちゆうに名めい状じようしがたい不安がわき上がってくる。


　これが戦たたかいなのだろうか？


　言葉一つで人間が死んで行くかのような違い和わ感かん。死んだ事になってしまう。そこには断だん末まつ魔まも流りゆう血けつも、嗚お咽えつもない。


　生も死も本来の形を失うしなって意味を変えてしまう。生きているという事の意い義ぎ、死んだという事の定てい義ぎ、そういったものが全すべて曖あい昧まいになってしまう。そもそもナタリイ達の観かん点てんからすれば、生きて在あるという事さえもが確かく定てい不可能な幻まぼろしになってしまいかねない。


　それは──とても恐ろしい事の様ように見えた。


　これが世界を統すべる存在と、それに刃は向むかう者達の、本来の戦いなのか。


　そこでは死も生も本来の形と意味から切り離はなされてしまうのか。生せい者じやには希望を、死者には安あん息そくを──そんなささやかな望みさえ彼等らの戦いは許ゆるさないのか。


　だとしたらそれは──


「では、セーネスさんの行こう為いは……」


「恐らくは無む駄だです。むしろステアは、彼女が〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉を殺した時点で、この島にいる全員を殺すでしょう。この要よう塞さいは、この世界にあってはならない兵器ですから、その存在を知っている者は全て消そうとする筈はずです。現時点でそれをしないのは、あくまで〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉を殺すための手て駒ごまとして必要だからです。ステア自身は、手を出せませんからね」


「そうすると」


　ラクウェルは三本目の指を立てた。


「たとえば──一いつ旦たんパシフィカが死んだと思わせれば、ステアがどういう行動に出るにせよ、〈紅スカーレツト〉は、またこちら側についてくれる可能性がありますよね」


「それはそうですが──」


　その時。


　鈍にぶい金きん属ぞく音おんが一同を振ふり返らせた。


「な──何!?」


　青ざめるパシフィカの視し線せんの先で、部へ屋やの扉とびらが──隔かく壁へきがゆっくりと開いて行く。


「鍵かぎかけたんじゃなかったの!?」


　パシフィカの叫さけびに、しかしナタリイは至し極ごく冷れい静せいな口く調ちようで応じた。


「非常時に、扉は全て手しゆ動どうで開く事もできます。解かい錠じようコードさえ知っていれば……」


「──下がって」


　ラクウェルが即そく座ざに魔法を唱となえ始める。


　そして、扉はさらにじりじりと開き──逆ぎやつ光こうの中に人ひと影かげを浮うかび上がらせた。


　右手に抜ぬき身の刀かたなを提さげた人影を。








　司し令れい室しつの兵士達が息を呑のんだ。


　セーネスが帰ってきたのだ──脇わきに蒼あおい布ぬの包づつみを一つ抱かかえて。


　その布包みの下部がどす黒く変へん色しよくしている。
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「あら。お帰りなさい、セーネス姫ひめ」


　エイローテの足あし元もとの肉にく塊かいがステアの顔を浮かび上がらせて言う。


　セーネスは無む言ごんで〈中ちゆう継けい点てん〉と肉の網あみにぶら下げられたエイローテの前に立った。


「意外に手て間ま取どったわね」


「──ナタリイが対探たん知ち処しよ置ちを幾いくつかの部屋に施ほどこしていたからな。場所を特定するのに時間がかかった」


「まあ、いいわ。きちんとするべき事をしてくれていたならば、私に文もん句くはないわよ」


　そう言って婉えん然ぜんと笑うステアの顔。


「エイローテを離はなせ」


　獣けものが唸うなるような声でセーネスは言った。


「交こう換かん条件を果はたした証しよう拠こを見せてもらわないとね」


　そう言いながらも──ステアの眼めはセーネスが抱えている包みに視し線せんを注そそいでいる。包みの下部、どす黒く変色した部分から一いつ滴てき、紅あかい雫しずくが落ちて床ゆかに弾はじけた。


「……化ばけ物め」


　セーネスはそう呟つぶやくと、右手で包みの結むすび目を解ほどき、中身を晒さらした。


　固かた唾ずを呑のんで見守っていた司令室の兵士達が、一いつ斉せいに呻うめくような声を漏もらした。


　──生なま首くび。


　それはパシフィカ・カスールの刎はねられた首だった。胴体と永えい遠えんに分ぶん離りされたその頭部は驚きよう愕がくと恐きよう怖ふに歪ゆがんだ表情を浮かべた状態で固こ着ちやくしている。大きく見開かれた碧あおい眼の、恨うらめしそうに虚こ空くうを見み据すえている様よう子すが、やけに生々しかった。


「セーネス様……」


　数名の兵士が呆ぼう然ぜんと呟く。


〈獣けもの姫ひめ〉などというあだ名をつけられているものの、彼女は冷れい酷こくでも残ざん忍にんでもない。


　むしろ虐しいたげられた弱じやく者しやを護まもり、横おう暴ぼうなる強きよう者しやに立ち向かおうとするような気き概がいの持ち主である事を部下達は皆みな、心こころ得えている。必要なら部下を見み捨すて、あるいは部下に死を命じる事はあるかもしれないが、それがより多くの臣しん民みんや部下を救すくうために慚ざん愧きの念で下くだす命めい令れいなのだという事を、〈紅スカーレツト〉の誰だれもが知っている。


　だからこそ──彼女がパシフィカ・カスールの首を刎ねた時、どれだけ苦しんだか、部下達には想像に難かたくなかった。部下でも臣民でもないかもしれないが、無力な少女を何の苦く悩のうもなく殺せる様な人間ではない。


「これで、満まん足ぞくしたろう。エイローテを、離せ」


　ゆっくりと区切る様に言うセーネス。内うちに荒れ狂くるう憤ふん怒ぬを辛かろうじて堪こらえている──といった風ふ情ぜいである。


「……そうねえ」


　ステアは笑ってセーネスの顔を見た。


「私ってひねくれてるから……あまり素す直なおだと疑うたがっちゃいたくなるのよねえ」


「なんだと？」


　セーネスが更さらに表情を歪ゆがめてステアをにらむ。


「たとえば──幻げん影えい系けいの魔法で、ただの石とか布を丸めたものを、首に見せているだけ、とかね。貴女あなた、確たしか魔ま導どう士しだったわよね？」


「…………」


　セーネスは答えない。


　ただ今にも血が迸ほとばしるかと思えるほどに激げき情じようの詰つまった瞳ひとみでステアをにらみつけている。


　それはステアへの単純な憎ぞう悪おの結果なのだろうか。それとも、ステアの言う様に彼女はある種の詭き計けいを講こうじていて、それが見み抜ぬかれたが故ゆえの危き機き感が表情に出ているのか──


「セーネス姫。私の見ている前で、それを」


　婉えん然ぜんとした笑えみを微み塵じんも揺ゆるがせずステアは言った。


「つぶして見せなさい」


「……!!」


　さすがに〈紅〉の兵士達にもざわめきが広がる。


「幻影系の魔法でない事を証明するだけよ。簡かん単たんでしょう？」


　セーネスは凄すさまじい目つきでステアの顔がん面めんをにらんでいたが──黙だまって身をかがめ、その生首を床ゆかに置く。続いて眼めはステアに据すえたまま、彼女はゆっくりと身体からだを伸のばし、後方へと一歩退ひいた。


　次の瞬しゆん間かん。


　セーネスの手が閃ひらめいた。


　抜ばつ刀とう術じゆつである。鞘さやから銀色の一線と化して迸はしった彼女の刀とう撃げきは、パシフィカの生首に向けて走り、そして──抜ぬける。


　ちん、と涼すずやかな音をたてて鞘に刀が戻もどったのと同時に、縦たてに両断された〈廃はい棄き王女〉の頭部は鈍にぶく湿しめった音をたてながら左右に分わかれて転ころがった。


「うっ──」


　兵士達の数人が顔を背そむける。


　断面からこぼれ出てくるのは紛まぎれもなく脳のう髄ずい混まじりの血液だった。大たい抵ていの者は眼を背けているが──断面には頭ず蓋がい骨こつは無論、鼻び孔こうや口こう腔こう、歯などもきちんと備そなわっているのが見える。明らかに幻影ではない。幻影ではここまで迫はく真しん性せいを醸かもし出すような細こまかい設せつ定ていは出来ないし──何よりこの血臭は紛まぎれもなく本物であった。


「──これで、満足か」


　挑ちよう発はつ的な口く調ちようでセーネスが言う。


「それとも次はみじん切りにでもするか？」


「……結けつ構こう」


　ステアの顔面は頷うなずくと、〈中ちゆう継けい点てん〉の肉の中に沈しずんでいき──消しよう滅めつした。同時に触しよく手しゆが収しゆう縮しゆくし、エイローテの肉体を解放する。


　鈍にぶい音をたてて戦せん術じゆつ盤ばんの上に倒たおれるエイローテ。


　融ゆう合ごうしていた触手が抜けた部分はみるも無む惨ざんな傷きず跡あとを示しめしているが──出しゆつ血けつはさほどひどくない。呼こ吸きゆうも安定しているようだ。


「救きゆう護ご兵へい！」


　セーネスの言葉を受けて、弾はじかれるように数名の兵士がエイローテに駆かけ寄る。


　肉にく塊かいはぶるぶると震ふるえながら戦術盤から降おりると、触手を脚あしの様ように集めてぬっと立ち上がった。ゆっくりとその肌はだ色いろの表面に、人じん面めんが浮うかび上がってくる。それはステアのものではなく、セーネスの兄クレインのものであった。


「はは、は、は、はあ……はは。さて……みんなで仲良く一いつ緒しよになる時間だ」


　そう言いながら〈中継点〉の表面が全ぜん方ほう位いに向けて盛もり上がる。一気に触手を司し令れい室しつ中に伸のばし、兵士達を全員融合同化する積つもりなのだろう。


　だが──


「──起き動どう」


　セーネスが呟つぶやくように命じる。


　同時に──〈中継点〉を取り囲むように、淡あわい光の球体が発生した。


「……！」


〈中継点〉は触手を伸ばして暴あばれるが、薄うすく発光する半はん透とう明めいの球体は、小こ揺ゆるぎもしない。


　それは物質ではなく単なる力りき場ばによって確定された『境きよう界かい』である。厳げん然ぜんとその内外を隔へだてるための壁かべであり、内に取り込んだものを外に逃にがさぬ絶対の檻おりなのだ。


　いつの間まに用意していたのか──魔ま導どう士達が三人、球体を取り囲むようにして立ち、呪じゆ文もんを唱となえていた。


「殲せん滅めつ領りよう域いき、確定」


　一人が告つげた。


〈中継点〉を閉じこめたのは、攻こう性せい魔法〈飢え渇きし猟犬テインダロス・ハウンド〉の殲滅領域である。


　ラインヴァン軍用魔法〈魔天狼フエンリル〉に相当する、対大部隊用の殲滅型攻こう性せい魔法だが、当然ながら今は極きよく小しよう規き模ぼで起動させてあった。


「他の融合同化された兵士も解放しろ」


　セーネスの言葉に──しかしクレインの顔がん面めんはせせら笑った。


「セーネス……愚おろかな妹いもうとよ。貴き様さまには分かるまい……この至し福ふくが。蛮ばん族ぞくの狭きよう量りような価か値ち観かんに縛しばられて、真実を観みる事もできない愚か者。我われ等らは至し上じようにして不ふ滅めつの存そん在ざいと同化したのだ。今いま更さら、卑ひ小しようで脆ぜい弱じやくな人間になど戻もどれる筈はずがないではないか」


「……貴様に用はない。引っ込んでいろ」


　無表情にセーネスが告つげる。だが、クレインは嘲ちよう笑しようを浮うかべながら続けた。


「そうか？　ならば──」


　ずぶりとクレインの顔が肉の中に沈しずむ。


　セーネスの頰ほおが引きつるように痙けい攣れんした。


　クレインに入れ替かわって出てきたのは──融合同化された〈紅スカーレツト〉の兵士達の顔であった。一人や二人ではない。十数人分の顔面が、肉の表面に所ところ狭せましと浮かんできては、恍こう惚こつとした表情で言った。


「おおセーネス様……」「ここは気持ちよいところです……」「素す晴ばらしい、素晴らしい……」「セーネス様も我々と一いつ緒しよに……」


　波なみ間まに溺おぼれる者のように、肉の表面に次々と顔が浮かんでは、沈しずむ。肉の中で浮き沈みを繰くり返しながらいくつもの顔面が訴うつたえる。


「…………」


　兵士達はその醜しゆう悪あくさに、思わず表情を歪ゆがめていたが……セーネスは恐おそろしい程ほどの無表情でその顔の群むれを見つめる。それが彼女の義ぎ務むであるかのように、唇くちびるを硬かたく引き結むすんで。


　そして──


「──引き裂さけ・猟りよう犬けん」


　呪じゆ文もんと同時に〈中ちゆう継けい点てん〉が縦たてに裂けた。


『げあああっ!?』


　いくつもの顔が悲ひ鳴めいをあげる。


『セーネス様──』


　かつての部下達の顔面が恨うらめしげに声をあげる。だが、セーネスは眼めを逸そらす事もなく、その鋭するどい瞳ひとみで球体の中を見み据すえていた。


　何かが球体の中を跳はね回っている。


　薄うすく輝かがやく幾き何か学がく図形のようなものが、眼にも留とまらぬ速はやさで球体の内部を飛び、そしてその内面に当たって跳ね返る。何度も、何度も──まるで出口を求めて暴あばれ回っているかの如ごとく。


　それが内部に囚とらわれた〈中継点〉の肉体を引き裂いて行くのだ。飽あく事なく、無限に細こまかく、寸すん断だんし続ける。


　いくら〈中継点〉が強力な復ふく元げん能力を持っていても、瞬まばたきの間に何十回と切り刻きざまれれば復元速度が追いつかない。しかも──幾何学模も様ようは分ぶん裂れつし、速度を上げた。


『るうううああああああああああっ！』


　見る間まに肉の塊かたまりは無数の肉にく片へんとなり、それさえもが四し方ほう八はつ方ぽうから切り裂かれて破は片へんとも言えないような状じよう態たいに分ぶん解かいされて行く。


　わずかに十数秒。


　たったそれだけの時間で、〈中継点〉は消しよう滅めつした。球体の中にはただ、血色の霧きりが漂ただよっているだけである。いくら〈中継点〉の力でも、この状態から自じ己こ復元はできまい。


　だが、セーネスは無表情に部下達を振ふり返って、命じた。


「念のために殲せん滅めつ領りよう域いきを解かい除じよする前に内側を熱ねつ処しよ理りしろ」


「りょ……了りよう解かい」


　セーネスは足あし元もとに転ころがった〈廃はい棄き王女〉の残ざん骸がいを冷れい徹てつに見み下おろしながら言う。


「これで我々の魔法でも奴やつ等らを滅ほろぼせる事は証明された。他の手の空あいている者は、同様の手しゆ段だんで〈中継点〉を排はい除じよ──〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉の影えい響きようが残っている内に、迅じん速そくに」


「了解……！」


　兵士達は動どう揺ようを押し殺して頷うなずいた。








〈スキッド〉南第三区画ブロツク。兵士達の居きよ住じゆう区くとして用もちいられるこの区画の中央に上級士官用のやや広い個室が用意されている。


　今──セーネスはその部へ屋やの一つに居いた。


　彼女の部屋ではない。エイローテに割わり当てられている個室だ。隅すみ々ずみまできちんと掃そう除じされ、余よ計けいな装そう飾しよく品ひんはなく──代かわりに所ところ狭せましと本ほん棚だなが並ならぶ部屋のたたずまいは、その主あるじの性格をよく示しめしていた。


　セーネスは壁かべ際ぎわに置いた椅い子すに座すわってぼんやりとベッドに横たわるエイローテの横顔を眺ながめている。飽あきる様よう子すもなく十年来らいの親しん友ゆうの顔を眺め続け──そしてセーネスは溜ため息をついた。


　それが合あい図ずという訳わけでもなかろうが、エイローテが身じろぎし、ゆっくりと眼めをあけた。


「ご迷めい惑わくを──おかけしました、姫ひめ」


　横たわったまま、首だけでセーネスを振り返ってエイローテが言う。


　やはり体中を異い物ぶつに浸しん食しよくされた影響が残っているのか、その声こわ音ねはひどく弱々しい。


「本当に、申し訳わけありません。全すべての計画が……せめて〈廃はい棄き王女〉が存ぞん命めいしていれば、また立て直しようもあったのでしょうが」


「しょうがない。我々は負けた」


　セーネスは呟つぶやくように言った。


「切り札ふだたる〈廃棄王女〉は死んだ」


「──本当に？」


　悪いた戯ずらっぽい笑顔を浮うかべながらエイローテが言う。


「姫の事です。あの首はどうにかして用意した偽にせ物ものなんじゃないんですか？」


「……なあ、エイローテ」


　セーネスは答えず、ただ──ひどく疲つかれたような顔で言った。


　彼女はうつむいて自分の足あし元もとに視し線せんを注そそぎながら──続ける。


「あんた、いつから私のことを『姫』なんて呼よぶ様ようになった？」


「──え？」


「知ってる筈はずだよな、私が『姫』と呼ばれるのを嫌きらうのを。知らない筈はないよな。〈紅スカーレツト〉の誰だれ一人として私の事を『姫』と呼ばないのに、十年もつきあいのあるあんたが、知らない訳はないよな？　実際──今まであんたは私に対して『姫』なんて呼こ称しようを使った事はなかったんだから。


　……洗せん脳のうの際にきちんと情じよう報ほうの選せん別べつをしなかったのか？　迂う闊かつだったな」


「…………」


　エイローテの顔から表情が消える。


「まあ、予よ測そくはしてたよ。ナタリイから〈中ちゆう継けい点てん〉がどういうものかは聞いていたからな。それでも、『ひょっとしたら』なんて思ってしまうんだから──私もまだまだ甘あまいよな」


　うつむいたまま動かず、セーネスは言った。


　その表情は、分わからない。


「〈秩序守護者ピースメイカー〉にとって我われ々われなんざ、虫かそれ以下だ。まともに考えれば、取とり引ひきなんて愚ぐの骨こつ頂ちようだよな。それでもその虫けら相手に取引の体てい裁さいをとったのは、自分では〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉を殺せなかったからだ」


「まあ、姫。お人が悪いですわ」


　にたり──とそれまでのエイローテの物もの腰ごしからは信じられないくらいに嫌いやらしい笑えみを浮かべ、ベッドから身を起こす。杖つえがなければ歩く事もできなかった筈の彼女は、そのまま淀よどみなく動いて、平然とその両足で床ゆかの上に立った。


　セーネスは動かない。うつむいたまま言葉をつなぐ。


「エイローテの身体からだを残して一時的に、事を納おさめたように見えたのも──私が何かの奇き計けいを使ってそっちを欺あざむいていないか、確たしかめるためと──全部終わった後で、関係者皆みな殺ごろしを実行しやすいように、だな」


「そのように疑うたがわれては、エイローテは悲しゅうございますわ、姫」


　にやにやと笑いながらエイローテはセーネスに近づく。


　その顔が──ぐにゃりと歪ゆがんで崩くずれた。


　いや、顔だけではない。全身の輪りん郭かくがゆるんで崩れていく。にも拘かかわらず、彼女のかけていた眼鏡めがねだけが、顔だった場所にそのまま残っている様よう子すは、ひどく悪意のこもった冗じよう談だんの様に見えた。


　やはりセーネスは動かない。うつむいたままだ。


　だが──


「中身がバケモノだろうと──」


　セーネスが呟つぶやくように言う。


「エイローテの姿すがたを破は壊かいするのは、ちと辛つらかったんだがな。これで多少は気が楽だ」


　同時に……空気が爆はぜるような音をたてて発生した格こう子し状じようの檻おりが、輝かがやきながらエイローテを──エイローテだったものをその内へと閉じこめた。


　これは──防ぼう御ぎよ魔法ではない。


「これは……！」


〈中継点〉が声を上げるのと同時に──部へ屋やの扉とびらが開く。


　そこに立っていたのはパシフィカとラクウェルであった。


「やはり……」


　溶とけて歪みきった顔が、更さらに崩れる。そこに浮かんだのは恐おそらく驚きよう愕がくか、あるいは怒いかりの表情だったのかもしれないが──既すでに常じよう人じんには判はん別べつなど付かない状態になっていた。


「騙だましたのね」


　異い様ような形に歪んだ唇くちびるが、奇き跡せきの様にまともな言葉を紡つむぎ出す。


「お互たがい様さまでしょう」


　答えたのはセーネスではなくラクウェルであった。


「〈魔天狼フエンリル〉の殲せん滅めつ領りよう域いきは破やぶれません。それは実じつ証しよう済ずみです」


〈飢え渇きし猟犬テインダロス・ハウンド〉と同様、〈魔天狼フエンリル〉は本ほん来らい、一人で起き動どうできる様な魔法ではない。恐おそらくはセーネスの意い識しき領域をも通信魔法で接続して、ラクウェルが起動させたのであろう。


「そうね。でも、無む駄だよ──これは所しよ詮せん、傀かい儡らい」


〈魔天狼フエンリル〉の殲滅領域の中でエイローテだったものが笑った。


「これを滅ほろぼしたところで、私には痛いたくもかゆくもないわね」


「一つ教えてやろう」


　なおもうつむいたまま動かないセーネスが、嚙かみ含ふくめるような口く調ちようで言う。


「あの首は、〈竜機神ドラグーン〉の形けい相そう干かん渉しよう能力で作った、完全な複ふく製せいだよ。『生きてない』ってだけで、全まつたく本物と同じ物質構こう造ぞうをしていたからな、見み抜ぬけなかったのも当然」


「……!!」


　次の瞬しゆん間かん──








〈スキッド〉の海かい岸がん線せんに悠ゆう然ぜんと立つステアの胸きよう部ぶから──鈍にぶい輝かがやきが生はえていた。


　刀かたなの切っ先である。


　無論、わざわざ振ふり返るまでもない。


　神の使いにしてこの世界の絶対管かん理り者しやである〈秩序守護者ピースメイカー〉に、刀一本で向かってくる──向かってくる事の出で来きる希け有うな存在。そんな罰ばち当あたりな人間が、この世界に何人も居いる訳わけがなかった。


「……〈守護者ガーデイアン〉シャノン・カスール……」


　呻うめくように言うステア。


　迂う闊かつだった。シャノンが彼女の前に立つ場合、必かならず〈竜機神〉と融ゆう合ごうした状態で──と考えていたのだ。熱ねつ量りようであれ質量であれ、異い相そう空間からこの現げん空間に侵しん入にゆうしてくるものがあればステアは感かん知ちできる。その際には膨ばく大だいな空間歪わい曲きよくが発生するからである。


　だがまさか〈竜機神〉に比くらべれば、無む視しできるような小さな熱量と質量の存在が──シャノン・カスール個人が、この〈秩序守護者ピースメイカー〉に奇き襲しゆうをかけてくるとは、考えてもいなかった。


　無論、シャノン単体では〈秩序守護者〉を殺しきるだけの力はない。ステアは人間の女性の形けい態たいを模もしてはいるが、それは端たん末まつに過ぎず、幾いくつかの要件から導みちびき出された擬ぎ態たいに過ぎない。〈中ちゆう継けい点てん〉ほど簡かん単たんに切り捨すてられるものではないにしても、胸むねを刺さし貫つらぬかれたからといって、それが死に繫つながる訳でもない。


「愚おろかな──」


　胸を串くし刺ざしにされたまま、そう言ってせせら笑うステア。


　だが──


「来い！　ゼフィリス！」


　シャノンの叫さけびと共ともに、彼の影かげが変形し、不ふ可か視しの──しかし膨大な空間歪曲が発生する。相そうの違ちがう空間同士を強きよう制せい接続し、巨きよ大だいな力がやってくる。ステアの各種感知能力が悲ひ鳴めいを上げて恐おそるべき敵てきの襲しゆう来らいを告つげていた。


「くっ──」


　ステアは前に身を投げ出し、串刺しにされた状態から抜ぬけ出す。


　接せつ触しよくした状態で形けい相そう干かん渉しよう能力を注そそぎ込こまれれば、いかに〈秩序守護者〉でも危あぶない。特にアーフィ・ゼフィリスの強大な形相干渉能力は、空間回かい路ろを逆ぎやく流りゆうして異相空間に在ある〈秩序守護者〉本体をも破は壊かいする。


　このままでは負ける。


　ステアは焦あせりながら空間回路を開放。神しん罰ばつ執しつ行こう形けい態たいへの移い行こうを開始。シャノンは第三級とはいえ神罰執行形態のガリルを倒たおしているのだ。人間形態では勝ち目がない。


　だが──


「形相変へん換かんの間まは与あたえん」


　シャノンが刀かたなを振ふるう。


　ステアは間ま合あいの外だが、斬ざん撃げきはそのまま白はつ光こうとなって飛び、彼女を直ちよく撃げきした。


「ぐあっ!?」


　直撃と同時に形相干渉により防ぼう御ぎよと復ふく元げんを行おこなうが──人間形態では、その能力を完全に発はつ揮きできない。


　ステアは右半身を大きく抉えぐられた上で吹ふっ飛び、浅あさ瀬せで跳はねた。


　空間回路が千ち々ぢに乱みだれて崩ほう壊かいする。補ほ塡てんされるべき質量と変換されるべき形相は、異相空間から出る事なく霧む散さんした。


「くっ──」


　左手一本で辛かろうじて身を起こし──ステアは表情を歪ゆがめてシャノンを見つめた。


　間ま違ちがいない。以前より更さらに強力になっている。


　今はまだ『影かげ』だけだが──異相空間に在る本体までこちら側に実体化すれば、アーティラリイ・タイプでも勝てるかどうか。


〈竜機神ドラグーン〉とその御ぎよ者しやたる〈竜騎士Ｄナイト〉。


　彼等らが秩序守護者達にも手に負おえなくなるのは、時間の問題なのではないか。焦しよう燥そう感かんと共ともにステアはそう考える。倒たおすなら今の内だろう。だが自分ではどう足あ搔がいても勝てそうにない。


　その時──


「──!?」


　突とつ如じよとして発生する空間歪わい曲きよく。


　──来る。


　シャノンの──〈竜機神〉の超ちよう常じよう知ち覚かく能力が、高速で近付いてくる膨ぼう大だいな熱量と質量を感かん知ちする。空間を歪ゆがめて急行する──その様ような芸げい当とうが出で来きるのは、この世界においては〈竜機神〉と〈秩序守護者〉のみだ。


　シャノンが咄とつ嗟さに振り返り──


「──ぐっ!?」


　──しかしその姿し勢せいのまま、彼は大きく何かに跳はね飛ばされて、〈スキッド〉の地面に叩たたきつけられた。


　背はい後ごの竜りゆう影えいが、揺ゆれる。


「おまえは──」


　すぐさま体勢を立て直しつつ、愕がく然ぜんと顔をあげるシャノン。


　その視し線せんの先の海面には、一人の娘むすめの姿すがたがあった。


　長い長い黒くろ髪かみが、潮しお風かぜに揺れる──


「スィン……！」


「──知らん」


　思わず手を伸のばしかけたシャノンに娘は冷れい厳げんな口く調ちようで言った。


　第二の〈秩序守護者ピースメイカー〉──シーズ・アーティラリイ。


　砲ほう兵へい型として生み出された最強の形相干かん渉しよう兵へい器きは、精せい密みつ作さ業ぎようこそ苦にが手てだが、形相干渉能力の処しよ理り容よう量りようとしては単体でも〈竜機神ドラグーン〉と互ご角かくに渡り合えるだけのものを持っている。


　まともにぶつかれば、今のシャノン達では勝てるかどうか。


　だが──


「ここは退ひけ、〈竜機神〉」


　無表情に告つげるシーズ。


「……何だと？」


「こちらはステアを回かい収しゆうすれば引き上げる。予想外の敵てき性せい戦力も確かく認にんされた。この状じよう況きよう下かでわざわざ戦たたかうつもりはない」


　威い嚇かくするでもなく、下した手てに出るでもなく、ただはじき出された計算結果を告げる様に、抑よく揚ようのない口調でシーズが言う。


「…………」


　眉まゆをひそめてシャノンは黙だまり込こんだ。


（ここは退くのが得とく策さくだ、我わが主あるじよ）


　ゼフィリスの声が脳のう裏りに響ひびく。


（シーズは相あい打うち覚かく悟ごだ。今の我われ々われには荷が重い。それに下へ手たにここで、アーティラリイ・タイプと戦えば、余よ計けいな犠ぎ牲せい者しやが出るぞ）


　シャノンは動かない。


　判断を下くだしかねているのだ。ゼフィリスの言う事は分わかる。だがステア・シビリアンをこのまま見み逃のがすのは感情的に納なつ得とくできないものがあった。


　この女は──女の擬ぎ態たいをした〈秩序守護者〉は本物の外げ道どうだ。ここで滅ほろぼしておかねば次にどんな汚きたない手を使ってくるか分かったものではない。


　とはいえ、シーズとステアの二体を相手にするには、まだゼフィリスが力不ぶ足そくだ。せめてその力を完全に解放した後でもない限り、まともな勝しよう負ぶは望めないだろう。


「──ラインヴァン王おう都とに来い」


　彼の無む言ごんをどう判断したのか……シーズが言う。


「こうなった以上、もう秘ひ密みつ裏りに貴き様さまや〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉を排はい除じよはできまい。故ゆえにこちらで決けつ着ちやくの場を指し定ていする。猶ゆう予よ期間は十五日」


「ふざけるな。そのような条件に誰だれが乗る？」


　シーズが右手を振ると、力りき場ばが形成されてステアを保ほ護ごする。


「来ないでいいわよ」


　表情を歪めながらもステアはシャノンを振り返って言った。


「ただ、一日貴方あなたが来るのが遅おくれれば、千人ずつ殺して行くけれど」


「…………貴様は──」


　無論、本気だろう──それだけの力はステアも持っている。


　ましてアーティラリイ・タイプのシーズが本気になれば、王都そのものを一いつ瞬しゆんで消し飛ばす事も可能だろう。そして更さらにもう一体──ステアと対ついになるアーティラリイ・タイプが居いる筈はずだ。


「我われ等らとしてもそろそろなりふり構かまっていられなくなってきている。この世界の永えい遠えんの守しゆ護ご者しやとして、我等は是ぜが非ひでも貴様と貴様の妹いもうとを抹まつ殺さつせねばならない。そのためには一国を潰つぶすのもやむなし、との結論に達した」


　シーズの声はやはり淡たん々たんとしている。


　特に感情を殺しているといった様よう子すもなく、自然な口く調ちようだ。大量殺人を予よ告こくする自分の言げん動どうに何の疑問も持っていないのだろうか。


　だとしたら──


「……そうか」


　シャノンはただ、それだけを言った。


　彼の中で──一瞬、幼おさない黒くろ髪かみの少女の姿すがたが過よぎる。


　だがその姿はどうしようもない程ほどに……ぼやけ、色あせていた。


「……待っているぞ」


　彼のその言葉を了りよう承しようととったのか──シーズとステアの姿が揺ゆらめいて、消える。異い相そう空間を利用した跳ちよう躍やく移い動どうだろう。


「…………」


　シャノンは無む言ごんで向きを変え──〈スキッド〉に向けて海面を滑すべり始めた。








　殲せん滅めつ領りよう域いきの中でもがく〈中ちゆう継けい点てん〉。


　かつては親しん友ゆうの姿をしていたものを静かに見み据すえながら、セーネスは言った。


「……あんた達の仇かたきはとるよ」


　そして──〈魔天狼フエンリル〉の連れん鎖さ分ぶん子し崩ほう壊かいが始まる。


　ごそり、と見えない獣けものの顎あごに食い取られたかの様ように、〈中継点〉の一部が消しよう滅めつする。暴あばれる肉にく塊かいは殲滅領域の中で激はげしくその形を変え、そして一瞬その表面にエイローテの顔を描えがき出した。


「姫ひめ──さま──セーネス──ネス──ススススス……スス」


　その顔の上半分が消しよう失しつする。


　なおもぱくぱくと何かを告つげるように開かい閉へいしていた顎さえも続けて消滅し──容よう赦しやなく進んだ崩ほう壊かいの末すえに、〈中継点〉の姿は消滅した。


　ゆっくりと殲滅領域の格こう子し模も様ようが消えてゆく。


「…………事じ後ご処しよ理りに、回る」


　短くそう言うと、セーネスは壁かべに立てかけてあった愛あい刀とうを手に取り、部へ屋やを出た。


「あんたらはここで待たい機きしていてくれ」


　すれ違ちがい、去ってゆくセーネスの後うしろ姿を振り返って眺ながめながら、パシフィカは意外そうな表情を浮うかべて言う。


「やけに……あっさりしてるわね……」


　自分が同じ立場であったなら、あんなに冷れい静せいではいられないだろう。シャノンやラクウェルが同じ様な運うん命めいを辿たどったならば……多た分ぶん、身も世もなく泣き喚わめく様な気がする。


　セーネスとエイローテの関係は傍はたで見ていた程ほどには深くなかったのか。


　それとも──


「彼女は、王族だから」


　ラクウェルが言う。


　彼女の表情はいつもの通りに穏おだやかだが──振り返ったパシフィカは、姉の表情に何ど処こか憐あわれむ様な陰かげりを見たように思った。


「指し揮き官かんであり、王族であり──人の上に立つ者だから。そういう在あり方を自分に課かしている人なのよ──多分ね」








　結局──


　ステアという指揮官を失うしなった〈中継点〉残ざん存ぞん兵力の掃そう討とうはひどく簡かん単たんな行こう為いであった。


　そもそもその無む限げん増ぞう殖しよくし果はてしなく融ゆう合ごう捕ほ食しよくを繰くり返す肉にく塊かい達が生物としての均衡バランスを失わないでいられたのは、ステア・シビリアンによる高度な統とう制せいがあったればこその事である。


　主あるじが去り、ただ無む目もく的てきに徘はい徊かいするだけの異い常じよう生物となった〈中継点〉達には、最も早はや知能さえもない。そもそもステアの力がなければ自じ存そんする事さえも危あやうい存在なのである。残っていた〈中継点〉の内、その半数が屑くず肉にくとなって崩ほう壊かいし、残り半数が共とも食ぐいさえ始めていた。


　その生き残りも当初の予定通り一カ所に集められた上で、〈紅スカーレツト〉の魔法戦技ぎ能のう者しや達によって完全に殲滅させられた。


　結果的には、大きな痛いた手でを被こうむりながらも〈紅〉は勝利したと言える。


　だが──




　終章







　人ひと払ばらいは厳げん命めいしてある。


　無む論ろん、元より事じ後ご処しよ理りで忙ぼう殺さつされている〈紅スカーレツト〉の者達に余よ計けいな世せ話わを焼いている様ような余よ裕ゆうは無ないだろう。それを見み越こした上でセーネスは此こ処こに来た。彼女の様な立場ともなると、自分一人だけの時間を作るだけでも手続きが必要になってしまう。


〈スキッド〉の南側──その波なみ打うち際ぎわ。


　爪つま先さきに触ふれて濡ぬらす波も知らぬげに、ギアット帝国の姫ひめ君ぎみは惚ほうけた様な表情で夕ゆう暮ぐれの空を仰あおいでいた。


「──らしくないな」


　そう彼女の背はい後ごから声をかけたのはシャノンである。


　他の者の姿すがたはない。ただ二人の影かげだけが朱しゆに染そまった海岸に長々と伸のびていた。


「……親しん友ゆうだったそうだな」


「陳ちん腐ぷな言い方で分わかったような気になられると迷めい惑わくだ」


　振ふり返らず──セーネスは言った。


「そうか。すまん」


　シャノンは素す直なおにそう言ってくる。


　もっとも、最初からシャノンの声に中ちゆう途と半はん端ぱな同情の響ひびきはない。


　思わず突つき放はなす様な反はん応のうを返してしまったが──安っぽい同情を浴あびせてこないだけでもセーネスは彼を少し見直しても良いような気がした。他人を憐あわれむ事は容よう易いだ。場合によってはむしろ悦えつ楽らくさえ生む。見せかけだけの憐れん憫びんが、歪ゆがんだ優ゆう越えつ感かんに支ささえられているのだという事をセーネスはよく知っていた。


　むしろそこで相手の不ふ幸こう──悲しみや怒いかりに引き込まれず、冷れい静せいでいる事の方が実じつは難むずかしいのだという事も。


「しかし……案外と涙なみだは出ないもんだよな」


　セーネスは自じ嘲ちよう気ぎ味みた笑えみを浮うかべて言った。


「まあ、冷静でいられることは指し揮き官として美び徳とくで──」


「セーネス・ルル・ギアット」


　やや語ご気きを強めてシャノンがセーネスの言葉を遮さえぎる。


「俺おれはあんたの部下でもないし臣しん下かでもない。敵てきでもない。ただの通りすがりだ」


「…………」


　無む言ごんでセーネスは視し線せんを足あし元もとに降おろす。


　ぼんやりと自分の足を眺ながめながら──彼女はその爪つま先さきが濡ぬれているという事に初めて気付いた。心の何ど処こかでシャノンの台詞せりふの先を知っている自分が居いる。それを期き待たいしてしまっている自分が居る。いけないと思いつつも──セーネスの心はどうにも焦しよう点てんが定さだまらず、否ひ定ていの言葉を具ぐ体たい的てきに結むすぶ事が出で来きない。


「ここには俺以外、誰だれもいない。だから──」


　彼はゆっくりと、慎しん重ちように言葉を選んでいるかの様な口く調ちようで続ける。


「今だけは、無む理りに『上に立つ者』を演じなくてもいい」


　セーネスは沈ちん黙もくで応じる。


　シャノンとてそれ以上言葉を重かさねる積つもりは無ないのだろう。ただ海岸に響ひびく穏おだやかな波の音だけが二人の間で揺ゆれている。


　そして──


「…………ったく」


　沈ちん黙もくに飽あきたかの様に──ため息めいた口調でセーネスは言った。


「見み透すかしたような事を言いやがって──」


「お互たがい様さまだ」


　特に悪びれた様よう子すもなく平然と言うシャノン。


　そしてセーネスは声をかけられてから初めて──シャノンを振り返る。


　自分がひどく締しまりのない、幼おさない表情をしているのだろうという事は想像がついた。何とかいつもの表情を取り繕つくろおうと焦あせる自分が居るのが分かる。だがそんな羞しゆう恥ち心しんと焦しよう燥そう感かんとは裏うら腹はらに──抑よく圧あつを取り払はらわれてこぼれ出す激げき情じようは自然に彼女の身体からだを動かした。


「私が──」


　シャノンにすがって立つように彼の襟えり首くびを両手でつかむ。


「私が殺した──」


　語ご尾びが情なさけないほどに頼たよりなく揺ゆれる。シャノンの胸むねに顔を押しつけて両目からこぼれそうになる雫しずくを押さえ──セーネスは呻うめくように言った。


「私が殺した……殺しちゃったよ……死ねと言ったんだ──」


　駄だ々だっ子のように、両手でシャノンを揺さぶりながら、彼の胸むな元もとを湿しめらせながら、セーネスは言う。もう格かつ好こうなどどうでも良くなっていた。一度堰せきを切って流れ出した感情を抑おさえ込む事など出来なかった。




[image: ]


　自分がどれだけ無む理りを重かさねてきているのか──今いま更さらながらセーネスは分かったような気がした。


「エイローテも、他の部下達も……こんな私に、ついてきてくれたあいつらを……」


　それが自みずから選んだ生き方だとて、時に人は『もしも』と思ってしまう。


　全力は尽つくした。後こう悔かいもない。こうなる事を予想していた。覚かく悟ごもとうの昔むかしに済すませた筈はずだ。そもそも力が至いたらず、部下を失うしなったのは今回が最初の事でもない。


　だがそれでも。


　自分が本当に正しい選せん択たくをしてきたのか、不安になる時がある。どうしても結果に自信を持てなくなって無意味に過か去こを振り返りたくなる時がある。決して結果が覆くつがえる事はないと分かっていながら、立ち止まって感かん傷しようにまみれたくなってしまう。


　特に──それが人の運うん命めいさえ左右するような時には。


「何度も私を助けてくれたあいつらを……助けてやれなかったよ……私は、何もしてやれなかったよ……」


　自分はこれでよかったのか。


　ここまでの犠ぎ牲せいを払はらって自分がしてきた事は本当に正しいのか。他ほかに、もっとやりようがあったのではないか。


　だが──いくら悔くやんでも時間は戻もどらない。


「エイローテは……本当に子供の頃ころから……ずっとずっと──私を支ささえてくれたのに……私を選んで、ついてきてくれたのに……私は、一番大事な、あいつですら助けてやれなかったよ……」


　分かっている。


　自分が選んだ生き方は……敵てきや味み方かたの血ち肉にくを敷しき詰つめて舗ほ装そうされた道なのだ。誰だれも死なず苦しまず、笑顔だけで渡わたれる橋でないという事も知っている。自分がこれからもこうした経けい験けんを積み重ねていかねばならない様な生き方をしているのだと──セーネスはよく分かっている。


　後戻りは出来ない。


　だからせめて──


「私──酷ひどいよな」


「そうだな」


「格かつ好こう悪いよな」


「そうだな」


　シャノンの言葉はひたすら簡かん潔けつで──そこには容よう赦しやも労いたわりもない。


　ただ──


「そんな事は百も承しよう知ちで彼等らはあんたに付いてきたんじゃないのか？」


「…………」


　セーネスが動きを止める。


　しばし凍こおり付いたまま沈ちん黙もくを守っていた彼女だが──


「ちく……しょ……」


　嗚お咽えつの合あい間まにそんな言葉が漏もれる。


　憤ふん怒ぬと。憎ぞう悪おと。後こう悔かいと。哀あい惜せきと。自じ嘲ちようと。


　それらを全すべて含ふくんだ上で漏れてくる純じゆん粋すいな激情の言葉。


「ちくしょおお……っ！」


　自分にしがみついて慟どう哭こくするギアット帝国第三皇おう女じよを──シャノンはただ静かに見守っていた。






　あとがき







　携けい帯たい電話の雑音──それは人類の叡えい智ちであり秩ちつ序じよの象しよう徴ちようでもある信号が、無秩序との戦たたかいにおいてたてる剣けん戟げきの響ひびきである。意味成なさぬ混こん沌とんと、意味の結けつ実じつたるデジタルデータが電波という狭きよう隘あいな覇は道どうにおいて相あい譲ゆずらずに互たがいを押しのけようと争あらそっている。


　技術の改かい革かくは秩序に力を与える。雑音や断線は次し第だいに減へり、人々は叡智の生み出した勝利を享きよう受じゆする。


　だが忘れてはならない。それは今日の勝利にしか過ぎない。世界は熱ねつ力りき学がくの法則に従したがって、ゆっくりと、しかし確実に無秩序への道を歩あゆんでいるのだから。


「あ、Ｔさん。どーも、[image: ]です。今飯田橋（富士見書房社しや屋おく最も寄より駅）に着つきました」


「おお。ではご到とう着ちやくまでもうすぐですね」（註：この時点で既すでに夜の八時）


「何とか晩ばん飯めしには間まに合ったって感じですか」上じよう京きようついでにメシ喰くう約束をしてた）


「ええ。もっともその前に出で来き上あがってきてる連れん載さいの方の校正を終えていただきますが」


「……あんた、鬼おにだねッ!?」


「締しめ切りやぶり三週間の作家は鬼でないとでも？」


「………うう」


「という訳わけでお待ちしております」


「……御ぎよ意い」








　という訳で。どーも、[image: ]です。今回はドラマガ連載時「セーネス編」と記き載さいされていた本作、「獣姫の狂詩曲」をお届とどけいたしまする。


　なんだかやけに時間が空あいているので原稿を直していても妙みような気分です。試ためしにテキストファイルの更こう新しん日時を見てみると、西せい暦れき二〇〇〇年の三月。実に一年半近くも間が空いている訳で、なんかもー懐なつかしささえ感じてしまいます。








　さて、このセーネス編からそろそろ物語は待ったなしの展てん開かいになっていきます。具体的には間に書き下ろしエピソードを挟はさめない展開になってゆくのですが、そもそも連載は半年分で一冊という縛しばりがこの「棄すてプリ」にはある訳で。


　他の作品と交こう互ごに出すのか、番外編の長編を書くのか、短編集でも出すのか、はたまた刊かん行こうが半年ごとになって読者の方々に『なにやってんだ』とお叱しかりを受けるのか。我が事ながら予断を許さない状況ですな。


　大だい丈じよう夫ぶか、私。専業小説屋が本出すの遅おくれると米びつの米が尽つきるぞ。








　さて。いつもの感謝の言葉の時間でございます。





　今回、特とく殊しゆ部隊〈深淵の杖デイープワンズ〉の設定に関してはホームページ「うごうご[image: ]くん」の訪問者のお一人、Ｒｉｃｋ＝Ｔさんのアイデアをいただいております。元々は彼からもらった質問がヒントだったのですが、面おも白しろいのでほんのちょっとアレンジかけて使わせていただきました。


　まずはＲｉｃｋ＝Ｔさんに感謝を。





　また艦隊編制についての知識などについては小説家の葛西伸哉氏、中里融司氏にご教授いただきました。無論、かなり小説上で都つ合ごうの良いように勝手な解かい釈しやくを付け加えていたりするので、教えていただいた事の半分も活いかせていないかもしれませぬが──お忙いそがしい中、ありがとうございます。





　毎度の事ながらビジュアル面で多大な御助力をいただいている安曇雪伸氏にはとっくの昔に感謝の言葉のバリエーションも尽きておりまする。十月からファンタジア文庫の「しおり」は氏のイラストになるとか。今から楽しみです。





　当然ながら読者の方々にも。誰よりも大きな感謝を。





　では。読者の皆様及び関係者の皆様。次の巻でもどうかおつきあいくださいまし。





　２００１／８／４


　ＢＧＭ：「赤い光」（ｂｙ　Ｆｅｎｎｅｃ！）


　Machine：自作機（セレロン５６６Ｍｈｚ／ＲＡＭ５１２ＭＢ）




初　出





この小説は『月刊ドラゴンマガジン』２０００年６月号～11月号に連載されたものに加筆したものです。




スクラップド・プリンセス９


獣けもの姫ひめの狂詩曲ラプソデイ
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